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Ⅰ．環境に関する調査研究  

（大気、陸）  
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Ⅰ－1 大気浮遊塵中の放射性核種濃度  

放射綬医学総合研究所  

湯川雅枝、渡辺嘉人、西村義一  

田中千枝子、佐藤愛子   

1．緒言  

核爆発実験や原子力平和利用により、大気中に放出された放射性核種による環   

境レベルを把糧し、国民の被ばく圭評価に資することを目的として大気浮遊塵中   

の放射性核種の濃度を調査する。   

2．調査研究の概要   

（1）試料採取  

千葉市穴川にある放医研構内の地上1～1．5mの外気浮遊塵を試料とした。   

ハイポリーウムエアサンプラ一により捕集効率が0．995以上のグラスファイ   

バー濾紙（20．3c m X25．4c m）に連続集塵するが、流量はマイクロコ   

ンピュータによって一定量（1m3 ／min）を保つように制御されている。濾   

紙の目詰まりは約2ヶ月程度の集塵では起こらなかったが、目詰まりを生じて流   

量が下がった場合でも、積算流量は正しく表示されるように設計されている。   

（2）分析測定  

浮遊塵を捕集したグラスファイバー濾紙は、所定の大きさに折りたたんで、   

G e（Li）検出器によるガンマスぺクトロメトリを行った。ガンマ線放出核種   

定量後、水酸化ナトリウムと塩酸によリストロンチウムを抽出し、発煙硝酸法で   

精製した。  

90S rはマイクロコンピュータによる自動解析装置付の低バックグラウンドベ   

ータ頼スぺクトロメータにより定量を行った。   

（3）結果  

昨年に引き続き、浮遊塵試料の採取及び分析を継続中であるが、今回は19   

96年9月20日から1997年12月22日までの採取試料についてのガンマ   

続放出核種の定量値を結果を表－1に示した。  
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表－1．大気浮遊塵中のγ頼放出核種濃度  

大気浮遊塵  通風圭  放射性核種濃度（×10－6Bq／m3）  

採取期間  m3×（108）  137C s   

1996 9／20－10／21   24．6  

10／21■－11／20   22．3  

11／20一－12／20   12．7  

12／20・－19971／20   10．3  

り20・－ 2／20   23．7  

2／20－ 3／25   27．3  

3／25・－ 4／25   20．4   3．21±1．04   

4／25・－ 5／23   23．2  

4／25・－ 5／23   23．2  

5／23・－ 6／23   31．2  

6／23・－ 7／22   24．8  

7／22・－ 8／22   26．8  

8／22・－ 9／22   21．9  

9／22－10／21   19．3  

10／21・－11／21   19．8   2．22 ±1．58   

11／21－12／22  29・5   1．96 ±1．06   

ーー ；検出限界以下  
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Ⅰ－2 環境中の14Cの濃度調査  

放射線医学総合研究所  

府馬正一、井上義和、佐藤尚衛、平野眞由美  

1．緒言   

環境中の14Cの主な起源は、自然生成、大気圏核実験および核燃  

料サイクル関連施設などである。14cは半減期（5 7 3 0年）が長  

いために、集団線量預託への寄与が無視出来ないと考えられている。  

14Cが集団に及ぼす線量影響を起源毎に評価するためには、施設の  

影響のない自然環境と施設周辺環境における14Cレベルの長期間の  

時間推移と変動および地域分布などに関するデータが不可欠である。   

自然生成および核実験起源の14cの環境レベルを把握する目的で、  

19 6 0年代初頭より現在に至るまで、主に日本産の植物精油と発  

酵アルコールを測定試料と して14c濃度（比放射能、d p m／  

g c）を測定してきた。植物では、ある年に生育した部分の炭素中  

の14c濃度は、その年の大気中の二酸化炭素中の14C濃度を良く反  

映すると考えられるので、測定値は、飲食物の摂取を通じて人体に  

摂取される14C濃度を推定し、線量評価を行う際の有用なデータと  

して使用出来る と考えられる。  

2．調査研究の概要   

今年度測定した試料は、主と して19 9 7年に日本で収穫された  

ブドウを原料と して発酵醸造されたワインである。蒸留精製し、約  

9 6－9 7％のアルコールを調製した。比重を測定して正確なアル  

コール濃度を決定後、その10mlを同量のトルエンシンチレ一夕と  

浪合し、液体シンチレーションカウンターPackard社製 TRI－CARB  

2000CAで1試料当たり 5 0 0分測定した。バックグラウンド（B．G）  

計測試料は、同量の合成アルコールを用いて調製した。この測定法  

では、1試料に導入できる炭素量は約4 gであり、測定効率は約  

6 2％、B．G計数率は、約5．5 c p mであった。   

測定結果を表に示した。19 9 7年の日本各地の14c濃度は、  

14．9±0．1d p m／g C～15．1±0．1d p m／g Cの  

範囲であった。平均値は、15．0±0．1d p m／g Cであった。  

測定誤差を考慮すると、14c濃度の地域差は認められず、日本の  

14c濃度は工業地帯を除いてほぼ均一に分布していると考えられる。  

19 8 0年から19 8 9年までの10年間の14c濃度は、年減少率  

約0．20 d p m／g Cで低下してきた。その後、19 90年から  

19 9 7年の最近8年間は、15．6 d p m／g Cから15．0  

－ 5 －   



d p m／g Cと緩やかな減少傾向を示した。  

3．結語   

本調査研究によ り蓄積された14c濃度の時系列から以下のこ とが  

分かった。19 4 0年代の試料から、日本での自然生成レベルが約  

13．7 d p m／g Cであった。大気圏核実験の開始に伴い、その  

影響が19 5 0年代以降の試料に認められ、14c濃度は急激に増大  

し始め、19 6 3年には最大値2 5 d p m／g cに達した。その後  

19 8 0年代まで、濃度は比較的急速に低下した。この間、特に  

19 7 0年前後の日本の濃度は、北半球大気対流圏の予測濃度よ り  

最大十数％の低下を示した。これは、日本の急速な工業化に伴う化  

石燃料の大量消費の結果、大気中に14cを含まない炭酸ガス濃度が  

急激に増加したため、希釈され濃度が低下したと推定される  

（Suess効果）。19 8 0～19 9 6年の間の14cのゆるやかな減少  

傾向は、炭素循環モデルに基づく対流圏の14c予測濃度（NCRP）と  

良い一致を示した。   

植物由来有機成分中の14c濃度測定値から推定される大気中の  

14c濃度の時間変化は、年々減少率が小さく なりつつもなお減少傾  

向が続いている。核実験起源の14cが、19 9 7年現在で自然レベ  

ルの約9％増のレベルで大気中に残存していることを示している。   

長期間の時間変化を予測するためには、本測定調査を継続してデ  

ータを蓄積すると と もに、植生や海洋が果たしている炭酸ガスのリ  
ザーバ ーと しての役割と、化石燃料の消費に基づく14cを含まない  

炭酸ガスの大気中濃度の増加による希釈効果の両者の影響について  

解析する必要がある。これらの解析結果は、近年問題となっている  

地球温暖化の原因解明に役立つであろう。一方、放射性廃棄物の土  

中埋設処分や核燃料サイクル施設の運転に伴い14cが環境に放出さ  

れ、局地的に環境濃度を上昇させる可能性があるので、今後は、施  

設周辺の環境試料を定期的に採取し、その14c濃度を測定し、経年  

変化に関するデータを蓄積する必要がある。  

表  日本の19 9 7年産ワインの14C濃度  
試料＃  ブドウの産地  14C濃度（dpm／gC）  計測誤差（1SI）；dpm／gC）   

1   北海道   14． 9   0．1   

2   蔵王山麓   14． 9   0．1   

3   新潟県   15． 0   0．1   

4   山梨県   15．1   0．1   

5   長野県   15．1   0．1   

19 9 7年 平均値＝15．0±0．1 dpm／gC（1標準偏差）  
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Ⅰ－3 鍾乳洞におけるラドン濃度の測定調査  

放射線医学総合研究所  

藤元憲三、飯本武志、古川雅英、床次眞司   

1．緒言   

我々のグループでは自然放射線被ばくの中で最も線量寄与の大きな  

空気中のラドン及びその娘核種についてこれまで一般居住環境の全国  

調査を実施し1，2，3）、わが国におけるラドンからの平均的な線量を求めた  
4）。更に、一般居住環境以外の場所として職場環境、ラジウム温泉、地  

下道、鍾乳洞等におけるラドン濃度の調査も実施している。今年度は  
昨年度に引き続き、東洋一の鍾乳洞として毎年100万人以上の観光客が  
訪れる山口県の秋芳洞においてラドン濃度の調査をアクティブ法を用  

いて行い、そこを訪れる観光客と案内人の被ばく線量の問題、季節変  
動の有無について検討した。   

2．調査研究の概要  
1）調査地点   

秋芳洞では秋芳洞本洞と黒谷支洞において洞内で数カ所を、また、  

コントロールとして秋芳洞の外の入口付近と秋吉台、秋吉台に建つホ  
テルにおいてラドンおよびその娘核種の測定を行った。更に、周辺の  

鍾乳洞として、美東町にある大正洞、更に影清洞において測定を行っ  

た。  

2）測定方法   

本調査ではラドン濃度はルーカスセルに空気をサンプリングし、パ  

イロン社製のAB5で計測を行った。一方、ラドン娘核種はフィルター  
上にエアロゾルと共にラドン娘核種を10分間捕集し、Si検出器を用い  
てα線のエネルギースペクトルを2度計測し、214Poと210Poのエネル  

ギー領域の計数を求めラドン娘核種のそれぞれの濃度とポテンシャル  

アルファエネルギー、平衡等価ラドン濃度をもとめた。   

3）測定結果   

今回及び前回の鍾乳洞における測定結果を表1に示した。今回の測  
定は7月に、前回は11月に実施した。今回の測定では多量の降雨の  

あった数日後であり、洞窟内には多量の雨水が地下水となって流れて  

いた。従って、夏場の測定結果ではあるものの、夏場の代表的な値を  
示しているか否かには若干の疑問が残る。しかしながら、前回の濃度  

に比べて大変高い値を示した。一般的傾向として報告されている、諸  
外国の洞窟において見出されている夏場に高い濃度を示すという傾向  

と同じ結果を示している。また、洞窟の入口近くの屋外の測定結果は  
洞窟からの空気の影響で屋外といえども比較的高い濃度を示した。特  
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に秋芳洞と大正洞においては屋外の測定地点が鍾乳洞入口の同じレベ  

ルの谷状の地形をしている所で、鍾乳洞から放出された空気が淀み易  

い場所であったため、屋外としては比較的高い濃度を示したものと考  

えられる。それに比べ、影清洞の場合には屋外として選んだ場所が  

オートキャンプ場で鍾乳洞入口から数百メートル離れた、平坦な土地  

であった。したがって、鍾乳洞から放出されたラドンの影響は認めら  

れていない。一方、前回と同じホテル内での室内のラドン及びラドン  

娘核種濃度は前回よりも低いあるいは同程度の値を示している。ホテ  

ルにおいては雨の影響、季節の影響は認められていない。   

今回の測定結果が洞窟の夏場の代表的な結果とすると、常時洞内に  

いる案内人や観光客は夏場には冬場より100倍を越えるかなり大きな被  

ばくをすることとなる。このような場所における被ばく線量の推定に  

は、大きな季節変動が存在することを留意しなければならず、それを  

無視すると大きな誤差を生むこととなる。   

3．結語   

今後も引き続き、様々な生活環境におけるラドン、ラドン娘核種、  

さらにはエアロゾル粒径について調査を行う予定である。   

研究発表  

1）Fujimoto，K：Proceedingofthe7thTohwaUniversity   

InternationalSymposium，Radonandthoroninthehuman  

environment，Oct．，1997．  

2）藤元憲三、小林定喜、内山正史、土居雅広、中村裕二：   

保健物理互乙41－51，1997．  

3）ラドン濃度全国調査最終報告書NIRS－R－33（1997）．  

4）ラドン濃度測定・線量評価最終報告書NIRS－R－34（1998）．  
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Ⅰ－4 宇宙線電離成分線量率の高度変化  

放射線医学槍合研究所   

古川雅英、床次眞司、藤元憲三  

1．緒言   

放射能調査研究課題「生活環境における宇宙放射線の空間分布と時間変動に関す  

る調査研究」では、地表レベル（海面高度～高山域）における宇宙放射線（二次宇  

宙線）強度の空間分布および時間変動を実測によって把握し、国民線量算定の高精  

度化に資することを目的としている。平成6年度には富士山とその周辺において、  

海面高度から富士山頂部（標高3740m）の区間で二次宇宙線の電離成分及び中性子  

成分の両者について測定を行った。また、平成7年度には青森県岩木山および九州  

南部（開聞岳、屋久島黒味岳）において、平成8年度には北海道および中部地方の  

主として山岳域において、電離成分について測定を実施した。このほか関連する調  

査研究として、経常研究の一環ではあるが、東京大学海洋研究所の調査船「白鳳丸」  

のKH93－3航海において、東京湾からインド洋南西部までの海面高度における電離成  

分強度の緯度変化を実測した（平成5年度）。また、平成7年度には、韓国釜山大  

学の協力を得て、韓国において電離成分の現地測定を実施した。これらによって得  

られたデータおよび成果については、すでに各年度ごとの放射能調査研究報告書、  

ならびに学会等において公表を行った。  

2．調査研究の概要   

今年度（平成9年度）は、富士山とその周辺の4地点（再測定・標高約800m～  

2300mの区間）および沖縄県宮古島の海面高度において電離成分線量率の測定を実  

施し、それぞれ良好なデータを得た。測定には3”≠×3”NaI（Tl）スペクトロサーベイ  

メータを使用した。データを解析した結果、富士山5合目（2305m）では  

61．2nGy／h、4合目（2020m）では59．3nGy／h、川口湖町船津（880m）では  

36．5nGy／h、川口湖畔の桟橋先端（831m）では35．OnGy／h、宮古島の海面高度（Om）  

では28．4nGy／hであった。ちなみに今年度は、文部省科研費により、ブラジル宇宙科  

学研究所ならびにサンタマリア大学等の協力を得て、ブラジルの広域においても電  

離成分線量率の現地測定を実施した。   

さらに今年度は、本抄録のタイトルに示したように、上記およびこれまでに得た  

データから、国内における電離成分線量率の高度変化について取りまとめを行った。  

図－1に、3”≠×3”NaI（Tl）スペクトロサーベイメータによるデータから求めた電離  

成分線量率の高度変化を示す。高度にともなって電離成分線量率が大きくなること  
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が明かであり、海面高度では概略28～30nGy／hであるが、標高4000mでは海面高度  

の3．7倍～4倍程度になることが推定された。  

3．結語   

地表レベルにおける宇宙放射線強度の空間分布については、特に地磁気緯度の中・  

低緯度地域における実測データの不足が指摘されてきた。中・低緯度地域には日本  

のみならず、人口集中の著しいアジア諸国が含まれており、宇宙放射線による影響  

等を高精度で評価するためには、引き続き国内外における測定を実施し、データの  

蓄積と整備を進める必要がある。このため、高度変化のみならず、宇宙放射線強度  

の変動要因である気圧や地球磁場を同時測定し、時間変動ならびに空間分布に関す  

る諸情報も得る計画である。また、屋内や地下空間における測定を実施し、建築物  

等による宇宙放射線に対する遮蔽の効果についても定量的な調査研究を進める予定  

である。  
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図－1 宇宙線電離成分線量率の高度変化  
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Ⅰ－ 5 環境中のトリチウムの測定調査  

放射線医学総合研究所  

井上義和、宮本霧子、平野眞由美、佐藤尚衛   

1．緒言   

本調査では全国の原子力発電所の2次冷却排水、陸水、海水の第  
1次調査（1969‾1980）、茨城県東海村陸環境における分布と計時変化  

に関する第2次調査（1981‾）、青森県六ヶ所村におけるバックグラウ  

ンドデータの収集（1991‾）などを行ってきた。またこれらのデータ  

を解析し、環境中での3Hの動態を明らかにすることによって、3H  

環境移行モデルを構築した。モデルを3Hによる環境汚染の程度を予  

測するツールとして用いることにより、原子力施設の通常モニタリ  

ング法の改善やヒトの線量評価法の改良に役立てることが可能であ  

る。   

本調査の目的は環境汚染予測モデルを運用・適用するための基盤  

データベースを提供し、局地水圏に特異的な水文学的パラメータを  

推定し、モデルの検証に直接役立つデータセットを蓄積することに  

ある。  

2．調査研究の概要   

一般環境中のフォールアウト起源の3Hレベルの推移を明らかにす  

るために、1980年より千葉市の月間降水を採取している。採取水試  

料は蒸留後、鉄－ニッケルを電極とした電気分解によって、3H濃度  

を約25倍に濃縮し、その後液体シンチレーションカウンター（Pa  

Ckard社製LSC TrトCarb2250CA）によって、1試料当たり約500  

～1000分計測した。   

図1に千葉市における1996年と1997年の月間降水中の3H  
濃度と降水量の変化を示した。フォールアウトレベルはかなり減少  

して、核実験開始前の宇宙線生成の3H自然濃度レベルに到達し、千  

葉市に降雨をもたらす大気水蒸気はほぼ一定濃度を保っていること  

が分かった。しかし僅かながら、1月から6月までの1年の前半は  

濃度が高く、7月から12月までの後半は低い傾向が見られる。ま  

た降雨量が極端に多い1996年の7月と9月は濃度がやや減少し、  

降雨量が極端に少ない1997年の2月は濃度が特に上昇した事実  

が観測されたが、前者は海洋性低気圧の到来により希釈されたこと  

で、また後者は大陸性の高気圧優勢により高濃度の水蒸気が飛来し  

たことなどで説明できる。  
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3．結語   

降水中の：iH濃度は、3H環境移行モデル運用における基盤データ、  

また原子力施設周辺で観測される3H濃度レベル評価のための基準デ  

ータなどになり、また土木工学分野ではトンネル地下湧水の年代測  

定や水理設計などの判断のために利用されることがあるので、東京  

付近で長期継続して採られたデータとして、利用される機会が多い。  

今しばらくはレベルの把握を継続する必要がある。  

【研究発表】  

（1）井上、宮本、平野、佐藤：放射能調査研究報告書、（平成8年  

度）、NIRS－R－33、放射線医学総合研究所、47－51、平成9年   

12月．  

（2）井上、宮本、平野、佐藤：第39回環境放射能調査研究成果論文  

抄録集（平成8年度）、科学技術庁、1ト12、平成9年12月．  
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図1 千葉市における月間降水量とトリチウム濃度の変化  
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Ⅰ－6 高空における放射能塵の測定  

防衛庁技術研究本部  第1研究所   

遠藤  拡  佐藤美穂子  春川順市   

加藤迫彦  渡辺健二  

1．緒言  

19 61年以来、放射能によ る環境汚染調査の一環と して、我   

が国上空の大気浮遊塵の放射能に関する資料を得るため航空機を   

用いて試料を採取し、全β 放射能濃度及び含有核種の分析を行っ   

てきた。本稿では、前報に引き続いて平成 9年度に得た測定結果   

について報告する。  

2．調査研究の概要   

1）試料の採取  

北部（宮古東方海上～苫小牧）、中部（百里～新潟並びに  

茨城県及び福島県沖海上）及び西部（九州西部海上及び北部  

海上）の 3 空域において航空機（T－4 中等練習機）に装着し  

たろ紙式集塵器によ り 試料を採取した。採取高度は、各空域  

と も10k皿及び3kmであ り、ろ紙は、東洋濾紙㈱製 No．5Aであ  

る。図1に使用 したろ紙式集塵器の概要を示す。  

図1 ろ紙式集塵器の概要図  

2）測定方法  

試料の処理、測定方法は、従来と 同じである。試料ろ紙の  

半分は、灰化して全β放射能測定用と し、残り 半分は、γ線  

機器分析用とするため未処理のまま、60mm¢×5．5m山1の円板状  

に圧縮成形した。全β放射能測定における比較線源にはt．J30・  

を使用 した。Ge半導体検出器のピーク効率は寒天基準容積線  

源を用いて求めた。  

3）調査結果  
19 9 7年4 月 から19 9 8年3 月 までの間における全β  
放射能濃度の測定結果を図 2 に示す。本期間での高度10km  

試料の全測定値の平均値は1．3mBq／m3である。平成7、8年  
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度はそれぞれ1．5mBq／mつ、1．4mBq／／m3であり、気象要因等によ  

る変動幅内の値である。また、今期間中に採取した単一試料  

の γ 線スペクト ル分析からは人工の放射性核種は検出 されて  

いない。γ 線スペクトル分析で検出 された宇宙綿生成核種  

T B e は成層圏に多く 存在する もの と 考え られる が、その膿  

度の変動を図 3 に示す。  
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3．結語  

本期間の上空大気中の全β放射能濃度は前年度と ほぼ同 じであ   

り、その季節的変動も少な く なっている。これは大気圏内での核   

実験がな く、成層圏に滞留 している放射性物質が少な く なったた   

めと 考えられる。しかし、環境放射能汚染監視のため引 き続き調   

査が必要 と 考え られる。  
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Ⅰ－ 7 土壌並びに作物中の降下放射性核種の分析的研究（平成9年度）  

農業環境技術研究所  

駒村美佐子  

1．緒言   

昭和32年以来、農耕地（水田・畑）土壌及びそこに栽培生産された米麦子実を対象   

に、降下放射性核種による汚染状況とそれらの経年変化を調査してきたが、今回は平   

成9年度に採取収穫した試料について、137Csの核種分析を行ったのでその調査結果   

を報告する。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取と分析法  

前年度と同様、全国15ヶ所の国公立農業試験研究機閲の特定圃場から、それぞれ   

の収穫期に採取された水田・畑作土及びそこに栽培された水稲・小麦子実を分析用   

に調製し供試した。  

137Csの分析は、土壌は風乾細土40～60gを、米麦子実の玄麦・玄米は1kg、白米は   

3kgをそれぞれ5000Cで灰化後、測定容器に詰め、Ge（Li）高純度半導体検出器により   

137cs含量を測定した。  

2）調査結果  

①農耕地土壌  

平成9年度の収穫期に、畑及び水田圃場からそれぞれ採取した作土（深さ10～   

15cm）中の137Cs含量を表1、2に示した。  

137Cs含量は、全国平均で畑土壌9．9Bq／kg、1，106KBq／km2、水田土壌11．6Bq／   

kg、1273蝿q／km2の値を示した。前年度と比較すると僅かに減少した。採取地別に  

は畑土壌 4．4～17．9Bq／kg、水田土壌2．1～24．7Bq／kgと地域差が大きい。  

②米麦子実  

平成9年度に収穫した玄麦及び玄米・白米中の137Cs含量を表1、2に示した。  

これらの調査結果から、137Csは、全国平均で玄麦0．016Bq／kg、玄米0．065Bq／kg、白  

米0．027Bq／kgの値を示した。前年度と比較すると、米麦子実中の137Csやゝ減少  

傾向を示した。採取地別には、著しい地域差が認められた。  

3．緒言吾   

平成9年度に採取収穫した農耕地（水田・畑）土壌及び米麦子実中の137Csの核種分   

析を行った結果、137Csの含量は、僅かな減少傾向を示しながら推移している。  
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表1玄麦及び畑作土の137cs含量  

平成 9 年度  

137cs  
試料採取地  

収穫日  品種名       玄麦   畑土壌  

Bq／kg  Bq／kg  HBq／km2   

札 幌（北海道）  7．28  ホクシンコムキや  0．018  7．6   903   

長 岡（新 潟）  6．20  ココキコムキや   0．007  17．9  2，176   

盛 岡（岩 手）  7．10  ナンデコムキや  0．010  17．5  1，605   
岩 沼（宮 城）  7．1  シラネコムキ中   0．016  4．4   567   

水 戸（茨 城）  6．17  農林61号  0．018  4．9   451   

つくば（茨 城）  6．20  農林61号  0．014  9．4   972   

熊 谷（埼 玉）  6．8  農林61号  0．018  5．1   
立 川（東 京）  6．13  農林26号  0．022  14．5  1，308   
山 陽（岡 山）  6．10  シラサキ○コムキ  0．021  7．9   1，341   

平 均  0．016  9．9  1，106   

表2 玄米・白米及び水田作土の137cs含量  

平成 9 年度  

137cs  

試料採取地  

収穫日  品種名       玄米  白 米   水 田 土壌  

Bq／kg  Bq／kg  Bq／kg  MBq／km2   

札 幌（北海道）   10．7  ユキマル   0．009  0．007  9．1   

秋 田（秋 田）   10．1  アキタコマチ   0．236  0．114  24．7  2，417   

大 曲（秋 田）   9．25  アキタコマチ   0．213  0．072  7．3   599   

上 越（新 潟）   9．16  コシヒかノ   0．057  0．029  23．4  2，472   

金 沢（石 川）   8．28  ホホホノ穂   ND   0．021  2．1   291   

鳥 取（鳥 取）   9．22  コシヒかJ   0．042  0．009  16．6  2，613   

盛 岡（岩 手）   10．14  ヒトメボレ   0．074  0．032  12．7  1，012   

名 取（宮 城）   10．8  ヒトメホ○レ   0．058  0．029  18．0  2，078   

水 戸（茨 城）   9．25  コシヒカリ   0．044  0．012  13．8  1，505   

つくば（茨 城）   9．20  コシヒカリ   0．017  0．003  7．1   700   

立 川（東 京）   10．22  アキニシキ   0．018  0．003  14．7  1，551   

双 葉（山 梨）   9．2  ハナエチセ○ン  0．008  ND   2．6   

羽曳野（大 阪）   10．6  晴々   0．008  0．001  6．0   682   

山 陽（岡 山）   10．30  アケがノ   0．024  0．007  6．6  1，122   

筑紫野（福 岡）   10．13  ヒノヒかノ   0．168  0．066  9．0   960   

平 均  0．065  0．027  11．6  1，273   
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Ⅰ－ 8 放射性ヨウ素の土壌蓄積性と浸透性の定量的把握（平成9年度）  

農林水産省 農業環境技術研究所  

椎田康一   

1．緒言   

長寿命放射性ヨウ素（129Ⅰ）の土壌表層降下後の土壌蓄積性や浸透性の定量的解明の一環として、海水起源  

で大気経由で降下する非放射性127Ⅰの土壌深度分布や滞水層別地下水および各種作物中127Ⅰ濃度を全国レベル  

で明らかにする。また、精密解析圃場での深度別土壌水や地下水中127Ⅰの挙動を明らかにする。   

平成9年度はつくぼ市農環研構内の水田、畑および林地での深度別土壌水・地下水中127Ⅰ濃度と土壌水分  

および温度との関係を明らかにした。また、全国地下水中127Ⅰの蓄積レベルと動態把握の一環として、足柄平  

野の地下水中127Ⅰ濃度レベルを明らかにした。   

2．調査結果の概要  

1）方法  

①精密解析圃場での土壌浸透水・地下水中127Ⅰの濃度レベルと動態   

つくば市農環研の水臥 畑地および林地に、深度別土壌浸透水採水管および滞水層別地下水採水井を設置、  

経時的に採水し、放射化分析法によって127Ⅰ濃度を定量した。なお、127Ⅰの放射化分析法は、原子炉照射試料  

を蒸留後、溶媒抽出法によってヨウ素のみを単離した後測定した。  

②全国代表地域での地下水中127Ⅰ濃度レベル   

神奈川県足柄平野および周辺集水域の浅層および深層地下水計70点を採水し、放射化分析法によって127Ⅰ  

を定量した。   

2）結果と考察  

①精密解析圃場での土壌浸透水・地下水中127Ⅰの濃度レベルと動態   

水田、畑地および林地の土地利用、夏期（高温期）と冬期（低温期）、水田でのかんがい期（湛水化）と  

非かんがい期などの違いに着目し、土壌浸透水と地下水中127Ⅰ濃度レベルを明らかにした（表1）。   

水田は夏期高温期の湛水条件下では、土壌浸透水（特に表層）中127Ⅰ濃度が著しく高まったが、冬期低温  

期の湛水条件下では、畑地あるいは水田の非かんがい期並みの低レベルに留まった。これは、低温期では土  

壌の還元化が進行しないためと推測された。畑および林地はいずれも年間を通じ湛水化されず、酸化的条件  

下で移動するため極めて低レベルで、特に林地は低くなっていた。   

水田落水後、土壌表面の凹地（湿地）には水が残り湛水（還元）状態が続き、凸地（乾燥地）は畑水分（酸  

化）状態になり、時間の経過に伴いいずれも地表面が乾き酸化的状態になった。それぞれの地点仲間の平  

坦地を含む）の地表面下10cm下では凹地の最も遠元的状態下で521〟g几（9／19）で、凸地の最も酸化的状  

態で0．7〃■g／L（12／26）と、3桁もの違いを生じた。  

②全国代表地域での地下水中127Ⅰ濃度レベル   

神奈川県足柄平野の地下水採水地点70ケ所の内、本年度は127Ⅰ分析が終了した周辺部集水域15地点の127Ⅰ  

濃度を表2に示した。   

山麓部の内、最も標高の高い森林域とその下の樹園地・畑地域、さらにその下の平野部にかかる住宅地に  

分けて示した。森林、樹園地、住宅地の順に127Ⅰ濃度は高まっているが、森林地域は精密解析圃場の林地8m  

の0．3〃′g几とはぼ同レベルであり、樹園地・畑地は畑8，5mの0．5〟′g几とほぼ同レベルとなっていた。   

3）結語   

水乱 畑地および林地の土壌浸透水・地下水中127Ⅰ濃度レベルは環境条件、特に湛水と畑水分（酸化と還  

元）などの土壌水分、温度条件によって大きく変化することを圃場・野外レベルで明らかにする事ができた。  

これが土壌への127Ⅰの蓄積性や地下水層の浸透性にも大きな影響を及ぼしていることが、前年度までの土壌中  

127Ⅰ濃度分布と結び付けることによって、より明確に解明することができた。  
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蓑1夏期および冬期の土壌水および浅層地下水中’271濃度（リg／L）   

・土地利用形態、湛水と非湛水（畑水分）、高温と低温の比較・  

夏（高温）期1）  冬（低温）期   

水田  畑地  林地  水田  水田  畑地  林地  

湛水状態  非湛水状態 非湛7K状態  非湛由夫態2）湛7K状が） 非湛水状態  非湛水状態  
（8／30－7／4）（6／30－7／4） （7／23）  （12ノり   （2ノ′16） （12／′10－12／15） 〈12／10－12／15）  

かんがい水   9．9   

田面水  22．4  
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Ⅰ－9 大阪における浮遊じん放射能と気象要素との関係  

気象庁観測部環境気象課  

川嶋 浩二，祐川 淑孝  

1．緒言   

気象庁は，1957年以降環境放射能調査の一環として，浮遊じん放射能の観測を全国5  

気象官署（札幌，仙札 束京，大阪，福岡）で実施しており，通常は週1回，核爆発実  

験等の直後（10日間程度）には毎日，試料を採取して全β線放射能濃度の測定を行って  

いる。また，1988年より東京から順次，同一試料のγ線核種分析も実施している。   

祐川（1997）は，大阪の全β線放射能濃度は他地点に比べて高く，また，顕著な季節  

変化があり冬期に高濃度となることを示した。この原因として212pbの寄与が大きく，こ  

れは周辺の地質が原因と考えられ，また冬期に高濃度となるのは，この期間に降水が少  

ないことにより降水洗浄の効果が少なくなるためと推定している。   

今回は，大阪における浮遊じん全β線放射能濃度と降水を含めた気象要素との関係を  

調査した。  

2．浮遊じん放射能観測及び調査の概要   

（1）試料の採取  

ろ紙式集塵装置によって空気を約5時間連続吸引し，セルロース’フィルター（東洋ろ紙No．5A）   

に浮遊じんを吸着させる。吸引量は約300m3，フィルター有効経は9．6cm¢である。   

（2）測定法  

フィルターに吸着させた浮遊じんのγ線を，高純度ケールマニウム半導体検出器を用いた核種分   

析装置により7，200秒間測定した後，フィルターを電気炉で灰化・細粉して試料皿底に乾固   

し，端窓型GM管を用いて全β線を測定する（20時間更正値）。   

（3）調査結果   

1980年から1997年までの18年間における，浮遊じん全β線放射能観測の濃度と観測   

日における大阪の気象要素（日最大風速，同風向，日降水量）との関係を調査した。   

但し1986年5月の観測値については，チェルノブイリ原発事故による顕著な影響が   

現れたため除き，残る981例を調査に使用した。   

まず，降水量との関係については，観測日における日降水量と濃度について比較し   

たが，降水量の多少と放射能濃度との間に明瞭な関係は見いだせない（図1）。   

次に，風向との関係について調査した。まず，日最大風速の風向（16方位）毎の平   

均濃度を求めたところ，南方向と南西方向の濃度が高く，北西方向と南東方向が低く   

なった（図2）。しかし，最も高くなった南方向はわずか3例に過ぎず，これだけで   

両方向の風の場合に濃度が高いとは断定できない。   

さらに，濃度が100mBq／m3以上の39例（図3），9mBq／m3以下の77例（図4），及び   

全事例の風向頻度（図5）を比較してみると，高濃度は西方向が多く，低濃度は北方   

向に多く現れる傾向となった。また，全事例の風向頻度については，大阪の平年値と   

ほぼ同様に西と北東が卓越する傾向となった。   

また，日最大風速と放射能濃度との関係を見ると風速が増加するにつれて濃度が減   

少する傾向が見られる（図6）。これは，風による大気移流の小さいことが放射能濃   

度が高くなる気象条件の一つであると考えられ，観測された放射能の発生源が大阪の  
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付近に存在していることを示唆していると考えられる。近畿地方の地質構造をみると，  

大阪の西方には花崗岩の発達地域がみられることから，ここから放出される放射性物質  

が大阪に高濃度をもたらしていると推定される（図7）。  

3．結語   

大阪における浮遊じん全β線放射能濃度と，気象要素との関係を調査した結果は以下  

の2点である。  

（1）日降水量との関係については，明確な傾向はみられなかった。  

（2）風との関係を調査した結果，風向が西向きの時に高濃度となり，また，風速が増  

すにつれて濃度が減少する。   

この結果から，大阪で特に冬期に高濃度となる原因としては，大阪で西風が卓越する  

冬期に，西方にある花崗岩の発達域の影響が顕著に現れるためと推定される。   

今後は，発生源周辺の地面状態と降水の関係を詳細に検討するため，観測数日前から  

の降水状況を含め検討したい。  

【参考文献】  

松下 進：日本地方地質誌 近畿地方，2，1971．  

祐川 淑孝：第39回環境放射能調査研究成果論文抄録集（平成8年度），科学技術庁，  

23－24，平成9年12月．  
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Ⅰ－10 大気圏における放射性核種の動態に関する研究  

気象研究所 地球化学研究部  

五十嵐康人、宮尾孝、青山道夫、広瀬勝己  

吉川（井上）久幸、伏見克彦  

1．緒言 気象研究所では、′従来より大気圏での放射性核種の濃度変動の実態とその変  

動要因を明らかにすべく、重要な核種について観測を継続している。ここではつくぼ市の  

気象研究所で観測された90srおよぴ－37cs降下量ならびに85Krの大気中濃度変動を中心に  

述べる。gOsrおよぴ「37csは主に大気圏内核実験や大規模事故により環境中に放出された  

ものであり、85Kr（半減期約11年）は主に核燃料再処理により大気中へ放出されている。  

85Krは放射壊変以外の除去過程が存在しないため、依然として大気中に蓄積してその濃度  

が徐々に増加している。   

2．調査の概要 1）90srおよぴ1＝cs降下量 毎月1日に気象研観測霧場に設置した大  

型水盤（4m2）に捕集された降下物を採取した。これを蒸発濃縮し、まず、Ge半導体検出  

器により137csを測定した。次いで放射化学分離により90srを精製し、最終的に炭酸ストロ  

ンチウムとして固定した。数週間放置して90srと90Yとが放射平衡に達した後に、低バッ  

クグラウンド27rガスフロー検出器で測定した。   

大気圏内核実験は1980年の中国核実験を最後に行われておらず、人工放射性核種の降下  

量は1985年に最低となった。1986年のチェルノブイリ事故により一時的に降下量は増大し  

たがその後は急激に低下して、1990年以後、1985年に記録したレベル以下の状態で推移し  

ている（図1）。図1には1996年までに観測された月間降下量の変動を併せて示した。19  

94年以後の年間降下量は成層圏滞留時間から予想される量を大きく上回っており、再浮遊  

が降下する放射能の主たる成分である。一方、1995年9月に90srの降下量の増大を認めた。  

この月の降下量は40mBq／m2で、1990年から1994年に観測されたいずれの値よりも大きく、  

r／s比（放射能／相当する安定体主）も通常より大きかった。同年10月にもこの異常は認め  

られ、この過剰分の滞留半減期はおよそ1箇月と思われた。しかし、翌96年の春には90sr  

の降下量の増大は認められず、その他の情報もあわせ考えると、成層圏内ではなく、対流  

圏内で何らかの事故放出があったと推定した。仮に北半球規模の汚染が生じたとすると、  

最大で約2TBqの放出があったと思われる。放出源の特定は観測値のみからは困難であった。  

なお、この過剰90srによる汚染は健康に影響を及ぼすレベルではない。   

2） 大気浮遊塵中の放射性セシウム1997年3月に発生した動力炉・核燃料開発事業  

団アスファルト固化施設での火災・爆発事故に際しては、大気浮遊塵のモニタリングを実  

施し、極微畳の134・1〇7csを検出した。また、本事故で放出されたセシウムの大気中の挙動  

について3次元の移流拡散モデルを用いて検討し、観測値との比較を行った。  
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3） 85Kr濃度変動 全球にモニタリングネットを展開しているドイツ大気放射能研究  

所（BfS－1AR）との国際協力のもと、国際的に推奨（全球大気監視：GAWガイド）されてい  

る分析方式を導入し、観測を実施している。このBfS－1AR方式は、操作が簡便であり、かつ  

1週間の連続サンプリングが可能なため、一般環境モニタリングに適当である。図2にこ  

れまで得られた観測結果をまとめた。施設近傍では85Kr濃度の時間変動は放出源に依存し、  

1997年3月の火災爆発事故に去り東海の再処理工場よりの放出が停止したため、大きなピ  

ークは、これ以後認められなくなった。したがって、観測結果は、すくなくとも北半球中  

緯度帯での地域ベースラインを示していると考えられる。   

4） 3H降下量1996年3H月間降下量には異常は認められず、1990年代での同じレベ  

ルで推移している。   

3．結語 今後とも観測を継続してデータの蓄積をはかり、降下生や大気中濃度の変動  

要因についてさらに調査研究を進める。  
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Ⅰ－11 青森り．いγ生活環境におけるラドンi、．警J変調査  

財川法人 環境相学技術研究所  

ノ丁二代儀貢、仙旧真司、近藤邦男、汁桐裕実1  

倉林美積∫‥、 春日l秀人∴トト付祐 、 辻イ吉雄字不祥＊  

現在＊サイクル機構、拍根付汗県＊…束1ニ†商船ノこ′ソ：、＊＊＊＊三菱重工  

1．緒言  

自然の放射性物質であるUが崩壊することによってできるRnとその   

娘核種の吸入による被ばく線Eii二は、198二隼の国連科学委員会報告にお   

いて、自然放射線源からの被ばくにおいて′ノミ効線量1量の約半分を占   

めることがホされた。このことからl1本国巨＝二おいてもRn濃度に関す   

る様々な調査が行われている㌻ しかし、人間が生活する環境について   

全体的に測定した例は今だ行われていない この調査は一一般家屋環境、   

職場環境、その他指稚環境を含む／i三溝環境仝体についてRn濃度を調査   

するものである。本鞘は、本調査の始まりとして、 一般家屋環境につ   

いてRn濃度を調査した結果を収りまとめたものである。  

2．調査研究の概要  

（：1）調査方法  

調査は1992年から1996年にかけて吉森県を4つのブロックに分け、  

1年間に1ブロックずつ調査を行った（図1J。季節的な変動の評価  

も合わせて評価するために、測定  

期間は1年を4つの期間に分けた  

約3ケ月間の積算Rn濃度を測定  

した。測定地点数は、各市町村当  

たり1地点を原則としたが、特に  

人工コの多い郡巾では数ノ卓二とした  

測定場所は基本骨いこは屋内の信任  

時間の比較的長いと考えられる居  

Fさ妄了1箇所で代表しi則定した 

調査には、放医研で乱発された  

ラドントロン弁別塑検出器を便周  

した。測定したポリカーボネート  

フイルムは30℃の温度条什下てエッ  

チングを行った。検出面の処理液  

には8規定の水酸化カリウム溶液  

とエタノールの混合溶液（混合比  

宰は体削ヒでKOH：8（）qb，ユタ   図1一般家屋内ラドン濃度調査地区  
ノール：20ワら：｝、箕面の電解溶洒  
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には1規定の水酸化カリウム溶液をそれぞれ用い、30分間化学エッチ  

ングさせた。化学エッチング処理に引き続いて、エッチング液に挿入  

されている電極に高周波（2000Hz）、高圧（実効電圧800V）の交流をかけ  

て3時間の電気化学エッチングを実施した。カウンティング方法は、  

マイクロフィッシュリーダ（倍率、約17倍）を用い、拡大したフイル  

ムの中心部分1cm2内に形成されたαトラックの数を目視で数えた。   

Rnを対象とした測定器の校正試験には動力炉・核燃料開発事業団  

人形峠事業所内にあるRn校正チャンバを用いた。Rn濃度は、Rnチャ  

ンバ内空気を複数回サンプリングし、1．5リットル電離箱により測定  

した。校正試験において得られた校正定数は、0．0308～0．0363  

tracks／cm2／（Bq／m3day）であった。   

なお、検出器1個の測定下限を、ポリカーボネートフイルムの計数  

値がバックグランドの計数値の標準偏差の3倍であるとすると、測定  

期間は3箇月であることから、Rn濃度の検出下限値は、1．9Bq／m3で  

ある。  

（2）結果   

4年間で調査した家屋敷  

は109家屋、436データが  

得られた。仝デー タのヒス  

トグラムを図2に示す。な  

お、調査した家屋の大半は  

木造家屋であった。一般家  

屋内のRn濃度は 最大  
48Bq／m3、最小2Bq／m3、  

平均値10Bq／m3、中央値  
9．1Bq／m3であった。  

3．結語  

青森県における一般家屋内   

のRn濃度は、全国値1）に比   

較してやや低いことがわかっ  

10  20  30  40  50   
ラドン濃度（Bq／m3）  

図2 一般家屋内ラドン濃度ヒストグラム  

た。しかし、Rnによる被  

ばく線量を評価するためには一般家屋内のRn濃度を調べるだけ  

では不十分であり、現在、職場環境におけるRn濃度の調査を実  

施中である。  

本調査は青森県からの受託事業により行なわれた成果の一部で  

ある。   

1）ラドン濃度全国調査最終報告書 放射線医学総合研究所  
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Ⅰ‾12 六ヶ所村の汽水湖尾駁沼における湖水中のウラン濃度  

財団法人環境科学技術研究所  

植田真司、長谷川英尚、鳥養祐二  

川端一史、桜井直行、近藤邦男   

1．緒言   

尾駁沼（げチヌマ）は青森県六ヶ所村に位置する汽水湖である。周辺をウラン濃縮工場、  

低レベル放射性廃棄物埋設施設および使用済核燃料再処理施設等の原子力施設に取り囲ま  

れているため、排出放射性核種の安全評価対象水域となっている。使用済核燃料再処理施  

設の建設は目下進捗中であり、近い将来操業が開始される予定である。   

そこで、本研究は再処理施設が換業を開始する以前における湖沼中のウラン濃度の変動  

状況を把握し、操業開始後の状況と比較することにより、排出放射性核種の影響評価を行  
うことを目的に実施した。   

2．調査方法   

調査は1997年6～12月の間、毎月一回、6定点において行った。湖水は北原式採水器  

（離合社）を用いて採取し、現場においてメンブランフィルター（孔径0．45〃m）を用い  

て吸引濾過した。   

238u濃度は、ICP－MS質量分析装置（VG社PQ－E2）を用いて測定した。  

3．結果   

尾駁沼における湖水中の258u濃度は、  

3〃が以下であった。濃度の季節変動  

をみると、夏季から秋季にかけての期間  

（8－11月）、濃度が若干大きくなる傾向  

が認められた。   

湖水中における238u濃度と塩分との  

間には、有意な正の相関関係（r⇒）．82）  

が認められた（図1）。  

さらに、湖水中のウランの放射能比  

（234u／238u）は、海水の放射能比1．14と  

同一であった。これらのことから、尾駁  

沼における湖水中のウランは海水が主た  

る供給源となっており、濃度変動は海水  
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Salhky（psu）  

図1尾駁沼における湖水中の淵u  

濃度と塩分との関係  

と淡水の混合状況に強く支配されていることが明らかとなった。   

4．結語   

調査の結果、尾駁沼における湖水中のウランの起源は主に海水であり、濃度変動は海  

水と淡水の混合状況に支配されていることが明らかにされた。今後は、尾駁沼の生態系内  
におけるウランをはじめとする放射性核種の循環機構に関する研究を行う。   

本調査は、青森県からの受託調査事業により得られた成果の一部である。  
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Ⅰ－13 松葉中の放射能調査一存在状態調査一  

石川県保健環境センター環境放射線部  

内田 賢吾  

1 はじめに   

石川県では、指標植物として、県が発電所周辺で2カ所、事業者が発電所敷地内、周辺  

でそれぞれ1カ所、松葉を採取し、モニタリングに供している。その結果、県が行ってい  

る地点の松葉は人工放射性核種が検出限界レベル未満であるのに対し、事業者が行ってい  

る地点の松葉はCs－137がほとんどの試料で検出されている。この事業者調査分の松葉中  

のCs－137 については、発電所が稼働する以前からも検出されており、過去の核実験或い  

はチェルノブイリ発電所事故の由来のCs－137であると考えられている。  

＿過去の核実験が盛んな頃やチェルノブイr」事故の時にしよ 松葉中の人工放射性核種はフ  

ォールアウトや舞い上がりによりもたらされた。現在ではフォールアウトもわずかであり、  

舞い上がりも少ない。そのような状況の中で、松葉中の人工放射性核種がどのようにして  

もたらされたかを検討するために、松葉中でのCs－137、Sr－90の存在状態の検討を行った。  

2 調査方法   

存在状態を調べるために、以下の6段階で溶出実験を行った。実験に用いた試料はCs－137  

が定常的に検出されている発電所敷地内の松葉である。   

実験は、10Lビーカーに松葉800gを入れ、   

溶出1一蒸留水10Lを用いて、5分間撹拝   

溶出2－蒸留水10Lを用いて、2時間撹拝   

溶出3一蒸留水10Lを用いて、2時間撹拝   

溶出4－1M HCllOLを用いて、2時間撹拝   

溶出5一温水10Lを用いて、5時間撹拝   

溶出6一残査  

を行った。溶出1～4は松葉表面からの溶出、溶出5は松葉内部からの溶出させることを  

目的としている。  

3 結果   

結果を表1及び図1に示す。   

溶出1～3までの蒸留水を用いた洗浄ではほとんど何も溶出されなかった。   

溶出4の塩酸を用いた洗浄では、Be・7が70％以上溶出された。これはBe－7が酸化物  

の状態で松葉表面に付着しているためであり、楢崎らの研究でも別の植物であるが同様の  

結果が得られている。また、Be・7の他、K・40、CsT137、Sr，90が5～10％溶出されてい  

る。   

溶出5の温水での溶出は、溶出後松葉の色が緑色から茶色になるほど、松葉の細胞を壊  

すほどの溶出であった。この結果、K・40、Cs・137、Sr－90は45～50％が溶出された。   

溶出6の残査にはK・40、Cs－137、Sr－90が30～50％存在していた。   

核実験盛んな頃から松葉中の人工放射性核種はフォールアウト又は舞い上がりに起因す  

る表面吸着が主であると考えられてきた。今回の結果から、アルカリ金属で溶出しやすい  
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と考えられたCsがほとんど溶出されず、Sr・90と同様の溶出が見られたことから、現在松  

葉中に見られる人工放射性核種であるCs・137、Sr・90は表面吸着ではなく、松葉の内部に  

取り込まれているということが分かった。  

4 まとめ   

以上、松葉中の存在状態について述べたが、この他松葉を採取した地点の土壌について  

も放射能調査を行っている。その結果、松葉中のCs・137が検出限界以下の地点では土壌  

のCs・137も検出限界以下であり、松葉中のCs・137が常に検出されている地点では土壌中  

Cs・137も常に検出されている。これらのことを併せて考えると、現在の松葉中に見られる  

人工放射性核種はフォールアウトや土壌の舞い上がりによる表面吸着のものの他、土壌か  

ら根経由で吸収されたものがかなりの割合で存在すると推定される。  

志賀原子力純所周辺松葉中耽㌻137濃度  
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Ⅰ－14 福井県における環境水中のトリ チウム調査（1997年度）  

福井県原子力環境監視セ ンター  

徳 山 秀 樹 、 吉 岡 満 夫  

1．は じ め に   

1997年4月 か ら1998年3月 まで、福井県で行っ た環境水中のトリ チ  

ウム調査結果について報告する。こ の調査は原子力発電所か ら放出  

されてい るトリ チ ウムによ る環境への影響を把擁するために、1975  

年か ら行 っ て い る も のであ る。  

2．調査方法  

（1）試料、調査地点：海洋関係では、各発電所放水口 と放水口沖で年  

2回採取した。陸上関係では6地点で採取した。水道水、空気水分は  

年4回（3ケ月毎）、雨水は年12回（毎月）調査した。  

（2）測定法：試料を蒸留精製した後、液体シンチレーション検出器（アロカ  

LSC－LB3）で500分測定した。検出限界値は約0．6Bq／1である。  

3．調査結果（以下の表では、「－」は検出限界以下を示す）  

（1）海水、水道水   

表1，2にこれらの結果を示す。今年度の海水では0．6～26Bq／1の濃  

度が検出されてお り、一部の海域で発電所からの影響が検出された。  

水道水では0．8～2．3Bq／1の濃度が検出され、いずれの地点において  

も発電所か らの影響はなかっ た。  

（2）空気水分、雨水   

ハ○ッククーラウントやと しての福井では、空気水分と雨水中のトリチウム平均値  

は1．2Bq／1の濃度であった。表3と表4に示 した福井以外の地点では、  

いずれの地点でも これよ り 高い濃度が検出された。敦賀市の「ふげ  

ん」や県内のPWR型の炉から、年間に（1～4）×1012Bqの水蒸気状トリチ  

ウム（1TO）が大気中に放出されている。発電所から放出されたHTOは  
大気中を拡散してい く。そのため空気中水分に検出される と と も に、  

降雨時に大気中か ら洗浄・沈着される。HTOの環境における このよ う  

な挙動に よ り、敦賀、美浜、大飯、高浜の各地区の発電所近傍で採  

表1 海水中のトリ チウム濃度  単位：Bq／1  

採取地点   4月   10月   採取地点   4月   10月   

原電放水口   4．3   0．9   美浜3号   0．9   1．1   
ふげん   4．7   2．8   〝  沖   0．8   0．6   

立石岬   1．8   1．3   大飯放水口   0．7   0．7   
も ん じ ゆ   1．7   0．8   〝  沖   1．1   0．6   

〝  沖   7．5  高浜1，2号   1．2   26   
美浜1，2   1．0   0．8   高浜3、4号   1．1   1．2   

〝  沖   1．0   1．0   高浜沖  0．9  5．3   
小丹生  1．6  
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取された雨水にも施設からのトリチウムが検出された。高速増殖原型炉  

「もん じゆ」が設置されている 白木で も、福井よ り幾分高い値が観  

測された。「もん じゆ」は現在停止中である。これは、近 く の敦賀  

と美浜地区の発電所から放出されたHTOの影響と考え られる。  

表2  水道水中のトリ チウム濃度  単位：Bq／1  

地区  地点   6月   9月   12月   3月   

敦賛  浦底   1．4   2．0   1．8   1．6   
白木  白木   1．9   1．3   2．2   1．8   
美浜  丹生   1．2   2．3   1．5   1．5   
大飯  宮留   1．0   1．0   1．5   1．5   
高浜  青海   1．2   1．3   1．3   1．3   
福井  センター   1．2   1．0   1．0   0．8   

表 3  空気水分申のトリ チウム濃度  単位：Bq／1  

地区   4月 ～6月   7月 ～9月   10月 ～12月   1月 ～3月   

敦賀   7．9   4．6   5．4   4．7＊   

白木   4．7   3．7   2．6   3．3＊   

美浜   5．5   2．9   3．6   3．2＊   

大飯   9．4   3．6   8．6   6．2   
高浜   28   
福井   1．4   1．1   1．7   1．1  
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ら漏洩 したトリ チ ウムの影曹  

雨水中のトリ チウム濃度  単位：Bq／1  

地区   4月   5月   6月   7月   8月   9月   

敦貿   4．5   4．4   7．9   1．1   3．8   3．6   
白木   1．6   1．5   4．3   0．7   1．1   1．8   
美浜   2．1   2．1   4．5   0．7   1．0   1．9   
大飯   5．8   4．3   6．1   2．2   2．8   3．7   
高浜   8．2   2．6   6．8   2．3   3．8   9．2   
福井   1．7   1．3   1．2  0．5   0．6   

地区   10月   11月   12月   1月   2月   3月   

敦貿   4．0   1．6   3．5   3．3   4．6   2．4   
白木   2．2  3．0   1．8   3．3   1．2   
美浜   2．7   1．4   3．6   5．5   3．8   1．2   
大飯   2．9   4．8   3．6   3．6   3．7   4．8   
高浜   9．0   7．9   6．8   7．8   4．8   
福井   1．7   0．6   1．9   0．9   1．0   0．9   
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Ⅰ－15 降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品試料の放射能調査  

財団法人 日本分析センター  

池内 嘉宏、 庄子 隆  

1．緒  

日本分析センターは科学技術庁の委託を受け、放射能水準調査の一環として、環境の   

放射能レベルとその推移の把握と、原子力施設周辺の放射線監視データとの比較データ   

を取得する目的で、日本各地で採取された環境試料（降下物、陸水、海水、土壌及び各   

種食品等）について90s r及び137C s分析を行ってきている。今回は、平成9年度に   

採取された環境試料の調査結果を報告する。  

2．調査の概要   

平成9年度に47都道府県の各衛生研究所等及び日本分析センターで採取した各種環境   

試料について、平成9年9月から平成10年10月までにgCs r及び137c sの核種分   

析を行った。  

（1）分析対象試料  

降下物、浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、日常食、精米、牛乳、粉乳、野菜、  

茶、海産生物及び淡水産生物  

（2）分析方法  

科学技術庁放射能測定法シリーズ2「放射性ストロンチウム分析法」（昭和58年改  

訂）及び同シリーズ3「放射性セシウム分析法」（昭和51年改訂）に準じた方法で行  

った。  

3，調査結果  

各種環境試料の90s r、137c sの平均値及び最小、最大値を以下に示す。  

なお、nは分析試料数である。  

（1）降 下 物  

47都道府県の月間降下量の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90s r：0．021（0．0000～ 0．28）MBq／km2（n＝567）  

137c s：0．017（0．0000～ 0．46）MBq／km2（n＝548）  

（2）浮遊じん  

35府県で四半期毎に採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90s r：0．00041（0．00000～0．0022）mBq／m3（n＝140）  

13了C s：0．00014（0．00000～0．0012）mBq／m3（n＝140）  
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（3）陸  水  

上水（蛇口水、源水）は47都道府県で年1～4回、淡水については9道府県で年1回   

採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

上 水  gOS r：1．7 （0．000 ～4．6）tnBq／B （n＝112）  

137c s：0．055（0．000 ～0．23）mBq／B （n＝112）  

淡 水  gOs r：2．0 （0．061 ～3．9）mBq／B （n＝ 9）  

137C s：0．47 （0．006 ～2．1）鵬q／ゼ （n＝ 9）  

（4）海水、海底土   

13道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

海 水  90s r：1．8（1．4 ～2．1）mBq／ゼ  （n＝14）  

137c s：2．4（1．6 ～3．4）mBq／ゼ  （n＝14）  

海底土  9Os r：0．076（0．000～0．18） Bq／kg乾土 （n＝14）  

137c s：1．6（0．055～4．6） Bq／kg乾土 （n＝14）  

（5）土  壌  

47都道府県で年1～2回採取した試料（深さ0～5cm、5～20cmの2種類を各1試料）   

の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

0～5cm 90s r：95 （2．8 ～ 450 ）MBq／km2 （n＝48）  

2．8（0．078～ 12 ） Bq／kg乾土  

137C s：520 （25   ～2500 ）MBq／km2 （n＝48）  

17 （0．48 ～ 79 ） Bq／kg乾土  

5～20cm 90s r：260 （0．7 ～1400 ）MBq／kJn2 （n＝48）  

2．3（0．006～  9．5） Bq／kg乾土  

L37c s：840 （49  ～3600 ）MBq／k皿2 （n＝48）  

8．0（0．41～ 61） Bq／kg乾土  

（6）日 常 食  

47都道府県で年2～4回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90s r：0．048（0．011～0．12）Bq／人／日 （n＝186）  

0．093（0．023 ～0．22）Bq／gCa  

137C s：0．034（0．0029～0．11）Bq／人／日 （n＝186）  

0．018（0．0018～0．054）Bq／gK  

都市部  qOs r：0．046（0．011～0．12）Bq／人／日 （n＝ 93）  

137C s： 0．036（0．0029～0．11）．Bq／人／日 （n＝ 93）  

農漁村部 gCs r：0．050（0．020 ～0．094）Bq／人／日 （n＝93）  

l二i7c s： 0．032（0．0059～0．086）Bq／人／日 （n＝ 93）  

－32－   



（7）精  米  

47都道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90S r：0．0064（0．0000 ～0．024）Bq／kg生   （n＝ 52）  

0．23 （0．000 ～0．74）Bq／gCa  

L37c s：0．024（0．0000 ～0．41）Bq／kg生   （n＝52）・  

0．030（0．0000 ～0．51）Bq／gK  

（8）牛乳（原乳，市乳）  

47都道府県で年1～4回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90s r：0．026（0．0063～0．088）Bq／B   （n＝136）  

0．024（0．0057～0．080）Bq／gCa  

137c s： 0．016（0．0000～0．11）Bq／B   （n＝136）  

0．010（0．0000～0．069）Bq／gK  

（9）粉乳  

2道県で購入したドライミルク及びスキムミルク12試料の平均値及び最小、最大値は   

次のとおりである。  

90s r：0．20（0．032 ～0．61 ）Bq／kg粉乳 （n＝12）  

0．023（0．0080～0．049 ）Bq／gCa  

13TC s： 0．34（0．017 ～1．6   ）Bq／kg粉乳 （n＝12）  

0．027（0．0030～0．093 ）Bq／gK  

（10）野  菜  

47都道府県で採取又は購入した根菜類（主にダイコン）及び葉菜類（主にホウレンソ   

ウ）試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

根菜類（主にダイコン）  

90S r：0．072（0．0000 ～0．32）Bq／kg生 （n＝49）  

0．37 （0．00  ～1．9 ）Bq／gCa  

137c s：0．016（0．0000 ～0．21）Bq／kg生 （n＝49）  

0．0071（0．0000 ～0．091）Bq／gK  

葉菜類（主にホウレンソウ）  

9Cs r：0．078（0．004 ～0．43）Bq／kg生 （n＝50）  

0．15 （0．0077 ～0．97）Bq／gCa  

137c s： 0．032（0．0000 ～0．47）Bq／kg生 （n＝50）  

0．011（0．00000～0．25）Bq／gK  
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（川 茶  

8府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

gOs r：0．52（0．14 ～1．2 ） Bq／kg乾物 （n＝16）  

0．18（0．055 ～0．42） Bq／gCa  

137C s： 0．45（0．000 ～1．7 ） Bq／kg乾物 （n＝16）  

0．024（0．00000～0．088） Bq／gK  

（1訝 海産生物  

34都道府県で年1～5回採取した試料（魚類、貝類、海藻類）の平均値及び最小、   

最大値は次のとおりである。なお、魚類及び貝類は筋肉部のみ、小魚については全体   

の値である。  

魚 類  90s r：0．0059（0．0000 ～0．031）Bq／kg生 （n＝33）  

0．0066（0．00000～0．040）Bq／gCa  

137C s： 0．11（0．025 ～0．25）Bq／kg生 （n＝33）  

0．033（0．013 ～0．086）Bq／gK  

貝 類  90s r：0．0064（0．0000 ～0．015）Bq／kg生 （n＝ 9）  

0．0074（0．0000 ～0．015）Bq／gCa  

－37c s：0．023（0．0070 ～0．039）Bq／kg生 （n＝ 9）  

0．010（0．0024 ～0．019）Bq／gK  

海藻類  9Cs r：0．021（0．0080 ～0．033）Bq／kg生 （n＝ 8）  

0．027（0．017 ～0．047）Bq／gCa  

137c s：0．021（0．013 ～0．026）Bq／kg生 （n＝ 8）  

0．0042（0．0019 ～0．0060）Bq／gK  

（13）淡水産生物  

10道府県で年1回採取した試料（コイ、フナ、イワナ、ワカサギ、ニジマス）の平   

均値及び最小、最大値は次のとおりである。なお、対象部位は筋肉部のみ、小魚につ  

いては全体の値である。  

90s r：0．24 （0．0014 ～1．0） Bq／kg生 （n＝10）  

0．056（0．012 ～0．13） Bq／gCa  

137C s： 0．12 （0．017 ～0．32） Bq／kg生 （n＝10）  

0．041（0．0061～0．088） Bq／gK  

4．結  

平成9年度に日本各地で採取された各種環境試料の90s r、137c sの平均値及び最   

小、最大値は昨年度と同程度である。  

なお、地域別に採取した都市部と農村部の日常食の＝s r及び】37c sの値に差は見   

られなかった。  
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Ⅰ－16 屋外ラドン濃度の全国調査  

財団法人 日本分析センター  

真田 哲也，菅野 信行  

上杉 正樹，樋口 英雄   

1．緒言   

日本分析センターは科学技術庁からの委託により，平成8年度から屋外のラドン濃度測  

定調査を開始した。本調査は平成4年度から平成8年度に実施された屋内ラドン濃度測定  

調査に続くものであり，最終的には約600地点の屋外ラドン濃度を測定する。   

屋外のラドン濃度を把握することは，屋内と同様にラドンからの被ばく線量を正確に評  

価するた捌こ必要である。また，地域的な特徴と季節的な変化を含めた全国的な調査は過  

去実施されていない。   

今回は平成9年度に地方自治体（47都道府県）の協力のもと，パッシブ型ラドン濃度測  

定器を用いて実施した235地点の屋外ラドン濃度の測定結果を報告する。   

2．調査研究の概要  

2．1ラドン濃度測定器   

調査に使用した測定器はポリカーボネートフイルムを検出部に用いたパッシブ型ラド  

ン・トロン弁別測定器1）である。  

2．2屋外ラドン濃度の測定   

ラドン濃度測定器を四半期毎  

に日本分析センターから各自治  

体に送付し，平成9年4月から  

平成10年3月下旬までの1年間  

にわたり測定した。測定地点数  

は各自治体ごと5地点とした。   

設置場所は地形，屋内からの  

ラドンの影響，配布・回収の利  

便性，盗難等の管理上の都合等  

を考慮して，主に自治体の施設  

敷地内とし，測定期間中は移動  

しなくてもよい場所とした。ま  

た，設置高さは地上約1．5mとし  

た。   

測定精度を良くするため1地  

点に2台の測定器を同時に設置   

した。   

得られた測定結果を算術平均   

してその地点のラドン濃度とし  

た。測定器を設置した周囲の状  

況，地質，市町村名等の情報に  

ついては別途行ったアンケート  

調査から収集した。  

地 点 数 ：233  

算術平均値：6．38qJ3  

標準偏差 ：2．5BqJ3  
中 央値 ：5．88qJ3  

幾何平均値：5．9BqJ3  
最大値 18．4Bq汀「3  
最小値   2．58q nr3  
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ラドン濃度（Bq m－3）  

図1全国屋外ラドン濃度のヒストグラム  

（測定地点毎の年平均ラドン濃度）  
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表1平成9年度屋外ラドン濃度の県別一覧表  
単位：Bq m◆3  

都道府県名 第1四半期 第2巨ヨ半期 第3四半期 第4四半期  

3．結果   

各自治体に送付した測定器  

を回収し，日本分析センター  
においてエッチング，エッチ  

ピットの計数を行いラドン濃  

度を算出した。その結果，測  
定器の設置状況が不適切だっ  

たもの（2地点）を除く合計  

233地点の測定データが得ら  

れた。結果をヒストグラムで  

図1に示した。これから屋外  

ラドン濃度の分布はおおむね  

対数正規分布を示しているこ  

とがわかった。本調査におけ  

る全国の屋外ラドン濃度の算  

術平均値は6．3B（1m‾3，標準  

偏差は2．5Bqm‾3，中央値は5．8  

Bqm．3，幾何平均値は5．9Bqm．3  

となった。また，この調査で  

見出された最高および最低ラ  

ドン濃度は18．4Bqm‾3，2．5Bq  

m‾＝さであった。この結果は，こ  

れまでに報告された文献値  

2）・3）・4）とほぼ同じレベルであっ  

た。   

都道府県別のラドン濃度を  

表1に示す。調査地点数が1  

県あたり 5地点と少ないが，  

中国地方がやや高く関東地方  

及び沖縄県が低い傾向を示し  

た。これは土壌中のウラン等  

の含有量が寄与する空間γ線  
量率5）と同様な傾向であるこ  

とから，屋外ラドン濃度は地  

質の影響を受けているものと  

推測された。  

北海道  3．3±1．2  
青森県  2．8二1．1  
岩手県  7．4±3．5  
宮城県  2．9±1．0  
秋田県  4．0±1．0  
山形県  4．8±0．8  
福島県  4．2±1．2  
茨城県  4．7±1．6  
栃木県  5．2±1．0  
群馬県 12．2＝2．9  
埼玉県  3．0±0．8  
千葉県  2．1±0．5  
東京都  3．4±0．9  
神奈川県 2．6±1．4  
新潟県  3．8±0．8  
富山県  4．8±1．5  
石川県  4．1±0．7  
福井県  6．6±3．8  
山梨県  4．2±1．9  
長野県  5．7±2．3  
岐阜県  8．5±0．7  
静岡県  3．6±1．6  
愛知県  4．6±1．2  
三重県  5．1＝1．7  
滋賀県  4．5±1．2  
京都府  6．6二1．4  
大阪府  7．6±1．9  
兵庫県  7．2＝3．7  
奈良県  4．3±0．9  
和歌山県  6．1工1．1  
鳥取県  8．3＝5．3  
島根県 10．2±6．1  
岡山県  6．4＝1．6  
広島県 10．6±1．8  
山口県  7．0±2．3  
徳島県  5．3±0．6  
香川県  5．4±1．8  
愛媛県  8．0±1．4  
高知県  9，1±6．1  
福岡県  4．2±0．8  
佐賀県  4．2±0．8  
長崎県  3．3±1．3  
熊本県  4．3±1．6  
大分県  5．9±1．0  
宮崎県  7．0±3．2  
鹿児島県 3．8±1．4  
沖縄県  2．7±1．9  

5．6 ±1．0  6．3 ±2．4  

5．2 ＝1．5  5．9 ±2．3  

10．0 ±4．8  9．3 ±1．5  

3．8 ±1．4  4．2 ±1．6  

4．8 ±2．0  7．0 ±2．0  

5．6 ±1．2  6．2 ±1．1  

5．6 ＝2．0  7．5 ±2．1  

臥1±2．5  

5．1± 0．8  

7．3 ±1．9  

4．1±1．3  

5．0 ±2．3  

5．5 ±0．6  

8．1±2．5  

5．9 ±1．7  

6．8 ±1．5  

3．3  

5．7  

4．2  

2．3  

1．1 7．0 ±2．1  

1．8  6．7 ±2．3  

〓
 
±
 
±
 
±
 
 

1．0  6．0 ±1．4  4．5 ±1．4  

0．6  5．2 ±1．0  5．7 ±0．6  

4．7 ±1．2  

5．3 ±1．6  

4．8 ±0．8  

4．1±0．8  

6．8 ±0．7  

5．2 ±1．3  

7．5 ±4．3  

6．5 ±2．6  

6．9 ±3．5  

10．3 ±3．5  

5．0 ±1．4  

8．0 ±3．3  

7．6 ±3．1  

7．0 ±2．1  

6．9 ±1．5  

6．3 ±1．5  

2．2 ± 0．9  6．6 ±0．9  

3．1±2．7  6．1±1．8  

3．2 ±0．7  4．3 ±0．9  

5．1±1．6  5．9 ±0．2  

6．0 ±1．9  7．6 ±1．4  

4．6 ±0．9  5．5 ±0．7  

7．3 ±2．8 10．0 ±4．1  

4．9 ±0．8  8．3 ±2．9  

4．2 ±1．5  5．6 ±1．0  

6．6 ±1．1 8．6 ±1．3  

2．7 ±0．5  4．4 ±0．8  

4．1±0．5  7．1±1．6  

5．4 ±1．8  7．2 ±1．3  

5．1二0．6  臥7 ±1．3  

7．3 ± 2．7  9．9 ±1．9  

4．9 ±1．7  8，1±2，0  

8．4 ±4．6 11．3 ±2，4  8．4±4．3  

3．9±0．9  6．8 ±1．5  6．1±0．9  

4．6 ±1．0  7．7 ±1．1 7．8±2．6  

9．9 ＝4．6 11．4 ±3．8  9．5 ±3．9  

9．3 ±5．4 11．4±5．5 10．6±4．3  

6．6 ±1．2 11．9 ±2．3  

10．3 ±3．9 12．2 ±3．0  

4．6 ±1．3  8．7 ±2．3  

5．1±0．9  5．9 ±1．6  

5．9 ±1．0  9．0 ±2．1  

6．4 ±1．8  8．6 ±1．5  

9．5 ±7．4 11．4 ±4．7  

4．1±1．0  6．8 ±1．3  

3．5 ± 0．8  6．7 ±1．6  

2．3 ±0．1 6．0 ±2．3  

3．2 ±1．3  7．6 ±1．5  

7．1±2．1 8．7 ±2．3  

5．9 ±2．4  9．1±4．1  

2．6 ±1．1 7．9 ±3．0  

3．3 ±0．5  4．4 ±2．1  

9．2 ±2．4  

9．0±3．1  

6．9 ±2．0  

5．8 ±1．8  

6．2 ±1．0  

10．0 ±3．0  

9，5 ±2．8  

7．1±2．3  

5．6 ±2．4  

4．2 ±1．9  

7．6 ±3．0  

7．7 ±2．5  

5．5 ±2．4  

4．7 ±1．5  

3．8 ±0．5  

注）各都道府県の四半期毎のラドン濃度は，5地点の測定  
結果の算術平均値であり，誤差はその標準偏差である。  
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1）Doi，M．et al．：Hoken Butsuri，29，155▼166（1994）  

2）阿部道子他：放医研環境セミナーシリーズNo．15，NIRS－M－73，79－88（1989）  

3）Yamanishi，H・etal・：J・Nucl・Sci・Technoll，28，331－338（1991）  

4）小川喜弘他：保健物理，30，303－308（1995）  

5）古川雅英：地学雑誌，102，（7），868－877（1993）  
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Ⅱ．環境に関する調査研究  

（海洋）  
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Ⅱ－1日本周辺海域の放射能の解析調査  

放射線医学総合研究所  

山田正俊、平野茂樹、青野辰雄  

長屋 裕＊（＊現 海生研）  

1．緒言  

外洋を含む日本周辺海域の海水・海底堆積物・海産生物等に存   

在する放射性核種濃度を明らかにするとともに、その経年変化お   

よび水平・鉛直方向の分布の様相から、海洋におけるこれら核種   

の挙動の解明に資するデータを得ることを目的としている。今年   

度は海水と海藻中の9gTcおよび東京湾海底堆積物中の   
239十240 pu，137Csの結果について報告する。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取および分析方法  

茨城県ひたちなか市沿岸で海水および海藻を採取し、イオン  

交換法と溶媒抽出法で分離精製した後、β緑スぺクトロメータ  

でggTcの放射能を測定した。海底堆積物試料は東京大学海洋研  

究所「淡青丸」Kト88－03次航海に際し、東京湾のStn．1（35－20．  

8N，139－46．1E，水深16m）およぴStn．2（35－26．4N，139－50．4E，  

水深25m）においてボックスコアラーを用いて採取した。イオン  

交換法、AMP法等で分離・精製し、 239十240 pu， 137csの放射能を  

測定した。   

2）結果  

平成9年から10年にかけてひたちなか市磯崎海岸で採取したウ  

ミトラノオ中の99Tc濃度は55mBq／kg生から380mBq／kg生の間で変  

動した。この変動は季節とは無関係の変動であり、変動の予測  

をするための傾向は観察されなかった。これに対して北茨城市  

の五浦海岸のウミトラノオでは11～16mBq／kg生であった。茨城  

県以外の地域では青森県の日本海側で12mBq／kg生、太平洋側で   

15mBq／kg生であり、福井県小浜で17mBq／kg生、千葉県の館山市  

では5mBq／kg生、間鴨川市で7mBq／kg生であった。  

同期間におけるひたちなか市磯崎における海水中の9gTc濃度  

は検出下限（10mBq）以下から1mBq／m3まで変化した。これはこの地  

域の変動幅の中に入っている。海水中の9gTc濃度の変動を予測  

出来るなんらかの傾向も観察出来なかった。  

東京湾海底堆積物中の239‾240 pu濃度の鉛直分布を図1（Stn．   

1）、図2（Stn．2 

す。含水率が40％程度と低かったStn．1では両核種とも濃度は低  

く、しかも20cmまで深さによらず一定であった。東京湾中央部  
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のStn．2では、深さ20cmぐらいまでほぼ一定でその後減少すると  

いう分布を示した。Stn．1における239十240 puおよび137csのイベ  

ントリーは215，366MBq／km2、Stn．2ではそれぞれ223，429MBq／  

km2であった。  

3．緒言吾  

次年度も引き続き、外洋を含む日本周辺海域において海洋試料   

を採取し、放射性核種濃度を測定して海洋における挙動の解明の   

ための基礎データの蓄積および経年変化を把握する。  
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Pu－239＋240の船庫分布  
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国3 ★未満堆積物中（Stn．1）の  

Cs－137の船直分布  
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Ⅱ－2沿岸海域試料の解析調査（1）  

放射線医学総合研究所  

青野辰雄、山田正俊、平野茂樹  

1．緒言  

日本沿岸における放射性物質の動向や放射性核種の分布の経時   

変化の調査を行い、これらをもとに、試料相互間の汚染の関連を   

解析し、将来の汚染を予測するためのデータを得ることを目的に、   

原子力施設周辺等の沿岸海域における海産生物中の放射性核種濃   

度を測定した。  

2．調査研究の概要  

1）試料の採取及び分析方法  

試料は、青森、茨城、干葉、高知及び福岡各県の沿岸等で採  

取した海産生物（魚類、海藻類、異類等）を用いた。採取した  
試料は各部位に分別し、1100cで乾燥後、4500Cで灰化を行った。  

この灰化試料を硝酸で溶解し、陰イオン交換法、AMP法等により、  

各核種毎に分離・精製した。239◆240puはアル77スヘ○クトDJ一夕ー、137csは  

へ、‘一夕ーカウンターを用いて各試料の濃度を測定した。   

2）結果  

表1に1995年～1997年に日本沿岸で採取したウミトラノオ  

（海藻類）中の239’240puと137csの濃度を、表2に1994年～1997年に  

各地で採取したマコカレイ、ヒラメ、ホバ等の各部位ごとの239’240puと137csの  

濃度を示す。23抽Opu濃度範囲は、海藻、魚類筋肉、魚類内臓でそ  
れぞれ、4～40、N．D．～0．27、N．D．～3．71mBq／kg－Wetで、137cs濃  

度範囲は海藻、魚類筋肉、魚類内臓でそれぞれ、107～209、   
112～172、50～115mBq／kg－WeTであった。今回分析した海産生物  
中の239†則Puと137Cs濃度は過去のデータと比較して、採取時期や場  
所の違いによる有意な濃度の差は認められず、前年度と同様の  

傾向であった。  

3，緒言吾  

次年度も引き続き、沿岸海域、特に原子力周辺海域において海   
洋試料を採取し 、これらの放射性核種濃度を測定して、汚染防止   

のための基礎データの蓄積及び経年変動を把握する。  
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表1 日本沿岸におけるウミトラノオ（海藻類）中の2J9十240pu及び1J7cs濃度  

採取地（県名）  採取年月日  
239’240pu  137cs  

160 ± 28  

158 ± 28  

168 ± 25  

208 ± 43  

132 ± 34  

107 ± 21  

209 ± 38  

1995年7月10日  

1996年6月20日  

1996年6月20日  

1997月4月24日  

1997年6月23日  

1997年3月17日  

1996年4月 9日  

39．15 ±1．11  

32．15 ±1．11  

18．68 ± 0．64  

12．03 ± 0．32  

13，12 ± 0．39  

9．81± 0．24  

26．94 ± 0．87  

今 別（青森）   

泊 （青森）  

五 浦（茨城）  

磯 崎（茨城）  

富 浦（千葉）  

（単位‥mBq耽g－Wet）  

表 2 日本沿岸における魚類および貝類中の239◆240pu及び137cs濃度  

採取地（県名） 採取年月日   魚（貝）種  部位  
239◆240pu  137cs  

むつ（青森）1996年11月26日 マコカレイ   筋肉   0．05±0．01112±9  

内臓  3．71±0．11   77±12  

磯崎（茨城）1997年3月21日 マコカレイ   筋肉   0．27±0．04 135±17  

頭部＋エラ1．42±0．19  N．D．  

縁側＋骨  0．34±0．13  

福岡（福岡）1994年12月5日  ヒラメ  筋肉  N．D．  149±13  

内臓  N．D．  50±23  

骨  N．D，  

磯崎（茨城）1997年3月21日  ヒラメ  筋肉  N．D．  172±22  

骨  0．13±0．05  

高知（高知）1997年4月15日 ガンゾウヒラメ 筋肉  0．09±0．02 126±12  

内臓   1．39±0．06 115±14  

大洗（茨城）1997年3月25日  ホッキ  可食部 19．38±0．50 120±42  

（N．D．；検出下限以下，単位：mBqn（g－Wet）  
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Ⅱ－ 3 沿岸海域試料の解析調査（2）  

放射線医学総合研究所  

中村良一、中原元和  
石井紀明、松葉満江  

ト緒言   

従来より本課題は「放射能レベル調査」に限定されず、放射性同  

位元素と同じ化学的性質を持つ安定同位元素に対する微量分析を行  

って、水圏環境における分布や生物への蓄積を調べ、放射性物質の  

水圏での挙動を予測することや、Rlトレーサを用いて、実験室内で  
フィールドにおける様々な環境条件を想定したモデル水槽実験を行  

い、放射性物質の生物濃縮を明らかにするための研究を続けてきた。  

その結果、数多くの水生生物の元素濃度や濃縮係数、体内分布、特  

異的濃縮部位、濃縮メカニズム、濃縮に影響を与える様々な要因な  

どについての知見を得ることができた。  

2．調査研究の概要   

本研究は茨城県ひたちなか市にある放射線医学総合研究所那珂湊  

放射生態学研究センターのRlトレーサ実験施設で行った。試料は石  

川県輪島市で採取した体重100g前後、殻高7～8cmのサザエ30個体を  
あらかじめ放射性核種でラベルしたアナアオサ（緑藻）、アラメ（褐  
藻）およびツノマタ（紅葉）を餌として各10個体ずつのサザエに与  
えた（1回投与）。投与直後に各個体全身の放射能を測定してサザエ  
体内に取り込んだ核種濃度とし、その後経日的に64日間の濃度変化  
を測定して核種の排出速度（排出定数）、体内残留率、消化管吸収  
率などのパラメータを求めた。核種は1251（l－），57Co（塩化物），  

141Ce（塩化物）． 95mTc（TcO4－）．85Sr（塩化物）．137Cs（塩化物）．54Mn（塩化  

物）を用いた。   

また、取り込み経路の違いによる蓄積の変化を比較するため、海  

水からの核種の取り込み実験も行った。前述の核種を添加した海水  

中で46個体のサザエを7日間飼育し、核種を取り込ませたのち、非汚  
染海水に移し、45日間の排出を観察し、取り込み定数、排出定数、  
生物学的半減期、濃縮係数を求めた。   

測定は連日ないし2～3日毎に飼育水槽より取り上げ、表面の水分  
を除いてポリ袋で包み、プラスチック製の測定容器に入れてGe半導  

体検出器で核種別に同時計測した。   
飼育条件は、核種を餌から投与する実験および水から取り込ませ  

る実験ともに、水温は200Cに保ち、十分な給気を行い、餌から取り  
込ませる実験の2日目からおよび水から取り込ませる実験では、排出  
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実験開始日から、非汚染の餌（海藻）を十分に与えた。   

表1に示したように、サザエ（ホールボディ）に対する海水からの  

濃縮係数（CFw）は、生息域に関係なく14－Ce，54Mn，57Co，95mTc．125仁 e5Sr，  

－37Csの順に高く、殻の重量割合が55～60％を占めるサザエの生体的特  

徴および各核種の物理・化学的性質を考慮すると妥当な傾向と言え  

る。一方、餌から取り込んだ場合のサザエの濃縮係数（CFf）は餌の海  

藻種による核種濃縮や消化管吸収率の違いから、核種間の蓄積傾向  

を明確に示すことは困難であるが、巨視的には、85Srと－37Csに比べて、  

他の核種の濃縮係数（CF，）の高さが注目される。また、餌の海藻種間  

の比較では、アラメからの蓄積が高い傾向を示し、特に95mTcでは明ら  

かである。生息域間の差については個体差のバラツ辛が大きいため、  

有意の差は認められなかったが、この表に示した平均値では、水か  

らおよび餌から共に輪島産サザエの方が高めの傾向を示している。  

蓑1．サザエ（全身）による海水（CFw）および餌からの濃縮係数（CFf）  
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3．結言吾   

同一種の生物であっても核種により濃縮係数は大巾に異なり、そ  

れは、核種の元素としての物理・化学的性質に依る部分が大きいと  

考えられる。今回はサザエの全身に対する結果であるが、硬組織で  

ある殻の重量割合が大きいため、殻に対する濃縮係数の特徴が強く  

示されている。今後は解剖試料について臓組織別に解析し、核種の  

体内分布や部位別の濃縮について調査研究を行う。  
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Ⅱ－4日本海沖合い海域における底生生物の生物相と放射能  

水産庁中央水産研究所  森田貴己、吉田勝彦  

1．請書   

日本海深海生物の放射能パックグランドを把撞することを目的に本調査を行うこととした。しかし、日  

本海の沖合深海域の生物調査は、皆無に近いため、断片的な生物学的情報、知見があるにすぎない。そこ  

で、北西太平洋の深海生物調査で習得した調査船蒼鷹丸の採集技術を活用して、まず、底生生物の調査を  

行い日本海の深海生物相を明らかにするとともに、採集試料の放射能水準を把握することとした。平成8  

年度に行った調査の概要を報告する。  

2．調査研究の概要  

①調査航海と調査海域   

平成8年6月27日から7月21日まで水産庁中央水産研究所所属調査船蒼鷹丸を用いて、北緯39度～41  

度30分、東経138度、水深490m－3650mの海域内で4海域で調査を行った。調査点を表1に示した。  

（訂試料採集と保管   

「蒼鷹丸式深海篭網漁法」と「蒼鷹丸式ベントスネット」を用いて底生生物を採集した。採集した試料  

は、一20℃以下で保存し研究所に持ち帰り保管した。  

⑨核種分析   

試料は、摂氏450度以下で所定の操作を行い灰化物を調製し分析に供した。  

核種分析は、HpGe半導休検出器によるγ線スぺクトロメトリーにより、計測時間ZO～32×104秒で行っ  

た。分析対象核種は、7Be，54Mn，58co，60co，55zn，95zr，95Nb，103Ru，106Ru，125sb，124cs，134cs，’44ce，108mAg，11Om  

Ag，207Biの16核種である。  

④調査結果と考察  

1．試料の採集に関して   

各地点で採集された生物種を表2に示した。St－1，2では、数種類の生物が採集でき、放射能分析を   

行える程度の暮を確保できる棲も敦種あった。St－3では、ツノアゲソコエビのみ採集されたが、核種   

分析が十分に行えるほどの暮を採集することができ、この水深におけるモニタリング生物となりうると   

考えられた。しかし、現在の餌の取り付け方では、餌を食われてしまうため、正確な分析が行えない。   

このため、なんらかのエ夫を行う必要があると考えられた。Sト4においては、ウミケムシが採集でき   

たが、一等あたり致匹程度しか採集できず、分析を行うには不十分であった。次年度においては、ツノ   

アゲソコエビの採集方法をエ失するとともに、St－4の水深においてモニタリング生物となりえる生物   

の調査を行う予定である。   

2．放射能濃度   

表lに各試料の放射能義度を示した。検出された核種は、Cs－137とAg－108mであった。これらの   

値は、これまでに報告されている値と同程度であり、特に異常は、認められなかった。ベニズワイガニ   

は、深度の異なる地点から試料を採集し、分析をおこなったが、2地点間に明瞭な遠いは認められな   

かった。  

3．結寺   

本年は、日本海における深海海産生物等放射能調査の初年度である。したがって1年間の調査結果しか  

得られていないが、他の調査で得られているこれまでの結果と比較しても特に異常は、認められていな  

い。また、旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄の影書と思われるものも認められなかった。   

今回の調査で日本海深海域におけるモニタリング生物の候補が得られた（St－3，ツノアゲソコエビ）の  

で、次年度から、この生物を中心に調査を進めていく予定である。日本海深海域は、これまで調査が行わ  

れていない領域であることから、継続的な調査を行っていく必要があると考えられる。  
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義一1  

調査点  緯度  軽度  水深（m）  

Sト1（深海篭網）  

Sト1（ベントスネット）  

Sト2（深海篭綿）  

St－3（深海篭網）  

St－4（深海篭絹）  

38－29N138－52E  490  

38－26N138－53E  710  

38－53N138－00E  1350  

39－42N137－51E  2630  

4ト31N138－00E  3650  

義一2  

調査点  採集生物名  

ベニズワイガニ、ホッコク7カエビ、ツバイ  

スナイトマキヒトデ、ザラビクニ  

ベニズワイガニ、クロゲンゲ、ザラビクニ  

スナイトマキヒトデ、ダーリアイソギンチャク  

フウセンイソギンチャク、モロトゲアカエビ  

セトモノイソギンチャク、ニチリンヒトデ  

ツバイ  

St－1  

（ベントスネット）  

St－Z（深海篭網）  ベニズワイガニ  

St－3（深海篭綿）  ツノアゲソコエビ  

St－4（深海篭綿）  ウミケムシ  

義一3  

試料名  採集地点   部位  放射能濃度（Bq／kg－Wet．）  

Cs－137濃度  その他の核種  

ザラビクニ  

スナイトマキヒトデ  

ダーリアイソギンチャク  

フウセンイソギンチャク  

ホッコクアカエビ  

ベニズワイガニ  

全体  0．OZ8士0．004  

全体  0．046士0．009  

全体  0．033士0．004  

全体  0．059士0．017  

全体  0．075士0．008  

筋肉  
★  ★  

甲羅  
★  ★  

肝膵臓  ★   ★  Ag－108m：0．OZ6士0．006  

1
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1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
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ベニズワイガニ  筋肉  
★  ★  

甲羅  
★  ★  

肝膵臓  ★   ★  Ag－108m：0．081士0．009  

ツノアゲソコエビ  St－3  全体  ★  ★  

ウロコムシ  St－4  全体  ★  ★  

（注）★  ★は、検出下限値以下  
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Ⅱ－ 5 伊豆小笠原海溝東方沖合域（北緯32～35度，東経145～147度）における深海性ソコダラ類の  

分布と放射能  

水産庁中央水産研究所 吉田勝彦  

1．緒言   

深海生態系に関する情報、知識を蓄積すること、および深海生物の放射能バックグウンドを把  

握し、その移行経路を解明することを目的として、日本列島沿いの侮溝（伊豆小笠原～千島）近  

傍域、沖合深海域（水深5，000m～6，000m、北西太平洋海盆等）、および大陸棚斜面（水探1，00（）m  

～4，000m）を調査対象海域に、また、北太平洋の深海域（大陸棚斜面から水深こ主，00nm～6，（）00  

。）に広く生息している深海性ソコダラ類を深海生態系を代表する指標生物に選定して、深海生物  

調査と放射能調査を、数次の試行を経た後、昭和60年度（1985）より継続して実施している、平成  

8年度に行った調査の概要を報告する＝  

2．調査研究の概章  

① 調査航海と調査海域   

調査航海は平成8年6月11日から6月26日まで、水産庁中央水産研究所所属調査船蒼鷹丸を用  

いて行った 伊豆小笠原海溝東方沖合域の北緯32度線、東経145、‖7度の2海域（調査点‥A†，  

Ag）と北緯35度、東経147度の1海域（調査点：NbI）を調査海域とした 

②試料採取と保管   

前年度と同様に「蒼鷹丸式深海籠網漁法」により、深海性ソコダラ類等の深海生物を採集した  

採集した試料は全て船上で体長・体重等の計測を行った後、一尾ずつビニール袋に入れて－20C  

以下で凍結し保管した（  

③放射能分析  

1．前処理：深海性底魚類の肝臓は極めて油分に富み、そのままでは灰化できないので、肝臓を  

含めて内臓を取り除いた全体について、乾燥・炭化・灰化を45けC以下で行い分析試料を調製し  

た）  

2．分析：核種分析はゲルマニウム半導体検出器によるガンマー線スヘクトロメトリーにより、  

計測時間16～32×104秒で行った 分析対象核種は科学技術庁放射能測定法シリーズ7に記載さ  

れている対象核種の中から、半減期が30日を越えるl：う核種（TBe，5JIMn，〇8co，F50co， 65zn，u5zr，t｝3N  

b，103Ru，106Ru，1巳5sb，134cs，137cs，144ce） 、および頭足類の肝臓中にしばしば検出される1U8m  

Ag、110mAgと海底土中に検出され注目されている20TBiの3核種を加え川核種とした  

④調査結果と考察  

1．分布について   

本年度調査した伊豆小笠原海溝東方沖合域の北緯32度線の2海域（調査点：Af，Ag）と北  

緯35度線の1海域（調査点：NbI）で得られた、深海性ソコダラ類の分布量等の調査結果と、既に  

調査している北緯32，35度線に沿った海域で得られたそれを表1に示した   

水深5，000m以深の海底ではC．yaquinaeのみが成育し、その分布密度は北緯：32度線、35度線とも  

に伊豆小笠原海溝近傍域が最大であり、沖合では尾数、重量とも3分の1程度に減少することが  

今回の調査により明確になった 一方、C．yaquinaeの平均個体重量と分布密度との間にはなんら  

かの相関関係は認められなかった√北緯32度線のAg（ニミ2－0：iN，1・17一（）0【ミ）では、平均個体重量7日l  

gと大形個体が採集されたノ 現在までに調査された沖合域の平均個体重量では最大であった  
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表1 北緯32度線，35度線におけるソコダラ類  

採 集 位 置  水 深  尾数   生重量  平均個体  

（－－ニ ー一′緯・経度）  （m）   ／篭   ／篭（kg） 重量（g）  

Ae（32－07＼，143－31E） 5，600～5，700  

A f（：il－59N，145－07E） 5，800～5，900  

Ag（32－03N，147－00E） 5，800～5，900  

Ib（34－55N，143－31E） 5，500～5，600  

NbI（34－56N，147－02E） 5，800～5，900  

Nb（34－52N，149－42E） 6，000～6，100  

C．yaquinae  

C．yaquinae  

C．yaquinae  
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C．yaquinae  

C．yaquinae  

C．yaquinae  

2．放射能濃度   

表2にAg点で採集された深海性ソコダラ類、C．yaquinaeに検出された放射能濃度を、ソコダ  

ラ類の大きさ別に示した、j 検出された核種は137c sのみであった 本年度の3調査地点（Af’，  

Ag，トbI）で採集されたソコダラ類の大きさと137c s濃度の関係はすべて同傾向で、一昨年度ま  

でに調査した全ての海域と同様に概ね正の相関が認められた 従って、昨年度Mg（：i9－58N，ほノ1  

－59E）点で得られた結果（大きさとは無関係でほぼ一定の濃度）は特異的な結果であるとおもわ  

れる、小笠原海溝周辺海域で得られたC．yaquinaeの137c s濃度は北緯35度以北で過去に得られ  

た調査結果にくらべて、有為に高い傾向があることが本年度の調査結果からも確認された  

表2 深海性ソコダラ類の大きさと放射能（Ag．1996）  

試 料 名  採集年月日  体 長  体 重   
137cs濃度  

採集海域（水深，m）  （T．L．mm）  （g）  Bq／kg．wet．  

1C．yaquinae②1996．6．16．  ▲418へ135  2（）5～ 300  

2 全体  ③  Ag：32－03ト，ト4ト00E   465～475  こ‖5～ 420  

0．037±0．005  

0．05：う±0．（）05  

∩．06（う±∩．0∩8   

0．1（〕2±0．006  

0．085±（）．（）07  

0．∩90±（）．006  

0．079±0．005  

0．（）83±0．006  

0．076±n．005  

0．145±0．005  

3 （除内臓）⑤  

4  ⑦  

5  （9－1  

6  ⑨－2  

7  ⑪－1  

8  ⑪－2  

9  ⑪－3  

10  ⑫  

（5，800～5，900m）   548～55日  6r）5～ 715  

638～6511，15（）～1，250  

717  1，550  

725  1，9封）  

756  2，川0  

761  2，550  

767  2，：う00  

825  こう，200  

3．結語   

本調査で得られた結果は日本海の深海域での調査の対象区として重要な意味をもつと考えられ  

るL当面は北太平洋西部の日本近海に調査海域は限定されるが、将来は北太平洋東部（アメリカ  

大陸側）に比べて、調査研究の少ない北太平洋西部海域全体を網羅できるような調査を行いたい  
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Ⅱ－ 6 海底土中の人工放射性核種の水平及び鉛直分布に関する  

調査  

水産庁中央水産研究所  鈴木頴介  

水産庁 日 本海区水産研究所  平井光行、長田 宏、  

山 田東也  

1）緒言   

日本周辺海域の海底土に蓄積された人工放射性核種の分布傾  

向を知るために、昭和 6 0年度から 日本周辺の沿岸、沖合及び  

外洋域の海底土の核種分析を行っている。平成4 年度から は、  

従来の結果を参考に して、幾つかの海域に定点を設定 し、モニ  

タリ ング調査を行 う こ と に した。平成 5 年度に旧 ソ連・ロ シア  

によ る放射性廃棄物の海洋投棄が明 らかになったので、平成6  

年度から 日本海側の調査地点を拡充 した。平成8年度の調査結果  

を報告す る。  

2）調査研究の概要   

海底土試料は、定点と 定めた太平洋側の相模湾、茨城県沖、  

駿河湾及び日 本海側の新潟県沖、日 本海盆、大和海盆等の地点  

から、平成 8 年度に水産庁調査船蒼鷹丸及びみずほ丸によ って  

柱状採泥器を使用 して採取 し、乾燥後、G e 半導体検出器によ  

る γ線核種分析及び放射化学分析によ るPu同位体の分析を行っ  

た。表層下10cmまでの2cm毎の各層の分析結果を表に示した。検  

出 された人工 γ 線核種は、これまでの調査と 同 じ く、137Csと  

207Biの 2 核種であっ た。表層の0～2cm層における濃度は、太平  

洋側の4地点では137csが3．5～13Bq／kg、207Biが0．83～6．8Bq／kg、  
239・24O Puがl．8～9．6Bq／kgの範囲に、日 本海側7地点では137CsがND  

（検出下限値未満、以下同 じ）～9．OBq／kg、207BiがND～0．67Bq  

／kg、239・240 puがND～2．7Bq／kgの範囲にあった。最も濃度の高か  

ったのは、全核種共太平洋側では相模湾であったが、日 本海側  

では137cs及び 207Biは新潟県沖の地点、239・240puは岩内沖であっ  

た。これらの値は、中央水研及び他機関によ る これまでの調査  

結果 と 比較 して特に高い値ではない。   

3）結語  

今年度の調査において も、特に異常な結果は諷め られなかった。  

今後も調査を継続 して、経年変動の監視に努める。  
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喪  鶉鹿土の隷書分析結集  単位：Bq／kg乾土  
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Ⅱ一 7 近海海産生物放射能調査（日本海沿岸・沖合域）  

水産庁中央水産研究所  吉田勝彦、南迫洋子、森田貴己  

水産庁日本海区水産研究所 長田 宏、平井光行、市橋正子  

1．緒 昔   

日本近海の水産資源の安全性を確認するために、日本周辺海域に生息する主要海産生物の放射  

能水準を把握し、その経年変化を長期間、継続して調査している 今回は日本海沿岸・沖合域で  

得られた放射能水準の経年変化の概要を報告する 

2．調査研究の概要  

①採取試料   

日本海沿岸海域の主要海産生物として、魚類6種（サクラマス、マイワシ、ブリ、ハタハタ、  

ニギス、アカガレイ）、頭足類1種（スルメイカ）の7種類を平成3年度より固定種として選定  

し継続して試料としてきたL。平成6年度より旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄問題  

に対処するために、調査対象海域を沿岸域から沖合域まで拡大し、新たに魚類2種（スケソウダ  

ラ＜大和堆＞、サクラマス＜北部沖合域＞）、貝類2種（マガキ、ツバイ）、頭足類l種（スル  

メイカ＜北部沖合域＞）と甲殻類2種（ホッコクアカエビ、ベニズワイガニ）、計7種を分析試  

料に加え、合計14種を固定種として調査内容を充実したまた、新たな指標生物を見つけること  

を一つの目的として、現在までに分析されたことがないか、既往の分析値が少ない種類を毎年新  

たに選定する選択種は従来どおり1種類（平成8年度はタマガンゾウビラメ）とした以上の合  

計15種類を年1回の間隔で採集し分析試料に供した 

②核種分析   

試料は採取年月日、採取位置、平均体長、体重などを記録して、必要に応じて各部位（筋肉、  

内臓、肝臓等）に分別し、摂氏450度以下で所定の操作を行い灰化物を調製し分析に供した   

核種分析はGe半導体検出器を用い、計測時間16～32×川4秒で行った分析対象核種は科学  

技術庁放射能測定法シリーズ7に記載されている対象核種の中から、半減期が30日を越える54M  

n60co，65zn，137cs，144ce等13核種と108mAg、110mAg、 207Biの3核種を加え16核種とした  

③ 分析結果   

本海域の主要魚種である、アカガレイ、ハタハタ、ニギスの魚類3種類について、検出された  

13Tcs濃度の経年変化を付図に示した〔．、137csは全ての試料から検出されたが、その濃度の経年変  

化は横ばいか、やや減少傾向が認められる程度でほぼ一定であったタマガンゾウビラメの放射  

能濃度は本海域の主要魚種と同レベルであり、新たな指標生物にはなりえないことが判った   

スルメイカの肝臓（沿岸域、沖合域試料とも）に平成6年度まで継続して検出された110mAgは  

7年度に引き続き本年度も検出下限値以下であった108mAg濃度は日本周辺海域に生息する頭  

足類と同レベル（0．1Bq／kg．wet）程度であった（，また、ツバイ（バイガイの1種）の内臓、ベニ  

ズワイガニの肝膵臓から本年度も108mAgが0．1Bq／kg．wet以下の濃度で検出された‘，ベニズワイ  

ガニの全体および筋肉にも108mAgが微量（0．036，0．024Bq／kg．YPet）であるが検出された〔肝膵  

臓からの汚染の可能性もあり、採集から試料の保存状態、灰化操作を含めて検討が必要である 

3．結 語   

本調査で得られた結果の範囲では旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄の影響は認め  

られなかったr。また、本年度は検出下限値以下あったが前年度まで、スルメイカ肝臓に検出され  

てきた110mAgの起源の解明等、今後、さらに充実した調査研究が望まれる  
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Ⅱ－ 8 日本近海の海水及び海底土の放射能調査  
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日本近海放射能蹄査結果一海水  

測点  採  取  分析核種・軌定値（mBq／ゼ）  

番号   年月日   80sr   l∋7cs   l＝Ce   

黒 潮 流 域   

口  30－00N  134－36 E  1996．1．13  2．1±0．3  3．1±0．3  －0．2±0．3   
2  33－59N  143－59 E  1996．2．18  2．4 ±0．3  3．1±0．3   0．3±0．3   
3  30－44N  131－47 E  1996．3．5  1．3 ±0．2  3．3 ±0，3   0．0±0．3   
4  30－55N  130－50 E  1996．5．22  1．9 ±0．3  3．3 ±0．3   0．3±0．2   
5  30－44N  131－47 E  1996．9．25  1．0 ±0．3  2，5 ±0．4   0．0±0．2   

平 均  1．7   3．1   0．1   

親 潮 流 域   

田  39－00N  142－30 E  19g8．2．20  1．7 ±0．3   0．1±0．3   

2．9 ±0．3    ロ  41－00N  145－30 E  19g6．2．21  1．8 ±0．3   －0．0±0．3   
田  39－00N  142－30 E  1gg6．5．28  1．6 ±0．3  2．4 ±0．3   0．2±0．3   
g  39－00N  145－30 E  1g96．5．29  1．4 ±0．3  1．8 ±0．3   0．0±0．2   
10  39－00N  142－30 E  1996．9．8  1．4 ±0．3・  2．6 ±0．3   0．1±0．2   
11  39－00N  145－30 E  1996．9．g  0．9 ±0．3  2．5 ±0．3   0．1±0．2   
12  89－00N  142－30 E  1996．11．8  1．6 ±0．3  2．8 ±0．3   0．2±0．2   
13  39－00N  145－30 E  1996．11．9  1．6 ±0．3  2．8 ±0．3   0．4±0．2   

平 均  1．5   2．5   0．1   
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日本近海放射能調査結果一海水  義一1（続）  

測点  採  取  分析核種・測定値（mBq／ゼ）  

番号   年月日  80Sr   137cs   144Ce   

日 本 海   

14  36－30N  135－30 E  1996．2．12  2．1±0－3  2．9 ±0．3   0．6±0．3   

15  37－50N  134－10 E  1996．2．12  1．5 ±0．3  2．7 ±0．3   0．4±0．3   

16  33－31N  138－00 E  1996．3．2  2．1±0．2  3．2 ±0．3   0．4±0．3   

17  39－01N  134－00 E  1996．3．5  1．8 ±0．3  2．4 ±0．4   0．1±0．3   

18  39－00N  134－01E  1996．5．15  2．1±0．3  3．7 ±0．4  －0．1±0．2   

19  37－30N  138－00 E  1996．5．16  1．1±0．3  3．2 ±0．3   0．2±0．2   

2 0  42－30N  137－30 E  1996．5．20  1．1±0．3  3．1±0．3   0．3±0．2   

21  41－10N  140－00 E  1996．5．22  1．5 ±0．2  2．1±0．3   0．0±0．2   

2 2  36－30N  135－30 E  1996．6．7  1，1±0．2  3．4 ±0．3   0．3±0．2   

2 3  37－50N  134－10 E  1996．6．7  1．5 ±0．3  3．3 ±0．4  －0．1±0．3   

2 4  36－15N  134－45 E  1996．11．20  1．9 ±0．3  2．9 ±0．3   0．3±0．2   

2 5  36－45N  133－35 E  19；）6．11．20  2．5 ±0．3  3．2 ±0．3   0，4±0．2   

平 均  1．7   3．0   0．2   

日本近海放射能調査結果一海底土  表－2  

書式  分析核種・測定値（Bq／Kg一乾土）  

料  
No．   80Sr   137Cs   60Co   238・240pu   

1996  m  

口   2／27  

2  9／11  43－11  141－10  21  0．012 ±0．003  3．64±0．11  0．004±0．008  0．50 ±0．30   
田  9／23  31－30  130－38  220  0．140 ±0．007  1．35±0．08  0．043±0．009  1．47 ±0．09   
4  9／26  34－13  132－19  田  0．082 ±0．004  3．03±0．10  0．006±0．008  0．70 ±0．04   
5  11／5  35－32  139－53  22  0．081±0．005  3．81±0．11  0．018±0．008  2．07 ±0．09   
田  12／12  34－44  136－41  田  0．141±0．006  4．92±0．12  0．012±0．006  1．90 ±0．11   
口  12／13  34－25  135－07  田  0．031±0．004  2．06±0．09  0．016±0．008  0．64 ±0．04   

平  均      0．083   2．82   0．016   1．28   

10   

9   

8   

7   

8   

5   

4   

3   

2   

1   

0  

1970  1975  柑80  柑85  1990  1995 年  

図－1gOsrの経年変化  
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Ⅱ－ 9 日本海の海水・海底土調査  
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国－1日本港・オホーツク海における放射能調査の  

試料採取点及び深海流通計投■点  
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日本海・オホーツク海 放射能調査結果一海水  義一1  

採 取 位 置  分析核種・測定値（mBq／ゼ）  

富．㌢  琴崇     緯度 N  経度 E  90sr   137Cs   2且9・2‘lC pu   88co   

Ⅳ01  36－35  131－30  9．5   0  1．54 ±0．02  2．47 ±0．07  0．0059±0．0009  －0．01 ±0．05  
209  1．86 ±0．03  2．68 ±0．07  0．024 士0．002  0．01 ±0．05  
522  1．37 ±0．02  2．19 ±0．06  0．037 ±0．002  0．09 ±0．04  
782  1．48 ±0．03  1．80 ±0．06  0．035 ±0．002  0．02 ±0．04  
1040  0．80 ±0．02  1．42 ±0．06  0．040 ±0．003  0．04 ±0．04  
1932  0．24 ±0．01  0．39 ±0．04  0．031士0．002  0．07 ±0．03   

Ⅳ0－2  38－00Ⅳ  132－00  9．8   0  1．69 ±0．03  2．93 ±0．07  0．0061±0．0008  －0．01±0．04  
209  1．69 ±0．03  2．69 ±0．07  0．014 ±0．001  0．01±0．04  
521  1．45 ±0．03  2．42 ±0．07  0．032 ±0．002  0．02 ±0．03  
782  1．23 ±0．03  1．79 ±0．06  0．038 ±0．002  －0．02 ±0．03  
1042  0．91 ±0．02  1．43 ±0．05  0．035 士0．002  －0．00 ±0．03  
1459  0．55 ±0．03  0．73 ±0．05  0．030 ±0．002  0．00 ±0．03   

NO－3  38－43  1三！2－56  9．8   0  2．12 ±0．04  2．78 ±0．07  0．014 ±0．001   0，06±0．03  
211  1．96 ±0．03  2．67 ±0．07  0．024 ±0．002  0．09 ±0．04  
522  1．28 ±0．03  2．30 ±0．07  0．030 ±0．002  0．05 ±0．03  
了81  1．19 ±0．02  2．01±0．07  0．038 ±0．002  0．01 ±0．03  
1041  0．97 ±0．02  1．81 ±0．06  0．034 ±0．002  0．04 士0．03  
2077  0．37 ±0．02  0．50 ±0．04  0．028 ±0．002  0．01 ±0．03  
2800  0．16 ±0．01  0．29 ±0．04  0．027 ±0．002  0．01±0．03   

Ⅳ0－4  40－00  134－34  9．9   0  1．62 ±0．03  2．70 ±0．07  0．0082±0．0010  0．04 ±0．03  
210  1．48 ±0．03  2．48、±0．07  0．02g ±0．002  0．05 士0．03  
522  1．27 ±0．03  2．22 ±0．07  0．038 ±0．002  0．03 ±0．03  
778  0．97 ±0．02  1．70 ±0．06  0．035 ±0．002  －0．00 ±0．03  
1246  0．64 ±0．02  0．93 ±0．05  0．031±0．002  0．01±0．03   

NO－5  40－00  136－00  9．10   2．05 ±0．04  2．80 ±0．07  0．0065±0．0008  0．02 ±0．03  
210  2．07 ±0．03  2．44 ±0．07  0．025 ±0．002  0．01±0．03  
522  1．50 ±0．03  2．21±0．07  0．038 ±0．002  0．05 ±0．03  
780  1．22 ±0，03  1．99 ±0．06  0．044 ±0．003  0．01±0．03  
1040  0．82 ±0．02  1．37 ±0．05  0，033 ±0．002  0．03 ±0．08  
1386  0．66 ±0．02  1．06 ±0．05  0．038 ±0．002  0．01±0．08   

Ⅳ0－6  41－00  136－21  9．11   0  1．74 ±0．03  2．63 ±0．07  0．010 ±0－001  －0．01 ±0．03  
211  1．49 ±0．03  2．75 ±0．07  0．024 ±0．002  0．02 ±0．03  
521  1．44 ±0．03  2．36 ±0．08  0．031 ±0．002  0．01 ±0．03  
782  1．12 ±0．02  2．19 ±0．07  0．039 ±0．002  －0．05 ±0．03  
1041  0．gl±0．02  1．59 ±0．06  0．039 ±0，002  0．00 ±0．03  
2070  0．30 ±0．02  0．63 ±0．04  0．033 ±0．002  0．00 ±0．08  
3331  0．27 ±0．02  0．43 士0．04  0．031±0．002  －0．09 ±0．04   

Ⅳ0－7  41－27  137－26  9．12   円  1．86 ±0．03  2．76 ±0．08  0．0086±0．0011  －0．02 ±0．03      209  1．57 ±0．03  2．68 士0．0■8  0．020 ±0．002  －0．02 ±0．03  
519 777  ＝ほ圭＝ほ 2・42±0・07     1．95±0．09   0．034±0．002 0．040±0．002  －0．01±0．03 0．02±0．03  
1036   
2069  
3102  
3625  0．25 ±0．02  0．43 ±0．05  0．030 ±0．002  －0．03 ±0．03   

Ⅳ0－8  43－00  137－30  9．13   0  1．87 ±0，03  3．03 ±0．08  0．0053±0，0008  0．02 ±0．03  
210  1．78 ±0．03  2．64 ±0．08  0．024 ±0，002  －0．01士0．03  
521  1．41±0．03  2．36 ±0．07  0．035 ±0．002  －0．02 ±0．03  
780  く1．25 ±0．03  2．00 ±0．09  0－041±0．002  0．03 ±8．03  
1040  0．88 ±0．02  1．95 ±0．Og  0．040 ±0．002  －0．00 ±0．03  
2076  0．29 ±0．02  0．45 ±0．05  0．02g 士0．002  0．02 ±0．03  
3119  0．14 ±0．01  0．34 ±0．05  0．027 ±0．002  0．01 ±0．03  
3626  0．16 ±0．01  0．20 ±0．05  0．031 ±0．002  0．03 ±0．03   

Ⅳ0－9  44－20  140－50  9．15   0  1．42 ±0．02  3．11±0．07  0．0051±0．0007  －0．04 ±0．03  
282  1．81±0．03  2．71±0．07  0．015 ±0．001  －0．04 ±0，03   

Ⅳ0－  44－50  144－00  9．14   1．1g ±0．03  1．63 ±0．06  0．0017±0．0004  －0．06 ±0．03   
10  160  1．13 ±0．05  1．69 ±0．07  0．0058±0．0017  －0．04 ±0．03   

日本海・オホーツク海 放射能調査結果一海底土  表－2  

採 取 位 置   採取  分析核種・測定値（8q／Kg）  

測点 番号  欝  深度   gOSr   187cs   23g・240 pu   60Co   

NOl  9／5  36－36N  131－30E  1950m  0～2  0．864 ±0．013  2．73±0．07  1．43±0．06  0．075±0．009   

NO2  9／6  38－00N  132－00E  1619爪  0 ～2  0．770 ±0．012  3．25±0．07  1．41±0．06  0．048±0．008   

NO3  g／8  38－43N  132－56E  2812m  0～2  0．035 ±0．005  0．14±0．03  0．048±0．005  0．006±0．007   

NO4  9／9  40－00N  134－34E  1266m  0・－2  0．589 ±0．011  2．36±0．06  0．65±0．03  0．024±0．005   
NO5  9／10  40－00N  136－00E  1393m  0・－2  0．538 ±0．010  2．21±0．06  0．45±0．02  0．044±0．008   

NO6  9／11  4ト00N  136－20E  3337m  0～2  0．948 ±0．014  4．39±0．08  0．73±0．03  0．116±0．012   

NO7  9／12  41－27N  137－26E  3598m  0・－2  1．038 ±0▲016  3．84±0．08  0．60±0．03  0．053±0．008   

NO8  9／13  43－00N  137－30E  3628m  0～2  0．021±0．006  －0．01±0．03  0．021±0．003  0．012±0．007   

NO9  9／15  44－20N  140－51E  243m  0・－2  0．595 ±0．010  2．63±0．07  2．15±0．10  0．041±0．008   

NOlO  9／14  44－50N  144－00E  175m  0～2  0．243 ±0．007  2，17±0．06  1．38±0．07  0．012±0．009   
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Ⅱ－10 日本海の深海流測定  

海上保安庁水路部海洋汚染調査室  

茂木 幹基、茂木  由夫  
杉本 綾 、小田 勝之  

1、緒言  
日本海・オホーツク海において旧ソ連・ロシアは固体の放射性廃  

棄物を金属製コンテナに詰めて海洋投棄したと している。  
これからの放射性物質の拡散状況を事前に把握するため日本海の  

深海流の測定を平成8年9月～平成9年5月まで行ったので測定結  
果を報告する。  
2、調査の概要  
深海流の測定機器は海上保安庁水路部測量船「昭洋」で設置し、  

測量船「海洋」によ り揚収した。  
平成8年度は日本海南西部NO－1、NO－2に設置した。（図－1）  

深海流測定は両系列ともAANDERAA社製の流向流速計を海底上 50皿，  
100mに直列に設置し6 0分間隔で流向・流速を測定した。  
［流況の概要］  
（1）流速ベクトル図（図－2）  
今回観測を実施した測点NO－1及びNO－2の25時間移動平均の流速ベ  
クトルである。NO－1では全期間を通じて北向きの流れが卓越し、  
NO－2では南向きの流れが卓越する。  
（2）平均流況図（図－3）  
今回観測を実施した測点NO－1及びNO－2並びに以前に観測を実施  
したNO－3、NO－4、NO－5、NO－6の平均流向流速図である。  
NO－1、NO－3、NO－4、NO－6は底上100m層、50m層共に北東及び北方向  
の流向をもつ流れが観測されるのに比し、NO－2、NO－5は海底地形の  
影響を受け南西方向に流れているこ とがうかがわれる。  

（3）流向別頻度分布（図－4）  
今回観測を実施した測点NO－1及びNO－2の流向別頻度分布図である。  
NO－1は北方向の流れの頻度が高く、NO－2は南西方向の流れの頻度  
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図－2 流速ベクトル図（25晴間移助平均）  
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Ⅱ－11日本近海海域における海洋放射能調査  

気象庁気候・海洋気象部  

上井哲也、五十嵐洋輔  

1．緒言   

気象庁は、核爆発実験や原子力平和利用に伴う表層海水中の放射能汚染を調査する目的  

で、放射能調査研究費による「表層海水の放射能調査」として、昭和32（1957）年に  

気象庁海洋気象観測船及び南方定点観測船を用いて表面海水中の全β放射能の観測を開始  

した。さらに昭和34（1959）年以降は各海洋気象台の観測船も調査に加わっている。  

その後調査の一部は一時中断したが、昭和45（1970）年から新たに「放射性廃棄物  

の海洋投棄に関する調査」の一環として、また昭和50（1975）年からは「日本周辺海  

域における海洋放射能調査」として調査を継続してきた。   

本報告は、放出された人工放射性物質による海洋環境への影響を把握し、今後の国の原  

子力行政及び研究の利便に供するため、旧南方定点については昭和47（1972）年以  

降、その他の観測点については昭和55（1980）年以降の観測結果をまとめたものであ  

る。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取   

海水の試料は、気象庁海洋気象観測船により、図1に示す観測点においてそれぞれ年2  

回、夏季及び冬季に表面の海水を10g採取している。さらに，沖合の観測点では1000  

m深の海水も10g採取している。  

2）試料調整及び放射能測定   

海水中の人工放射性物質の採取には、鉄－バリウム共沈法を用いている。   

試料海水10gのうち5ゼを量り取り、塩化アンモニウム10gを加え加熱する。その後  

塩化バリウム溶液（0．0729mol／g）1mゼを加え按拝する。沸騰し始めたら硫酸第  

二鉄アンモニウム溶液（0．0895mol／ゼ）1mgを加え、アンモニア水によってp  

H8．4程度に調整する。このときできる水酸化第二鉄の沈殿に、硫酸バリウム及び他の  

人工放射性物質が吸着する。その後約2時間緩やかに加熱を続け、沈殿を熟成させる。冷  

却後、定量用濾紙を用いて試料海水を減圧濾過し、デシケ一夕内で乾燥させ測定試料とす  

る。   

放射能測定には平成6（1994）年以前はGM計数装置、平成7（1995）年から  

はガスフロー検出器（アロカ製LBC－471）を用い、放射能既知の試料（八酸化三ウ  

ラン）を標準として1試料につき40分づつ3回行い、平均値を試料の測定値としている。  

また自然計数として、試料の調整に用いた濾紙についても同様の測定を行い、先に得られ  

た試料の測定値とここで得られた自然計数の測定値との差から、試料の真の放射能値を求  

めた。  
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3）結果   

表1に、前述の期間に得られた、日本近海海域の観測点における表面海水中の放射能の  

平均値、標準偏差等を示す。また、図2には主な観測点における測定値の経年変化を示す。   

日本近海海域の各観測点における海水中の全β放射能は、観測期間の平均値で0．03  

～0．06Bq／eの範囲にあり，全体の平均値は0．035Bq／eであった。この期間  

中、0．09Bq／ゼ以上の値（平均値＋2げ以上に対応）が12回観測されているが，い  

ずれも昭和55（1980）～昭和60（1985）年に出現している。 昭和61（19  

86）年以降はそのような値は1度も現れておらず、平成9年度の観測も同様であった。  

3．結語   

気象庁では、今後も日本近海海域の海水中の全β放射能濃度の観測を継続し、その長期  

的な変動及びバックグランド値からの偏差を監視することとしている。 なお、個々の測定  

値については、「大気放射能観測成績」（気象庁編、年刊）に掲載されており、これを参照  

されたい。  

表1・日本近海の観測点における表面海水中の放射能（単位Bq／g）  
旧両方  PN－9  、l  

観測点  定点  PH－1  PH－6  PT－1  PT－5  PK－1  PK－9  PN－1   PN－6  PM－1  PM－9  G－5  G－8   点   

平均値   0．03  0．03  0．04  0．03  0．03  0．03  0．04  0．04  0．03  0．04  0．03  0．06  0．05  0．035   

標準偏差   0．03  0．02  0．03  0．02  0．02  0．02  0．03  0．02  0．02  0．03  0．02  0．02  0．01  0．025   

〉＝0．09の回数  2   2   0   0   同  口  口  同  0   0   0  

観測回数   39  33  36  36  39  34  34  36  四  39  39   8   9   
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図1．気象庁の日本近海における  

放射能観測点  

●表面採水  

◎表面および1000m採水  

｝表面採水（本州南方定点）  

1970  1975  1980  t985  1∽0  1995  2000 年   

図2．主な観測点における海水中の放射能の経年変化  

（実線は表面、点線は1000m深）  
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Ⅱ一12 海洋環境における放射性核種の挙動に関する研究  

気象研究所地球化学研究部  

青山道夫、宮尾孝、広瀬勝己   

1．緒言  

気象研究所では、従来より海洋環境での放射性核種の濃度変動の実態とその変動要因   
を明らかにすべく、重要な核種について観測を継続している。  
2．調査研究の概要  

1）過去の西部北太平洋表面海水中の137Cs濃度の経時変化を図1に示す。大気圏内核実  
験は1960年代前半に大規模に行われており、1980年の中国核実験が最後である。西部北  
太平洋表面海水中の137Cs濃度は1963－1964年に最高となったあと、徐々に減少し、1980  
年の中国核実験や1986年のチェルノブイリ原子力発電所事故によりわずかに上昇しては  

いるが1970年以降2Bqm・3 －10Bqm・3程度である。  
2）日本海で1996年に採取した海水試料中のプルトニウムおよび137Csの濃度を表1に示  

す。   

表1 日本海海水試料中のプルトニウムおよび137Cs濃度  

試料採取日時 場所  採取深度 水温 塩分 供試料   Pu  137Cs  

1996  北緯 東経  血   ℃ pss  L   皿Bqm・3  Bqm・3  

3．9士0．9  

12．8±1．7  

29．5±4．1  

27．3±4．1  

37．6±4．5  

18．5±3．7  

10．2士2．6  

5．5±0．9  

5．1士0．8  

1．9±0．2  

2．5±0．3  

2．1±0．3  

2．1±0．2  

1．7±0．2  

1．2±0．2  

1．1±0．3  

2．2士0．2  

1．9±0．2  
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なお、137Cs分析用の供試料量はいずれも100Lである。   

この表からわかるように、日本海でのプルトニウムは中層で極大となる通常の海洋でよく  

みられる鉛直分布を示しており、特に異常な放射能は検出されていない。  
3）1996～1998年は囲2に示す海域で試料採取を行い、現在分析を行っている。  

海水中の137Csの渡瀬方法について再検討を終了し、方法を決定した。  
3．結語   

今後とも観測を継続してデータの蓄積をはかり、海洋環境における放射性核種の挙動   
についてさらに調査研究を進める。  
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Ⅱ－13 原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の放射能調査  

（財）温水養魚開発協会  

下城宏之 高橋正弘  

床嶋純孝 長倉義智  

1．緒言  

原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査等の総合評価に資するため、  

原子力発電所からの温排水等により飼育した海産生物等の放射能調査を実施した。  

2．調査研究の概要  

（1）実施場所等  

調査は、茨城県那珂郡東海村の日本原子力研究所東海研究所構内の当協会東海事業  

所において実施した。試験池は12面（720nf）、4m¢水槽2面、若干の小型水槽を使用  

し、飼育海水は日本原子力発電（株）東海発電所から18ni／分を取水して使用した。  

（2）飼育海産生物と放射能測定試料  

飼育海産生物の種類はマダイ、ヒラメ、 メジナ、スズキ、クロダイ、クロソイ、プ  

リ、ウナギの8種類である。このうち、マダイ、ヒラメ、メジナ、プリ、ウナギを放射  

能分析対象種として、その他を予備の魚種として飼育した。マダイ、ヒラメについて  

は種苗生産を行い、マダイは当年魚、1年魚、4年魚、ヒラメは当年魚、5年魚を飼育し  

た。飼料はロットの異なる8種類のプリ用飼料を、砂泥はヒラメ飼育地底に沈殿した砂  

泥を前期、後期と2回採取したものを試料とした。飼育海水は平成9年2月28日に採水  

したものと4月1日から5月31日、6月1日から7月31日、8月1日から9月30日、10月1日か  

ら11月30日、12月1日から1月31日の中間日に60立採水した5試料の合計6試料を分析し  

た。  

（3）飼育海産生物等の放射能測定  

海産生物の放射能測定はγ線スペクトルメトリーは筋肉と一部試料ではその他につ  

いて測定した。また＝39十24C p u分析、与Cs r分析は脊椎骨を分析した。  

分析核種は、γ線スペクトルメトリーにより13Tc s、54Mn、60c o、144c eの  

4核種を、一部試料については239＋240 p u、9Cs rを分析した。プリはユユ？c sの放射  

化学分析を約20日毎に6回行い、継続的に成長をするなかでの取り込み排出定数を求め  

る手法を検討した。試料は（財）日本分析センターへ送付し同センターにおいて放射能  

を測定した。  

放射性核種分析結果は、表の通りである。  

（4）飼育海水の放射能測定  

試験池の注水口に水モニターを設置し、放射能監視装置（NaIシンチレイション3．7  

Bq／史検出）によって常時放射能を測定記録した。年間を通じ43．5～47，Ocpsであった。  

年度をとおして安定していて、平年と同じような変化であり、異常はなかった。  

3．結語  

飼育海産生物、飼料、砂泥、飼育水等の放射性核種分析の結果、γ線スペクトルメトリ  

ー核種のうち検出されたものは、ユ37c sのみであり、その値は、魚種、飼育期間等にる相  

違はなく、平成元年度以降の本事業における測定値の範囲内であり異常は認められなかっ  

た。 
239＋24C p u、9Os rは飼育海産生物、飼料ともに検出されなかった。プリは継続的に  

成長させながら一定間隔で137c sの放射化学分析を行うことにより、市販ソフトを用いて  

取り込み排出定数が求められることが分かった。飼育水からの取り込み定数は0．278、飼料  

からの取り込み定数は0．502、魚体からの排出定数は0．0059であった。また、飼育水の放射  

能モニターによる測定値も通常の値であり異常は認められなかった。  
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表 飼育海産生物等の放射性核種分析結果  

ミ‘ゝin  

ユ≡’cs   ＝c0  

平均  

試料名  測定年月日  9こSr   体重  
114Ce   

（g）   

マダイ4年魚  10．2．5（γ線）   ＊   ＊  2500  H．5．6．12  

l   脊椎骨  ＊  〃H、9．12．11   

脊椎骨   ＊  

マダイ1年魚  筋肉   10．2．2（γ線）  0．11±0．015  ＊  317  H8，4．6  

～H9．9．25  

マダイ当年魚 2  筋肉   

9．12．4（Cs）  0．075土0．00細  31．7  H9．3．23  

－H9．8．20  

ヒラメ当年魚  筋肉   10．2．4（γ線ト  ＊   ＊  153  H9．3．23  

脊椎骨  ＊  ～H9．12．10  

脊椎骨   ＊  

その他  10．2．10（γ線）   ◆  ＊  

ヒラメ5年魚  筋肉   10．2．2（γ線）  0．079！0．019  ＊  2430  H4．3．3  

その他  10．2．9（γ線）   ＊   ＊  ～H9．12．19   

タロダイ  筋肉   10．2．5（γ線）  0．082！0．016  ＊  169  H7．4，15  

その他  10．2．12（γ繰）   ＊   ＊  ～H9．12．11   

メジナ   筋肉   10．2．3（γ繰）  0．077！0．019  ＊  540  H6、4．26  

その他   10．2．9（γ繰）   ＊   ＊  ～H9．12．10   

ウナギ   筋肉   10．2．4（γ線）  0．042±0．012  ＊  1430  S62．2．6  

その他  10．2．12（γ線）   ＊   ＊  －H9．12．10   

l   

リ  筋肉   9．12．6（Cs）  0．066！0．0081  24．9  H9．6／27”9／3  

9．12．6（Cs）  88．2  

9．12．6（Cs）   176   

10．1．22（Cs）  0．052！0．0077  240  J／－11／3  

10．1．22（Cs）  0．077！0．α：191  269   ／／－11／24  

10．2．丁（Cs）  0．082！0．0094  300   ／JⅣ12／14   

プリ用   MVN  110．2．8（Cs）  0．037！0．010  

ロ   10．2．13（Pu）  ＊  

10．2．13（Sr）  i _ ＊  

MVY  

10，2．13（Pu）  ●  

10。2．13（Sr）  ヒ＊  
NWR  10．2．8（Cs）  

10．2．13（Pしl）   ＊  

10．2．13（Sr）  ◆  

入′IWY  10．2．8（Cs）  0．038！0．011  ＊  

10．2．13（Pu）  ＊  

10，2，13（Sr）  ＊  

ⅩH  ＊  

10．2．13（Pu）  ＊  

10．2．13（Sr）  ＊  

ⅩH  

′′  【   n  10．2．13（Pu）  ＊  

〃   10．2．13（Sr）  ＊  

れ4ⅩT  10．2．8（Cs）  0．051土0．012  

10．2．13（Pu）  ＊  

ロ   10．2．13（Sr〉   

0．043！0．011  
＊  

10．2．13（Pu）  ＊  

10．2，13（Sr〉  ＊   

砂泥   10．1．22（γ繰）  2．4！0．59   ＊  

】 ‖                    10．1，23（γ線）  2．0！0．56   ＊  

飼育海水  

l   

9．6．30   10，2．9（γ線）  ＊   芦  

】  9．10．31  10．2．9（γ線）  3．1！0．46   

9．12．31  10．2．10（γ線）  2．8！0．43   9．2．28 】  10．2．6（γ線）  3．5土0．62  ＊             9．4．30  10．2．6（γ線）  2．5！0．72  ＊              ＊      9．8．31  10．2．10（γ線）  2．4！0．53  ＊            ＊            ＊  
（注）1・放射性核種分析値の単位は、海産生物、飼餌料はBqノノk g生、砂泥はBq／′／kg乾土、飼育水はmBq／／‘且である。  

2．分析結果の表示は、計数値が、その計数誤差の3借を越えるものについて有効数字2桁、それ以外のものについては＊で表示し、  

誤差は計数誤差のみを表示した。  

3．分析結果は試料採取日に減衰補正した。  
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Ⅱ－14 平成9年度原子力発電所等周辺海域の海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

岩澤龍彦、坂元思無邪、鈴木 譲、長屋 裕  

前田 頒、石川雄介、原崎 尭、笠松不二男  

河村廣巳、川辺勝也、飯淵敏夫、稲書直彦   

1．緒言  

本調査は、昭和58年度から実施している原子力発電所等周辺海   

域の海洋環境放射能調査であり、科学技術庁が行う海洋環境放射   

能の総合評価に必要な基礎資料を取りまとめることを目的として   

いる。  

2．調査の概要  

1）調査方法  

北海道、宮城、福島（第1、第2）、茨城、静岡、新潟、石川、   

福井（第1、第2）、島根、愛媛、佐賀及び鹿児島の計14海域の   

主要漁場で漁獲された水産業上重要な海産生物を各海域3種類ず   

つ2回（4～8月及び9～12月）、合計84試料収集した。  

また、当該海域の各4測点において、海底土（海底表面から深   

さ 3cmまでの表層土）を計56試料、海水（表面水、下層水）を   

計112試料、それぞれ1回（4月上旬～6月上旬）採取した。  

海産生物試料及び海底土試料については、それぞれ灰化及び乾   

燥した後137cs を、海水試料については化学分離後、gOsr 及   

び137Cs を分析・定量した。   

2）調査結果  

①海産生物  

魚類、イカ・タコ類及びエビ類合計84試料の肉部の187Cs  

濃度範囲は表1に示すとおりである。  

②海底土  

14海域56測点で採取した海底土試料（計56試料）の137Cs  

濃度範囲は表2に示すとおりである。前年度までの調査と同  

様に一般的に砂質成分の割合が多い試料では低く、シルト質  

成分の割合が多い試料では高い傾向を示した。  

③海水  

14海域56測点で採取した表面水と下層水各56試料（計112  

試料）の90sr 及び137cs 濃度範囲は表3に示すとおりで  

ある。  

3．結語  

平成9年度調査に係る海産生物、海底土及び海水の放射性核種   

濃度分析結果は、ここ数年間の本事業における調査結果に基づく   

放射能レベルと同程度であった。  
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表1 平成9年度海産生物試料の137cs 濃度範囲  
（単位：Bq／kg 生鮮物）  

年   度   試 料 名   試料数   137cs   

魚 類   0．06 ～ 0．32  

平 成 9 年 度  10   ND＊ ～ 0．08  

エビ類   0．06 ～ 0．09   

魚 類   345   0．04 ～ 0．39  

平成4～8年度            イカ・タコ類   56   ND ～ 0．03  

＊：検出下限値未満を示す。  

表2 平成9年度海底土試料の137Cs濃度範囲  
（単位：Bq／kg 乾燥土）  

年   度   試料数   137cs   

平 成 9 年 度   ND＊ ～11  

＊：検 出下限値未満を示す。   

表3 平成9年度海水試料の90sr 及び137cs 濃度範囲  

（単位：mBq／ ゼ）  

年   度   試料名   試料数   90sr   137cs   

表面水   56   1．7 ～ 2．4  1．9 ～ 3．3  
平 成 9 年 度  

下層水   56   1．0 ～ 2．3  1．3 ～ 3．1   

表面水   280   1．6 ～ 2．9  2．5 ～ 3．9  
平成4～8年度  
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Ⅱ－15 平成9年度核燃料サイクル施設沖合海域の海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

岩澤龍彦、坂元恩無邪、鈴木 譲、長屋 裕  

前田 頒、石川雄介、原崎 轟、笠松不二男  

河村虞巳、川辺勝也、飯淵敏夫、稲書直彦  

1．緒言  

本調査は、平成2年度から実施している核燃料サイクル施設沖   

合海域の海洋環境放射能調査であり、科学技術庁が行う海洋環境   

放射能の総合評価に必要な基礎資料を取りまとめることを目的と   

している。  

2．調査の概要  

1）調査方法  

核燃料サイクル施設沖合海域の主要漁場で漁獲された水産業上   

重要な海産生物を10種類ずつ2回（4～7月及び10～12月）、計   

20試料収集した。また、当該海域の16測点において、海底土（海   

底表面から深さ3cmまでの表層土）を1回（5月上旬～下旬）、   

計16試料、海水（表面水及下層水）を2回（5月上旬～下旬及び  

10月上旬～下旬）、計64試料採取した。  

海産生物試料及び海底土試料については90s r、†線放出核種   

及び 239＋240 pu を、海水試料については 3H、90sr、†線放   
出核種及び 28g＋240 

pu を分析・定量した。   

2）調査結果   

（∋海産生物  

魚類及びイカ・タコ類合計20試料の肉部の放射性核種濃度  

範囲は表1に示すとおりである。   

（∋海底土  

海底土試料（計16試料）の放射性核種濃度範囲は表2に示  

すとおりである。海底土試料の137cs 濃度は、前年度まで  

の調査と同様に砂質成分の割合の多い試料では低く、シルト  

質成分の多い試料では高い傾向を示した。  

③海水  

16測点で採取した第1回及び第2回採取の表面水及び下層  

水各32試料の放射性核種濃度範囲は表3に示すとおりである。  

？線放出核種のうち、検出された人工放射性核種は137Cs  

のみであった。  

3．結語  

平成9年度調査に係る海産生物、海底土及び海水の放射性核種   

濃度分析結果は、ここ数年間の本事業における調査結果に基づく   

放射能レベルと同程度であった。  
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表1 平成9年度海産生物試料の放射性核種濃度範囲  

（単位：Bq／kg生鮮物）  

年 度   試料名   試料数   90sr   137cs   23g＋240 
餌   

魚 類  17（12）   m＊   0．06～0．27  M．0003  
平成9年度  

イカ・タコ類  3（2）   m   ND   M．0015   

魚 類  80（72）  ND～0．021  M）へ4．51  M．0003  

平成4～8年度  

＊：検出下限値未満を示す。  

（）内数字は90sr を測定した試料数を示す。  

表2 平成9年度海底土試料の放射性核種濃度範囲  

（単位：Bq／kg乾燥土）  

年 度   試料数   90sr   137cs   2さg十240 pu   

平成9年度   16   m＊～1．2   m～7．4   0．35～4．7   

平成4～8年度   144   m ～1．8   m～9．7   0．3 ～4．9   

‡：検出下限値未満を示す。  

表3 平成9年度海水試料の放射性核種濃度範囲  

（単位：mBq／ゼ）  

年 度   試料名  試料数   3H   90sr   137cs   23g＋240 pu   

表面水   32  130－280  1．6－2．6  1．7－3．2   m＊－0．009  
平成9年度  

下層水   32  Mト280  m－2．1  ND－3．2  0．004－0．029   

表面水  田  ND－410  1．3－2．9  1．7－4．0   ND－0．014  

平成4～8年度  

＊：検出下限値未満を示す。  
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Ⅱ－16 核燃料サイクル施設沖合の海洋構造と放射性核種（137cs，90S r）濃度について 3  

（財）海洋生物環境研究所  

稲書直彦 岩澤龍彦 原崎轟 河村虞巳  

1．緒言   

青森県の核燃料サイクル施設沖合海域の137C s，90S r（以下，核種と呼ぶ）濃度は親潮，  

津軽暖水，下層水等の異なる複数の水系の影響度合いにより変化することが明らかになった（第  

37回論文抄録集）。しかし、各水系中の核種濃度を長期的に比較する場合には、核種の実効半減  

期を考慮する必要がある（第39回論文抄録集）。   

平成9年度の報告では平成3年度より7年間にわたり取得されたデータから各水系中の核種濃  

度の実効半減期について考察した。   

2．調査研究の概要  

1991～1997年に図1に示す測点の鉛直2～6層から採取された海水について，水温，塩分によ  

る分類を行った（図2－（a））。各区分の定義は次の通りである。  

塩分；33．7～33．9  
塩分；33．7～33．9  
塩分；34．0～34．3   

塩分；33．0以下  
塩分；33．0以下  
塩分；33．2～33．6  

津軽暖流系）   1．津軽暖流低塩水系  
1’．津軽暖流低塩水系（5月）  
2．津軽暖流高塩水系  

水温；14～220c  
水温；8～120c  
水温；8～190c   

水温；5～190c  
水温；50c以下  
水温；1～50c  

3．親潮表層水系  
3’．親潮表層水系（5月）  
4．親潮水系  

親潮系）  

密度；26．8 ≦α、   下層水）  5．下層水系  

さらに13Tc s，gOs rの物理的崩壊を考慮して、各年度の海水中の各核種濃度を1997年10月  

採水時点の値に補正し、このデータについて塩分と核種濃度の関係（図2－（b）（c））、および各  

水系中の核種濃度の経年変化を示した（図3）。核種濃度の経年変化について指数関数による近  

似を行い、減衰係数を算出した。近似に用いた関数と、算出された減衰係数を表1に示した。   

3．結言吾  

1991～1997年に得られた全データの塩分と核種濃度の関係は、これまでの知見（稲富1997，海  

と空，73．4）と同様に5つの水系に区分出来ることが示された。しかし137csについてはgOs r  

に比べ全体的にばらつきが大きく、特に津軽噴流系の区分において低濃度側へ大きく逸脱するデ  

ータが数多く認められた。   

減衰係数は13Tcsが約0．06（実効半減期約12年），90srが約0．03（実効半減期約22年）で  

あった。90s rの減衰係数は物理的崩壊による減衰係数（壊変定数）と同程度であるのに対し、  

137Csの場合壊変定数の2倍程度であり、gOs rに比べ物理的崩壊以外の効果による減衰が大  

きいことが示唆された。この様な、両核種の間に認められる減衰係数の差は、海水中における両  

核種の挙動の差異に起因するものと推察される。  
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図1 平成3～9年度核燃料施設沖合海域調査採水測点  

■  
宣  

2  32．8  33  83．6  34  34．6  36 

（■）水楓一塩分ダイアグラム  壇分（p川）  

さ  81．5    3」  ！4．5  S5 

撫分（p…〉  

c）  
（1991～1997年）   

表1各水系内のH汀cs，90srの減衰係数●l（1991～1997年）  

減衰係数  
tユーcs  90s r  

水系区分  

1（半減期）18／1  
（％）  

1（半減期）18／1  
（％）  

0 1 津軽暖流低塩水系   0．061（11年）61 0．038（18年）37  
◎ 1’津軽噴流低塩水系（5月）0．056（12年）57  0．054（13年）56  
● 2 津軽暖流高塩水系   0．064（11年）64  0．026（27年） 8   

ロ 3＋3’親潮表層水系  0．064（11年）64  0．034（20年）29  
■ 4 親潮水系  0．056（12年）59  0．030（23年）20  

平均  0．060（12年）61 0．032（22年）－223■2  

△ 5 下層水系  
＋  その他  

●1井出は次の閣軌こよる  

C＝Co・e叩（一1t）   
1＝1。＋1．  

C；放射性按稚濃度（■8q／1）t；経過時間（牛）  
Co；初期ホ度  （■8q／1）  
1；減衰係数  
入p；物理的凱凱こよる減★係数（娘変定数）  
1．；物理的崩嬢以外による減衰係数  

－つ津軽暖流低塩水系（5月）を除外して算出  
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Ⅱ－17 海産魚類中の137cs濃度変動とその要因  

（財）海洋生物環境研究所  

笠松不二男、石川雄介  

1．緒言   

海洋環境放射能モニタリングにおいて、対象となる試料中の放射性核種の濃度水準も  

さることながら、その変動も重要な情報を含んでいる。 変動からその要因を解明すること  

は、何か特異な変化が見られたときその原因がどこにあるかを理解する上で欠かせない。  

今回は、これまでに得られた魚類筋肉中の137cs濃度の変動とその要因について述べる。  

2．海産魚類中の濃度変動   

図1に、海生研でこれまで調べた海産魚類中  

の137cs濃度の変動例を示した。スズキ、イシガ  

レイでは濃度が年や季節により3倍以上の差を  

示した。一方、ヒラメなどではほとんど年次等  

による差は見られない。また、北海道と新潟の  

ホッケは、1990年代に入り137cs濃度の経年変化  

に差があらわれ、見かけ上両海域で137cs濃度に  

有意な差が見られた。  
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固1海産魚類中137cs濃度の経年変化  
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3．変動要因   

これらの変動要因を明らかにするために魚類  

の生物的生態的特性と濃度との関係を調べた。  

図2に、魚の大きさ（体重）と137csの濃縮係数  

（生物中濃度／海水中濃度）との関係を示した。  

見かけ上、より大型の試料ほど濃縮係数が大き  

い傾向が見られる。   

より詳しく魚種別に見ると（図3）、イシガ  

レイのように大きくなるに従って濃縮係数が大  

きくなる種と、マガレイの様に大きくなっても  

濃縮係数が大きくならない種があることがわか  

ってきた。  
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園2 海産魚類の137cs濃縮係数と平均体重   
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図3 イシガレイとマガレイの平均体重と137cs濃縮係数   

この様に、大きくなるにしたがい（すなわち成長するにしたがい）、濃度が高くなる魚  

種と濃度が高くならない魚種が存在するが、この理由を明らかにするために、これら魚類  

の食性及び生態的特性と137cs濃度との関係を更に調べた。その結果、成長に伴う食性の変  

化から（図4）、成長に伴いより栄養段階の高い餌へ変化させる種（イシガレイ）では、成  

長に伴い魚体中の137cs濃度が高くなること、一方、成長してもあまり餌を変えない種（マ  

ガレイ）では、大きくなっても濃度が高くならないことが示唆された。結果的に、食性を  

変化させる種では、より大型の個体が多い時と′ト型の個体が多い時で濃度に大きな差が生  

じる（イシガレイがこれに当たる）。新潟と北海道のホッケ中の濃度差は、両海域におけ  

る近年の餌生物種の違い（北海道一小魚；新潟一動物フニランクトン）が影響しているものと推  

察されている。この他にも、魚の棲息域の環境要因（特に棲息域の水温と塩分濃度との関  

係）がそこに棲息する魚類筋肉中の137cs濃度に影響を与える可能性が示唆されている。  

魚 種 全長範囲（cm）   胃内容物重量組成  

マガレイ  35‾45  

30－ 35  

25－ 30  

20－ 25  

イシガレイ 55－68  

45－ 55  

35－ 45  

21－ 35  

0％  20％  40％  60％  80％ 100％  

■魚類  田エヒ÷・カニ類 日頭足類  

日動物70ランクけロマタロヘ■ントス  

囲4 魚の大きさ（全長）の変化と食性   

本報告の一部は、KasamatsuandIshikawa，Mar．Ecol．Prog．Ser．．160：109－120，Dec．，1997；Kasamatsu  

andInatomi，J．Geophys．Res．、103：12O9－1217，Jan．，1998などに紹介されている。  
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Ⅲ－18 日本沿岸梅底の放射性核種蓄積量について  

（財）海洋生物環境研究所 業務第二部  

川辺 勝也，長屋 裕，前田 頒  

1．緒言   

海洋環境放射能調査事業の一環として、原子力発電所沖合の14海域および核燃料サイ  

クル施設沖合海域である青森海域の定められた謂′査預り点において表層3 cmまでの海底堆  

積物を採取し、その核種分析と性状分析を行っている。今までに得られた表層土の調査結  

果から、日本沿岸における各海域・地点間の核種濃度の変動が大きいことが認められてい  

る。そのため、日本沿岸における海底堆積物中の放射性核種濃度の蓄積量と蓄積全量を把  

握し、その蓄積機構を明らかにするために、平成5年度から原子力施設沖合の4海域にお  

いて柱状試料を採取し、放射性核種の鉛直方向における分布について調査を行った。  

2．調査の概要  

（1）方法   

平成5年度から9年度にかけて、北海道，青森，福井，島根の4海域 23測点におい  

て柱状試料を採取した。試料は、採泥部の長さ1m、内径12 cmの自重式柱状採泥器を用い  

て採取し、海底表面から鉛直方向に3cmごとの層別に切り取り、分析試料とした。   

1）放射能分析   

鉛直方向の分布と蓄積量を調べるため、放射能分析核種として、137c s， 239’240 
puを、  

また、堆積物の堆積速度を求めるため210pbの分析を行った。   
2）性状分析   

試料の性状を調べるために、強熱減量，有機態炭素・窒素，アルミニウム，珪素，生物  

起源オパールの分析及び粒度試験をを行った。  

（2）結果  

1）分析を行った137c s， 
239’240 
p uともに、そのほとんどが表層30cm以内に存在  

し、ほぼ同様の鉛直分布を示した。鉛直方向の分布は、海底構造や底生生物の影響を受け  

やすく、調査測点によっては堆積物の水平移動あるいは擾乱によるものと考えられる分布  

が確認された。   

2）表層30cm以内における137c s， 
239’240 p uの蓄積量の結果から、核実験由来の  

放射性降下物量と比較した海底堆積物中の存在量は、137 c sについては～20％前後であ  

り、そのほとんどが海水中に存在することが示唆された。また、 
239＋240 

puについては、  

同程度からその数倍程度が堆積物中に存在しており、沿岸では降下量のほとんどが堆積物  

中に移行しているものと考えられる。   

3） 210p bの鉛直分布から得られた堆積速度の結果から、調査を行った4海域の堆積  

速度は0．09～0．58cm／yと見積もられ、蓄積量に比べて海域問で大きな差は認められなか  

った。  

4．緒言吾   

今までの調査より得られた結果から、海域間における差異を説明する明確な結果は得ら  

れていない。今後は、さらに対象海域を拡大し、データの拡充に努め、検討を行っていく  

必要がある。  
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Ⅲ－18  日本沿岸海底の放射性核種蓄積量について（差し替え原稿）  
（財）海洋生物環境研究所  川辺 勝也，長屋裕，前田頒  

表1． 調査海域における蓄積全量および堆積速度  

海域   試料数  Cs－137   PLト239＋240  Pu／Cs   堆積速度  重量堆積速度  

仙1Bq／km2）   仙1Bq／km2）  （Cm／y）   佃・Cm－2／y）   

青森海域   6   75－300   58－200   0．56－1．06  0．16－0．38  0．21－0．48   

北海道海域   7   22－310   4－200   0．16－0．39  0．14－0．57  0．22－0．91   

福井海域   6   67－450   24－200   0．44－0．79  0．09－0．58  0．12－0．48   

島根海域   4   150－190   52－100   0．35－0．56  0．10－0．21  0．15－0．29   
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Ⅲ．食品及び人に関する調査研究  

一75－   



Ⅲ－1人骨中の3Csr濃度及び骨線量について  

放射線医学総合研究所  

河村日佐男、白石久二雄   

1．緒言  

人骨中のフォールアウト＝ノSrは環境に放出された放射性核種によ  

る被ばく線量の推定・評価のうえで指標となるもののひとつと して   

重要である。日本人における骨中の＝sr濃度の分析測定により、骨  

中濃度と年次、年齢および地域別の解析を行う と ともに、骨内の組  

織に対する被ばく線量の推定を行い、あわせて緊急時における環境  

放射性核種による一般人の体内放射能の動向と被ばく線量の推定に   

資するこ とを目的とする。  

2．調査研究の概要   

試料は主として東京及び北海道地区において国立病院および国公  

立研究機関等の協力のもとに収集した。本年度はとくに本州北部か  

ら試料が得られることとなった。得られた試料は、常法に従って前   

処理を行い、その一部については9Dsrの放射能を測定中である。使  

用測定器は、0Ⅹford 4100シリーズ低バックグラウンドα／βカウン  

タ（比例計数管方式、バックグラウンド計数率0．3 cpm以下）であ   

る。   

（1）骨中の9⊃sr放射能の濃度  

脊椎骨中＝sr濃度は、平成6年（1994年）死亡の0－4才群では10検  

体の合併試料につき19 mBq ⊆つsr（gCa）‾1、5－19才群では9．4 mBq 9コsr  

（gCa）‾1および成人群では13±4 mBq ；〇sr／g（Ca）．1であった。他の死  

亡年の試料については分析中であり、今後まとめて報告する予定で   

ある。骨中の90sr濃度は緩慢な減少傾向にあるといえるが、近年そ  

の速度が小さくなっているよ うに見える。  

（2）赤色骨髄及び骨表面の細胞における年吸収線量  

赤色骨髄および骨表面の年吸収線量を国連科学委員会のP45を日  
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本人に適用して推定している。1996年成人においては6±1および14  

±3〟Gyと推定された。成人群の骨線量も長期的現象傾向を認めて  

きたものの顕著な変動はみられない。  

（3）131Ⅰの甲状腺負荷量の測定   

緊急時における131Ⅰの牛乳中濃度及び甲状腺負荷量の迅速分析の  

検討・実施については従来より放射能調査の中で行っており、今後  

迅速かつ正確な測定に関する検討を行うための調査を行った。  

3．結語   

人体の90srおよび131Ⅰは、137csおよび2391 240pu等とともに、環  

境放射性核種による内部被曝推定における指標となる人工放射性核  

種である。日本人における人工・自然放射能による集団線量推定の  

ため、また、事故的放出における被曝線量評価方法を確立するため、  

サンプリング拠点の確保および分析測定法の検討を含め調査研究を  

進めたい。  
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Ⅲ－2 人体臓器中のZ39●240pu等の濃度  

放射線医学総合研究所 湯川雅枝、渡辺嘉人、西村義一、  

佐藤愛子、田中千枝子、  

千葉大学 関谷票英、長田久夫  

大妻女子大学 桜井四郎   

1．緒言   

核爆発実験などによって生成Lたプルトニウム等超ウラン元素は広範囲に大  

気圏内に拡散し、徐々に降下Lて地球上に蓄積されている。また、原子力平和  

利用の進展に伴い 環境中の超ウラン元素濃度が増加する恐れがある。国民の  

健康安全に資するため、人体臓器や環境試料中のプルトニウム等の濃度を測定  

L、その循環経路を把握することを目的とする。  

2．調査研究の概要  

（1）人体臓器試料の採取  

近年の人体臓器の採取の困難さに伴い、本研究の実施方法についての変更  

を検討L、人体中のプルトニウム濃度の測定という意味から、千葉大学医学部  

との共同研究とLて胎盤の分析を試行することにした。また、従来の臓器試料  

との代替性についてのバリデーションも行うこととした。  

（2）日常食の採取  

環境から人体へのプルトニウム等超ウラン元素の移行において吸入による  

取り込みと食事からの取り込みが重要である。この点を考慮L、大気浮遊塵と  

食品の分析を行うことを検討Lた。平成9年度から、人が1日に摂取する全食  

品、日常食について大妻女子大学に依頼して1年に2回、各30件づつ陰膳方  

式で採取を行うこととした。  

（3）試料の前処理  

胎盤試料、食事試料とも、凍結幸乞燥を行い、チタンブレードを備えた食品  

用のブレンダーで粉砕混合Lた。それぞれ、湿重量と乾燥重量を測定Lて水分  

含量を求めると共に、450：cで乾式灰化し灰分重量を求めた。  

（4）試料の均一性のチェック  

湿重量で胎盤は700g前後、食事試料は1500g前後と、試料量はか  

なり多いため、試料の一部を分析に供する場合にはその均一性が問題となる。  

昨年の胎盤に引き続き、日常食試料の均一性チェックのため、幸乞燥粉末とした  

試料から約100m gの試料を無作為に5～10点抜き取り、放射化分析によ  

り元素分析を行った。その結果を表－1に示す。N a、Clのような言式料のマ  

トリックスを形成する元素のばらつきは少なく、ほぼ試料は均一になっている  

と思われたが、AトやM nのような微量元素では濃度のばらつきがやや大きか  

った。富た、日常食の幸乞燥重量や灰分重量、水分含量についても調べ表－2に  

示した。本調査研究で採取している日常食から見積もられる総摂取量及びN a、  

C aの摂取量は、「国民の栄養と現状（平成6年度版）」と比較すると、表中に  

示すようにやや少ないことがわかった。  

3．結語   

プルトニウム等超ウラン元素の人体への負荷量を把握するために、胎盤、日  
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常食、大気浮遊塵の分析を行うこととL、試料の前処理方法を検討Lた。   
プルトニウムの分析においては、当面科学技術庁のマニュアルに準拠するが、  

貴重な人体試料であるので、超ウラン元素以外の微量元素についても情報を得  

られるように、他の微量元素分析法を併用することを検討する。   

環境から人体が受ける放射線の重要な要素であるトリウムやウランの分析  

を行い綿量評価に資することを検討する。   

表－1．日常食試料中の元素濃度（ppm／g・dry）  
日常食試料番号   測定回   Mg   AI   Mn   Cl   Na   Ca   

1   169  12．4  8．22  10400   5650   346  

2   42．9  10．8  6．05   9980   7370   366  
1  200  15．2  7．85  10500   7750   469  

4   158  12．4  5．63  10300   9400   247  

188  11．9  8．05  7690   258   

摂取量  1577g  3152mg  109mg   

1   187  24．6  4．76  13100   9990   677  

139  14．9  7．39  12800   8170   588  

15．7  6．39  9710   780  

4   277  12．1  5．79  13300   10100   658  

216  18．9  6．62  12900   9900   342   

摂取量  1806g  3111mg  198mg   

1   113  29．6  9．76  13300   9580   446  

2   128  20．4  10．9  13000   9570   595  

179  17．2  10．2  13200   9740   427  

323  16．5  7．18  13300   9600   600  

162  10．4  9．29  13200   9750   

摂取量  1998g  3259mg  195mg   

「国民栄養の現状」  1335g  5044mg  545mg   
による摂取量  

表－2．日常食試料の重量及びN a、C a摂取量  
灰分％  灰分％  

試料番号   生重量（g）   幸乞鰻重量（g）   水分％   灰分量（g）  （幸乞重量  （生重量  

当り）  当り）   

1   1577．4   384．9   75．0   12．61   3．28   0．80   
2   1807．5   324．9   73．1   13．28   4．09   0．73   
3   1998．3   379．2   79．8   14．72   3．88   0．74   
4   1991．1   389．0   72．0   14．3   3．68   0．72   
5   1701．8   461．6   72．6   18．07   3．91   1．06   
6   2248．3   435．8   75．1   19．30   4．43   0．86   
7   1958．8   524．1   73．2   18．52   3．53   0．95   

1994．2   404．9   74．1   17．73   4．38   1．11   
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Ⅲ－ 3 原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取量に関する調査研究  

放射線医学総合研究所   

村松康行、坂内忠明、吉田 聡、内田滋夫、田上恵子  

1．緒言   

原子力施設等より放射性物質がもしも環境中に放出された場合を想定  

し、予め人への移行量を推定するための基礎的データを待ておく必要が  

ある。特に、食品中の放射能濃度及び食品の消費量を知ることば、放射  

性核種の経口摂取量を推定する上で欠かすことができない。ここでは主  

として茨城県原子力施設周辺を対象に、種々の食品を採取し，それに含  

まれる放射性及び安定元素の分析をおこないデータを出している。今ま  

での分析データでCs－137の濃縮が一番高い食品はキノコということが分  

かった。  

2．調査研究の概要   

今年度は今までのデータをまとめ、またいくつかの新しいデータも加  

え、キノコを食べることにより体内に摂取されるCs－137とK－40の量を推  

定することを目的として調査研究を行った。   

我が国において消費量の多い食用キノコは、エノキタケ、シイタケ（生）、  

ブナシメジ、ヒラタケ（通称シメジとして販売されている）、ナメコ、  

ツクリタケ（通称マッシュルームとして販売されている）、干しシイタ  

ケ（乾）、マイクケ、キクラゲ（乾）、マックケの順である。その中に  

含まれるCs－137及びK－40の分析結果をまとめ表に示す。また、各種類の  

キノコの分析結果（代表値）と消費量を掛け合わせ、経口摂取量を推定  

した結果も表中に示してある。キノコのうちで消費量の多いものは上述  

したようにエノキタケであるが、Cs－137の摂取という点では、生シイタ  

ケと干しシイタケが多く、その合計はキノコ全体からの寄与の85％を占  

める。Cs－137の濃度の高いものはマックケであった。一方、通常栽培キ  

ノコとして売られているヒラタケ、ツクリタケ、ブナシメジ、ナメコの  

由一137濃度は1Bq珠g（生）以下と非常に低い値であった。（ただし、  

ナメコは野生ものではCs－137の値は高かった。）   

以前調査した野生のキノコ（約280試料）では、由一137の濃度の平均値  

は37Bq珠g（生）であり（最高：1250Bqn（g生）、栽培キノコは野生の  

キノコに比べCs－137の濃度が低い傾向にある。これは、栽培キノコの多  

くがオガクズに米糠を混ぜたものなどを培地としており、それらに含ま  

れるCs－137の濃度が非常に低いためと推定される。Cs－137のキノコを通  
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じた摂取量の年間1人当たりの合計値は約6Bqである（表を参照）。食  

品全体からのCs－137摂取量は平均で18Bq程度であり、キノコからの寄与  

は約1／3と多い。一方、K－40の経口摂取量は年間で合計373Bqであり、エ  

ノキダケからの寄与がいちばん大きい。   

キノコ中のCs－137とK－40以外にも種々の安定微量元素の分析もICP質量  

分析法を用い実施した。   

3．結語   

キノコ中の放射性セシウムの起源は主として1960年代に行われた核実  

験の影響が未だに残っているものであり施設寄与ではない。   

上で述べた年間摂取量6Bqという値からCs－137についてキノコを食べ  

ることによる実効線量当量を計算してみると、7．7Ⅹ10－8svという備にな  
る。これは自然界から受ける線量（年間2．4Ⅹ10－3sv）と比較して0．5％以下  

であり低い値である。人によっては野生のキノコを多く食べるケースも  

あり、摂取量がこの値よりかなり多くなる場合も考えられる。  

表 キノコを通じて体内に摂取される137csと40Kの量  

名称   年間消費量   
核中   

核種の摂取量  

137cs   40K   137cs   40K  
（軸kg‾1） 伽kg‾1）   恥y‾1） （軸y‾1）  

短y■lperson‾l ％  

エノキダケ   

シイタケ（生）  

ブナシメジ   

ヒラタケ   

ナメコ   

ックリタケ   

干しシイタケ   

マイクケ   

キクラゲ   

マツタケ  

0．84  30．4％   

0．76  27．5％   

0．39  14．1％   

0．19  6．9％   

0．18  6．5％   

0．15a  5，4％   

0．13  4．7％   

0．08  2．9％   

0．02  0．7％   

0．02  0．7％  

0．12   

3．49   

0．08   

0．12   

1．71   

0．09   

29．0   

1．42   

2．24  

7．79  

119  0．10   

91  2．65   

117  0．03   

102  0．02   

56  0．31   

118  0．01   

649  3．73   

73  0．11   

336  0．04   

129  0．15  

1（氾   

69   

46   

20   

10   

18   

83  

6  

6  

2  

合計  2．76  7．15  360  
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Ⅲ－ 4 水産食品摂取経路における被ばく低減化に関する調査研究  

放射線医学総合研究所  

那珂湊放射生態学研究センター  

渡部輝久、宮崎多恵子、横須賀節子  

1．緒言   

本課題は、平成9年度より新たに設定された課題である。水産食  
品摂取経路において人体の被ばく線量に影響を及ぼす人為的な修飾  
因子と考えられる調理・加工の効果を明らかにし、環境放射能汚染  

が生じた際の公衆の被ばく低減化対策立案に資するとともに水産資  
源の有効利用に資することを目的とする。  
2．調査研究の概要   

本調査では、①水産食品として消費量の高い水産加工品について  

原材料及び製品を入手し、Cs、Sr等重要な放射性核種の安定同位体  
を分析し、水産加工による低減効果を定量化し、②水産食材から食  
卓における消費までの間の調理過程での低減効果をトレーサー実験  
ならびに安定元素分析により調べる。特に後者については、調理に  

よる低減効果のみならず調理過程における食材の非可食部分から可  
食部への移行についても検討する。   

本年度は、北海道及び東北地方において水産加工業の盛んな函館、  

八戸、また核燃料サイクル施設の立地する六ヶ所村を対象地区とし  

て水産加工業の実態を調べ、試料採取を行った。すなわち、函館に  

おいては水産加工業として最も著名な「イカ珍味加工品」、各種の  

「イカ塩から」八戸においては「イカ冷凍加工品」、「イカ塩から」、  

「サバ冷凍加工品」を、そして六ヶ所村においては「ウニ瓶詰め」  
を製品ならびにその原材料を分析試料として入手した。現在これら  

水産食品の前処理を行っているが、計画初年度である本年度は、分  

析に用いるための最適な供試個体数、供試料、および、乾燥、灰化、  

凍結乾燥等前処理法について検討することを予定している。  
3．結語   

水産加工業は、豊漁による余剰の漁獲物を保存、利用することか  

ら消費者の噂好に訴求するための付加価値を与えるものへと変化し  
ている。水産資源の厳格な管理、資源の漸減や主要魚の交代など水  

産加工業の環境は難しいものがあるが、一方で冷蔵、冷凍技術の向  

上と輸入水産物の確保で安定的な生産を維持する努力が払われてい  
る。冷蔵、冷凍技術は水産物の漁獲から消費者による消費までに時  

間差を生じさせ、線量評価上は放射性物質の物理壊変による線量低  

減化が結果としてもたらされる可能性がある。また、輸入水産物の  

利用により、放射能レベルの希釈効果や、逆に他海域からの汚染の  
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移入をもたらす結果にもなりえる。これらの、低減化、希釈効果や  

汚染増大効果を定量化する努力も検討の余地があろう。水産加工品  

は地方により多種多様であり、地方独白に加工技術を発展させてき  
ている。また、水産物の利用部位も多様であり、筋肉を主体とした  

「可食部」だけでは線量を過小に評価する可能性も否定できない。  

線量評価を行う際の水産加工品の取り扱い方について今後検討を加  
えていく予定である。  
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Ⅲ－ 5 平成9年度における牛乳の放射能調査  

農水省畜産試験場（畜試）  

宮本 進・西村宏一・山岸規昭  

西口靖彦・兼松伸枝  

農水省北海道農業試験場（北農試）  

上野孝志・大谷文博・田鎖直選  

農水省九州農業試験場（九農箭）  

塩谷 繁・田中正仁・岩間裕子  

1．緒言  

前年に引き続き、わが国の牛乳中の放射能汚染レベルを調べるため、原料乳中の   

90srおよび137csを測定し、地域別変化、季節別変化の傾向を調べた。衆境への人   

為的放射能汚染レベルが減少していることから、牛乳中の汚染レベルも地域的な   

変動は多少あるものの、経年的には横這いの傾向を示し、測定値自体も非常に低い   

レベルになってきている。このような状況の中で、従来の規模と手法により調査を   

行った。北農試、九農試においても、緊急時における牛乳の放射能調査の全国的調   

査網の一乗として、例年どおりバックグランドとしての牛乳、牧草、野菜、土壌な   

どの1a7csの測定を実施した。  

2．調査研究の概要  

（1）牛乳中の90srおよび137csの経常調査（畜試）  

経常調査は例年と同様に、北海道立新得畜試、岩手県農研セ・畜研、秋田県畜試、   

福島県畜試、農水省畜試（茨城県）、静岡県畜試、福井県畜試、香川県畜試および福   

岡県農総試の9カ所から、春、夏、秋、冬の4回、測定用試料（原料乳）を採取して   

行った。9年度における牛乳中の90sr、137csの測定結果を表1、2に示した。   

90srは、N．D～74．1mBq／L、137csは、N．D～43．3mBq／Lと前年度までと同様に低い値で   

あった。  

（2）北農試における137csの測定  

北海道内札幌、天北、十勝、根釧の4地域の牛乳および牧草中の137cs、札幌地域   

の野菜中の137csを測定した。4地域の牛乳中の137csは N．D～79mBq／Lで、いずれの   

地域も低いレベルであった。牧草は乾草とサイレージを測定したが、137csは0．637   

～1．328Bq／kgDMの値を示し、前年に比し若干増加し、また、地域間の差が大きかっ   

た。野菜としてはジャガイモを測定したが、0．307Bq／kgの低い値であった。  

（3）九農試における137csの測定  

九州および沖縄地方の牛乳・牧草および土壌中の放射能調査を行った。熊本、沖   

縄の土壌と牧草および牛乳中の137csを測定した。熊本、沖縄における土壌中の  

187csはそれぞれ3．74±1．41、0．45±0，49Bq／kgである。牧草はそれぞれ0．27±0．34、   

0．21±0．08Bq／kgであり、牛乳はそれぞれ2．2～9．1、2．7～8．7mBq／Lであった。両地   

方におけるいずれの倦も前年とほとんど変わらなかった。  

（4）牛乳中137csの低減試験  

牛乳中の187csを低減させる試みとして、土壌改良材のバーミキュライトを泌乳   

牛に給与する試験を昨年、一昨年に続いて行った。試験は牛乳中137csの比較的高   

い北海道で行った。北農試（札幌市）で飼養している泌乳牛5頭にバーミキュライト  
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（300g／日／頭）を飼料に混合して4日間給与し、この間の牛乳中137cs（3日間の平   

均）と、給与前3日間の牛乳中137cs（平均値）とを比較した。その結果、バーミキ   

ュライト給与している時の牛乳中137csは、27．2tnBq／Lで、給与前の値38．9mBq／Lに比   

し、約25％の低減がみられた。  

3．結語  

最近は牛乳中の放射能が上昇するような人為的アクシデントもなく、牛乳中の放   

射能濃度は低いレベルで推移している。地域による変動は、局地的な土壌汚染の差   

異、乳牛が摂取する飼料や飲水の汚染の程度等を反映しているものと考えられる。  

表1 平成9年度 牛乳中90sr   （mBq／L）  

9年5月  9年8月  9年11月  10年2月  

北海道  

岩 手  

秋 田  

福 島  

茨 城  

静 岡  

福 井  

香 川  

福 岡  

55．6±14．8  

14．8±14．8  

40．7±14．8  

ND  

ND  

ND  

ND  

25．9±14，8  

29．6±14．8  

48．2±14．8  

25．9±14．8  

66．7±18．5  

51．9±14．8  

ND  

ND  

55．5±25．9  

66．7±33．3  

44．4±22．2  

74．1±25．9  

40．7±29．6  

44．4±25．9  

33．3±14．8  

ND  

51．9±29．6  

ND  

48．2±14．8  

48．2±14．8  

59．3±14．8  

55．6±18．5  

33．3±14．8  

33．3±14．8  

22．2±7．4  

18．5±7．4  

29．6±11．1  

44．4±11．1  

14．8±7．4  

ND：検出不可  

表2 平成9年度 牛乳中137cs  （nBq／L）  

9年5月  9年8月  9年11月  10年2月  

北海道  

岩 手  

秋 田  

福 島  

茨 城  

静 岡  

福 井  

香 川  

福 岡  

8．6±5．7  

18．0±10．3  

18．6±11．4  

19．3±10．5  

（9．7±10．4）  

（9．8±10．1）  

14．3±10，3  

ND  

14．6±5．7  

20．7±6．1  

11．4±10．8  

11．8±10．5  

32．6±10．6  

（5．9±10．3）  

ND   

17．2±10．4  

6．5±6．4  

ND  

39．4±10．7  

（7．9±10．3）  

17．6±10．9  

10．5±10．5  

18．3±11．4  

14．2±10．2  

23．0±10．0   

9，6±7．3  

ND  

43．3±10．4  

33．5±10．1  

ND  

22．3±10．5   

9．3±5．7  

ND  

ND  

ND  

ND  

ND：検出不可  
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Ⅲ－ 6家畜の骨中…Sr濃度調査（1997年度）  

農林水産省家畜衛生試験場北海道支場  

臨床生化学研究室 八木行雄 塩野浩紀  

渡部 淳 近山之雄  

1． 緒   畠   

馬、牛等の草食家畜はフォールアウトにより汚染された飼料を直接摂  

取するため、その骨中の90Srを測定することは環境の汚染状況を知るよ  

いマーカーとなると考えられる。当研究室では1957年以来、家畜の飼養  

環境における放射能汚染を、家畜の骨中90Sr濃度測定により継続調査し  

ているが、今年度も例年と同様に、北海道内における馬および牛の骨中  
90Sr濃度の測定を行った。   

2． 調査研究の概要  

（1）材料と方法   

測定材料として、1997年度内に、北海道各地から採取した馬30例、牛  

30例の中手骨を用いた。…Sr濃度はジー（2－エチルヘキシル）－リン酸を  

用いた90Y溶媒抽出法により測定した。  

（2）測定結果   

馬の骨では0．151±0．069Bq／g・Ca（4．08±1．81pCi／g・Ca）、また牛  
の骨では 0．068±0．029Bq／g・Ca（1．85±0．77pCi／g・Ca）という結果  

が得られた（表1，2）。これらの値は馬では前年（0．117±0．063Bq／g・  
Ca（3．17±1．69pCi／g・Ca））より若干高い値を示したものの、牛では前  

年（0．072±0．060Bq／g・Ca（1．94±1．62pCi／g・Ca））とほぼ同レベルの  
値を示した。また例年同様、牛よりも馬の方が高い値を示した。   

3． 結  語   
骨中…Sr濃度は1965年をピークとして、次第に減少し、現在では低い  

水準で推移している。本年度は馬では昨年より若干高い値を示したが有  

意ではなっかた。牛では昨年とほぼ同様の値を示した。今年度も若齢な  

ものの中に他と比べ高い値を示すもの（H－2，H－5，C－25）がみられ、汚染  

状況が地域によって異なることが示唆された。また例年同様、馬の方が  
牛よりも高値を示したが、これは飼料の違い（馬の場合牧草が多いのに  

対し、牛では濃厚飼料が多い）を反映しているもの考えられる。  
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表1 馬骨中＝s r  表2 牛骨中＝s r  
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Ⅲ－ 7農作物における部位別元素濃度について  

環境科学技術研究所環境動態研究部   

塚田祥文，長谷川英尚，久松俊一  

1．緒言   

人体における放射性核種の摂取および移行を評価するため、農作  

物の可食部中放射性核種濃度、あるいは土壌から農作物への移行パ  

ラメータについて、多くの調査・研究が行われている。一方、非可  

食部中の元素濃度についてのデータは極めて乏しい。非可食部は家  

畜の餌、肥料等として利用され、その中の元素は、食物連鎖によっ  

て人体へ移行する。また、圃場土壌中における移行挙動を推測する  

うえでも有用な情報である。そこで、フィールド実験によって、農  

作物おける部位別元素濃度について調査した結果について報告する。  

2．調査研究の概要   

追肥および農薬散布を制限し、安定元素の汚染を控えた圃場で、  

根菜類（バレイショおよびニンジン）、葉菜類（キャベツ）および  

穀類（稲）を栽培した。採取した試料は、部位別に分類後、凍結乾  

燥・粉砕し、分析試料とした。安定元素は、ICP一質量分析、放射  

化分析等で定量した。  

3．結語   

バレイショについて、菓、葉柄、茎および塊茎（いも）を重量別  

に大中小の3種類に分類して比較した結果、塊茎では、重量の区別  

に関係なく各元素濃度が同様の値であった。また一般に葉・葉柄・  

茎では、塊茎に比べ高い値であった。ニンジンは比較的若いうちか  

ら食されるため、生長段階別可食部中（根）元素濃度を調査したが、  
各元素濃度に大きな変化はなかった。   

キャベツ葉部について外側から内側への部位別元素濃度を調査し  

た。その結果、①外葉から内葉へ向かって減少する元素（Ca等）、  

②外葉から内葉まで比較的一様な元素（K等）、および③外葉では  
Ca と同様に外側から内側に向かって減少するが、球葉の外築から  

内葉に向かって再び増加する元素（Zn）の3種類に分類された。   
稲については、①葉中で濃度の高い元素（Ca 等）、②茎中では  

一様であるが葉で濃度差のある元素（K等）、および③穀粒で濃度  
の高い元素（Zn）に分類された。また、稲全体の Ca、Kおよび Zn  

のうち非可食部には、それぞれ98、97および88％が含まれていた。  
しかし、それら元素の部位別含有率には違いが見られた。   

以上のように、農作物の非可食部中における放射性核種および元  

素についても、食物連鎖、圃場環境等における元素の循環・移行を  

評価する上で有用な情報であることが示唆された。  
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Ⅲ－ 8 食品の放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  

板倉淳子、橋本丈夫   

1．緒言  

日本分析センターは科学技術庁の委託を受け、環境放射能水準調査の拡充強化の一環と  

して、流通食品を対象とした食品の放射能水準調査を平成元年度から実施している。本調   

査は食品中の放射能レベルを把握するとともに、食物摂取による実効線量当量の推定・評   

価に資するデータを蓄積することを目的としている。  

平成9年度に実施した14c、90sr、137cs、226Ra、228Th、230Th、232Th、234U、235U、238U、   

238pu及び239十240puの調査結果を報告する。  

2．調査の概要  

全国を北日本、日本海側、太平洋側及び西日本の4つに分け、それぞれから北海道、北  

陸、関東及び南九州を調査対象地域として選定した。食品の購入は、原子力施設の近傍（北   

陸及び南九州）及び施設の遠隔地（北海道及び関東）で行った。   

1）食品の選定  

①90sr及び137csの経年変化を把握するために、平成7年度までの調査を参考にして、8食  

品32試料を選定した。  

②平成8年度までに未調査の食品の中から、摂取量の比較的多い食品について、14cは4  

食品16試料、ウラン、トリウム及び226Raは7食品28試料、プルトニウムは15食品60試料  

を選定した。   

2）分析方法  

①90sr、137cs、226Ra、トリウム、ウラン及びプルトニウムについては試料を450〇Cで灰化  

し、酸抽出した後、沈殿法またはイオン交換法で分離・精製した。放射能測定につい  

て、90sr及び137csは低バックグラウンドβ線計数装置、226Raは液体シンチレーション  

計数装置、－トリウム、ウラン及びプルトニウムはシリコン半導体検出器を用いた。  

②14Cは試料を真空乾燥後、ベンゼンに合成し、液体シンチレーション計数装置を用いて  

定量した。  
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3）分析結果  

①90sr及び137cs：結果を表1に示す。これらの放射能濃度の最小値及び最大値は以下の  

通りである。  

0．0067～0．14 Bq／kg （検出数：21／32試料中）   

0．0089～0．29 Bq／kg （検出数：20／32試料中）  

②14c：結果を表2に示す。16試料の放射能濃度、全炭素量、比放射能の最小値及び最大  

値は以下の通りである。  

放射能濃度  3．0～83．5 Bq／kg  

全炭素量  12．3～333  g／kg  

比放射能  14．3～16．3 dpm／g炭素 （0．239～0．272Bq／g炭素）   

③ウラン、トリウム及び226Ra：結果を表3に示す。これらの放射能濃度の最小値及び最  

大値は以下の通りである。  

ウラン系列  238U O．00067～0．11 Bq／kg （検出数：25／／28試料中）  

234U O．00073～0．14  Bq／kg （検出数：24／28試料中）   

230Th O．00062～0．026 Bq／kg （検出数：5／28試料中）   

226Ra O．049 ～0．33  Bq／kg （検出数：4′／28試料中）   

アクチニウム系列  235u o．0057  Bq／kg （検出数：1／28試料中）   

トリウム系列  232Th O．0053 ～0．041Bq／kg （検出数：3／28試料中）  

′′  228Th O．0011～0．090 Bq／kg （検出数：5／28試料中）   

④238Pu及び239＋240pu：60試料中何れの食品からも検出されなかった。  

3．結語  

gOsr及び137csの放射能濃度は、従来の結果と同様に1Bq／kg以下であった。  

ウラン及びトリウムの放射能濃度は、大部分が0．1Bq／kg以下であった。234U／238uは良い   

相関を示し、相関係数はばぽ1であった。   

14Cの比放射能値（Bq／g炭素）は従来の結果と同様で、ほぼ一定の値であった。  

今年度調査した90sr（32試料）、137cs（32試料）、14C（16試料）、ウラン（28試料）、トリウム   

（28試料）、226Ra（28試料）及びプルトニウム（60試料）の放射能濃度は、昨年度までの調査と   

ほぼ同じレベルであった。  
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表190sr及び137cs及び安定元素Sr、Ca、Kの分析結果  

購入  灰分   90sr   137 

食品名  購入地  購入日  
cs   Sr  Ca  K  

Bq／kg   Bq／kg   mg／kg生   

小麦粉薄力  北海道  97．6．9  乾物  0．468  0．050  ±0．0097  ＊（－0．0026±0．0038）  0．33  140  1200   

小麦粉薄力  関東Ⅰ  97．6．11  乾物  0．427  0．044  ±0．0086  ＊（0．013 ±0．0045）  0，68  150  1100   

小麦粉薄力  北陸  97．6．10  乾物  0．384  0．041  ±0．0080  ＊（0．0021±0．0032）  0．54  130  1000   

小麦粉薄力  南九州  97．6．8  乾物  0．418  0．022  ：±0．0066  ＊（－0．0020±0．0035）  0．54  130  1100   

食パン   北海道  97．4．7  生  1．81  0．052  ±0．0065  0．022 ：±0．0035  0．72  600  1600   
食パン   関東Ⅰ  97．4．11  生  1．66  0．036  ±0．0058  ＊（0．0074 ±0．0027）  0．50  320  960   

食パン   北陸  97．4．8  生  1．60  0．041  ±0．0062  0．0089 ±0．0027  0．48  360  1000   

食パン   南九州  97．4．7  生  1．67  0．039  ±0．0065  0．048  ±0．0046  0．50  490  1200   
じやがいも  北海道  97．8．6  生  1．09  0．047  ±0．0041  0．038  ±0．0045  0．22   33  3700   

じゃがいも  関東Ⅰ  9了，8．5  生  0．975  0．021  ±0．0027  0．038  ±0．0043  0．20   58  3600   

じゃがいも  北陸  97．8．6  生  1．12  0．0067  ±0．0020  ＊（0．0066 ±0．0026）  0．11   18  4200   
じやがいも  南九州  97．8．4  生  0．873  0．0084  ±0．0020  0．010  ±0．0027  0．087   9．7  3600   

かぼちゃ  北海道  97．8．6  生  0．945  0．056 ：±0．0045  0．041 ±0．0046  0．38  100  3300   

かぼちゃ  ＝5＝＝  97．8．5  生  1．40  0．035  ±0．0036  0．016  ±0．0031  0．28  140  3600   
かぼちゃ  北陸  97．8．6  生  0．811  ＊（0．0065 ±0．0022）  ＊（0．00085±0．0021）  0．32  160  2900   
かぼちゃ  南九州  9了．8．4  生  0．877  0．0097  ±0．0024  ＊（0．00041±0．0021）  0．35  160  3200   

はくさい  北海道  97．7．1  生  0．544  0．14  ±0．0069  0．028  ±0．0049  1．1   270  1900   
はくさい  関東Ⅰ  97．7．8  生  0．566  0．090  ±0．0052  0．044  ±0．0053  0．91  450  1900   
はくさい  北陸  97．6．30  生  0．634  0．029  ：±0．0033  ＊（0．0089 ±0．0032）  0．51   320  2300   
はくさい  南九州  97．6．29  生  0．408  0．031  ±0．0031  0．055 ：±0．0055  0．53  390  1100   

かつお   北海道  97．5．27  生  1．27  ＊（0．013  ±0．0073）  0．27   ±0．015   0．51   130  3800   
かつお   関東Ⅰ  97．5．26  生  1．22  ＊（0．012  ±0．0077）  0．26  ：±0．016   0．49  110  3800   

かつお   北陸  97．5．23  生  1．25  ＊（0．0026 ±0．0063）  0．28   ±0．015   0．38   91  3800   

かつお   南九州  97．5．26  生  1．19  ＊（0．012  ±0．0077）  0．25  ±0．014   0．36   83  3700   

あさり   北海道  97．9．8  生  2．53  ＊（0．012  ±0．0077）  ＊（0．0091±0．0049）  9．9   990  1400   

あさり   関東Ⅰ  97．9．10  生  2．50  ＊（－0．00082±0．0078）  0．025  ±0．0060  6．0   720  1800   

あさり   北陸  97．9．8  生  2．53  ＊（0．0082 ±0．0080）  ＊（0．015 ±0．0057）  7．1   650  1300   

あさり   南九州  97．9．10  生  2．14  ＊（0．0040 ±0．008り  ＊（0  ±0．0041）  7．1   790  960   

干しいわし  北海道  9了．7．7  生  10．6   0．046  ±0．0095  0．29   ：±0．024  17   10000  12000   

干しいわし  関東Ⅰ  97．7．10  生  5，81  ＊（0．0023 ±0．0035）  0．091 ±0．011  14   6800  4500   

干しいわし  北陸  97．6．30  生  4．92  ＊（0．0051 ±0．0034）  0．047  ±0．0073  6．9  3800  3300   
干しいわし  南九州  97．6．30  生  10．7   0．029  ±0．0085  0．19   ±0．020  28   7900  9700   

食パン、じゃがいも、かぼちや、はくさいは経年変化をみる試料。   
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表214cの分析結果  

食品名  購入地  購入日   
購入  14c  
状態   Bq／kg   

さつまいも  北海道  97．7．1  生  36．9  0．250±0．002  15．0±0．11   37．3±0．28   

さつまいも  関東Ⅰ  97．7．8  生  34．1  0．250±0．002  15．0±0．11   35．0±0．26   

さつまいも  北陸  97．6．30  生  31．8  0．247±0．002  14．8±0．11   31．8±0．24   
さつまいも  南九州  97．6．29  生  30．8  0．245±0．002  14．7±0．11   30．6±0．23   

レタス   北海道  97．5．7  生  5．48  0．24∈き±0．002  14．9±0．11   4．8±0．04   
レタス   関東Ⅰ  97．4．17  生  4．87  0．245±0．002  14．7：±0．11   4．3±0．03   

レタス   北陸  97．4．15  生  5．00  0．241±0．002  14．5±0．11   4．2±0．03   
レタス   南九州  97．4．17  生   3．77  0．243±0．002  14．6±0．11   3．0±0．02   

しいたけ・生  北海道  97．5．27  生  9．28  0．269±0．002  16．2±0．12   10．0±0．07   
しいたけ・生  関東Ⅰ  97．5．26  生  8．50  0．272±0．002  16．3±0．12   9．2±0．07   

しいたけ一生  北陸  97．5．23  生  10．5  0．271±0．002  16．3：±0．12   11．4±0．08   
しいたけ・生  南九州  97．5．26  生  14．1  0．263±0．002  15．8±0．11   15．0±0．11   

干しいわし  北海道  97．7．7  生  78．3  0．248±0．002  14．9±0．11   82．3±0．63   

干しいわし  関東Ⅰ  97．7．10  生  47．6  0．240±0．002  14．4±0．11   51．7±0．39   

干しいわし  北陸  97，6．30  生  39．3  0．239±0．002  14．3±0．11   48．5±0．37   

干しいわし  南九州  97．6．30  生  72．7  0．251＝±0．002  15．0±0．11   83．5±0．62   
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Ⅳ．分析法、測定法等に関する調査研究  
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Ⅳ－1緊急時被曝線量評価法に関する研究  

放射線医学総合研究所 白石久二雄、米原英典、中島敏行（特別研究員）  

1．緒言   

緊急被曝時において一般住民は職業人（放射線作業従事者）と違い被曝線量計  

を携帯していないために被曝線量の推定が困難である。生活周辺の物質中のラジ  

カルを ESR測定することで線量推定ができると考えて、種々の有機物について検  

討を行い、ショ糖の有効性を見つけた。実証例としては、チェルノブイリ事故に  

おいて家屋中に残されたショ糖を用い、屋内線量並びに避難住民の被曝線量を推  

定、旧ソ連側の結果と良い一致が認められた。  

2．調査研究の概要   

遊離基の生成感度、安定性の原因等を知る目的で、ショ糖の構成糖（果糖とブ  

ドウ糖）を含む少糖類や糖誘導体等、13種類の糖類に関して検討を行った。ア  

ラニンが線量計材料としてすでに用いられており、本年度はアラニンを含むア  

ミノ酸類、16種類に関して化学構造と感度との関係を知る目的で検討をおこ  

なった。コバルトー60線源を用いて0－7Gyの吸収線量になるようにアミノ酸類  

試料を照射した。この試料を試料管に一定容量になるように充填した。試料重  

量としては約400 mgであった。フェーディングを調べる時は、線量7Gyの照  

射試料を用い、照射後に封入した試料をそのまま室温で保存しておき、経時的  

に同一条件下で測定した。ESR測定装置は托OL－RE－2Ⅹ（日本電子KK製）を使用  

した。測定条件は中心磁場，334mT，磁場挿引巾±25mT，変調巾1．25mT，マイクロ波  

出力 3mWである。  

3．結 語   

線量計材料としてのアラニンの有する高い感度と安定性の原因解明の目的  

でアミノ酸、16種類に関して検討をおこなった。アルキル基を有するアミノ  

酸類の結果を図1に示す。メチル基を持つアラニンに対して、α－アミノ酸の  

基本型であるグリシンの感度はアラニンの約4分の1であった。アラニンに比  

べて長いアルキル測鎖を有するイソロイシン、ロイシン、バリンの感度もアラ  

ニンの8分の1程度であった。図2にβ－アラニン、プロリン、γ－アミノ酪  

酸の結果を示す。いずれもアラニンに比べて感度が低い。図3に水酸基を有す  

るアミノ酸（トレオニン、セリン、ハイドロキシプロリン）、含硫アミノ酸（シ  

スチン、システイン）、芳香族アミノ酸（チロシン、フェニルアラニン）の結  

果を示した。水酸基やフェニル基を有するアミノ酸の感度が高い傾向にあるこ  

とが解る。今回の実験では線量材料としてアラニンに勝るものは発見できなか  

った。感度と化学構造の関係も明確には見つけることが出来なかった。放射  

線照射によって生成した遊離基数の安定性についても、照射後約1年半まで、  
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経時的に測定したところた。フェーデング（経時変化）は大部分のアミノ酸に  

ほとんど認められなかったが、一部不安定なアミノ酸も存在した。  

この種の研究は遊離基の安定性の原因、機構を知る意味から、より優れた線  

量材料の発見につながると考えられるので引き続き研究を進める。  
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図1．脂肪属アミノ酸の遊離基数と吸収線量の関係  
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図2．イミノ酸、β，γ－アミノ酸の遊離基数と吸収線量の関係  
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図3．含硫、芳香属および水酸基を持つアミノ酸の遊離基数と吸収線量の関係  
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Ⅳ－2 放射能迅速評価システム（ERENS）  

（EnviromentalradiationEstimationNetworkSystem）  

放射線医学総合研究所本郷昭三、竹下 洋、内田滋夫  

1 はじめに  

放射能迅速評価システム（ERENS：EnviromentalradiationEstimationNetworkSystem）インターネッ  

トプロトコール（IP）を用いたネットワークシステムとして開発・導入を昭和63年度から5ケ年計画で行っ  

てきた。平成4年度に開発を終え、現在は、運用段階である。開発当時は、インターネットプロトコール  

（IP）を用いたネットワークシステムで放射能計測を行なった例はなく、手探りで構築したが、現在では、  

このようなシステムも市販されつつあり、インターネットを通した広範な放射能計測システムを構築する  

技術的基盤が確立されつつある。  

2 ERENSのネットワーク計測システムの原理   

1．計測器からのデータは計測終了後ERENSサーバにデータが書き込まれる。   

2．ユーザの端末から、解析ソフトとデータをサーバにリクエストする。   

3．サーバにリクエスト応じて、解析ソフトとデータを端末に送り解析が行われる。   

により、通常の解析がおこなわれている。  

3 ワールドワイドウェブ（WWW）によるERENSデータのアクセス  

1．インターネットからWWWサーバに対してデータの要求が行われる。   

2．WWWサーバはERENSサーバに必要な処理をしてデp夕を返すようリクエストする。   

3．ERENSサーバは必要な処理をしてWWWサーバにデータを返す。   

4，WWWサーバはインターネットのユーザーにデータを配送する。   

により、インターネットからERENSのデータが参照できる。一例としてWWWブラウザーから見える  

空間γ線の経時変化を図1に示す。  

リアルタイムで空間γ線の程時変化を、WWWブラウザーで見ることができる。   

4 測定器の更新  

ERENSの測定器はMSDOSのパーソナルコンピュータ（PC）を介して、手作りのソフトウエアにより、  

ネットワークに接続されている。幾つかの測定器は既に老朽化しており、メンテナンスが不可能になって  

きている。MSDOSのPCは現在発売されておらず。WINDOWSへのシステムの組み替えが必要となって  

きている。  
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97／4 97／6 97／8 97／10 97／12 98／2 98／4  

図1：（，97／04，98／05）  

1．平成8年度は′2線アナライザ（ピコベータ）をWINDOWS－PCに更新した。   

2．平成9年度リストモードシリアル出力パルスハイトアナライザの開発を行った。  

リストモードシリアル出力パルスハイトアナライザは、どのPCやワークステーション（WS）も持ってい  

るシリアルポートを用いて検出器の生データを直接デジタル化して計測を行うもので、  

●ソフトウエアしだいで自由に測定法が変えられる。   

●可搬型PCやワークステーションを選ばず接続可能である。   

等の特徴をもつ  

5 放射能調査研究のインターネット展開について   

ここ数年のインターネットは急速に広まり、家庭にも浸透しつつある。   

放射線、放射能は一般には理解しにくいものであり、生の計測値をインターネットで公開しても、誤解  

が生じるとの考えもあろう、処理を行って、線量や線量率に変換すれば問題はないかと言えば、そうでも  

ない。これらの困難にもかかわらず、データの公開を原則として放射線、放射能計測の実体を出来るだけ  

理解してもらうように努めることが必要であろうと考えられる。  
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Ⅳ－ 3 放射線計測機器の規格化に関する対策研究  

財団法人  放射線計測協会  

備後  一義、沼宮内  弼雄  

池沢  芳夫、佐藤  一弘  

1．緒  言  

原子力発電所等の緊急時における災害応急対策及び医療対策に   

ついては、「原子力発電所等周辺の防災対策について（防災指針）」  

（昭和55年6月 30日原子力安全委員会決定，平成4年6月25日一部改訂）   

においてその基本的な考え、 要件等が示されている。 この防災指   

針を踏まえて、原子力発電所等か ら大量の放射性物質が放出され   

た場合の周辺住民の内部被ばく線量の評価及び緊急時の医療措置   

のために、原子力発電所等の立地または隣接道府県に全身カウン   

タ等が整備されている。 緊急時医療における全身カ ウ ンタ等によ   

る測定・管理は、保健所などの医療関係者が担当する こ とになって   

いる。 これらを迅速かつ的確に実施するため、全身カウンタ等に   

よる甲状腺ヨウ素の測定についての専門的な教育訓練と、緊急時   

における甲状腺ヨ ウ素の測定方法等についてのマニュアルが必要   

である。  

本研究においては、全身カウンタ等を用いた放射性ヨ ウ素の甲   
状腺被ばく線量の測定・評価方法、それらの点検・校正方法等にっ   

いて調査検討し、そのマニュアルの基礎となる資料の作成を行っ   

た。  

2．調査研究の概要  

本年度は、原子力発電所等の立地道府県における緊急時に対応   

する全身カウ ンタ等について現状調査し、緊急時を想定した測定   

方法の現状を分析 し、運用 に当たっての問題点等を検討した。 さ   

らに前年度及び本年度の調査検討結果を基に、緊急時における全   

身カウンタ等を使用 した甲状腺ヨ ウ素の評価マニュアルの基礎と   

なる資料の検討を行った。  

（1）前年度及び本年度の各関係地方公共団体における全身カウンタ   

及びドaI（Tl）シンチレーショ ンサーベイ メータ（以下「ドaIサーベ   

イ メータ」という。）による放射性ヨウ素の甲状腺被ばく線量の   

測定・評価方法等の現地調査の結果、主と して次の事項が分かった。  

①全身カウンタによって測定評価する核種として、甲状腺用検出   

器は放射性ヨ ウ素を対象と し、体幹部用検～H器は、放射性ヨウ素   

以外の核種も測定可能と している。  

雷＼aIサーベイ メータの保有機種は、調査対象の地方公共団体によ   

り 異なっ てお り、 全体で数種類に及んでいる。  
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③ NaIサーベイメータは、通常の点検校正は行われているが、甲状   

腺ヨウ素放射能に対する換算係数は求められていない。  

④ マニュアルには、機器取扱いに関する項目のほか、全体の流れ   

が分かるような記述の要望がある。また、放射線に係る専門外の   

職員でも理解しやすいように図、写真等を多く使用してほしいと   

いう要望がある。  

（2）上記の現状調査を踏まえて、本年度は全身カウンタ等による内   

部被ばく線量の評価・運用に当たって次の項目を明らかにした。  

① 主要なNaIサーベイメータの甲状腺ヨウ素放射能に対する換算係   

数を求め、これら以外の換算係数が求められていないNaIサーベイ   

メータによっても甲状腺のヨウ素沈着量を評価出来るよう にした。  

② 全身カウンタ等を用いた放射性ヨウ素の甲状腺被ばく線量の測   

定・評価方法、機器の点検校正方法等について調査検討し、下記   

の項目を考慮して基礎資料を作成した。  

a）本マニュアルの目的、位置付け。  

b）測定器の基本的構成等を含む甲状腺ヨウ素測定機器の概要。  

C）全身カウンタ等の実務的な使用方法を含む、測定実施方法と手   

順。  

d）機器の性能を正常な状態に維持するための、点検校正方法と手   

順。  

e）放射性ヨウ素の化学的・物理的性状、年齢依存性等の最新の知   

見に基づいた甲状腺のヨウ素沈着量から直接被ばく線量を評価す   

る換算係数の計算例。  

f）緊急時において用いられる主要なNaIサーベイメータの甲状腺ヨ   

ウ素に対する換算係数の表示。  

g）その他、数値の意味あい等の解説、用語の説明。  

3． 結  語  

各地方公共団体に設置されている放射性ヨウ素による甲状腺被   

ばく線量の評価に使用する全身カウンタ及びドaIサーベイメータの   

評価方法等の説明資料としては、現状では、メーカが設置時に配   

布する取扱い説明書及び一部の県で独自に作成した緊急時医療活   

動マニュアルに見い出すだけである。  

本研究において作成した「甲状腺の放射性ヨウ素の測定マニュ   

アルの基礎資料」が利用されることとなれば、斉一化された考え   

の基に、緊急時における全身カウンタ等による測定・評価及び運用   

が、迅速・効率化されるものと期待される。  

－102－   



Ⅳ－ 4 放射性核種分析法の基準化に関する対策研究  

－トリチウム分析法－  

財団法人 日本分析センター  

磯貝啓介、新田 済、佐藤兼章、樋口英雄  

1．緒言   

科学技術庁制定の放射能測定法シリーズNo．9「トリチウム分析法」は、原子力発電所、  

核燃料再処理工場等の原子力施設周辺における環境モニタリングのための分析法マニュア  

ルである。現行のトリチウム分析法は、昭和52年に制定されて以来約20年を経過した。そ  

の間、測定機器の進歩や分析技術の改良がなされてきた。今般、それら最新の手法等を採  

り入れた現行マニュアルの改訂案を作成するために、調査研究を行ったので報告する。   

なお、本研究は科学技術庁からの委託業務として、平成8年度及び平成9年度の2年間で実  

施した。実施にあたり、学級経験者からなる「トリチウム分析法改訂検討委負会」★を設け  

内容等を検討・審議した。  

2．調査研究の概要  

2．1 改訂の骨子   

対象試料は従来と同様であるが、特に最近のモニタリングで対象とされている大気及び  

生物試料の分析法については、トリチウム捕集操作及び試料燃焼操作等の前処理操作を中  

心に従来より も詳細に記述した。   

測定法は、液体シンチレーション測定法を引き続き採用したが、測定試料の調製及び測  

定手順については、乳化シンチレ一夕、測定容半の特性並びに液体シンチレーションカウ  

ンタの機能等を調査・検討し、従来の手順を一部修正した。   

また、低濃度トリチウム分析のための電解濃縮に用いる金属電極の材質を検討し、従来  

のニッケル電極（陰、陽極）よりトリチウ■ム濃縮率の高い鉄（陰極）－ニッケル（陽極）電極を  

採用した。さらに、最近開発された固体高分子電解質を用いた電解液縮法を新たに追加し  

た。なお、電解濃縮法は、必ずしも環境モニタリングの観点では必要としないと考えられ  

ることから、参考資料とした。  

2．2 主な検討とその結果   

改訂案の作成にあたり行った主な検討項目とそれらの結果を以下に示す。  

（1）大気中のトリチウムの形態別捕集   

モレキュラーシープを用いて水蒸気状及び水素ガス状トリチウムを分別捕集する際の捕  

集条件及び酸化効率について検討した。採用した捕集法は、大気を0．5～1L／分の流量で1～  

2週間の連続捕集を行い、定量的に水蒸気及び水素ガスを捕集するものである。  

（2）生物試料中の組織自由水及び有機結合型トリチウムの分析   

凍結乾燥法と燃焼法を組み合わせた組織自由水及び有機結合型トリチウムの回収法と試  

料水の精製法を検討した。燃焼法については、試料を石英管に詰め、管状電気炉を用いて  

酸素、窒素の混合気流中で燃焼する方法と市販の迅速試料燃焼装置を用いて燃焼する方法  

を検討した。いずれの方法も生成した水はコールドトラップにより定量的に回収できた。  

＊（委員長）池田長生   

（委 員）斎藤正明、徳山秀樹、野口 宏、久松俊一、宮本秀子、渡辺 均  
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（3）乳化シンチレ一夕及び測定容器   

環境レベルのトリチウム測定に用いられる代表的な市販の乳化シンチレ一夕について、  

そのバックグラウンド計数率 、計数効率等の特性を比較した。さらに、いくつかの100ml測  

定容器について、材質の違いに起因する計数効率への影響及び静電気に起因するバックグ  

ラウンド計数率の変動等を比較した。これらにより乳化シンチレ一夕と測定容器の最適な  

組み合わせを検討し、それらの結果を記載した。  

（4）電解濃縮（アルカリ水溶液による方法）   

電解濃縮時のトリチウム残留率とその変動を確認するため、既知濃度のトリチウム水を  

用いて、陰極に鉄、陽極にニッケルを使用した場合と陰陽両極共にニッケルを使用した場  

合を比較検討した。改訂案では、高いトリチウム残留率（85～90％）が得られ、測定精度の  

向上が期待できる前者を採用すること と した。  

（5）電解濃縮（固体高分子電解質を用いる方法）   

使用した装置のトリチウム濃縮率とその変動及びメモリー効果を確認するため、既知濃  

度のトリチウム水を用いて電解濃縮を行った。本装置によるトリチウム濃縮率は上記アル  

カリ水溶液による方法に比べて低いが、操作が簡便で安全性が高く、大電流（50A）電解が  

可能で電解所要時間が短い等の利点を有することが判った。  

2．3 クロスチェック   

本改訂秦の妥当性を確認するため、すり身及び海水を分析試料としてクロスチェックを  

行った。その結果を表1に示す。   

なお、クロスチェック実施機関は、東京都立産業技術研究所、日本原子力研究所、福井  

県原子力環境監視センター、放射線医学総合研究所及び（財）日本分析センターである。  

表1 クロスチェックの結果  

（単位：Bq／L）  

すり身TFWT  すり身  海水事2   備考  
分析機関  OBT  

無添加   添加＊l   

A   0．85±0．20  4．4±0．22  0．42±0．42  蒸留法   
B   0．93±0．17  4．6±0．20   蒸留法   
C  4．1±0．07  SPE電解法   
D  4．4±0．1  Fe－Ni電解法  
E  0．98±0．13   蒸留法  

4．1±0．04  

4．2±0．04  

平均値   0．64   4．6   0．70   4．2  
標準偏差   0．43   0．38   0．40   0．22   
変動係数（％）   67   8．3   57   5．3   
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3．結語   

近年の環境モニタリングに要求される分析対象試料の多様化、トリチウム分析に係る試  

薬・測定機器の進歩及び分析技術の改良等に対応するための改訂を行った。その結果、現  

在行われている環境放射能モニタリング手法として、より実務的に記述されたマニュアル  

（秦）とすることができた。  
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Ⅳ－ 5 トリチウム迅速分析法の検討  

福井県原子力環境監視センター 徳山秀樹、松浦広幸  

早川博借、吉岡満夫  

日本原電敦賀発電所  福田正幸、石川  修  

関西電力環境モニタリンクヾセンター  井上  勝、河野  強  

動燃敦賀事務所  中田  陽、武石  稔  

1．は じめに   

本分析法は、原子力施設から通常の管理放出以外のトリ チウムが  

放出された場合、迅速に環境中のトリ チウム を分析するために定め  

たものである。トリ チウムは放射性ヨ ウ素な どと比べて人体に対す  

る線量寄与が小さ い とはいえ、トリ チウムも含めた環境放射能分析  

結果をでき るだけ早 く 公表すべき とい う社会的要請を考慮 して、迅  

速分析法を検討 した。次の点を基本方針と した。  

（1）通常の環境モニタリ ング技術を適用 し、特殊な方法は採用 しない。  

（2）目席レベルを迅速に確認で き る分析法とする。  

こ こでは計測ばか り でな く 前処理方法について も考慮した。精密な  

分析は、本分析法で レベルを確認した後、科学技術庁マニュアル  

（昭和52年）に準じた分析法で行う。本分析法は、福井県環境放射  

能測定技術会議の各構成機関から参加 した委貞が数回の討議のう え  

ま と めた も のであ る。  

2．対象と 目標   

この分析法を適用する環境は原子力施設周辺の自然環境であ り、  

施設内の作業環境は考慮 しない。   

次の試料を対象とする。  

（1）陸水（飲料水、河川水、潮水、井戸水等）  

（2）雨水  

（3）空気中水分  

（4）海水  

2．2 迅速分析目樺レベル   

この分析法による 目樟レベルを74（Bq／1）とする。これは、公衆の  

年絹巨量当上限度1mSvから誘導した飲料水濃度の千分の一、または空  

気中水分濃度の約一万分の一に相当する。  

2．3 目標時間   

試料調製開始後3時間以内に、上の目標レベルを確認する。  

3．前処理法   

放出源情報ビより、試料にトリチウム以外の放射性核種が存在し  

ない場合、特に前処理を要しない直接法で行う。  
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トリ チウム以外の放射性核種が試料に含まれている場合、これら  

を除去する必要がある。蒸留法の他にイ オン交換法も取り 入れた。  

イ オン交換する場合、樹脂中の水素が試料に混入する恐れがあるが、  

本分析法ではその使用量が極く わずかで、その影響は小さい。処理  

時間、器材等を考慮して、もっ とも適当な方法を選択する。  

直接法  

f   

バ ッ チ方式  

前処理法  イ オ ン交換法  

カ ラ ム方式  

蒸留法  

4．測定法   

低バックグラ ウ ンド液体シンチレーショ ン検出器で計測する。現  

有の低バックグラ ウンド検出器を用いれば、5～10分の計測時間で十  

分に迅速分析目標レベルを確認できる。検出器の設定は通常の計測  

と 同様であ る。  

①試料調製後、速やかに計測を始める。  

②1回につき5～10分間計測する。時間がなければ計測は1回でもよい  

が、できるだけ繰 り返し計測を行ったほうが望ま しい。目樟時間と  

のか．ねあいで、数回繰 り 返す。  

③指定された方法によ り試料のクエンチングを調べ、試料の計数効  

率を求め る。  

5．結果の取 り 扱い  

5．1結果の表現   

検出された結果に応 じ、次のよ う にする。  

（1）迅速分析目標レベルを超えた場合   

濃度を示す。表で示す場合、欄外に「迅速分析における結果であ  

り、化学ル ミ ネ ッセンス等の擬似計数の影響を含むので、通常の分  

析法による結果よ り も高い可能性がある」と注で示す。  

（2）迅速分析目標レベル以下の場合   

濃度は示さない。表では、「－」と表す。これは、迅速分析目樟  

レベル以下である こ と を注で示す。ま た、文章では、「一般公衆に  

対する年線量当量限度1mSvから誘導された飲料水濃度の千分の一、  

または空気中水分濃度の約一万分の－以下であった」と表現する。  

5．2 通常分析の実施   

本分析法でレベルを確認後、科学技術庁マニュアルに準じた分析  

を行い、さ らに低いレベルまで確認する。ただ し、採取した試料全  

てを分析するこ とは要しない。放出状況、迅速分析結果から判断し  

て、取捨選択する。  
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核燃料サイクル開発機痍 東海事業所   J卜し一＝L・ 

今泉 謙二、小沼 利光、清水 武彦  

竹安 正則、片桐 裕実  

ノわ7／ト   ／「 し  

1、緒言  

核燃料サイクル開発機構（以後：サイクル機構）においては、原子力  

開発を推進していくために必要な情報を一般の方々に深く理解していた  

だけるように活動を進めてきた。その一環として、施設見学会などで設   

備や業務紹介を積極的に実施してきた。  

一方、自治体においては、既に環境放射線監視季報の公開、一部、オ  

ンライン情報の公開を通じての環境整備がなされて来ている。  

このような中、「もんじゅNa漏洩事故」および「再処理施設アスファルト固   

化処理施設火災爆発事故」を経験し、事故時の環境監視情報の提供は、   

一般の方々との接点であることから、極めて関心度の高い情報であるこ  

とをあらためて認識した。  

本報では、これらの経験を踏まえた積極的な情報提供法として、近年、   

技術革新の目覚ましいインターネットの技術を活用して、リアルタイム   

での放射線情報，気象情報等を掲載し、一般の方々との相互理解を可能  

とするシステムの整備を図ったので報告する。  

2、概要   

環境監視装置によって、収集される「放射線情報」と「気象情報」の   

リアルタイムデづおよびサイクル機構報告分の四半期報告値を掲載した。（表－1）  

表－1インターわトに掲載する情報  

項目   内容   表示   

放射線   事業所内外13地点における   7日分のデータを収納  

空間γ線量率の1時間平均値   （図－1参照）   

気象   風向、風速、気温、湿度、降雨量、および  7日分のデータを収納   

感雨を各々1時間毎  

四半期報告  牛乳、野菜の放射能濃度、積算線量など   3ケ月毎の環境監視結果   

解説   放射線（能）または、設備についての説明  イラスト（図ト2参照）   

Q＆A   電子メールを介して、様々な質問に対応  代表的な質問に対する回答   

クう7柑タ㌦カラ年頃のプうフか＼ム忘 
。  
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レンドクラフ 闇銅抒項  

空間丁場生率トレンドグラフ   

平成10年09月258から平成10年10月0＝］まで  

縛蕪列データ  トレンドグラフ  

東海11舟石川  

ひたちなか市長砂  
ひたちなか市高！〒  

射能と雄劇練  簸雨と織暮率  

■億：×10‾三〃GY／h  

施設からの放射汝による影■がないかどうかを監視する  
ためにモニタリングステーション、モニタリングポスト  
などの環墳放射縛盲視禁■を、事兼市外及び事兼帯敷地  
境界付近に牧tし、環境中の放射♯のtを★疇測定して  
います。  

この環塊申の放射ヰの■位時間当りのtを室蘭  
★t率といい、■位は叫Gy／晴（マイクロクレイ毎時）  
で嚢します．  

09／25 09／26 09／27 09／28 09／29 09／30 10／01  

ST－5  

POST－2  

－－－－ ST－】  

－・・t・ 

…－－－－■ 
POST一†  

R〕ST－3  

モニタリングステーション  
単位：×10‾ヱ〟GY／h  

12   

10   

8   

6   

4  

2   

0  

払たちは8＃生活でいつも放納■を熟ナて  

います。身体に受ける放射■の1はmSv（ミ  
リシーベルト）という■位で嚢します．   

これは、宇宙からの宇宙♯や、大地、食物  
に含まれる天然の放射能からの放鵬縞による  
ものです。そのtは1人当たり年間に  
1．1mSvになります．（天然のラドンなとに  
よるものを輸く）   

この他、ホ院でのレントゲン検量で受ける  
放射♯や、原子力施設などで発生する放射義  
があり、これらを人工放射■と呼んでいま  
す．   

09／25 09／26 09／2つ 09／28 09／29 09／3010／01  

POST－5  

POST－7  

十億：×10－コ〃Gy／h  

モニタリングポスト零での測定■は3×＝r2－4×－0－Z仏Gy／時であることから、これを年間  
の麟暮当暮に直すと次のようになります。  

4×10一之〟Gy／闊×Z絹闇×365日×0．8（山SvルGy）0．28mSv／年  
これは、日本での大地から受ける■tとほぼ悶じレベルであることが分かります．  

私たちが釘ナる放射■の■は日本各地で■なり  
ます．  

大地のできかたの遇いで、鵬西の方がホく関東  
の方が低くなっています．  

★京から大飯へ引嬉しすると、1年隅に  
0．17mSv多く受lナるようになりますが．全く影  
■はありません．原子力兜t所の目蠣鑓（年間  
0．05mSv以下）は、この養よりも小さいので  
す．  

また、字音■は高さによってもーなり、例えば  
t土山の頂上に立つと宇宙沖を平地の杓5借受け  
ます．  

09／25 09／26 09／27 09／28 09／29 09／3010／01  

降水壬：mm  

09／25 0g／26 09／27 09／28 09／29 09／訝）10／01  

L呈トー1  図－2  

3、結語  

1）リアルタイムで収集されている環境放射線情報，気象情報、さらに、   

四半期報告の情報等を付帯情報と共にインターネット環境に掲載するこ  

とにより、これまで以上に一般の方々に身近な情報提供環境が整備され  

た。   

2）インターネット環境を有効活用することにより、コミュニケーション   

が図れ、原子力推進のための理解を得るツールとして期待できる。なお、   

URLは、http：／／www．pnc．go．jp（平成11年2月よりhttp：／／www．jnc．go．jp）。  
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Ⅴ．都道府県における放射能調査   
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Ⅴ－1北海道における放射能調査  

北海道立衛生研究所生活科学部放射線科学科  

福田 一義、奥井 登代、青柳 直樹  

1．緒言   

前年に引き続き、科学技術庁委託による平成9年度の北海道における環境放射能水準調  

査の概要を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時採取）については全ベータ放射能の測定、降下物（大型水盤による1カ月  

採取）・陸水・海水・海底土・土壌・農畜水産物・日常食についてはGeガンマ線スペ   

クトロメータによる核種分析を行った。あわせて、牛乳の131Ⅰならびに牛乳・野菜・  

海産生物の90srおよび137csの核種分析を行った。また、空間放射線量率調査を行っ  

た。  

（2）測定方法  

測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法」、「Ge（Li）半導体検出器等を用いた  

機器分析法」、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」、「放  

射性ヨウ素分析法」、「放射性ストロンチウム分析法」、「放射性セシウム分析法」に  

準拠して行った。なお、空間放射線量率は、モニタリングポストによる連続測定および  

シンチレーションサーベイメータによる月に一度の測定を行った。  

（3）測定装置  

GM計数装置；アロカTDC－103（GM－HLB－2501）  

Geガンマ線スペクトロメータ；ORTEC GEM－25185P  

低バックグラウンド放射能自動測定装置；アロカLBC－471Q  

モニタリングポスト；アロカh仏R－21  

サーベイメータ；アロカTCS－166  

原子吸光分光光度計；日立180－50  

（4）調査結果  

月毎の降水（定時採取）の全ベータ放射能調査結果を表Ⅰ、90srおよび137csの放射   

化学分析結果を表Ⅲ、牛乳中の131Ⅰ分析結果を表Ⅲ、Ge半導体検出器による核種分析   

測定結果を表Ⅳ、空間放射線量率測定結果を表Ⅴに示す。  

牛乳の90srおよび137csの測定値には従前と同様な地域差が認められた。  

3．結 語   

本年度の調査において、特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

採 取 年 月   降水i  

（mm）   最低値   最高値   

平 成 9 年 4 月   12．5   8   ND   ND   

5 月   81．5   12   ND   ND   

6 月   26．5   8   ND   ND   

7 月   72．0   7   ND   ND   

8 月   189．0   12   ND   ND   

9 月   120．0   9   ND   ND   

10 月   87．5   17   ND   ND   

11月   98．0   12   ND   ND   

12 月   63，0   ND   ND   

平 成10年1月   79．0   19   ND   ND   

2 月   39．5   9   ND   ND   

3 月   49．0   ND   ND   

年 間 価   917．5   135   ND   ND   

前年度まで過去3年間の値  483   ND   ND   

Ⅱ 放射化学分析結果  

試 料 名  採取  的sr  187cs  単位  

年月   数                最低価  t高値  ＊過去の価  最低値  丑註価  ＊過去の価   

■き 平む8   0．087  0．012～0．17  0．058  0．032－0．069  8q／kg生  

．テ  0．027  0．063～0．19  0．023  0．027一－0．0ヰ4  Bq／kg生   
牛 乳  平9 6   4  0．027  0．054  0．029～0．087  0．058  0．25  0．031一－1．34  Bq／l生   

ND   海  鱈  平101  口  ND－ND  021  0．20一－0．27  Bq／kg生   

産  北寄艮   平9 7   ND   ND～ND  0．040  0．041一－0．Og4  Bq／kg生   

生  ND   ND～ND  0．023  

物   0．078   

＊前年度まで過去3年間の価  

Ⅲ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   札 幌 市 北 区  ＊過去の価   

採取年月日   平95．6  平97．9  平99．8  平911．18  平101．8  平103．2  最低価  土高価   
用1Ⅰ（Bq／l生）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

採取場所   音 更 町  ＊過去の価   

採取年月日   平95．8  平97．9  平99．10  平911．20  平101．8  平103．4  土佐価  丑高価   
181Ⅰ（Bq／l生）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

＊前年度まで過去3年間の価  
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Ⅳゲルマニウム半導体検出帯による核種分析測定摘果  

拭 科 名  採取場所  採 取 年 月  検体  1亨7c＄  ＊過去の価   単 位  

敢                最低価  t高価   

降下物  札幌市  毎 月   12  ND   0．10  ND－0．13  MBq／kポ   

陸  原水   札幌市  平97月、  2  ND   ND′・■ND   mBq／l  

平101月  

蛇口水   稚内市  平9 6，12月  2   ND   ND～ND   mBq／t  

水   石狩市  平9 7月   1 ND ND   ND～0．42   mBq／t   

土  札幌市  平9 8月   28   28■－33  Bq／kg乾土  

1．1   1．0～1．1   GBq／kポ  

壌   札幌市  平9 8月   8．5   8．9■－14  Bq／kg乾土  

1．7   1．4一－2．4  GBq／kポ   

精  石狩市  平911月   ND   ND■－ND  Bq／kg精米  

米   札幌市  平911月   ND   ND－ND  Bq／kg精米   

野  北広島市  平9 8月   ND   14～34  mBq／kg生  

薫   北広島市  平9 8月   ND   ND【→ND  mBq／kg生   

牛  札幌市  平95．8，11月、  4  ND   ND   ND－0．10   Bq／l  

平102月  

乳   札幌市  平98月、  2  ND   ND   ND■－ND   Bq／t   

平102月  

淡水産生物   鮒  石狩市  平9 7月   0．05ヰ  ND～0．073  Bq／kg生   

日 常 食   都市部  札幌市  平g 6，12月   2  0．028  0．039  0．030～0．088  8q／人■日  

農村部  岩内町  平9 6，12月   2  ND   0．028  0．033一－0．058  Bq／人・日   

海 水  余市町  平9 7月   ND   ND～ND   m8q／l   

海 底 土  余市町  平9 7月   0．85   ND～ND  Bq／kg乾土   

海産生物  田  浦河町  平9 9月   0．0糾  0．082・－0．12  Bq／kg生   

＊前年度まで過去3年間の価  

Ⅴ 空間放射線率測定轄果  

測定年月   モニタリングポスト（nGy／h）    サーベイメータ  

t低価  t高価  平均檀   （nGy／h）   傭  考   

平成9年 4月   28   34   27   70   エネルギー補償有り   

5月   28   48   28   75   ／／   

6月   26   39   28   71   

7月   27   48   28   73   

8月   27   50   29   70   JJ   

9月   27   48   2g   73   ／／   

10月   27   55   29   71   JJ   

11月   27   88   29   71   

12月   2ヰ   84   29   66   JJ   

平成10年 1月   21   54   26   83   J／   

2月   22   48   25   86   JJ   

3月   24   44   27   72   ／／   

年 間 価   21   68   28   83■－75  

前年産まで過去3年間の価  1了   70   22一－31   5g～75  
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Ⅴ－ 2 青森県における放射能調査  

青森県環境保健センター  

エ藤 徹、今 武純、エ藤英嗣■1、庄司博光  
外崎久美子■1、エ藤俊明、五十嵐健一Z  

木立健慈  

暮1現原子力安全対策課  

●2現むつ小川原開発・エネルギー対策室   

1．緒 言   

前年度に引き続き、平成9年度に科学技術庁の委託により実施した放射能   
粛査の概要を報告する。   

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水、降下物、上水、土壌、日常食、農畜産物、海水、海底土  

海産生物、空間線量率  
2）測定方法  

試料の前処理及び測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和  
51年改訂版）」、「放射性ヨウ素分析法（昭和52年改訂版）」、「ゲル  
マニウム半導体検出器によるガンマ線スぺクトロメトリー（平成2年改訂  
版）」に準拠して行った。又、空間線上率は科学技術庁編「連続モニタに  
よる環境ガンマ線測定法（昭和57年）」及び「放射能調査委託実施計画書  
（平成9年）」により測定した。   
3）測定装置  

① ベータ線の計測  
低バックグラウンド放射能自動測定装置（アロカ製 LBC－472Q型）  

② ガンマ線スぺクトロメトリー  

ゲルマニウム半導体検出器 （セイコー E G＆G製）  
③ 空間線上率  
ⅣaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカ製TCS－166型）  

モニタリングポスト （富士電機製 N13－34型）   

4）調査結果  

① 青森市における降水（定時採取）中の全ベータ放射能調査結果を表1  
に示す。  

② 牛乳中の131Ⅰの分析結果を表2に示す。  
③ 各種試料中のゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果を  

表3に示す。  

④ 青森市におけるモニタリングポストとシンチレーションサーベイメ  

ータの調査結果を表4に示す。   

3．結 語  
平成9年度の空間線量率は、これまでと同じ水準であった。環境試料中放   
射能濃度では、青森市の土壌中のセシウムー137が退去の範囲より高い値を示   

した。これは、採取場所の環境が変化したためと考えられる。  

ー114－   



表1 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取  降水量  

放射能濃度（Bq／1）  

年月  （mm）  

月間降下量  
川Bq／km2）  

測定数  最低値  最高値   

平成9年4月   44．5   5   0．49   4．9   93   

5月   86．0   13   ND   3．3   20   

6月   98．0   9   ND   1．2   

7月   12．5   5   ND   0．89   1．4   

8月  138．5   10   ND   0．39   20   

9月  106．0   10   ND   0．60   

10月  156．5   15   ND   2．0   110   

11月   92．0   12   ND   0．89   21   

12月   87．5   14   ND   2．4   45   

平成10年1月  143．5   16   ND   2．9   190   

2月   31．5   0．46   7．4   75   

3月   14．0   7   0．57   4．0   35   

年 間 値   1010．5   127   ND   7．4   1．4－190   

前年度までの過去3年間の値   405   ND   5．6   0．67～130   

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   青森市  
前年度までの過去3年間の  

値   

採取年月日   H9．6．3  H9．7．3  H9．8．6  H9．9．3  H9．10．8  H9．11．4  最低値   最高値   

放射能濃度  

（Bq／1）   

ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度までの過  

試料名  採取場所   採取年月   体  

数   

137cs  
去3年間の値  

検出さ た  単位  

最低値  高値  最低値  最高値  

降下物  青森市   H9．4～‡10．3  12  N♪   ⅣD   ⅣD   0．091  HBq／k皿2  

陸水  上水（蛇口水）  青森市   H9．6，H9．12  田  ND   ND   ND   ⅣD  nBq／1  

8．7   1．3   5．4  ち〟kg乾  

青森市   H9．7   
300   42   200  ⅢBq／k皿2  

0一－ 5c皿  

8q／短乾  

むつ市   汀9．7   

土  730   610   1100  帽Bq／k皿2  

壌  4．1   ⅣD   2．1  Bq／短乾土  
青森市   H9．7   

440   ND   220  ⅡBq／kmヱ  

5～20c皿  
5．1   2．1   7．5  的ハ＆乾土  

むつ市   即．7   
460   210   620  1Bq／k皿2   

精米  弘前市   HlO．1   ND   ND   ⅣD  ；●、三i」  

ジャガイモ   むつ市   H9．8  口  0．073  0．061  0．11  

むつ市   H9．10   ⅣD   ⅣD   0．052  
野  
菜  

地場生  
三戸町   H9．11   ⅣD   ⅣD   0．033  

大根   三戸町   H9．11   ⅣD   0．019  0．051  

牛乳  青森市   H9．8，刑0．2  2  ⅣD   Ⅳか   ⅣD  8q／1  

青森市   H9．6，E9．12  田  ND   ND   0．040  0．11  
日常食  Bq／人・日  

鯵ヶ沢町   H9．6，即．12  2  ⅣD   ND   0．027  0．091  

むつ市関根浜沖   H9．7   ND   ND   ND  
海水  n8q／1  

陸奥湾   丹9．8   ⅣD   ND   ⅣD  

むつ市関根浜沖   H9．7   ND   m   ⅣD  

海底土  Bq／短乾土  

陸奥湾   H9．8   5．8   6．7   79  

むつ市関根浜沖   H9．5   ND   ⅣD   ⅣD  

ワカメ  

海  深浦町   H9．5   ND   ND   ⅣD  

産   
生  

ⅣD   ND   ⅣD  的／kg生  

物  陸奥湾   H9．11   0．12  0．10  0．12  

ホタテ   陸奥湾   H9．11   ⅣD   ND   0．044  
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表4 空間放射線丑率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）    サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／b）  

平成 9年 4月   24   41   26   54   

5月   43   

6月   24   42   

7月   24   26   54   

8月   24   27   54   

9月   25   27   

10月   28   52   

11月   45   27   54   

12月   50   52   

平成10年 1月   23   46   

2月   12   45   41   

3月   16   40   23   42   

年 闇 値   41～54   

前年度までの過去3年間の値   67   24   36・－63   
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Ⅴ－ 3 岩手県iこおiナる放射肯巨調査  

岩手県衛生研究所  

田中舘 泰，長谷川 学、菅原 喜弘，大村 博之   

1緒 言   

前年度に引き続き、平成9年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査  

結果の概要を報告する。  

2 調査の概要   

（1）調査対象  

① 定時降水の全ベータ放射能  

② Ge半導体検出器による核種分析  

大気浮遊じん、降下物、上水（蛇口水）、土壌、精米  

野菜（大根、白菜）、牛乳、日常食、海産生物（ホタテ艮）  

⑧ 空間放射能線量率  

サーベイメータ及びモニタリングポスト  

（2）測定方法   

試料の採取、前処理及び空間放射能線量率の測定は、「放射能調査委託実施計画   

書（科学技術庁・平成9年度）」の指示に従った。   

全ベータ放射能測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、核種分析   

は同編「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリ（平成2年改   

訂）」に従った。  

（3）測定装置   

① 全ベータ放射能  GM自動測定装置  Aloka製JDC－163   

② Ge半導体核種分析装置   ORTEC GEM－15180P，SEIKO7800－8A2他   

③ 空間放射能線量率  サーベイトタ  Aloka製 TCS－131  

モニタリングポスト  Aloka製 舶R－11  

（4）調査結果   

① 定時降水の全ベータ放射能は測定数57で異常はみられなかった。   

② Ge半導体検出器による核種分析の結果、30件中9件（土壌2件、精米1件、  

白菜1件、牛乳1件、日常食4件）から137Csが検出されたが異常値はみられ  

なかった。   

③ 空間放射線量率（サーベイメータ、モニタリングポスト）に異常はみられなか  

った。  

結  語  

いずれの調査項目においても異常はみられず、前年度とほぼ同程度の測定値であった。  
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Ⅰ定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採取  降水量  
降水の定時採取（定時降水）     大型水盤による降下物  

年月  
放射能濃度（Bq／ゼ）      月量  

（皿）  

測定数  最低値  最高値   

平成9年  4月  64．3   N．D   2．0   5．9  

5月  152．8   N．D   N．D   N．D  

6月  139．4   N．D   N．D   N．D  

7月  57．4   4   N．D   N．D   N．D  

8月  118．4   8   N．D   N．D   N．D  

9月  194．8   6   N．D   N．D   N．D  

10月  32．5   3   N．D   N．D   N．D  

11月  138．6   5   N．D   N．D   N．D  

12月  65．2   2   N．D   N．D   N．D  

平成10年1月  11．3   N．D   N．D   N．D  

2月  28．2   4   N．D   N．D   N．D  

3月  13．9   3   N．D   N．D   N．D  

年   間   億  1016．8   57   N．D   2．0   N．D～5．9  

前年度までの過去3年間の値   191   N．D   2．6   N．D～24．1  

Ⅱ 空間放射線皇率洲定結果  

モニタリングポスト（cps）    サーベイメータ  
測 定 年 月 日  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 9 年  4月   7．1   11．2   8．2   35   

5月   7．1   15．0   8．2   38   

6月   7．2   10．8   8．2   36   

7月   7．2   11．0   8．2   39   

8月   7．0   12．0   8．4   41   

9月   7．2   13．0   8．4   39   

10月   7．1   14．3   8．5   33   

11月   7．0   13．g   8．7   40   

12月   7．3   13．8   8．5   40   

平成10年   1月   6．9   13．1   8．0   37   

2月   7．0   13．2   7．7   

3月   7．2   13．1   8．3   37   

年  間  値   6．9   15．0   8．3   32～41   

前年度までの過去3年間の億   6．8   18．7   8．3   32～41   
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Ⅱ ゲルマニウム半導体検出器による各種分析測定調査結果  

前年度まで  
検  137cs  その他の検出された  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の億  
数  

単 位  
人工放射性核種  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   盛岡市  四半期毎  4  軋D   N．D   札D   N．D   な し   亜q／d   

降 下 物   盛岡市  毎月   12  N．D   軋D   N．D  0．073   な し   腫q／撼   

陸  Hg．7・   
蛇口水  盛岡市  HlO．1    N．D   軋D   軋D   軋D   な し   亜q／ゼ   

水   

14  44   78   な し   

0へ・5皿  滝沢村  H9．8   
Bq／kg乾土  

土  630  1400   2000  腫q／適  

壌  g．4  孔1   8．1   な し   Bq／k頗辻  
5～勃cm  滝沢村  H9．8   

1300  鵬0  腫q／昆   

精 米   滝沢村  H9．11   0．16  N．D   0．31   な し   Bq／kg精米   

野  N．D  札D   N．D   な し   

Bq／短生  

莱   0．032  軋D  0．046   な し   

牛 乳   滝沢村  H9．8・   2  軋D   0、13  N．D   軋D   な し   Bq／ゼ   

HlO．2  

盛岡市  
日 常 食  0．027  0．11  N．D   0．18   な し   Bq／人・日   

岩泉町   

海産生物   

ほたて貝   山田町  HlO．2   軋D  軋D   N．D   な し   Bq／短生   
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Ⅴ－ 4 宮城県【こおiナる放身寸育旨言l可査  

宮城鋸原fカセンター  

今野達矢  作√克u  
安藤孝ぷ－1ィ川l陽・  
高橋直弘＝ 渡辺丈人  

り現出城県原√力安全対策電  
－2現イ†城少，と悪戯吉保健所  

1 締  ．i  

前年度に引き続き、、ド成9年度に科′戸枝術けの委託を受けて田城配が実施した j環境   

放射能水準調｛の結黒を報Tliする   

2 調査概要  

（1）崩査対象  

定時降水については仝ベータ放射能の測定、降卜物、陸水、巨壊、【l常食、農畜産物、   
海産／fミ物、及び′ト乳についてはゲルマニウム、仁導体倹旧器による核挿分析を子iったu  
また、サーベイメータによる窄モ間線量準を毎〃1川、モニタリングポストによる空間   
線！lモ率を周年連続で測定した 

（2）測定方法  

仝ベータ放射能は科学技術け鍼仝ベータ放射能測定法（昭和51年改訂）、核種   
分析は卜8パニ鮎 ゲルマニウム、作導体検‖器によるガンマ線スぺクトロメトリー （平成  

2年改訂）、 サーベイメータ及びモニタリングポストによる咋間線量率は 放射能測定  
調査委託黒臓 計画．巧（、l／成9咋度） に麒づいて子iった 

（3）測定装嗣   

①令ベータ放射能   

②核椎分析  

オートサンプルチェンジャーf、IGM計数装圃  

（アロカ製JDC－163）  
オルテックG e半導体検椚器  
セイコーEG＆G多重波高分析装置  

③サーベイメータによるや問線量率  

N aI（Tl）シンチレーション式サーベイ  

（アロカ製TC S  6
 
 

夕
 
6
 
 

一
l
 
 

メ
一
 
 

④モニタリングポストによるや問線鳩車  

N aI（Tl）シンチレーション式モニタリングポスト  

（アロカ製MAR－21）  

（4）調査精米  

義一Ⅰに定時降水の仝ベータ放射能測定結果をホす。  

豪－Ⅱに′ト乳（掠乳）のtこ】lIの分析結果をホす 

義一Ⅲに降卜物、種木、仁壊、農畜廃物、tl常食及び海産生物の核種分析結果を示すc  
義一Ⅳにサーベイメータ及びモニタリングポストによる窄間組韻率の測定結果を示す。   

3 析  ．  

、fえ成9年度に文飾した仝ベータ放射能及び空間線韻率の測定結果は、例年と同レベル   

であった また、椚和63年度から開始した核挿分析結果についても、特に異常な値は   
認められなかった 
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ぷ－Ⅰ定時降水試料小の仝ベータ放射能調査結果  

採  取  降水量  放射能濃度（Bq／1）  

咋 Jj  （mm）  測 定 数  最 低 櫓  最 高 偵   

、I（成9年 4ノj   67．4   3   ND   ND   

5月   115．7   6   ND   ND   

6ノj  319．9   8   ND   ND   

7ノー   72．4   6   ND   ND   

8月   11．1   2   ND   ND   

9月  245．6   9   ND   ND   

10ノJ   23．6   2   ND   ND   

11ノJ   185．2   7   ND   ND   

12Jj   60．3   4   ND   99   

平成10if lノJ   100．4   4   ND   ND   

2月   75．8   2   ND   ND   

3月   32．4   3   ND   ND   

年  間  僻  1309．8   56   ND   ND   

前年度までの過去3咋問の伯  163   ND   ND   

義一Ⅱ ′ト乳（原乳）中の1ニー1Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  宮 城 県 畜 産 試 験 場 （岩出山町）       前年度まで過去3年間の偵   

採 取 句三JjIl  9．5．19  9．6．12  g．7．14  9．8．19  9．9．9  g．10．20  最 高 備  最 低 値   

放射能濃度（Bq／1）  N D  N D  N D  N D  N D  N D   N D   N D   
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ぷ－Ⅲ ゲルマニウム、I左導体検fIl器による核種分析測定調査齢黒  

前年度まで過  

検  

試  料  名   採収場所  採収咋パ   体  単 位  

数   

降   卜  物   女 川 町  Hg．4～10．3  12  ND  0．054  ND  0．14   なし   M8q／km2   

降水（蛇【l水）   仙f？山  なし   mBq／1   

卜  口  5．6  5．6  4．6  6．5   なし   

Bq／kg乾上  

壌   口  1．3  1．3  0．80  1．3   なし   

精  米   ／i茶 巾  Hg．11   ND  ND  ND  ND   なし   Bq／kg精米   

野  ND  ND  ND  なし   

Bq／kg年  

菜   槻  仙 白 市  Hg．9   ND  ND  ND  0．071   なし   

／卜乳 川了敲乳）   仙 f†‥J  H9．5，Hg．9  2  ND  ND芦  ND  ND   なし   Bq／l   

‡】 常  食   イi巻Il∴ 他  H9凡H9・12  4  ND  0．059  0．030  0．150   なし   Bq／人・F］   

海席／1て物（カレイ）   仙 f†lり  H9．6   0．052  なし   Bq／kg隼   
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ぷ－Ⅳ 空間放射線韻率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）    サーベイメータ  

測定咋パ 

最低値  最高僻  平均値  （nGy／h）   

、ド成9年 4ノ」   19．8  30．3  21．0   65   

5ノj   19．9  42．8  21．4   67   

6ノj   20．1  42，1  21．9   71   

7〃   20．9  35．2  22，1   70   

8ノ」   21．0  34．0  22．6   69   

9ノJ   21．4  34．7  23．4   77   

10ノJ   21．1  33，7  23．0   69   

11パ   21．4  46．7  23．4   78   

12ノj   21．4  35．7  23．1   71   

、l∠成10咋 1ノJ   18．8 37．1   23．0  82   

2ノj   21．2  38．6  22．8   73   

3ノj   19．7  37．3  22．9   75   

年  間  僻   18．8  46．7  22．6  65 ～ 82   

前年度までの過ム3作間の仙  （往）   

（往）H9．3に機器を史新、それ以前のデータの単位はcpsであるため特に掲載しないものとする  
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Ⅴ－5 秋田県における放射能調査  

秋田県衛生科学研究所  

武藤 倫子 黒沢 新  

1．はじめに   

平成9年度（平成9年4月～10年3月）に実施した科学技術庁委託による秋田県における環境  

放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水、淡水）・土壌・農畜産物（精米、ダイコ   

ン、キャベツ、牛乳）・水産生物（コイ、タイ）・日常食・空間線量率（モニタリングポスト、   

サーベイメータによる。）  

（2）測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁篇「放射能測定調査委託実施計画書（平成8年度）」・   

「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」・「放射性ストロンチウム分析法（昭和52年）」   

「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（平成2年改定）」等に準じた。  

（3）測定装置   

① 低バックグランド自動測定装置：Aloka LBC－471Q型   
② シンチレーションサーベイメータ：Aloka TCS－121型   

⑧ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト：Aloka MAR－21型   
④ ゲルマニウム半導体検出器付波高分析装置：SEIKO EG＆G MCA－7800型  

ORTEC GEM－15180－P  
（4）調査結果   

① 定時降水中の全β放射能結果を表Ⅰに示した。年間の総降水量は1，807皿、定時採水の測  

定回数は143回であり、全β放射能濃度の最高値は1月の5．OBq／1であった。また、年間総  

放射性降下量は572MBq／伽2で、絵降水量、測定回数は昨年度より上回っていたが、年間総降  

下量は昨年度より下回っていた。全β放射能濃度の最高値は昨年度より高い値であった。   

② 放射化学分析によるgOSrでは、淡水産生物（鯉）が例年に比して高い値であ った。  

その他の試料は、ほぼ例年の値に近かった（Ⅱ）。   

③ 牛乳中の181Ⅰの分析結果を表Ⅱに示した。全て検出限界以下であった。   

④ ゲルマニウム検出器による187csの測定結果を表Ⅳに示した。全試料において過去3か年の値と  
同レベルであった。   

⑤ 空間線量率の結果を表Ⅴに示した。年間を通じて昨年度とほぼ同レベルであった。  

3．まとめ   

降下物では年間総降水量が昨年度よりやや高かったが、年間捻放射性降下量はやや下回ってい   

た。淡水産生物（鮭）が例年より高い値を示した。  
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表Ⅰ．大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

陸水の定時採取（定時降水）  

採取年月 日   降水量  放 射 能 濃 度 （Bq／1）  月間降下量  

（Ⅲm）  測定数   最低値   最高値   （MBq／伽2）  

平成9年4月   98．6   13   N．D   2．8   86   

〝  5月   177．4   14   N．D   1．5   27   

〝  6月   161．7   9   N．D   0．77   16   

〝  7月   118．5   N．D   0．52   2   

〝  8月   123．2   9   N．D   1．1   12   

〝  9月   226．2   12   N．D   0．42   2   

〝  10月   284．2   15   N．D   0．88   149   

〝  11月   135．0   12   N．D   0．79   23   

〝  12月   205．9   13   N．D   0．58   68   

平成10年1月   125．5   15   N．D   5．0   86   

〝  2月   78．6   9   N．D   3．0   76   

〝  3月   71．8   N．D   2．1   25   

年 間 値   1806．8   143   N．D   5．0   2～149   

前年度までの過去3年間の値  414   N．D   4．8   N．D～165   
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表Ⅱ．放射化学分析結果  

平成8年度の  

試 料 名   採取場所  採取年月  検体数   gOsrの値  過去3年間の  位  

gOsrの値   

最低値  最高値   

土  3．8  3．8～3．9   Bq／Kg乾土  

110  ～  

MBq／伽2  

5～20cm   〝   〝   5．8  3．1～5．3   

壌   670  ～   

MBq／K皿2   

穀類（精米）  〝   平成9年11月   0．1  N．D～0．021  Bq／Kg精米   

野  〝   〝   0．7  N．D～0．14   

Bq／Kg生  

莱   〝   〝   0．056  0．046へ・0．073   

牛 乳  〝   9年9月12月   2   0．044  0．055  0．027～0．046  Bq／1   

淡水産生物  〝   平成9年8月   8．34  2．2～3．7   Bq／Kg生   

（鮭）  

日 常 食  〝   9年9月12月   2   0．05  0．04   0．05～0．12   

Bq／人・日  

横手市   〝   2   0．08  0．09  0．072～0．15   

海水産生物  0．069  N．D～0．12  Bq／Kg生   

（鯛）  

表Ⅱ 牛乳中の132Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  前年度までの3年間   

採 取 年 月 日  9．4．30  9．6．12  9．8．5  9．10．16  9．12．17  10．2．25  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／1）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   
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表Ⅳ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析 定調査結果  

平成9年度の  

試 料 名  採取場所  採取年月  検体数   137csの値  の1＝csの値   単   位  

最低値  最高値   最低値  最高値   

大気浮遊じん   秋田市   年4回   4   N．D   N．D  N．D   N．D   mBq／が   

降   下   物  〝   4月～3月   12   N．D   N．D  N．D  0．12   MBq／馳2   

陸  〝   9年7月12月   2   N．D  N．D  

mBq／1  

水   〝   9年8月   N．D  N．D   

土  〝   9年10月   39  23   54   Bq／Kg乾土  

MBq／伽2  

5～20cm   〝   〝   38  18   55  Bq／Kg乾土  

壌   4394  5300   MBq／I血2   

精  米  〝   9年10月   N．D  0．15  Bq／Kg精米   

野  根   〝   9年10月   N．D  N．D   N．D   Bq／Kg 生  

菜   〝   〝   N．D  N．D   N．D   Bq／Kg 生   

牛  乳  〝   9年8月12月   2   N．D  0．042  N．D  0．028   Bq／1   

淡水生産物（鮭）  〝   9年8月   0．11  0．17  0．22  Bq／Kg 生   

日   常   食  〝   9年8月12月   2   N．D   0．060  N．D  0．12   

Bq／人・日  

横手市   9年7月12月   2   N．D   0．070  0．050  0．15   

海産生物（鯛）  天王町   9年7月   0．11  0．13  0．15   Bq／Kg 生   
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表Ⅴ．空間放射線量率測定結果  

測 定 年 月   モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGr／）   

平成9年 4月   34．4   48．2   36．3   60．9   

〝  5月   34．6   56．5   36．7   66．2   

〝  6月   34．7   49．3   36．8   68．7   

〝  7月   34．4   49．5   36．9   64．6   

〝  8月   35．2   45．5   36．8   63．1   

〝  9月   34．9   49．8   37．3   61．6   

〝 10月   35．5   56．8   38．9   57．3   

〝 11月   35．0   64．4   38．1   52．9   

〝 12月   30．9   53．3   37．6   60．3   

平成10年1月   29．3   57．2   34．9   54．9   

〝  2月   28．7   51．1   34．2   57．5   

〝  3月   34．2   64．4   36．5   60．4   

年  間  値   28．7   64．4   36．7   60．7   

前年までの過去3年間  

～  ～  
～  ～67．6 nGy／h   

の空間放射線量率の値   
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Ⅴ－6 山形県 に お け る 放射能調査   

山形県衛生研究所   

笠原義正，本間弘樹，伊藤健  

1．緒言  

平成9年度に山形県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果の概要を報告   

する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能および降下物・陸水（上水）・土壌・精米・野菜・牛乳・日常   

食・海産生物（魚類，貝類，海藻類）の各々γ放射能，並びにサーベイメータ，モニタ   

リングポストによる空間線量率を測定した。  

2）測定方法  

試料採取，前処理，全β，γ放射能測定及び空間線量率の測定は、科学術庁編『環境   

試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定法（昭和51年）』，『ゲルマニウム半導   

体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年）』及び平成9年度放射能測定調   

査委託実施計画書により行った。  

3）測定装置  

a．全β放射能  

b．γ線核種分析  

c．空間線量率  

GM自動装置（Aloka製JDC－163）  

Ge半導体検出器（セイコーEG＆G製ORTECGEM15180）  

シンチレーションサーベイメータ（Aloka製TCS－131）  

モニタリングポスト（Aloka製MAR－21）  

4）調査結果  

a．定時降水試料中の全β放射能調査結果を表Ⅰに示した。  

b．γ線核種分析調査結果を表Ⅲに示した。  

C．空間線量率測定結果を表Ⅲに示した。  

3．結 語  

平成9年度の山形県の環境放射能レベルは、前年度の本県における放射能レベルと   

同程度であった。  
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（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  降水量  
放射能濃度（Bq／g）  

年月  （mm）  
月間降下量  月間降下量  

測定数   
（MBq此m2）  

最低値   最高値   
（MBq耽m2）  

平成9年 4月   74．6   9   N．D   0．27   2．7  

5月   134．3   14   N．D   N．D   N．D  

6月   267．5   10   N．D   N．D   N．D  

7月   139．7   14   N．D   N．D   N．D  

8月   38．3   10   N．D   N．D   N．D  

9月   187．7   14   N．D   N．D   N．D  

10月   57．6   8   N．D   N．D   N．D  

11月   101．4   N．D   N．D   N．D  

12月   59．2   N．D   N．D   N．D  

平成10年1月   149．8   16   N．D   N．D   N．D  

2月   41．l   8   N．D   N．D   N．D  

3月   35．8   9   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   1287   134   N．D   0．27   2．7  

前年度までの過去3年間の値  331   N．D   2．5   8．8  
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（Ⅱ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  
前年度まで  
過去3年間の値   その他の検出された  

試料名  採取場所  採取年月   休  単 位  

数  
人工放射性核種  

大気浮遊じん    山形市  9．4～10．3  4  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／m3   

降下物  山形市  9．4～10．3  12  N．D  N．D  N．D  0．15  MBq血nユ   

上水 源水  
陸  

蛇口水   山形市  9．5，11  2  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／g  
水  

淡水  

23   16   18  Bq此g乾土  

0～5cm   山形市   9．7   

土  982  775  1000  MBq此mユ  

壌  5．1   2．3   4．9  Bq耽g乾土  

5～20cm   山形市   9．7   
570  240   508  MBq血n2   

精 米  山形市  ’9．11   N．D  N．D  0．15  Bq此g精米   

野  大根  山形市  9．10  口  N．D  N．D  N．D  

Bq／kg生  

菜                        ホウレン草   山形市  9．10  口  N．D  N．D  N．D  

茶  Bq／kg乾物   

牛 乳  山形市  9．8，10．1  2  N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／g   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  山形市他  9．6，11  4  N．D  N．D  N．D  0．21  Bq／人・日   

海水  mBq／ゼ   

海底土  Bq／kg乾土   

海  9．7   N．D  N，D  0．078  
産  

生  
ワカメ   酒田市   9．5   N．D  N．D  N．D  Bq／kg生  

物  
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（Ⅲ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy爪）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成9年 4月   43   60   45   75．3   

5月   44   69   45   78．8   

6月   44   59   46   66．6   

7月   43   75   45   74．6   

8月   43   58   45   71．1   

9月   44   61   45   73．2   

10月   44   6（；   46   73．4   

11月   44   65   46   6S．0   

12月   44   60   46   71．3   

平成10年1月   33   60   41   67．5   

2月   35   53   42   57．9   

3月   44   60   45   71．5   

年 間 値   33   75   44．75   57．9～78．8   

前年度までの過去3年間の値   32   82   43．1   58．2～73．2   
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Ⅴ－ 7 福 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

福 島 県  原子力センター  

小林 英雄 横山 喜一 斎藤  茂  

阿部 幸雄 柴田 久男 渡辺 俊貴  

1．緒 言  

平成9年度に福島県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果を報  

告する▲  

2．調査の概要  

1）調査対象  

①全β放射能……定時降水［大熊町］  

②131Ⅰ分析  ……牛乳（原乳）［大熊町］  

③核種分析  …大気浮遊じん、降下物、陸水（上水蛇口水、淡水）、土壌、  

精米、野菜（大根、ほうれん草）、牛乳（市販乳）、淡水産  

生物（いわな）、日常食、海水、海底土、海産生物（あいな  

め）＝［福島市、相馬市、大熊町］  

④空間線量率＝‥‥モニタリングポスト、サーベイメータ［大熊町］  

2）測定方法  

①全β放射能測定は科学技術庁マニュアルに従った 

②牛乳中の131Ⅰ分析は直接ゲルマニウム半導体検出器で測定した  

③核種分析は、直接、または試料乾燥後450二cで灰化、または蒸発乾固の  

後ゲルマニウム半導体検出器で測定した 

④空間線量率は委託調査実施要領に従った 

3）測定装置  

①全β放射能……GM計数装置  

②131Ⅰ分析  ……ゲルマニウム半導体検出器  

③核種分析 ‥川・ゲルマニウム半導体検出器  

④空間線量率……NaI（T且）シンチレーション検出器、シンチレーションサー  

ベイメータ  
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4）調査結果  

①定時降水中の全β放射能は平成9年6月、11月、および12月に検出  

された 

②牛乳（原乳）中の13】lは検出されなかった 

③核種分析測定調査については137Csが土壌、淡水産生物、海産生物、日常  

食から検出された 

④空間線量率はモニタリングポストによる測定では32～63nGy／h（年間平均  

値40nGy／h）の範囲で、サーベイメータによる測定では72～78nGy／h（年  

間平均値75nGy／h）の範囲であった。  

3．結 語  

いずれの調査項目においても前年度までの過去3年間の値とほぼ同程度  

であった 
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  

降水量  放射能濃度（軸／凰）  月間降下量   月間降下量  

年月  

測定数  最低値  最高値   （腫q／血2）   （h取l／b2）   

平成9年4月   59   11  

5月   196   16  
／   

6月   174   14  2．2   21．2   

7月   72   10  

8月   49   13  

9月   241   15  

10月   16   8  

11月   143   10  2．6   1．3   

12月   60   9  2．6   8．9   

平成9年1月   117   10  

2月   71   9  

3月   41   9  

年 間 値   1239   134  2．6   －～21．2   

前年度までの過去3年間（司直  298  －′～120  －～12．0  

（注） － は検出されず  

（2）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  前年度まで過去3年間の値   

採取年月 日  9．－1．24  9．6．19  9．8．27  9．10．28  9．12．16  10．2．16   最†尉直   最高値   

放射能濃度（恥／け  

（注） － は検出されず  
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  

取  
】3Tcs  

前年度まで  その他の検出され  

試料名  採取場所    年  体  過去3年間の値    た人工放射性核種   

月   

数  

大気浮遊じん  大熊町  四半期  4  0．07  咄／m3   

降 下 物  大熊町  毎月  12  0，11  胞1／加2   

陸  2  

．              m馳／且  

水   淡 水  福島市  9．9   

31．l  7．28   8∠1  軸／kg乾土  

土  

餅）9   165   1⊥190  Ⅵ馳／血2  

壌   13．7  2．11   25  軸／kg乾土  

5～20cm  福島市  9．6   
1312   1▲18   1649  Ⅵ恥／血2   

精  米   福島市  9．11   軸／kg精米   

野  根  福島市  9．11   1  

軸／kg生  

菜   

牛  乳  

福島市  9．8 10．2   2  0．02  
（市販亨u  

軸／旦   

淡水産生物賽  福島市  9．9   0．08  0．07  0．29  軸／kg生   

福島市  9．6 9．11   2  0．04  0．09  0．04  
日 常 食  

軸／人・日  

大熊町  9．6 9．11   2  0．04  0．02  0．09  

海  水  相馬市  9．7   1  嘲／且   

海 底 土   相馬市  9、7   0．42  1．35  恥／kg乾土   

海産生物  
相馬市  9．9   1  0．17  0．15  0．19  

（アイナメ）  
勒／kg生   

（注） － は検出されず  

や淡水産生物は、平成6年は鯉、平成7年からイワナ  
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（4）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最イ尉直   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成 9 年   4 月   38   47   39   73   

5 月   34   47   39   73   

6 月   34   43   38   73   

7 月   37   49   39   73   

8 月   38   50   39   74   

9 月   37   49   40   77   

10 月   37   50   40   78   

11月   38   52   40   75   

12 月   37   56   40   76   

平 成10 年  1月   32   50   39   77   

2 月   38   60   39   74   

3 月   38   63   39   72   

年  間  値   32   63   40   72 ～ 78   

前年度までの過去3年間の値   37   68   40   71 ～ 96   
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Ⅴ－8 茨城県 に お け る 放射能調査  

茨城県公害技術センター  

平井保夫 廣田修二 橋本和子  
柳岡知子 嘉成康弘  

1 緒 言   

平成9年度に茨城県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査結果について報告する。  

2 調査結果の概要  

1）調査対象   

①全β放射能：定時降水   

②核種分析：降下物（水戸市），大気浮遊じん（水戸市），陸水（蛇口水，淡水），農畜  

産物（精米，大根，ホウレン草，原乳），日常食，土壌，水産生物（コイ，シ  

ラス），海水，海底土，空間放射線皇率（水戸市）   

2）測定方法  

試料の前処理，全β放射能測定及び核種分析は，主として科学技術庁のマニュアルに従っ   

て実施した。   

3）測定装置   

①全β放射能：低バックグランドβ線測定装置 アロカ LBC－472Q   

②核種測定：ゲルマニウム半導体検出器  キャンへ～ラGCT4019，オルテックGEM－30185  

③空間放射線量率：車載エリアモニター  アロカ MSR－R74－3260（2”¢NaI（Tl）検出器）  

モニタリングステーション アロカ MAR－R74（2”¢NaI（Tl）検出器）   

4）爾査結果   

①表1に定時降水の全β放射能を示した。全101試料中16試料で検出されたが、特に異常  

値は認められなかった。  

②表2に原乳中の131Ⅰの分析結果を示した。全試料検出限界以下であった。  

③表3にゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を示した。降下物、淡水、土壌、  

牛乳、日常食、コイ、シラスで微量の137csが検出された。  

④表4に空間放射線i率を示した。特に異常値は認められなかった。  

3 結 語   

平成9年度の環境試料中の放射能濃度は，例年とほぼ同レベルであり、異常は認められな  

い。  
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（表1） 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水 の 定時採取（定時降水）  

採取  降水量  放射能濃度（Bq／且）  

月日  （mm）  測定数   最低値   最高値   

平成9年 4月   78．0   10   N．D．   2．2   

5月   214．5   N．D．   0．6   

6月   138．0   10   N．D．   0．5   

7月   73．0   8   N．D．   N．D．   

8月   48．5   7   N．D．   1．4   

9月   133．0   N．D．   0．6   

10月   8．0   5   N．D．   0．9   

11月   114．5   9   N．D．   0．5   

12月   40．5   8   N．D．   0．4   

平成10年1月   86．5   5   N．D．   N．D．   

2月   76．5   8   N．D．   0．9   

3月   55．5   9   N．D．   4．1   

年 間 値   1066．5   101   N．D．   4．1   

前年度までの過去3年間の値  251   N．D．   8．0   

（表2） 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   水  戸  市  過去3年間の値   

採 取 年 月 日  9．4．16  9．7．15  9．9．17  9．10．14  10．1．19  10．3．17  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／鼠）  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
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（表3） ゲルマニウム半導体検出暑引こよる核種分析測定調査結果  

採取  137cs  前年度まで  

試料名   採取場所  体  過去3年間の値  

年月   

大気浮遊じん   水戸市  1回／3カ月  4  N．D．  N．D．   N．D．   N．D．  mBq／m3   

降 下 物  1回／月  12  N．D．  0．094  N．D．  0．14  MBq／km2   

陸  6月，12月  2  N．D．  N．D．   N．D．   N．D．  mBq／且  

水   5月   0．6   N．D．   N．D．  

0－ 5cm  東海村   57   52   60  Bq／kg乾  

土  2750  2800  3400  MBq／km2  

壌  19   8．1   9．5  Bq／kg乾  

2940   500  1100  MBq／km2   

精  米   水戸市  10月   2  N．D．  N．D．   N．D．  0．08  Bq／kg   

野  11月   N．D．   N．D．   N．D．  Bq／kg生  

莱   N．D．  0．038  0．058  

牛乳（原乳）  8月，2月  2  N．D．  0．017  N．D．   N．D．  Bq／且   

淡水産生物 コ イ   霞ケ浦   5月   0．32  0．29  0．91  Bq／kg生   

日 常 食   水戸市  6月，12月  2  0．047  0．048  0．012  0．039  Bq／人・日   

東海村   2  0．034  0．060  N．D．  0．050  

海  水   東海村沖  7月   N．D   N．D．   N．D．  mBq／且   

海 底 土  N．D  0．27  0．47  Bq／kg乾   

酬シラス   大洗町沖  5月   ‾ ‾′ヽ′■ヽ  Bq／kg生   
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（表4） 空間放射線皇率測定結果  

測定年月   モニタリンクや析－ション（nGy／h）  サーベイメータ  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成9年 4月   44．3  55．0   46．2   57   

5月   44．6  70．4   46．8   57   

6月   43．9  66．4   47．0   55   

7月   44．2  62．0   47．4   56   

8月   44．2  62．5   47．8   56   

9月   46．4  56．6   48．4   57   

10月   45．7  54．7   48．1   55   

11月   44．7  74．2   47．6   56   

12月   45．2  63．5   47．2   55   

平成10年1月   41．8  63．8   47．1   55   

2月   45．0  72．8   47．3   58   

3月   45．5  71．7   47．4   56   

年 間 値   41．8  74．2   47．4   55～58   

過去3年間の値   40．0  95．0   45．4   53－58   
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Ⅴ－9 栃フ匡県ろこお♭ナる放男寸台臣調査  

栃木県保健環境センター  大気環境部  

見目ススム 須釜安正 長谷川陽子 大垣 秀三  

1．緒  口  

平成9年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査について、そ   

の結果を報告する。   

2．調査の概要   

1）調査対象   

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、精米、野菜（大   

根及び白菜）、牛乳、土壌、日常食の各種試料及び空間線量率   

2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁の放射能測定法マニュアル及び平成  

9年度放射能測定調査委託実施計画書に従い行った。   

3）測定装置  

a 全β放射能  GM式全β自動測定装置  

（アロカTDC－163型）  

b γ線核種分析 G e半導体核種分析装置  

（ORTE C GEM－15180－9）  
c 空間線量率  NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ TC S－131）  

（平成10年2月からアロカTC S－166：）  

モニタリングポスト  

（アロカMAR－11）  

（平成10年2月からアロカMAR－21）  

4）調査結果   

a 全β放射能  結果を表1に示した。年間測定数96検体すべて検出され  

なかった。  

b γ線核種分析 結果を表2に示した。土壌、大根、白菜及び日常食からC  

s－137が検出された。  

c 空間線量率  結果を表3に示した。サーベイメータ、モニタリングポス  

トの値ともほぼ一定の水準で推移した。  

3．結  舌五  
ロ【コ   

各種環境試料中の放射能濃度は、前年度までの調査結果とほぼ同程度で、全般  

に低レベルで推移しており異常は認められなかった。  
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表－1 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

放 射 能 濃 度（Bq／ゼ）  

採 取 年 月  月間降下量■  

（MBq／km2）    測定数（検出数）  最 低 値  最 高 値   

平成 9年 4月   132．68   8（0）   N，D   N．D   N．D   

9年 5月   289．70   12（0）   N．D   N．D   N．D   

9年 6月   185．12   10（0）   N．D   N．D   N．D   

9年 7月   199．78   11（0）   N．D   N．D   N．D   

9年 8月   133．14   10（0）   N．D   N．D   N．D   

9年 9月   199．10   12（0）   N．D   N．D   N．D   

9年10月   9．24  3（0）   N．D   N．D   N．D  

9年11月   122．25   8（0）   N．D   N．D   N・D  

9年12月   28．72   4（0）   N・D   N．D   N．D   

10年1月  92．88  5（0）   N．D   N．D   N．D   

10年 2月   91．00   6（0）  N，D  N．D  N．D  

10年 3月   43．10   7（0－）  NiD   N，D  N．。 ！  

年  間  値  1526．77  山 96（0）！N・D   EN・D N・D   

前年度までの過去 3 年間の値   233（13） D76N・D～7・86   
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表－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

13Tcs－137  前年度までの過去3年間の値   その他検出  

試 料 名   採取場所  採取年月  検体致  さオぱこ人工  位  

托▼む・己．I羊三  

大気浮遊じん   宇都宮市  9．4  札D   札P   軋D   軋D   な し   

～沌3   

降 下 物   宇都宮市  9．3  12   札8   軋D   N．D   α14±且働  な し  MBq／km2   

～氾3  

上 水  2   軋p   軋D   軋D   軋D   な し  mBq／戚  

（帖コ水）   9．12  
l  

餌±1．0   別±1．1   刀±1．0   l  

5・・・独刃  今市市  9． 7   0、b  今市市  9． 7   a3±0．尉   ム7±a乃   a3±αⅧ  な し  

米  宇都宮市  9． 9   軋D   札D   軋D   

野  m㈲±札00別   札D   

乱C伍±乱013  な し   

な し  Bq／kg構＊  

ll一；llll  な し  Bq／k姓   

繋   nt貯7劫〔闘1   札D  毒  

牛  乳   諒；ぎj＝r‘土【l  9．6  札D   札D   軋D   札D   

l  

な し    Bq／g ！   

9、12   

日 常 食   宇都宮市   札D   α朗6±且00巧   札D   軋D   な し  Bq／／人・日  

他   
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義一 3  空間放射線量率測定結果  

モニタリ ングポスト（cps）  

測   定  年   月  ∫サ叫メータ 

（nGy／h）   最 低 値  最 高 値  平均値   

平成 9年 4月   11．3   18．7   12．4   37   

9年 5月   11．3   18．3   12．6   欠測   

9年 6月   11．3  16．7   12．3   欠測 

9年 7月   11．0   17．7   12．4   44   

9年8月 11．0   18．。12．。   。。  

9年 9月   11．3  u 18・0い2・4  43   

9年10月  円 11・37・3   12．5  42   

9年11月   

11．3  

． 

41   

9年12月   11．7  15．0  12．6   41   

10年1月   11．0   16・3 
12・5‡   

44   

10年2月 50l34  

10年3月  33   
42篭 
34  

年間値（4月～1月）   
11．0   い8・7ト2・5 

37～44 
i   

。。～58≠   前年度までの過去3年間の値  11．3   28・7い3・8 

備考：モニタリングポスト及びサーベイメタとも2月に更新  

モニタリングポスト2月、3月の単位はnGy／h  

－146－   



Ⅴ－10 群馬県における放射能調査  

群馬県衛生環境研究所  

今井克江  大谷仁巳  

斉藤武夫  

1．緒 書  

平成9年度に群馬県が実施した科学技術庁委託環境放射能調査の結果について 報  

告する。  

2．騨査の概要  

1） 調査対象   

① 定時降水の全β放射能   

② 大気浮遊じん、降下物、土壌、陸水（上水）、精米、牛乳、野菜類（大根・はう  

れん草）及び日常食のG e核種分析   

③ サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率  

2） 測定方法  

言式料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実施計画書（平成9年度）」に基   

づいて行った。  

全β放射能及びγ線核種分析は、科学技術庁放射能測定法マニュアルに準じて行っ   

た。  

3） 測定装置   

① 全β放射能   

② γ線核種分析   

③ 空間線量率  

G M自動測定装置（アロカ JDC－163）  

G e半導体核種分析装置（東芝 IGC1619S）  

モニタリ ングポスト（アロカ MAR－15）  

Nal（Tl）シンチトションサーへ●ィメータ（アロカ TCS－151）  

4） 調査結果   

① 全β放射能   

② γ線核種分析   

③ 空間線量率  

定時降水中の全β放射能測定結果を（1）に示す。  

測定結果を（2）に示す。  

測定結果を（3）に示す。  

3．結 帯  

各種環境試料中の放射能濃度は過去の調査結果とほぼ同程度で、とくに異常な値は   

認められなかった。  

ー147－   



（1） 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤に  

よる降下物  

採 取 年 月  降水量  放射能濃度（Bq／1）  

月間降下量  月間降下量  

（mm）  （MBq／km2）  （MBq／kmヱ）  

平成9年 4月   5 3   5   N．D   N．D   N．D  

5 月   14 9   7   N．D   N．D   N．D  

6 月   8 2   8   N．D   2．6   28．9  

7 月   2 0 0   8   N．D   N．D   N．D  

8 月   15 7   8   N．D   N．D   N．D  

9 月   3 0 7   10   N．D   N．D   N．D  

10 月   5   N．D   N．D   N．D  

11月   5 8   8   N．D   N．D   N．D  

12 月   9   2   N．D   N．D   N．D  

平成10年1月   9 3   4   N，D   N．D   N．D  

2 月   7 8   6   N．D   N．D   N、D  

3 月   3 2   4   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   12 2 3   71   N．D   2．6   N．D ～ 28．9   一ヽ－′   

前年度までの過去3年間の値  N．D   4．8   N．D・－155．2   ～   

平成2年12月12 日から測定を開始した  

N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
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（2） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度までの  

1＝1Tcs  その他検出  

過去3年間の値    された人工  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  放射性核種  単 位  

数                     最低値   最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   前橋市  9．4－10．3  ロ  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／mニー   

降 下 物  前橋市  9．4・－10．3  四  N．D   0．04±   N．D   0．25  M8q／kmJ   

0．011  

陸  9．6  

前橋市  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／1   

水   9．12   

N．D  2．3   3．1  Bq／kg乾土  

土  

N．D  105   MBq／km2  

0．51±0．190  1．4   3．1  Bq／kg乾土  

壌   

97±35．9  MBq／km2   

精 米  前橋市  9．12   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  N．D  N．D   N．D  

Bq／kg生  

菜   N．D  N．D   N．D  

牛 乳  富士見村  9．8．10．2  田  N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／1   

前橋市  N．D   0．03±  

日常食  0．007  N．D   0．092  Bq／人・日   

中之条町   

N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
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（3） 空 間 放 射 線 量 率 測 定 結 果  

モニタリ ングポスト （cps）  サーベイメータ  

測定年月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成9年  4月   9． 6   18．1   10． 4   61． 0   

5 月   9． 6   16． 2   10． 4   5 6． 8   

6 月   9． 7   15． 6   10． 4   61． 6   

7 月   9． 9   17． 3   10． 7   5 3． 0   

8 月   9． 8   19． 7   10． 6   5 3． 4   

9 月   9． 5   2 0． 5   10． 5   5 5． 0   

10 月   9． 9   16．1   10． 6   5 8． 5   

11月   10．1   15． 8   10． 8   5 2． 4   

12 月   9． 9   13． 4   10． 7   5 3． 5   

平成10年1月   8． 6   16． 5   10． 5   5 5． 3   

2 月   9． 8   19． 9   10． 6   5 3． 6   

3 月   9、 9   17． 6   10． 6   5 0．1   

年間値   8． 6   2 0． 5   10． 6   5 0．1～ 61． 6   

前年度までの  

過去3年間の値   9．1   2 3． 8   10． 5   5 6．1、・6 8． 5   

平成2年12月17 日から測定を開始した  
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Ⅴ－11 埼 玉 県 に お け る 放 射 能 調 査  

埼玉県衛生研究所  

大沢 尚 三宅定明 茂木美砂子 中澤清明  

1 緒 言   

平成9年度に埼玉県で実施した科学技術庁委託放射能調査の結果について報告する。  

2 調香の概要  

（1）調査対象  

定時雨水、降下物、上水、土壌、農畜産物、淡水慮生物、E】常食及び空間線量。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は「平成9年度放射能測定委託実施計画斉」に基づいて行っ   

た。測定方法は科学技術庁編「全べ－一夕放射能測定法（1976）」、「ゲルマニウム半導   

体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（1991）」に基づいて実施した。  

（3）測定装置  

全べ・一夕放射能  

核種分析  

GM計数装置：Aloka TDC－103，＾loka TDC－105  

Ge検出器：EG＆G ORTEC GEⅥ－15180－P  

波高分析器：SEIKO EG＆G WCA7800  

シンチトションサーヘ’tイメータ：Aloka TCS－166  空間線量  

モニタルク、、ホ′スト：ⅥAR－15  

（4）調査結果   

イ 全ベータ放射能測定結果  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示した。異常値は認められなかった。  

ロ 牛乳中のこ3二1分析結果  

牛乳中の二3こlの分析結果を表2に示した＝ 全検体が検出限界以下であった＝   

ハゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表ごiに示した。土壌、野菜、茶、  

淡水産生物及び目常食からユヨTcsが検旧されたが、異常値はなかった。   

ニ空間放射線量率の測定結果  

サーーベ イメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を表4に示  

した。前年同様の値で異常値はなかった。  

3 結 語   

調査結果は前年度とほぼ同程度の慣であり、異常値は認められなかった。  
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表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による月間降下物  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  月間降下量  

（MBq／km2）  （MBq／km2）  

（mm）  検体数  最低値   最高値   

平成9年4月   1・4   9   N．D   3．5   4．0  

5月   238．5   12   N．D   N．D   N．D  

6月   185．2   9   N．D   N．D   N．D  

7月   128．0   8   N．D   N．D   N．D  

8月   55．8   7   N．D   N．D   N．D  

9月   241，4   14   N．D   N．D   N．D  

10月   12．1   2   N．D   N．D   N．D  

11月   122．7   7   N．D   N．D   N．D  

12月   37．8   5   N．D   N．D   N．D  

平成10年1月   110．7   5   N．D   N．D   N．D  

2月   164．2   7   N．D   N．D   N．D  

3月   53．8   5   N．D   N．D   N．D  

年間値   1441．6   90   N．D   3．5   4．0  

前年度までの過去3年間の値   215   N，D   N．D   N．D  

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   江南町  江南町  江南町  江南町  江南町  江南町  前年度まで過去3年の借   

採取年月 日  9．5．2  9．7．2  9．9．4  9．11．5  10．1．7  10．3．3   最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／1）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N，D   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度まで  

検  ＝7cs  過去3年間の値   その他の検出され  

試料名  採取場所  採取年月   体  た人工放射性核種  単 位  

数                    最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  mBq／ma   

降下物  浦和市  9．4～10．3  12  N．D  N．D  N．D  0．158  MBq／km2   

上水 源 水  浦和市  9．6，9．12   2  N．D  N．D  N．D  N．D  

陸  

蛇口水  浦和市  9．6，9．12   2  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／1  

水  淡 水  

13   9   12  Bq／kg乾土  

土  0－5cm  浦和市  9．8   

280  210  330  MBq／km2  

1．9   1．1   1．6  Bq／kg乾土  

壌  5－20clれ  浦和市  9．8   

160  101   140  MBq／km2   

精  米   浦和市  9．12   N．D  N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  0．072  N．D  N．D  

Bq／kg生  

菜   浦和市  9．9   N．D  N．D  N．D  

茶  所沢市他  9．6   2  0」39  0．40  0．28  0．80  Bq／kg乾物   

牛  乳   浦和市  9．8，10．2   N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／1   

淡水産生物  熊谷市  9．11   0．29  N．D  0．20  Bq／kg生   

日常食  浦和市他  9．6，9．12   4  N．D  0．041  N．D  0．063  Bq／人・日   

海水  mBq／1   

海底土  Bq／kg乾土   

海  
産  

生  Bq／kg生  

物  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成9年 4月   11．3   19．3   12．0   54   

5月   11．4   17．5   12．0   53   

6月   11．3   15．3   11．9   47   

7月   11．3   17．9   11．9   50   

8月   11．4   15．6   11．9   51   

9月   11．4   16．9   12．1   48   

10月   11．4   13．4   12．2   51   

11月   11．6   16．4   12．5   47   

12月   11．5   16．7   12．3   47   

平成10年 1月   9．8   16．3   12．2   42   

2月   11．4   18．0   12．2   48   

3月   11．4   15．5   12．0   53   

年  間  値   9．8   19．3   12．1   42一し54   

前年度までの過去3年間の値   11．2   19．5   12．1   48～58   
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Ⅴ－12 千葉県における放射能調査  

千 葉 県 環 境研 究 所   

井上 智博  内藤 季和   

押尾 敏夫 依田彦太郎  

1．緒言  

千葉県では、前年度にひき続き、平成9年度科学技術庁委託の環境放射能水準調査   

を実施したの、ご、その結果について軸睾ト）■ろ   

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・土壌・陸水（源水、蛇口水）・   

精米・牛乳・野菜類（大根、ホウレン草）・日常食・海水・海底土および海産生物   

（ゴマサバ）の核種分析、サーーベイメーータおょびモニタリングポストに上る空間線   

量率の測定  

2）測定方法  

試料の採取おょび前処理＝、「平成9年こ度放射能測定調査委託実施計画書」に基   

づきおこなった＝。測定方法持科学技術庁編の各種放射能測定法シリーーズに基づいて   

おこな／⊃た．  

3）測定装置   

a．全β放射能 （＿；九′Ⅰ式全β自動測定装置：アロカ JD（二・－－－16こ∃   

b．γ線核種分析 G e半導体検出器：（‾）RTEC （；E＼／ト1518（）P  

波高分析装置：S ElIく（‾） E（こi＆（二；＼′l（二A 78（）（）  

お上び S EIK（） E（；＆（；＼′′1（∴Å一肌 77（）（）   

c．空間線量率  モニタリングポスト：アロカ  トト＼R・〉15  

シンチレーーション式サいべイメ・一夕：アr」カ1、（二S 151  

4）調査結果   

a．全β放射能調査  定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した   

b．γ線核種分析調査 測定結果を表2に示したし＝   

c．空間線量率調査   測定結果を表：うに示した＝ 

こう．結語   

平成9年度の千葉県における調査結果㍑、定時降水試料申の全β放射能調査iこおい  

ては1試料から放射能が検出され、γ線核種分析においては、土壌・海底土・水産生  

物から137（二sがわずかに検出されたが、いずれも低レベルで特に異常値は認められ  

なかった圭た、空間放射線量率についても日平均レベルでは、異常値は認められな  

かった  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採 取  降水量  

放射能濃度（B（1′ノ1）  月間降1て■量  

年 月  （mm）  

測定数  最低値   最高値   （MB（1′′k山∴）  

平成9年  4月   12 4．1   8   N【）   N【）   N［）   

5月   1さi5． 7   10   N【）   NI）   N r）   

6 月   119． 7   11   Nl二）   ＼‖   ＼い   

7 月   19 3． 2   8   N【）   N【）   N［）   

8月   121． 5 ＜   3   N D   ND   N【）   

9月   16 2． 8   12   N【）   Nr）   N【）   

10月   4 6． 7   Nl一）   NI）   N【）   

11月   9 2．（）   8   ＼L）   ＼ー）   ＼い   

12月   7 3． 0   ぢ   N工）   Nl）   N【）   

平成10年 1月   16 2． 7   5   N工）   1． 6   2 5．1   

2 月   】51． 7   ＼い   ＼＝   ＼ト）   

：う 月   7（：）  2   5   ＼ r）   N［）   ＼ い   

年 間 値   15 0 3． 3 く   8 6   N【）   1． 6   ND′－25．1   

前年度までの過去3年間の値  2 2 5   N 工）   1． 4   Nl）′－：う．9   
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表 2 ゲルマニウム半導体検出器に上る核積分析測定調査結果  

採  前年度まで  

取  iSI （．ニs  その他の検出さ  
試 料 名   採取場所    年  過去3年間の値    れた人工放射能  

月   核種   

数  

H9．4  
大気浮遊じん   市原市  ～  摘（レ′‖   

Hl（）．：！   

H9．1  
降 下 物  市原市  ～  Mu（レ／k川   

HlO．：ミ   

H9．6  
陸  2  NL）  N【）  ＼工）  N【）  

H9，】，1  
mB（レ／1  

H9．6  
水   蛇口水  市原市  2  ND  N【）  Nt）  N［）  

H9．11  

＼l∵）  1∴ミ   1．9  B（レ′kg乾土  

（．）～5c山   市原市  I19．7  口  
土  ＼1∴）  79   100  トIB町′kuこ  

壌  l．0  ＼＝   2．1  B（レ′kg乾土  
5′、2（）c山  市原市  lt 9．7  ロ  

17（う  ＼＝  二14（】  トtBqノ′ku二   

精  米  千葉市  H 9．10  ロ   N【）  N【）  ＼ー）  lB（レ′kg精米   

野  千葉市  H 9．11  6   N【）  N【）  ND  

1旬ノ′kg生  

莱   Nl）  ＼＝  ＼1）  

H9．ボ  

牛  乳  八街市  2  NL）  Nい  Nlう  ＼＝  軌′／1   

HlO．2  

市原市  H9．6  

日 常 食  B〔レ′人・目  

H9．11   

海  水  市原市  H 9．8  口   N【）  ND  Nr）  山B（レ／1   

海 底 土  市原市  H 9．封  口   ：主．6  2．9   4．7  B（レ′kg乾土   

水産卸マ畔）千倉町    HlO．2  ロ   0．091  0．15  0．19  B（レ′kg生   
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表 3  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（（：PS）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （11（iI・パl）  

平 成 9 年  4 月   9． 2   1ニう． 8   9． 8   4 9． 9   

5 月   9．2   1ニう．3   9． 7   4 6．4   

6 月   9．2   2 0．4   9． 7   4 8． 0   

7 月   9．1   2（）． 2   9． 7   5 0． 5   

8 月   9．1   21．4   D． 6   5（二）．（二）   

9 月   9． 2   14． 2   9． 7   5（二）． 5   

1（：）月   9．2   12．4   9． 9   4 7． 5   

11月   9．：i   1 4． 4   10．1   4 7．1   

12 月   9．：j   15．3   1（）．1   4 4．6   

平 成10年  1月   9．：う   14． 9   1（） 1   4 4．4   

2 月   9．1   17． 2   1（）．（J   4 7． 9   

二j 月   9．4   13．6   9． 9   4 4．6   

年  間  値   9．1   21． 4   9．9   4 4／・、 51 

前年度までの過去3年間の値   9．（）   2 9． 9   9． 8   4 5 ′、 5 7   
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Ⅴ－13東京都における放射能調査  

東京都立衛生研究所   

坂本朋子  鈴木秀雄  竹内正博  

1．緒 言  
東京都において平成 9 年度に実施した放射能測定調査に  
ついて報告する。  

査
 
 

調
 
 

の概要  
）
 
 

●
 
1
 
 

2
（
 
 

調査対象  

雨水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食、海産生物。  

（2）測定方法   

放射能測定調査委託実施計画書（平成   9 年度）並びに  

科学技術庁編各種放射能測定法に準じた。   

（3）測定装置  

GM計数装置  
GM計数管  
シンチレーションサーへナメーター  

モニタリンクヾホ0スト  

核種分析装置  

理研計器（株）MODEL RSC－3NI  
ALOKA GM－LB－2501  
ALOKA TC S－121  
ALOKA MAR－15  
東芝NAIG S－12  

（4）調査結果  

各試料の全β放射能測定結果を表Ⅰ、ⅠⅠに示す。  
表ⅠⅠⅠ，Ⅴ に核種分析結果を示す。  
表Ⅳ に空間放射線量率測定結果を示す。  

3．結 語  
平成9 年度の東京都における放射能測定調査では   
特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ 全ベータ放射能調査結果  

採取  検  前年度まで  

試 料 名  採 取 年 月   体  過去3年間の値  単 位  

場所  
数   

大気浮遊じん  皿Bq／m3   

降 下 物  新宿区  H9．4 ～ HlO．3  四  N．D   N．D   N．D   Ⅳ．D   MBq／kd   

Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   
陸  

蛇口水  N．D   N．D   Ⅳ．D  Bq／ゼ  

水   淡水   

0．72   Ⅳ．D   0．40   Bq／g乾土  
0～5cn   葛飾区  H 9．6   

土  27000  Ⅳ．D   23000   MBq／k汀冒  

壌  0．57  0．52  Bq／g乾土  
5～20cm  葛飾区  H 9．6   

57000   鵬q／kn音   

精  米   新宿区  H9．10   0．028  0．020  0．024  Bq／g精米   

野  0．051  0．064  0．086   

菜 0．20  0．21   0．27   
Bq／g生  

茶  Bq／g生   

H9．5，H9．8  
八丈島  4  44   48   

牛  乳  H9．11，HlO．2  Bq／ゼ  

新宿区  H9．8， HlO．2  2  49  52   44   

淡水産生物  Bq／g生   

八丈島  H9．6， H9．12  国  64   43   
日 常 食  

国   49   79   

海  水  mBq／ゼ   

海 底 土  Bq／g乾土   

海  0．089  0．090  0．098   

産  

Bq／g生  
生  

物   
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ⅠⅠ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採取  降水の定時採取（定時降水）     大型水盤による降下物  

降水量  

年月  測定数  最低値  最高値   
（HBq／Ⅹポ）   （HBq／【ポ）  

（m）  

平成 9年 4月   N．D  N．D   N．D   N．D   

5月   204  N．D  N．D   N．D   N．D   

6月   211  田   N．D  N．D   N．D   N．D   

7月   189  N．D  N．D   N．D   N．D   

8月   四  4   N．D  N．D   N．D   N．D   

9月   246  四   N．D  Ⅳ．D   N．D   N．D   

10月   20  2   N．D  N．D   N．D   N．D   

11月   117  7   N．D  N．D   N．D   N．D   

12月   囲  同   N．D  N．D   N．D   N．D   

平成10年1月   146  N．D  N．D   N．D   N．D   

2月   173  7   N．D  N．D   N．D   N．D   

3月   81  N．D  N．D   N．D   N．D   

年 間 値   1669  77   N．D  N．D  Ⅳ．D～N．D   N．D～N．D   

前年度まで3年間の値   216  N．D  N．D  N．D～N．D   Ⅳ．D～N．D   

ⅠⅠⅠ牛乳中の 131Ⅰ分析結果  

採取場所  八丈町  新宿区  八丈町  八丈町  新宿区  八丈町  前年度まで過去3年間の億   

採取年月日  H 9．5123  H 9．8．18  H 9．8．26  H 9．1119  HlO．218  HlO．219  最低値  最高値   

放射能濃度（8q／g）  N．D．   N．D．   Ⅳ．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
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Ⅳ空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）    サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  最低値  最高値  平均値   八丈島   新宿区   

平成 9年 4月   13．6   18．9   14．1   40   60   

5月   13．5   16．5   14．0   40   囲   

6月   13．6   17．9   14．0   40   70   

7月   13．5   19．9   13．9   40   50   

8月   13．5   19．3   14．0   40   70   

9月   13．5   17．4   14．1   40   囲   

10月   14．3   20．7   14．2   40   園   

11月   13．8   18．2   14．5   40   囲   

12月   13．9   19．4   1．5．3   囲   囲   

10年  1月   12．1   19．1   14．3   囲   囲   

2月   13．7   20．3   14．4   40   60   

3月   13．3   17．3   14．2   40   囲   

年 間 値   12．1   20．7   14．3  40 ～ 50  50 ～ 70   

前年度までの過去3年間の値  13．4   22．8   14．2  30 ～ 80  50 ～100   
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採取  検  前年度まで  

試 料 名  採 取 年 月   体  
137cs    過去3年間の値   その他検出された 人工放射性核種  単 位  

場所  
数                    最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  mBq／m3   

降 下 物  新宿区  H9．4～HlO．3  匹  Ⅳ．D  N．D  N．D  0．037  MBq／k一正   

陸  

葛飾区   mBq／g  
水   淡 水  

0 ～5 cm  葛飾区  H 9．6   
3．98  1．04  4．34  Bq／kg乾土  

土  149  58．0  245  HBq／knぞ  

壌  

5 ～20cm  葛飾区  H 9．6   
2．00  0．692  1．84  Bq／kg乾土  

97．4  227  MBq／k汀ぞ   

精  米   新宿区  H9．10   N．D  N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  N．D  N．D  N．D  

菜   
Bq／kg生  

N．D  N．D  N．D  

茶  Bq／kg乾物   

H9．5，H9．8  
八丈島  4  Ⅳ．D  N．D  N．D  0．37  

牛  乳  H9．11，HlO．2  Bq／g  

新宿区              0．097         H9．8，HlO．2  国  N．D  N．D  N．D  

淡水産生物  Bq／kg生   

八丈島  H9．6，H9．12  2  0．04  0．06  0．04  0．07  日 常 食  
Bq／人・日  

新宿区  H9．6，H9．12  国  0．03  0．05  0．02  0．07  
海  水  mBq／g   

海 底 土  Bq／kg乾土   

海  0．08  0．07  0．16  

産  

生  
Bq／kg生  

物   
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Ⅴ－14 手中 奈 ノIl県 ～こ お 古ナ る 放 射 肯巨 調 査  
19 9 7年度  

神奈川県衛生研究所  

小山包博 高城裕之 飯島育代 桑原千雅子   

1 緒言   

19 9 7年度に神奈川県内において行った放射能濃度，空間放射線量率およびウ   

ラン濃度の調査結果を報告する．  
2  調査の概要   
1） 調査対象  

定時降水，月間降下物，上水，日常食，牛乳，野菜，精米，海産物（アジ），  
海水，海底土について放射能濃度，空間放射線量率及び河川水，河底土，海水，  
海底土，海産物（ワカメ），土壌についてウラン濃度の調査を行った．   

2） 測定方法  
全ベータ放射能測定並びにガンマ線スペクトロメトリ及び空間放射線量率測定  

は放射能調査委託実施計画書（平成9年度）に準じた．  

ウラン分析：河川水，海水は水酸化アルミニウム共沈法で得た沈澱を希硝酸で へ  
溶解し，酢酸エチルで抽出後，アルカリ溶融し，固体けい光光度  
法により定量した．土壌は1050Cで乾燥後0．297mmのふるいを通し  
たものを，河底土，海底土は0．297mmのふるいを通した後，凍結  

乾燥したものを試料とし，硝酸により抽出した．抽出液を河川水  
等と同様に分析した．  
等
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 は同社製ガンマトラ ックを使用 した．  

③空間放射線量率：アロカ製TCS－166エネルギー補償型シンチレーショ ンサーベ  

イ メ ータ  

④ウラン分析  ：アロカ製FMT－3B型フリオリメーク   

4） 調査結果  
①雨水（全ベータ）：全て定量限界以下であった．  
②牛乳中の181Ⅰ：全て定量限界以下であった．  
③ガンマ線スペクトロメトリ（137cs）  

a）降下物：1997年5月，1998年3月の2試料から検出され，最大値は0．13MBq／km2  
（3月）であった．  

b）土壌：0～5cm及び5～20cm層の濃度は，それぞれ25と15Bq／kg乾土であった．  
c）海底土：2．8Bq／kg乾土であった．  

d）食品：10試料中日常食4試料，精米1試料，魚（アジ）1試料から検出された．  

e）大気浮遊じん，上水，海水：全て不検出であった．  
④空間放射線量率：3地点の測定結果は45～58nGyノ／hの範囲であった．箱根町の値  

は横浜市，横須賀市に比べ低い値を示した．  
⑤ウラン濃度：河川水は0．3～1．0〟g′′1，海水は2．6～2．7／∠g／ノ／1，土壌は0．3～1．1mg  

／kg乾土，河底土は0．5～2．4mg／kg乾土，海底土は1．1～1．4mg／kg乾  
土，海産物は0．02～0．04mgノ′′kg生であった．  

3  結語   

137cs の月間降下量の最大値は0．13MBq／km2（3月）と前年度（0．094MBq／km2）に   
比べやや高かったが，検出回数は前年度の6回から2回へと減少し，年間降下量も   
0．40から0．18MBq／km2へと減少した．日常食中の13Tcsの摂取量は前年度に比べ平塚   

市，横浜市共にやや減少傾向であった．その他の試料は前年度と同様のレベルであ   

った．各ウラン定量値は平常の範囲内であった．  
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Ⅰ 定時降水試料中の全べ一夕放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  
降水量  放射能濃度（Bq／1）  

年月  月間降下量  

（mm）  最低値   最高値   （MBq′′′km2）   （MBq′／km2）  

1997年 4月  148．2   6   ND   ND   ND  

5月  163．0   10   ′／   ′′   ′′  

6月  193．6   12   ′′   ′′   ′′  

7月  132．2   7   ′′   ′′   ′′  

8月  77．6   4   ′′   ′′   ′′  

9月  190．7   12   ′′   ′′   ′′  

10月  23．2   2   ′′   ′′   ′′  

11月  70．1   6   ′′   ′′   ′′  

12月  94．8   6   ／′   ′′   ′′  

1998年 1月  159．5   6   ′′   ′′   ′′  

2月  118．7   8   ′′   ′′   ′′  

3月  144．2   6   ／′   ′′   ′′  

年 間 値   1515．8   85   ／′   ／′   ′′  

前年度までの過去3年間の値  ND   ND   ND  

Ⅲ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  昨年度までの過去3年間の値   

採取年月 日  97．5．15  97．7．24  97．9．11  97．11．13  98．1．08  98．3．24  最 高 値  最 低 値   

放射能濃度Bq／1   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果  

採  前年度まで過去  

187cs  3年間の値  その他の検出された  

試 料 名  採取場所   取  人工放射性核種   単 位  

月   

大気浮遊じん  横浜市   4～3    ND   ND  mBq／m8   

降 下 物  ／′   毎月  田  四   0．13   ND   0．23  MBq／km2   

陸  津久井郡  6，12  田  四   ND   ND   ND  

mBq／1  

水   蛇口水   横浜市   6，12  田  四   ND   NU  

Bq／kg乾土  

土  ′′   1  

MBq／km芦  

壌   Bq／kg乾土  

5～20cm   ′′   口  

1800  1500  1700  MBq／km2   

精  米  ／／   0．040  四   ND  Bq／kg精米   

野  ′′   1  1  叫U   ND   NU  

軸／kg生  

菜   ′′   

牛  乳  横浜市   四   ND   ND   0．17  Bq／1   

平塚市   7，11  国  0．063  0．081  0．046  0．12  

日 常 食  Bq／人・日  

横浜市   7，11  国  0．053  0．077  四   0．088  

海  水  横須賀市   ND   吋u   冊  mBq／1   

海 底 土  ′′   2．8   2．3   2．7  Bq／kg乾土   

海  小田原市   1  0．14  0．18  0．24  Bq／kg生  

産  

生  
物   
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Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

サーベイメータ（nGy／h）  

測定年月日  

横 浜 市   横 須 賀 市  箱 根 町   

1997  4月   54   53   49   

5月   52   5 3   50   

6月   5 3   53   48   

7月   r r 〇〇   5 5   50   

8月   56   57   47   

9月   5 3   56   50   

10月   54   55   49   

11月   55   58   50   

12月   56   5 3   49   

1998年 1月   57   49   47   

2月   53   52   45   

3月   57   53   49   

年  間  値   52～57   49′－58   45～50   

前年度迄の過去3年間の値  51～60   51～61   47～59   

Ⅴ ウラン分析結果  

試 料 名  採取場所   採取年月日   ウラン濃度  過去の値   単位   

河 川 水  横須賀市  97／8，98ノ′′1   0．3～1．0  0．1～ 3．0   

〃g／1   

海  水   ′′   98／′2   2．6～2．7  1．5～ 3．4   

土  壌   ′′   97′ノノ′9．98′ノ／3   0．3～1．1  0．1～1．7   

河 底 土   ′′   mg／kg乾土        97′／5，8，12，98ノ／1  0．5～2．4  0．2～ 2．6   

海 底 土   ′′   9臥／2   1．1～1．4  0．3～1．6   

海産生物   ′′   98ノ‘ノ2   0．02～0．04  0．01～0．04  mg／kg生   
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Ⅴ－15 新潟県～こお古ナる放射肯巨調査  

新潟県保健環境科学研究所  

山崎 興樹、殿内 重政、鈴木 斉、加藤 健二  

薬草 久尚、貴船 育英   

1．緒  

前年度に引き続き、平成9年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査及び放射線監視交付金   

による原子力発電所周辺の環境放射線監視網査の概要を報告する。  

2．訴査の概要  

1）調査対象  

環境放射能水準調査は、降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、精米、野菜、牛乳、淡水産生  

物、日常食、海水、海底土、海産生物、空間線量率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視調査は、空間線量率、積算線量、大気浮遊じん、降下物、陸水、  

土壌、農産物、畜産物、海水、海底土、海産物、指棟生物を対象とした。  

2）測定方法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ、「放射能測定  

調査委託実施計画書（平成9年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画  

書（平成9年度）」に基づいて行った。  

3）測定装置  

ア．全ベータ放射能  自動サンプルチェンジャー付きGM計数装置：アロカ社製JDC－163  

低バックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－481  

イ．空間線量率  低線量率測定器：DBM方式2N ¢×2X NaI（Tl）シンチレーション検出器  

モニタリングポスト：アロカ社製 MAR－21  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－166  

ゲルマニウム半導体検出器：キャンベラ社製 Genie－γ γ線解析システム  

低バックグランド液体シンチレーションカウンター：アロカ社製 LSC．LBⅢ  

低バックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－481  

シリコン半導体検出器付き8kch波高分析装置：セイコーEG＆G社製MCA7800  

TLD素子：松下電器産業社製 UD－200S  

ウ．核種分析  

エ．積算線量  

4）調査結果  

ア．全β放射能（表1、2）  

定時降水等について測定したが、各試料とも例年と同レベルだった。  

イ．空間線量率（表3、4）  

柏崎刈羽原子力発電所周辺地域及び新潟市において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった。  

ウ．核種分析（表5、6）  

大気浮遊じん等について、ゲルマニウム半導体検出器により機器分析し、海水等に137csを認めた。  

また、放射化学分析により90sr、3H、 239＋240 puを認めた。これら検出された人工放射性核種は、  

いずれも例年と同レベルだった。  

エ．積算線量（表7）  

原子力発電所周辺地域及びその対照地点において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった。  

3．持  寄   

平成9年度の調査結果からは、一部の試料から過去の核実験等の影響によるものと判断される人工放  

射性核種が検出されたが、これらはいずれも極めて低い値であり、異常値は認められなかった。  
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表1環境試料中の全ベータ放射能調査結果（原子力発電所周辺監視調査）  

放射能濃度（含K）   前年度まで3年間の値  
試 料 名   採取場所  採取年月  検体数  単  位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

陸  柏崎市・刈羽村  
上 水   西山町   HlO．3   ＊   120   

mBq／β  

水  H9．6，12   95   110   190   

柏崎市・刈羽村  
精 米    西山町   H9．10   42   Bq／鹿生   

H9．4，7，10  
原 乳   柏崎市（2地点）   HlO．1   39   50   Bq／ゼ   

松 葉   柏崎市（2地点）  H9．7，11   100   130   Bq／短生   

前面海域（3鮎）  

海 水    放水口付近（2鮎）  H9．5，10   77   60   mBq／ゼ   

表2  定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果（環境放射能水準調査）  

放射能濃度（Bq／β）  

採取年月  降水量  月間降下量  

（m）  最高値   （MBq／撼）  

H9年4月   132．41   ＊   3．6   16．5   

5月   182．91   ＊   2．1   10．5   

6月   256．24   6   ＊   0．32   8．8   

7月   203．89   9   ＊   ＊   ＊   

8月   100．02   ＊   ＊   ＊   

9月   180．17   ＊   0．61   2．5   

10月   151．15   7   ＊   1．6   6．2   

11月   139．59   ＊   2． 35   

12月   229．80   ＊   ＊  ＊   

HlO年1月   197．47   ＊   1．8   6．2   

2月   82．25   ＊   ＊   ＊   

3月   73．38   ＊   2．6   3．9   

年 間 値  1929．28   137   ＊   3．6   89．6   

前年度までの  

過去3年間  3～18   ＊   ＊～4．4  ＊～77   
の値   347．18  

（注）＊は検出下限値未満  
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表3 低線量率測定器による空間線量率  
（原子力発電所周辺監視調査）  

（単位：nGy／h）  

測定地点  平均値  最高値  最低値   

柏崎市街局  四   95   

荒 浜 局  田   105   

下高町 局  田   25   

刈 羽 局  37   

勝 山 局  37   24   

宮 川 局  四   

西 山 局  四   92   

表4  空間放射線量率測定結果（環境放射能水準調査）  

モ ニ タリ ン グ ポ スト（nGy／h）    サーベイ メ ータ  
測定年月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）   

H9年4月   47   73   50   

5月   46   72   49   84   

6月   46   66   

7月   46   73   49   85   

8月   47   49   82   

9月   47   65   49   85   

10月   77   

11月   47   109   50   83   

12月   47   77   50   

HlO年1月   40   71   49   

2月   78   49   

3月   73   

年 間 値   40   109   

前年度までの  32   102   50   80・、一93   

過去3年間  
の値  

（注）1測定場所は新潟市  
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表5－1放射化学分析結果（90sr）（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料 名  採 取 場 所  採取年月  検体数  最 低 値  最 高 値  過去3年の値  単  位   

柏崎市・刈羽村  0．011～   

精 米   西山町   H9．10   0．0078   0．015  0．019  Bq／短生   

大根（根）  刈羽村（2地点）  H9．11   0．053   0．082   0．041～0．12  Bq／他生   

H9．4，7，10  0．025～   

原 乳  柏崎市  HlO．1   0．027   0．046  0．043  Bq／ゼ   

貝類（サザエ）  西山町   H9．5   ＊   ＊   ＊   Bq／短生   

海産生物  0．060～   
（ホげワラ）   （2地点）  H9．5，10   4   0．072   0．12  0．099  Bq／短生   

表5－2 放射化学分析結果（3H）（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料 名   採 取 場 所  採取年月  検体数  最 低 値  最 高 値  過去3年の値  単  位   

陸  柏崎市・刈羽村  
上 水   西山町   HlO．3   0．73   1．4   ＊ ～1．6   

Bq／ゼ  

水  H9．6，12   1．1   1．1   ＊ ～1．3   

前面海域（3鮎）  

海 水    放水口付近（2鮎）  H9．5，10   10   ＊   0．54   ＊ ～0．93  Bq／β   

表5－3 放射化学分析結果（239＋240 pu）（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料 名  採 取 場 所  採取年月  検体数  最 低 値  最 高 値  過去3年の値  単  位   

浮遊じん  刈羽村   H9．7，HlO．1   ＊   ＊   ＊   Bq／d   

降 下 物  刈羽村   H9．7，HlO．1   2   ＊   ＊   ＊   Bq／d   

海 底 土  放水口付近（2鮎）  H9．5，10   0．097   0．18   0．10～0．22  Bq／短乾   

（注）＊は検出下限値未満  
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表6－1ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（原子力発電所周辺監視調査）  

前年度まで過去  

検  137cs  3年間の値  

試 料 名   採 取 場 所  採取年月   体  た人工放  

数  

大気浮遊じん   柏崎市・刈羽村  毎月   24   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／d   

降 下 物   柏崎市・刈羽村  毎月   24   ＊   0．054   ＊   0．16  Bq／d   

陸  柏崎市・刈羽村  
上 水   西山町   HlO．3   12   ＊  0．0013   ＊   0．0028  

Bq／ゼ  

水  H9．6，12   2   ＊   ＊   ＊   0．0029  

土  

壌   C皿   2．2   1．8   72  Bq／短乾   

柏崎市・刈羽村  

精 米    西山町   H9．10   ＊   0．058   ＊   0．081  Bq／短生   

大根（根）   刈羽村（2地点）  H9．11   2  0．045  0．046  0．035  0．095  Bq／短生   

大根（葉）   刈羽村（2地点）  H9．11   2  0．19  0．25  0．17  0．59  Bq／短生   

キャベツ   刈羽村（2地点）  H9．11   2  0．11  0．13  0．035  0．29  Bq／短生   

牛  H9．4，7，10  
乳  原 乳  柏崎市（2地点）   HlO．1   8   ＊   ＊   ＊   0．58  Bq／g   

松 葉   柏崎市（2地点）  H9．7，11   4  0．091  0．12  0．041  0．27  Bq／短生   

前面海域（3舶）  

海 水    放水「付近（沌点）  H9．5，10   10  0．0024  0．0033   ＊   0．0039  Bq／ゼ   

前面海域（3舶）  

海底土    放水口付近（2鮎）  H9．5，10   10   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短乾   

カレイ  柏崎市   H9．5   口  0．10  0．10  0．082  0．085  8q／短生  

マダイ  柏崎市   H9．6   口  0．14  0．14  0．16  0．19  Bq／短生  

海  

ヒラメ  柏崎市   H9．10   口  0．14  0．14  0．14  0．17  Bq／短生  

産  

サザエ  柏崎市   H9．5   ＊   ＊   ＊   0．043  Bq／短生  

生  

ワカメ  柏崎市   H9．5   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短生  

物  

テンダサ  柏崎市   H9．6   ＊   ＊   ＊   0．18  Bq／短生  

ホンダワラ  放水口付近（2鮎）  H9．5，10   

＊   0．089   ＊   0．19  Bq／短生  

（注）1 ＊は検出下限値未満  
2 ＋ は検出されなかったことを示す  
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表6－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（環境放射能水準調査）  

前年度まで過去  

検  137cs  3年間の値  
試 料 名   採 取 場 所  採取年月   体  た人工放  

数  

大気浮遊じん   新潟市   毎月   4   ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／d   

降 下 物   新潟市   毎月   ＊   0．050   ＊   0．12  MBq／km2   

陸  H9．6，12   ＊   ＊   ＊   ＊  

mBq／m3  
水   H9．11  ＊   ＊   ＊   0．62  

6．8   6．8   12   20  Bq／短乾  

土  H9．7   
C皿   460   460  1200  2600  MBq／撼  

9．3   9．3  7．6   10  Bq／短乾  

壌   H9．7   
Cm   2000  2000  1200  1700  MBq／ぱ   

精 米   巻町・新潟市  H9．10   2   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短生   

大根（根）   新潟市   H9．11   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短生   

ホウレン草   新潟市   H9．7   ＊   ＊   ＊   0．062  Bq／短生   

牛  H9．5，8，11  
原 乳  西川町・岩室村   HlO．2   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／β  

乳  2  ＊   ＊   ＊   ＊  

淡水産生物  
（フナ）   新潟市   H9．11   口  0．16  0．16  0．14  0．16  Bq／短生   

日常食   西川町・柏崎市  H9．6，12   4   ＊   0．041   ＊   0．054  Bq／人日   

海 水   新潟港沖   H9．7   ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／ゼ   

海底土   新潟港沖   H9．7   口  0．65  0．65  0．85  2．6  Bq／短乾   

海  H9．11   n  0．071  0．071  0．068  0．13  Bq／短生  

産  

生  H9．4   ＊   ＊   ＊   0．030  Bq／短生  

物   

ワカメ  両津市   H9．4   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短生   

（注）1 ＊は検出下限値未満  
2 ＋ は検出されなかったことを示す  

表7 積算線量（原子力発電所周辺監視調査）（単位：mGy／91日）  

四半期  第Ⅰ   第Ⅱ  第Ⅲ  第Ⅳ   年間   

測定地点   四半期  四半期  四半期  四半期  積算線量   

監視調査地域  0．12  0．11  0．12  0．13   0．48   

対照地点   0．13  0．13  0．14  0．13   0．53   

（注）1年間積算線量の単位は、mGy／365日  
2 測定地点数は、監視調査地域19か所、対照地点5か所  
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Ⅴ－16 富山県における放射能調査  

富山県 環境科学センター  

相部美佐緒  

1．緒言  

前年度に引き続き、富山県において平成9年度に実施した科学技術庁委託による環  

境放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大  

根、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食、空間放射線量率  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ及び「放   

射能測定調査委託実施計画書（平成9年度）」に準じて行った。  

3）測定装置   

①全β放射能   

②γ線核種分析   

③空間放射線量率  

GM計数装置（Aloka JDC－163）  

Ge半導体検出器（CANBERRA GC－2519）  

モニタリングポスト（Aloka MAR－11）  

シンチレーションサーベイメータ（Aloka TCS－166）  

4）調査結果   

①全β放射能  

測定結果は表1に示すとおり、すべてN．D（計数値がその係数誤差の3倍を下まわる  

もの）であった。   

②γ線核種分析  

測定結果を表2に示す。降下物及び日常食から137csがわずかに検出された。   

③空間放射線量率  

測定結果を表3に示す。過去3年間とほぼ変わらない値であった。  

3．結語  

平成9年度の富山県における調査結果は前年とほぼ同程度の値であり、異常は認め  

られなかった。  
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（表1）定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   
降水量  

放射能濃度（Bq／曳）  
月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
（腫q／km2）  

平成9年4月   247．0   10   N．D   2．0   4．8   

5月   191．1   13   N．D   N．D   N．D   

6月   155．6   9   N．D   N．D   N．D   

7月   388．6   14   N．D   N．D   N．D   

8月   93．6   8   N．D   N．D   N．D   

9月   243．7   10   N．D   N．D   N．D   

10月   127．4   9   N．D   2．3   95．6   

11月   221．1   10   N．D   N．D   N．D   

12月   168．9   14   N．D   N．D   N．D   

平成10年1月   242．5   17   N．D   N．D   N．D   

2月   138．0   10   N．D   N．D   N．D   

3月   94．6   12   N．D   1．9   5．2   

年 間 値   2312．1   136   N．D   2．3   N．D～95．6   

前年度までの過去3年間の値  379   N．D   5．7   N．．D～67   

N．Dとは、計数値がその係数誤差の3倍を下まわるものを示す。  
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（表2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137cs  
前年度まで  

その他の検出  検  
試料名  採取場所  採取年月  体  過去3年間の値    された人工放  

数           射性核種   

大気浮遊じん  小杉町  H9．4～HlO．3  4  N．D   N．D   N．D   N．D  嘘q／m3   

降下物  小杉町  H9．4～HlO．3  12  N．D  0．044  N．D  0．18  嶋q／k皿2   

陸  小杉町  H9．6、H9．12  2  N．D   N．D   N．D   N．D  
水   蛇口水  

嘘q／史   

N．D  N．D   1．7  Bq／厄乾土  

0～5 cm  小杉町   H9．8   

N．D  N．D   150  
土  

腫q／血2  

壌  N．D  N．D   1．1  Bq／短乾土  

5一－20 cm  小杉町   H9．8   

N．D  N．D   210  肥q／km2   

精  米  小杉町   H9．10   N．D  N．D   N．D  Bq／短精米   

大  根   小杉町   H9．11   N．D  N．D  0．014  
野  

Bq／血生  

菜  H9．10   N．D  N．D   N．D  

牛  乳  砺波市  H9．9、HlO．2  2  N．D   N．D   N．D  0．10  Bq／且   

富山′市他   2  0．030  0．061  0．020  0．10  

日 常食     H9．6、H9．11              Bq／人・日  

高岡市他  

N．Dとは、計数値がその係数誤差の3倍を下まわるものを示す。  
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（表3）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  
測 定 年 月  

サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成9年4月   16．0   25．0   17．4   67．3   

5月   14．5   26．5   17．0   71．7   

6月   16．5   29．0   17．4   69．1   

7月   16．0   24．0   17．5   71．5   

8月   16．5   22．5   17．4   70．5   

9月   16．0   24．5   17．5   71．6   

10月   11．0   27．0   17．3   63．6   

11月   16．5   31．5   18．2   72．2   

12月   13．0   27．5   17．9   73．1   

平成10年1月   14．0   27．0   17．8   70．8   

2月   11．0   32．0   17．5   70．5   

3月   16．0   26．0   17．5   70．4   

年 間 値   11．0   32．0   17．5   63．6～73．1   

前年度までの過去3年間の値   11．5   33．5   17．4   61～77   
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Ⅴ－17 石川県における放射能調査  

石川県保健環境センター  

玉井 徹・内田賢吾・堀 秀朗  

深山敏明・山岸書信・竹野裕治  

泉 善博  

1．緒言   

前年に引き続き、平成9年度に実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果について  

報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、海洋生物、空間線量率  

2）測定方法   

試料の調製および測定は、科学技術庁マニュアルに準じている。  

3）測定装置   

全ベータ放射能  アロカ（株）製JDC・163   

核種分析  ゲルマニウム半導体検出器：PGT製  

波高分析装置：東芝製Eシリーズシステム   

モニタリングポストNaI汀1）シンチレーション式：アロカ（株）製M－21   

サーベイメータ  NaI汀1）シンチレーション式：アロカ（株）製TCS・166   

4）調査結果   

・定時降水試料中の全ベータ放射能については、調査期間中の試料数は89であり、  

そのうち全ベータ放射能が検出されたのは4検体であった。   

・牛乳中の131Ⅰについては、6試料全てが検出限界未満であった。   

・ゲルマニウム半導体検出器による核種分析については、137csが検出されたのは  

土壌、日常食、フクラギであったが、例年と同レベルの濃度であった。他の人工  

放射性核種は、全ての試料から検出されなかった。   

・空間線量率は例年と同程度のレベルを示しており、異常は認められなかった。  

3．結語   

各試料から異常は観測されず、前年と同様のレベルであった。  
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（1）定時降水試料中の全β放射能測定調査結果  

放 射 能 濃 度（Bq／1）  

採 取 年 月   降水量  月間降下量  

（mm）  （MBq／km2）  

測定数   最低値   最高値   

平成9年  4月   88．5   N．D   N．D   

5月   129．5   N．D   N．D   

6月   163．0   N．D   N．D   

7月   420．0   N．D   N．D   

8月   105．5   N．D   N．D   

9月   244．0   N．D   N．D   

10月   159．5   N．D   4．47   205．8   

11月   301．0   N．D   N．D   

12月   260．5   N．D   2．88   36．0   

平成10年  1月   282．0   N．D   2．57   75．7   

2月   123．0   N．D   N．D   

3月   184．5   N．D   3．43   18．9   

年 間 値   2，461．0   N．D   4．47   N．D～205．8   

過去3年間の値  N．D   5．85   N．D・、ノ134   

（2）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取 場所   鳳 至 郡 門 前 町  過去3年間の値   

採取年 月 日  H9．5．20  H9．7．17  H9．9．4  H9．11．6  HlO．1．12  HlO．3．24  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／1）   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  N．D   
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  過去3年間の値   他の  

試料名  採取場所  採取年月   体  人工  

数          核種   

降下物   金沢市太陽が丘  毎 月  四  N．D   N．D  0．21  なし  MBq／km2   

陸  N．D  N．D  なし  Bq／l   

水   H9．12   

19．3  36．9  45．1  なし  Bq／kg乾土  

土  H9．8   

873  1，770  2．190  なし  MBq／km2  

壌   20．0  21．6  32．4  なし  Bq／kg乾土  

5・－20cm  金沢市未町   H9．8   

3，170  3，020  5，700  なし  MBq／km2   

精  米   金沢市御供田町  H9．9   N．D  N．D  なし  Bq／kg精米   

野  H9．11   N．D   N．D  0．066  なし   

Bq／kg生  

菜   H9．11   N．D   N．D  0．058  なし   

牛  乳   羽咋郡押水町   H9．8  N，D   N．D   0．17  なし  Bq／1   

HlO．2   

日 常食   金沢市及び  H9．6  4  N．D  0．12   N．D   0．10  なし  Bq／人・日   

石川郡吉野谷村   H9．12  

海  H9．4   N．D  N．D  なし   

産  

生  H9．4   N．D   Bq／kg生  

物   
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（4）空間放射線測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  ‡1  

測 定 年 月  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成9年  4月   47   100   

5月   47   

6月   48   

7月   47   100   

8月   48   100   

9月   47   54   94   

10月   48   74   100   

11月   48   54   104   

12月   44   

平成10年 1月   34   48   

2月   

3月   45   50   

年  間  値   34   94～104   

‡l）宇宙線寄与分30nGy／hを含む。  
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Ⅴ－18 福井県における放射能調査  

福井県原子力環境監視センター  

高橋暁美  吉岡満夫  

1．緒言  

前年に引き続き、福井県が平成9年度に実施した科学技術庁委託の「放射能測  
定調査」の結果について、その概要を報告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水、降下物、浮遊じん、土壌、陸水、各種食品、空間線量率   
（2）測定方法  

放射能調査委託実施計画書（平成9年度）によった。   
（3）測定装置  

①全β放射能調査；アロカ TDL－501  
②核種分析調査；HP Ge検出器（相対効率約30％）  
③空間線量率調査；サーベメータ ：アロカTCS－161  

モニタリンク÷ポスト ：アロカMAR－21   

（4）調査結果  
平成9年度の調査結果の概要は、以下のとおりである。なお、調査結果の  
詳細については別添の表を参考にされたい。  
①定時降水  

前年と同様に大気中での核実験はなく、測定した103試料からは全β放  
射能は検出されなかった。  
②牛乳中の131Ⅰ分析の結果  
前年と同様に大気中での核実験はなく、131Ⅰは検出されなかった。  
③核種分析調査  
（a）浮遊じん  

3ケ月ごとのコンポジット試料を測定したが、人工放射性核種は検出さ  
れなかった。  
（b）降下物  

降水（1ケ月間採取）を蒸発乾固した試料を測定したが、人工放射性核  
種は検出されなかった。  
（c）陸水  

陸水については、蛇口水と淡水（それぞれ100リットル）を蒸発乾固  
した試料を測定したが、淡水中に137csがわずかに検出された。  
（d）土壌  

0～5cm及び5～20c皿の2層から採取した試料について測定を行った  

結果、いずれも137csがわずかに検出された。  
（e）食品  

食品については、牛乳、淡水産生物、日常食、海産生物等から137c s  
がわずかに検出された。  
④空間線量率  
空間線量率の調査結果は、モニタリングポスト及びサーベイメータとも  
従来と同程度であった。   

3．結語  

全β放射能及び空間線量率については従来と同程度であり、核種分析の結果も   
陸水、土壌、及び 食品の一部から137csがわずかに検出されたのみであった。  
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別添   

Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

放射能濃度（Bq／1）  

採取年月   降水量  月間降下量  

（mIn）  測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成9年4月   165   7   N．D   N．D   N．D   

9年5月   25 6   13   N．D   N．D   N．D   

9年6月   48   6   N．D   N．D   N．D   

9年7月   5 34   12   N．D   N．D   N．D   

9年8月   111   3   N．D   N．D   N．D   

9年9月   20 5   5   N．D   N．D   N．D   

9年10月   184   9   N．D   N．D   N．D   

9年11月   22 3   8   N．D   N．D   N．D   

9年12月   22 7   11   N．D   N．D   N．D   

10年1月   368   13   N．D   N．D   N．D   

10年2月   13 7   11   N．D   N．D   N．D   

10年3月   114   5   N．D   N．D   N．D   

年 間 値  2，572  103   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値   2 73   N．D   4．8   N．D－220   

Ⅱ．牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   奥越  前年度までの  

高原牧場   過去3年間の値   

採取年月日  H9．5．13  9．6．12  9．7．28  9．8．12  9．9．11  9．10．24  最低値  最高値   

放射能濃度  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

（Bq／1）   
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Ⅲ．ゲルマニウム半導体検出暑引こよる核種分析測定調査結果  

検  前年度までの  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  過去3年間の値  位  

数   人工放射性  

最低値  最高値  最低値  最高値   核種   

大気浮遊じん   センター屋上  9．4～10．3  4  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／m2   

降 下 物  9．4～10．3  12  N．D   N．D   N．D   N．D  MBq／km2   

陸  2  N．D   N．D   N．D   N．D  

mBq／1  
水   2．6   1．8   2．9  

5．0   6．9   10  

陸  

440   500   970  MBq／km2  

3．2   2．5   4．5  

ロ            Bq／kg乾土  
Bq／kg乾土  

土   9．8   

590   450   520  MBq／km2   

精 米  福井市   9．10   N．D   N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  三国町   9．11   N．D   N．D   N．D  

Bq／kg生  

菜   福井市   9．11   N．D   N．D   N．D  

牛 乳  福井、勝山市  9．5～10．2  6  N．D   0．016  N．D   0．046  Bq／1   

淡水産生物   三方町三方湖  9．12   0．15  0．19  0．23  Bq／kg生   

福井市   9．7，10．1  2  0．033  0．041  0．025  0．035  

日常食  Bq／人・日  

敦賀市   9．8，10．1  2  N．D   0．046  0．030  0．043  

海産生物  越前町   9．11   0．13  0．11  0．15  Bq／kg生   
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Ⅳ．空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト  （nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）  

平成9年 4月   46   72   48   89   

9年 5月   46   71   48   8 8   

9年 6月   46   75   4 9   89   

9年 7月   47   71   50   8 9   

9年 8月   47   73   50   88   

9年 9月   47   61   49   9 0   

9年10月   46   71   49   88   

9年11月   41   73   48   8 6   

9年12月   42   69   48   91   

10年 1月   33   63   4 6   80   

10年 2月   38   80   47   85   

10年 3月   45   68   4 7   90   

年 間 値   33   80   48   80一－91   

前年度までの過去3年間の値＊   32   83   48   82～98   

＊平成7年度にモニタリングポスト、サーベイメータの機種を変更したため  

過去2年間の値を用いた。  
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Ⅴ‾19 山梨県における放射能調査  

山梨県衛生公害研究所  

山本 敏男  堀内 雅人  

小宮山 芳江  石原 友子  

深澤 書延   

1．緒言  

平成9年度に山梨県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査結果について、その概   
要を報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水、大気浮達じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、ホウレン  
草）、牛乳、日常食及び空間放射線真率   

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁礪「全ベータ放射能測定法（1976）」   
「Ge半導体検出辞を用いた横器分析法」及び同庁原子力安全局編「放射能測定調査委託  

実施計画書（平成9年度）」により行った。   

3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  

GM計数装置：Alo k a TDC－501型  
イ 核種分析  

Ge半導体核種分析装置：SEIKO EG＆G  
ウ 空間線量率  

シンナレションサーへ●イメータ：Alo k a TCS－166型  

モニタ1）ングポスト：Alo k a MAR－11型   

4）調査結果  

定時降水の全ベータ放射能の測定結果を表1に、Ge半導体核種分析装置による  
各種試料の分析結果を表2に、空間放射線量率の測定結果を表3に示した。  

3．結語  

いずれの調査項目においても昨年度とほぼ同レベルにあり、異常な億は認められなかっ   
た。空間放射線量率のモニタリングポストによる2月の最高値が高いのは、当所に隣接した   

病院の建て替え工事が始まった時期に、断続的な異常値を観測したためである。その後異   
常値は観測されていない。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   
降水量  

（mm）  放射能濃度（Bq／g）  月間降下量  

測定数  最低値  最高値   （ⅣIBq／knf）  

平成9年 4月   66．0   6   N．D   N．D   N．D   

5月   70．0   8   N．D   N．D   N．D   

6月   142．5   12   N．D   N．D   N．D   

7月   175．0   12   N．D   N，D   N．D   

8月   52．0   6   N．D   N．D   N．D   

9月   113．5   N．D   N．D   N．D   

10月   6．0   2   N．D   N．D   N．D   

11月   125．5   N．D   N．D   N．D   

12月   40．5   5   N．D   N，D   N．D   

平成10年 1月   128．0   8   N．D   N．D   N．D   

2月   85．5   9   N．D   N．D   N．D   

3月   72．5   6   N．D   N．D   N．D   

年間値   1077．0   96   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の借  235   N，D   N．D   N．D   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137cs  
前年度まで  

検  過去3年間の値  
その他の  

採取   採取    体  
検出  

試料名  された  

場所   年月  人工放射  

数  最低値   最高値   性核種   

大気浮遊じん   甲府市  97．4～ 98．3   4  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq′ノぶ   

降下物  甲府市  97．4へ－ 98．3   12  N．D   N．D   N．D   N．D  MBq／ぱ   

N．D   N．D  陸 水  蛇口水  甲府市  97．6 97．12  つ i■  N．D   N．D  mBq／g   

26．8±1．0  21．0±0．8   30．1±1．0  Bq／kg乾土  

0、5cm   北巨摩郡   97．8  6  

土  
高根町  

762±28．0  630±24．4   864±28．0  MBq／kよ  

壌  
15．9±0．8  17．9±0．8   25．2±0．9  Bq／kg乾土  

5～20cm   北巨摩郡   97．8  6  
高根町  

1500±74．9  1320±59．2   3080±110   MBq／ぱ  

精米  北巨摩郡   97．12  6   
長坂町  

N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

大根  北巨摩郡 高根町  97．12  1   N．D  N．D   N．D  
野  

菜  
Bqノ転生  

ホウレン草  北巨摩郡   97．12  1   
高根町  N．D  N．D   N．D  

牛乳  
北巨摩郡  

り ▲■  N．D   N．D   N．D   N．D  
高根町   

Bq／～   

日常食  
甲府市，   97．6  
市外   98，12   

N．D   N．D   N．D   0．071±0．017  Bq／人・日   
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  
サーベイメータ■  

測定年月  

最低値   最高値   平均値   
（nGy／h）  

平成9年 4月   15．5   21．0   16．5   80   

5月   15．5   19．5   16．5   80   

6月   15．5   21，5   16．4   8こ4   

7月   15．0   21．0   16．4   82   

8月   15．0   18．5   16．2   82   

9月   15．0   19．0   16．1   85   

10月   15．0   17．5   16．3   83   

11月   15．0   20．0   16．5   86   

12月   15，0   20，5   16．4   85   

平成10年 1月   13．0   21．0   15．7   82   

2月   15．0   36．0   16．3   77   

3月   15．0   22．0   16．1   83   

年間億   13．0   36．0   16．3   77～86   

前年度までの過去3年間の億   15．5   26．0   16．7   54′－86   

●平成8年度より、TCS・131からTCS・166に測定装置を変更した。  
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Ⅴ－20 長野県らこおける放射肯巨調査  

長野県衛生公害研究所  

西澤千恵美 赤岡 輝  

小山和志  込山茂久  

1．緒 言   

前年度に引続き、長野県において平成9年度に実施した科学技術庁委託による  

放射能調査の結果について報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・陸水（源水、蛇口水、  

淡水）・土壌・精米・野菜類（大根、ホウレン草）・牛乳・淡水産生物  

（ワカサギ）・日常食・海産生物（イワシ）の核種分析、サーベイメータ  

及びモニタリングポストによる空間放射線量率の測定。  

2）測定方法  

試料の調製と測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、  

「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年  

改訂）」及び「放射能調査委託実施計画書（平成9年度）」により行った。  

3）測定装置  

GM計数装置   ALOKA JDC－163  

Ge半導体検出器   NAIG IGC－1619S  

シンチレーションサーベイメータ   ALOKA TCS－166  

モニタリングポスト   ALOKA MAR－15  

4）調査結果  

定時降水の全β放射能の測定結果を表Ⅰに、Ge半導体検出器による核  

種分析結果を表Ⅲに、また空間放射線量率の測定結果を表Ⅲに示した。  

3．結  
壬五 P口   

平成9年度の長野県における調査結果は、環境試料中の放射能及び空間  

放射線量率ともに平常時のレベルにあり異常値は認められなかった。  
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Ⅰ 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採取  

降水量  放 射 能 濃 度 （Bq／1）  月間降下量  

年月  （MBq／km2）  

（m）  測定数   最低値   最高値   

平成9年4月   60．7   8   N．D   N．D   N．D   

5月   67．9   13   N．D   N．D   N．D   

6月   75．6   8   N．D   N．D   N．D   

7月   116．2   N．D   ＼．D   N．D   

8月   83．9   7   N．D   ＼．D   N．D   

9月   136．7   N．D   N．D   N．D   

10月   5．0   4   N．D   N．D   N．D   

11月   56．8   7   N．D   ト．D   N．D   

12月   69．3   6   N．D   N．D   N．D   

平成10年1月   50．0   10   N．D   N．D   N．D   

2月   54．5   8   N．D   2．7   22．6   

3月   60．7   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   837．3   104   N．D   2．7   22．6   

前年度までの過去3年間の値  288   N．D   3．1   N．D～14．1   

－191－   



Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  

l：17cs  前年度まで  その他の  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の値    検出され  

た人工放  

数            射性核種   

大気浮遊じん  長野市  9．4～10．3  4  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／m：’   

降下物  長野市  9．4～10．3  四  N．D   N．D   N．D   0．051  MBq／km2   

上水 源 水   長野市  9．5，9．11  2  N．D   N．D   N．D   N．D  
陸  

蛇口水   長野市  9．5，9．11  2  N．D  N．D   N．D   N．D  mBq／1  
水  

淡 水   諏訪湖  9．12   N．D  N．D   N．D  

8．2   55  Bq／kg乾土  

0 ～ 5 cm   長野市  9．7   

土  920  290  1500  MBq／km2  

壌  8．4  1．3   9．5  Bq／kg乾土  

5 ～ 20 cm   長野市  8．7   

730  97   680  MBq／km2   

精米  豊科町  9．10   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  佐久市  9．10   N．D  N．D   N．D  
Bq／kg生  

菜   佐久市  9．10   N．D  N．D   N．D  

牛乳  N．D  Bq／1   

淡水産生物（ワカサキ～）   諏訪湖  9．12   0．074  0．099  0．12  Bq／kg生  

都市部  0．036  N．D   0．040  
虐■  

農村部   真田町他  9．6，9．11  2  N．D   0．047  0．024  0．11  

梅産生物（イワシ）   長野市  10．3   0．076  0．040  0．073  Bq／kg生   
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Ⅲ 空間放射線量率測定結果  

サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平jニ．■値  （nGy／h）   

平成  9年  4月   13．1   18．7  1J∴0  94   

5 月   13．1   19．1   1」‡．1   88   

6 月   13．0   17．6   ト；．5   94   

7 月   13．2   19．5   1ヰ．2   96   

8 月   13．0   21．9   1ご弓．1   86   

9 月   13．7   21．9   1こ1．6   86   

10 月   13．9   ユ8．9   14．8   96   

11月   13．1   19．9   1ヰ．6   100   

12 月   13．3   19．9   14．5   90   

平成 10年 1月   11．7   19．1   13．9   90   

2 月   12．8   23．9   14．1   98   

3 月   13．1   19．6   13．9   88   

年  間  値   11．7   23．9   1∠呈．4   86 ～100   

前年度までの過去3年間の値   12．1   29．4   14．5  80 ～ 94   

－193－   



Ⅴ－21 岐 阜 県 に お け る 放 射 能 調 査  

岐阜県保健環境研究所  

奥 平 文 雄  木 俣 長 生  

1．緒言   

平成9年度岐阜県において実施した、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の  

結果について報告する。  

2．粛査の概要   

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米  

野菜（ダイコン、ホウレンソウ）、茶、牛乳（生産地）、日常食及び空間  

線量率。  

（2）測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁編「全へや一夕放射能測定法（昭和 51年  

度）」「ゲルマニウム半導体検出器ガンマ線スぺクトロメトリー（平成2  

年度改訂）」及び「平成9年度放射能測定調査委託実施計画書」に準じて  

行った。  

（3）測定装置  

1．全ベータ放射能  

低バックグラウンド自動測定装置：アロカ製L B C－452型  

2．核種分析  

Ge半導体核種分析装置：セイコーEG＆G製  

3．空間線量率  

エネルギー補償型γ線用シンチレーションサーベイメーター：アロカ製  

T C S－166（H9年度より機種変更）  

モニタリングポスト：アロカ製MAR－15  

（4）調査結果  

表－1定時降水試料中の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表－2 環境試料の核種分析結果を示す。  

表－3 空間線量率の測定結果を示す。  

3． 結  

平成9年度の調査結果は、前年度とほぼ同様、異常値は認められなかった。  
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表－1降水（定時降水）試料中の全ベータ放射能測定結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定 時 降 水）  

採 取 年 月  降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降水量  

（m皿）  測定数   最低値   最 高 値   （HBq／h2）  

平成 9年4月   129．0   5   N．D   N．D   N．D   

5月  218．5   7   N．D   N．D   N．D   

6月   ．92．5   5   N．D   N．D   N．D   

7月  615．5   N．D   N．心   N．D   

8月   100．5   4   N．D   N．D   N．D   

9月   183．0   4   N．D   N．D   N．D   

10月   8．0   N．D   N．D   N．D   
11月  263．3   6   N．D   N．D   N．D   

12月   67．5   3   N．D   N．D   N．D   

平成10年1月   132．5   3   N．D   N．D   N．D   

2月   96．5   2   N．D   N．D   N．D   

3月   157．0   4   N．D   N．D   N．D   

年 間 値  2063．8   55   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過 去3年間の値  146   11．1   4．95～ 8．84   11．5 ～27．66   

表－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

13Tcs  

試 料 名  採取  採取年月日  検体  前年度まで  単 位  

場所  数               最低値  最高値  過去3年間の値  

最低値  最高値   

大気浮遊じん  岐阜市   毎  月   6   N．D  N．D  mB〟m3   

降 下 物  岐阜市   毎  月   12   N．D  N．D  H8q／h2   

陸水（蛇口水）   岐阜市  H9．6，12  12   N．D  N．D  mBqノL   

0～5皿   岐阜市  H9．7   
10．28  9．60   13．50  B〟短 乾土  

土  75．80  73．30   89．50  HBq／h2  

壌  
5～20皿  岐阜市  H9．7   

8．13  口     9．80  10．40  Bqノkg 乾土  
63．52  81．60   81．60  H8q／b2   

精  米  岐阜市  H9．10   N．D  N．D  Bq／kg 精米   

野  岐阜市  H9．11   N．D  N．D  
菜   N．D  N．D   

Bqノkg 生  

茶  
白川町  H9．5   N．D  N．D   0．22   
池田町  H9．5   N．D  N．D   0．32   

Bq／kg 乾物  

H9．8   N．D  牛乳（生産地）   壷松町    口  N．D  
HlO．2   N．D  N．D   

Bq／1  

日 常 食  岐阜市  H9．6，12  2  N．D  0．057  N．D  0．087  Bq／人・日  
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表－3 空 間線量率測定結果  

モ ニ タリ ン グ ポ スト（CPS）  

測 定 年  日  サーベイメーター  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成 9 年 4 月   17．5   2 3．8   17．8   8 2   

5 月   16．7   2 3．1   17．8   8 6   

6 月   16．7   2 4．9   17．6   8 4   

7 月   16．6   2 2．8   17．7   8 6   

8 月   16．7   2 0．7   17．7   8 0   

9 月   16．8   2 2．6   17．9   8 2   

10 月   16．9   19．8   18．1   8 2   

11 月   17．1   2 3．4   18．4   8 4   

12 月   16．9   21．3   18．1   8 4   

平成10年 1 月   16．7   2 2．4   18．2   8 6   

2 月   16．8   2 9．2   18．0   8 2   

3 月   16．9   2 3．2   17．9   7 8   

年 間 値   16．7   2 9．2   17．9   7 8 ～ 8 6   

前年度までの過去  

3年間の値   16．3   2 4．2   17．9   6 3 ～ 9 4   
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Ⅴ－22静岡県における放射能調査  

静岡県環境放射線監視センター  

丸山博三（銅岡県銅部廃棄物対策課）、息明雄、杉本勝臣、  

竹之内敏弘、小泉明（紺岡県志太榛原健康福祉事務所）、  

阿形正巳、渡遽充洋、阿形明（現浜岡町立病院）  

1緒言   

静岡県では、昭和36年度より科学技術庁委託環境放射能水準調査を実施している。   

今回は、平成9年度に実施した調査結果の概要を報告する。  

2  調査の概要  

（1）調査の対象  

ア 放射能  ・全β放射能（定時降水）  

・核種分析（浮遊塵、降下物、陸水、土壌、農畜産物及び日常食）   

イ 放射線童：・空間放射線量率  

（2）測定方法   

放射能測定委託実施計画暮（平成9年度）によった。  

（3）測定装置   

ア 全β放射能  ・G M式放射能測定装置   

イ 核種分析  ・G e検出型波高分析装置   

り 空間放射線i率  ■ N al式モニタリングポスト（科学技術庁方式）  

・N al式サーベイメータ  

（4）測定結果  

ア 全β放射能調査  

定時降水試料中の全β放射能は、表1に示すとおりすべて検出限界以下で  

あり、過去3年間と同様であった。  

イ 核種分析  

牛乳中の131Ⅰは、表2に示すとおりすべて検出限界以下であり、過去3年間  

と同様であった。  

その他の環境試料中の調査結果は、表3に示すとおりである。137cs以外の  

核種は検出されなかった。  

り 空間放射線主率  

空間放射線i率の調査結果は、表4に示すとおりである。モニタリングポス  

トによる線量率は年間を通じて大きな変動はなかった。サーベイメータによ  

る線主率の値は年度途中の測定機器変更により変更前後に差を生じている。  

3  結語  

今年度の調査結果は、従来の値と同程度であり、異常は認められなかった。  
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表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取 年 月   降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降下圭  

（mm）  測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成9年 4月   168．5   7   N．D   N．D   N．D   

5月   104．0   8   N．D   N．D   N．D   

6月   232．5   15   N．D   N．D   N．D   

7月   223．0   10   N．D   N．D   N．D   

8月   27．0   4   N．D   N．D   N．D   

9月   90．0   6   N．D   N．D   N．D   

10月   20．0   2   N－D   N．D   N．D   

11月   49．5   7   N．D   N．D   N．D   

12月   86．5   6   N．D   N．D   N．D   

平成10年 1月   189．0   6   N．D   N．D   N．D   

2月   125．0   9   N．D   N．D   N．D   

3月   117．5   8   N．D   N．D   N．D   

年  間   値  1432．5   88   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値  N．D   N．D   N．D   
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表2 牛乳中のヨウ素－131分析結果  

採   取  場   所  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市   

採 取 年 月 日  H9．4．22  H9．4．22  H9．7．16  H9．7．16  H9．10．7  H9．10．7  HlO．1．20  HlO．1．20   

射 能 濃 度（Bq／」  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N－D   N．D   N．D   

表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  Cs  前年度まで過去 3   その他の検出  

試 料 名   採取場所   取  体  
年間の値  

された人工核種   
単  位  

年  

月  
数   

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮 
遊塵   浜岡町  4回／年   4   N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／m3   

降  下  物   静岡市  毎月   12   N．D   N．D   N．D   N．D  MBq／knイ   

陸水  蛇口水  静岡市  6，12   2   N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／L水   

8．8  9．6   12  Bq′／厄乾土  

土  
0一－5cm  御殿場市  7   

290  220   370  MBq．／knて  

2．3  2．8   5．4  Bq／kg乾土  

壌  

210  280   514  MBq／kr㍉   

穀類（精米）   静岡市  皿   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

御殿場市  0．093  0．1   0．26  

野 菜  大  根  N．D  N．D   N．D  Bq／kg生  

ほうれん革  御殿場市  皿   0．073  0．51   0．69  

磐田市  5   N．D  0．028  0．04  
茶  Bq／kg乾物  

修善寺町  5   0．092  0．07   0．32  

牛  乳   静岡市  8，2   2   N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／L   

静岡市  6，11   2   0．014  0．028  0－019  0．068  
日  常 食  Bq／人・日  

浜岡町  6，11   2   N．D   0．014  N．D   0．036  

海産生物（あじ）   静岡市  ‖   0．16  0．17   0．24  

浜松市  6，9，12，3   4   0．059  0．12   0．068  0．1了  Bq／kg生   

松  葉  
沼津市  6，9，12，3   4   N．D   N．D   N．D   0．2  

注（1）過去の値は、前年度までの過去3ケ年間の値  

（2）検体数が1試料の場合、最低値の欄に測定値を記載し、最高値の欄には「－」を記入した  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  

測 定 年 月  
サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   
（nGy／h）  

平成9年 4月   11．0   16．5   12．6   70   

5月   11．5   15．0   12．6   70   

6月   11．7   18．8   12．7   67   

7月   11．0   15．6   12．6   66   

8月   11．3   14．2   12．6   64   

9月   11．4   16．2   12．6   64   

10月   11，6   14．0   12．7   87   

11月   11．6   19．5   13．1   68   

12月   11．6   17．0   13．0   注（り   

平成10年1月   12．0   16．2   13．1   86   

2月   11．5   18．4   13．0   86   

3月   12．0   1了．2   12．9   88   

年  間  値   11．0   19．5   12．8   64～88   

前年度までの過去3年間の値   11．2   26．0   12．6・－12．7   56～76   

注（1）平成9年12月、サーベイメータ故障のため、測定不可。  

（2）平成10年1月よりサーベイメータ新機種のため、以前と比べて数値が変わっている。  
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ーV－23 愛矢口県l＝お（ナる方丈身寸肯巨調査  

愛知県衛生研究所   

大沼章子  青山 幹  富田伴一  

山田直樹  猪飼誉友  河村典久  

1 緒言  

愛知県は科学技術庁の委託により、昭和35年度より核実験等によるフォールアウト   

調査を実施してきたが、昭和62年度より原子力発電所等の周辺県として「環境放射能水   

準調査」を実施することになった。ここでは平成9年度の放射能調査結果について報告す   

る。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時採取）、降下物（大型水盤）、大気浮遊じん、上水、土壌、穀類（精米）  

野菜、牛乳、日常食、海水、海底土、海産生物、空間放射線量率等合計137件と、空  

間放射線量率について通年測定1件。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実施計画書」による科学技術庁の指  

示に従った。全β放射能測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、  

核種分析は同絹「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1979）」、固定  

式連続モニタによる空間放射線量率の測定は同絹「連続モニタによる環境γ線測定法  

く1982）」に従った。  

（3）測定装置  

GM自動測定装置  ALOKA製 TDC－501、SC－702、GM－2503B  

ゲルマニウム半導体核種分析装置   CANBERRA製 GC2520－7915－30、MCAシリース●35フ○ラス  

シンチレーションサーベイメーター： ALOKA製 TCS－166  

モニタリングポスト  ALOKA製 MAR－15、ND－106  

（4）調査結果  

1）全β放射能  

測定結果を表Ⅰに示した。定時降水中の全β放射能は合計89回測定したが、いず  

れの測定においても検出されなかった。  

2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析  

測定結果を表Ⅱに示した。－〇7c sは土壌（○－5cm、5－20cm）、日常食  

の都市部（名古屋市）と農村部（新城市）および海底土に検出されたが、その他いず  

れの試料にも人工放射性核種は検出されなかった。  

3）空間放射線量率  

名古屋市内の定点（北区辻町愛知衝研）で測定した結果を表Ⅲに示した。シンチレ  

ーションサーベイメーターによる測定値の平均は115nGy／hで、変動係数は4．6％であ  

った。  

3 結語  

本年度は、いずれの調査項目においても特に異常は認められなかった。  
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表Ⅰ定時降水！式‖中の全β放射能明宝紹黒  

降 水 の 定 時 採 取 （定 時 降 水）  
I宗取  降水1  

放  射  能  濃  度 （Bq′′り  月間＝降下t  

年月  （m）  

測 定 致  最 低 値  最 高 値   （HBq／hフ）  

9 年 4 月  110．2   N．D   N．D   H．D   

5 月  15l．8   ＝   軋D   H．D   N．D   

6 月  Ⅰ42，0   9   H．D   N．D   N．D   

7 月  436．2   t5   N．D   N．D   N．D   

8 月  55．0   5   軋D   H．D   H．D   

9 月  189．9   8   N．D   N．D   N．D   

10 月   8．4   2   N．D   札D   N．D   

1t 月  208．5   H．D   N．D   N．D   

12 月   77．0   4   N．D   N．D   H．D   

10 年 † 月  144．2   5   N．D   N．D   N．D   

2 月  86．2   8   N．D   N．D   N．D   

3 月  94．9   8   札D   N．D   N．D   

年  間  値  170Jl．3   89   N．D   N．D   軋D   

前年度までの退去3年間の値  221   N．D   5．0   N，D － 27．8   

表Ⅲ 空間放射線t畢測定持黒  

モニタリングポスト（cps）    サーベイメーター  

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

9  年   4  月   15．3  19．8   16．1   116   

5  月   15．2  20．0   16、0   112   

6  月   15．3  21．9  16．0   112   

7  月   15．2  23．3  16．1   108   

8  月   15．3   柑．3   16．0   1】0   

9  月   15．4  19．8   16．2   116   

10  月   15．3  18．1   16．4   114   

11 月   15．5  2ト0  16．7   120   

12  月   15．3  20．8   16．5   

柑  年  1 月   15．2  2し7   16．3   112   

2  月   15．2  23・76・3  115   

3  月   15．2   t8．9   16．0   129   

年   間   値  15．2  23．7   16．2  108  ～ 】29   

前年度までの過去3年間の値   14．9  36．5   16．6  106  ～ 119   
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表Ⅱ ゲルマニウム半導体検出器による核稚分析測定閑査結果  

横  ・1  

1いcs  前年度まで  その他の検出された  

l式  日  名    採 取 場 所  採取年月   体  過去3年間の†直    人工放射性桟ほ   卓 也  

較                       最低値  最高値  最低値  最高値   

大 気浮遊 じん    名古屋市北区  9．4－10．3  4  N．D   H．D  N．D   N．D  n8q／mコ   

降  下  物    名古屋市北区  9．4～10．3  12  H．D   N．D  N．D   軋D  HBq／hヱ   

陸  N．D  N．D   N．D  

汀8q／邑  

水  蛇口水  名古屋市北区  9．6．12  2  H．D   軋D  札D   N．D  

14  5．3   Ⅰ5．0  Bq／kg乾土  

土  

570  230   750  HBq／k爪2  

19  2．g   12．0  Bq／kg托土  

戊  

2600  450  2000  HBq／hそ   

精  米    名古屋市北区  9．12   N．D  H．D   0．074  8q／kg精米   

野  N．D  N．D －  H．D  

Bq／kg生  

稟  H．D  N．D   N．D  

牛  乳    名古屋市北区  9．8．】0．2  2  N．D   N．D  N．D   0．096  8q／色   

名古屋市   9．6．tl  2  N．D   0．060  N．D   N．D  

日  常  食  Bq／人・日  

新城市   9．6．11    N。D   0．051  N．D   0．042  

海  水    伊勢湾小鈴谷沖  9．丁   N，D  軋D   軋D  ∩8q／旦   

海  底  土    伊勢湾小錦谷沖  9．7   2．9  1．7   4．2  Bq／kg乾土   

海  N．D  N．D   0．12  

産  

あ さ リ   知多郡市知多町  9．6   N．D  N．D   H．D  8q／kg生  

生  

物   

1検体数が1の！式料については最低値の澗に測定値花数  

－203－   



Ⅴ－24 二三■き≡E既 に ま∫ もナ る 放射骨巨謬司査  

二蔓照科学技術振興センター衛生研究所  

演谷 華子 首藤 晩手 桶爪 晴  

1  緒云■   

三三垂県では，昭和Gl年度より科学技術庁の委託による環境放  

射能調度を行っている．今回は平成9年度に実施した調査につい  

ての概要を報告する．  

2  調査の概要  

（1）調査対象   

降水の食β放射能．大気浮遊じん，降下物，陸水し11水）．土：壌，  

精米，野菜類（大根，ほうれん欝），茶，1二乳，f－1常食及び海産塗  

物（鮪）の核種分析．サーベイメーータ及びモニタリングポストによ  

る空間線蜃率の洲確．  

（2）測定方法   

試料採取，前処理，全β放射能，γ線核種分析及び垂間線量率  

の測定は，科学技術庁編「環境試料採取法（S〇8）」，「全ベータ放  

射能測定法（S51）」，「亡’；e 半導体検出頼によるガンマ線スペク  

トロメトリー（ri2）」及び平成パ巨軍産放射能測定調査委託実施計画  

書に従った．  

（3）測定装置  

G M計数装置：アロカG M自動測定装置T D C－511，S C－  

7 5 6 r；  

G e半導体検出蔚：SlミIK（）tご‘1＆（〕製（1f：M－151∈川－S．  

乞う 2 Ⅹ  

N d r シンチレーショ ンサーーーベイ メ 岬タ：アロカ11C S－131  

モニタリングポスト：アロカM A R■叩11  

（4）調査船果   

全β放射能測定結果は虞1に，空間線量率の測定結果は表Ⅲに，  

γ線核種分析結果は真打に示した．  

3  結謂   

本調査は1n年度冒になるが，前年度とほぼ同程度の値を示し，  

特に異常な値は認められなかった．  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

採取  降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  月間降下量  

年月  （m）  測定赦  最低値  最高値   （MBq／撼）   （MBq／撼）  

平成9年  4月   97．0   8   N．D   N．D   N．D  

5月  167．0   9   N．D   0．8   26．2  

6月  137．5   N．D   N．D   N．D  

7月  306．5   10   N．D   N．D   N．D  

8月   52．0   N．D   N．D   N．D  

9月  189．0   8   N．D   N．D   N．D  

10月   27．5   3   N．D   N．D   N．D  

11月  225．5   6   N．D   N．D   N．D  

12月   63．5   4   N．D   N．D   N．D  

平成10年 1月  121．5   6   N．D   N．D   N．D  

2月  108．5   8   N．D   N．D   N．D  

3月   81．5   8   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   1577．0   88   N．D   0．8   N．D～26．2  

前年度まで過去3年間の億  208   N．D   1．6   N．D～12．4  

Ⅱ 空間放射線量串測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成 9年  4月   13．7   19．5   14．6   64．4   

5月   13．7   20．3   14．6   61．8   

6月   13．5   20．0   14．6   53．6   

7月   13．7   19．5   14．7   51．9   

8月   14．0   17．5   14．6   48．3   

9月   13．8   20．0   14．8   50．0   

10月   14．0   18．2   14．8   49．9   

11月   14．0   21．6   15．0   50．8   

12月   13．7   20．0   14．8   48．1   

平成10年 1月   13．5   21．0   14．7   55．4   

2月   13．5   19．8   14．8   53．0   

3月   13．5   19．0   14．7   50．6   

年  間  値   13．5   21．6   14．7   48．1～ 64．4   

前年度まで過去3年間の億   13．5   23．0   14．8   48．2～ 76．3   
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Ⅲ  ゲルマニウム半導体検出栢による核種分析測定調査結果  

採  その他の  
検  前年度まで  

1J7C S 検出された  
体  過去3年間の値  単位  

数  
人工放射  試料名   採取揚所   取 年 月  最低値 最高値          核種           最低値  最高値   

H9．4  

気浮遊じん   津市 桜橋  4  N．D  N．D  N．D  N．D  爪Bq／ポ   

HlO．3  

H9．4  

降下物   津市 桜橋  N．D  N．D  N．D  0．348  MBq／krげ  

HlO．3   

H9．6  

蛇口水  津市 桜橋  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／£  

H9．12   

N．D  N．D  1．63  nq／k乾土  
0－5cm  津市 半田  H9．7  口  

N．D  N．D  MBq／kポ  

N．D  N．D  1．51  的／k乾土  

5－20cm  津市 半田  ‖9．7  口  
N．D  N．D  345  MBq／krIf   

精  米   松阪市   lt9．9  N．D  N．D  N．D  Bq／短精米  

大 横  多気耶明和町  H9．11  口   0．033  N．D  N．D  

、ウレン革  三重那楠町  Hg．11  口   
Bq／k生  

N．D  N．D  

大台町   H9．5   

茶  N．D   N．D  N．D   Bq／短乾物  
亀山市   H9．5   

H9．8  

牛乳   会郡大内山村  N．D   N．D   N．D  Bq／丘   

f110．2   

淡水産生物  
Bq／転生   

津市  H9．6  

日常食  トⅠ9．11  N．D   0．067   N．D  0．057  Bq／人・日   

尾鷲市  lI9．1Z   

海水  
mBq／戚   

海底土  

魚類（鯛）  紀伊長島沖  I19．5  口  0．  119  0．157  0．214   Bq／kg生   

高座乾土                  H 】  
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Ⅴ－25 滋 至宝 県 書こ お もナ る 放 射 令旨 調 査  

滋賀県立衛生環境センター   

寺倉 宏美 和田 稔 川本 寛   

谷口 秀治 松井 由虜  

1．緒  言  

前年に引き続き、滋賀県が平成9年度に実施した、科学技術庁委託の環境放射能水準  

調査の結果を報告する。  

2．詞査の概要   

（1）窮査対象  

①．全β放射能  

⑧．γ線核種分析  

定時降水  

降下物、大気浮遊塵、陸水、土壌、農畜産物（精米、大根、  

ほうれん草、腐乱）、日常食（都市部、農村部）  

サーベイメーター  ⑨．空間線量率  

（2）測定方法  

試料採取、前処理、全β放射能測定、γ線核種分析および空間線量率の測定は、科学   

技術庁のマニュアルおよび平成9年度放射能測定調査委託実施計画書に従った。  

（3）測定装置  

①．全β放射能  GM計数装置   ：ALOKA  

②．γ線核種分析 Ge半導体検出器：ORTEC  

波高分析装置   ：SEIKO  

⑧．空間線量率  サーベイメーター：ALOKA  

モニタリングポスト：ALOKA  

JDC－168  

GEM－15180P   

MCA7700   

TCS－151   

MAR－15   

（4）調査結果  

表－1に示したとおり定時降水の全β放射能の調査結果は、すべて検出限界以下であ  

った。  

義一2にゲルマニウム半導体検出器によるγ線核種分析測定結果を示した。日常食で  

1℡Tcsが検出されたが平成8年度と比べて差は認められなかった。  

その他の核種については前年同様検出されなかった。  

表－3に大津市における空間線量率測定結果を示した。前年同様、異常値は見られな  

かった。  

8．結  語  

調査結果は前年度とはぼ同程度の値であり、特に異常値は認められなかった。  
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義一1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）l     毎型水盤による降下物  
採取  降水量  

放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  月間降下量  

年月  （mm）  

（椎q／伽2）    測定数  最低値  最高値   （HBq／馳2）  

平成9年4月   146．0   7   ND   ND   ND  

5月   175．6   10   ND   ND  

6月   156．2   7   ND   ND   ND  

7月   387．8   12   ND   ND   ND  

8月   122．4   5   ND   ND   ND  

9月   194．3   9   ND   ND   ND  

10月   9．6   2   ND   N【I ND  

11月   130．8   6   ND   NI】   ND  

12月   85．2   4   ND   ND   ND  

平成10年1月   177．0   6   ND   ND   ND  

2月   91．8   9   ND   ND   ND  

3月   126．6   9   ND   ND  

年 間 値   1803．3   86   ND   ND   ND   ′ヽ■′   

前年度までの過去3年間の値   213   ND   ND   ND  
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表－2  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
137  

前年度までの  

Cs  
試 料 名    採取場所  採取年月  体  過去3年間の値  

数  

大気浮遊塵  大津市  H9．4～朋10．3   4   ND   ND   ND   ND  鵬q／什3   

降 下 物  大津市  H9．4～HlO．3  12   ND   ND   ND   0．022  惟q／伽2   

上水・源 水  
陸  

昭］泰   大津市  H9．6，H9．12   2   ND   ND   ND  嘘q／1  

水  

淡 水  

ND  ND   ND   ND  Bq／馳乾土  

土  

ND  ND   ND   ND  惟q／伽2  

壌   ND   ND  馳／馳乾土  

5－20Cm   野洲町  H9．7   
ND  ND                 ND ‖  ND   ND   ND  惟q／馳2   

精 米  志賀町  H9．10   ND   Bq／馳精米   

野  根   安曇川町  H9．11   ND  ND   0．027  
Bq／馳生  

菜   ND  ND   ND  

牛 乳  日野町  H9．8，HlO．2   2   ND  ND   ND  Bq／1   

都市部  大津市  H9．6，H9．12   2  0．012  0．062  
日常食  Bq／人・日  

0.048 ND 
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義一3  空間放射線呈率測定結果  

モニタリングポスト（CPS）  サーベイメーター  

測定年月日  
最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成9年4月   13．1   17．8   14．0   65．8   

5月   13．0   18．7   13．9   59．2   

6月   13．0   19．9   13．9   64．2   

7月   12．9   18．9   13．7   68．2   

8月   ほ．0   15．8   13．7   68．4   

9月   18．2   18．9   14．0   66．0   

10月   13．3   17．2   14．2   74．8   

11月   柑．2   18．9   14．4   67．4   

12月   13．2   18．5   14．1   72．5   

平成10年1月   13．0   22．9   14．0   66．9   

2月   13．2   18．2   14．1   69．7   

3月   13．2   22．0   14．1   71．2   

年  間  値   12．9   22．9   14．0   59．2－J74．8   

前年度までの過去8年間の値   13．1   27．0   14．2   55．2－72．7   
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Ⅴ－26 京都府における放射能調査  

京都府保健環境研究所  

西内 一、藤波直人  

渡遵哲也、伊吹勝蔵  

1 緒 言   

京都府では、前年度に引き続き、科学技術庁委託による環境放射能水準調査及び放射線監視交   

付金による高浜発電所周辺の環境放射能調査を行ったので、その概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

①環境放射能水準調査  

空間線量率、浮遊じん、降下物（定時採水及び月間雨水）、上水（源水及び蛇口水）、淡  

水、農畜水産物（米、茶、大根、ほうれん草、牛乳、ふな、さば）、土壌、日常食  

②高浜発電所周辺の環境放射能調査  

空間線量率、積算線量、浮遊じん、降下物、陸水（源水及び河川水）、陸士、農畜産物  

（米、大根、ほうれん草、高菜、みかん、椎茸、小豆、栗、馬鈴薯、梅、きゆうり、やまぶ  

き、牛乳）、指標植物（よもぎ、松葉）、海産生物（めばる、さざえ、なまこ、あじ、いか、  

うまずらはぎ、まいわし、わかめ、ほんだわら）、海底沈積物、海水、大気中ラドン娘核種、  

ガス状よう素  

（2）測定方法  

試料の調製及び測定方法は、科学技術庁編『全ベータ放射能測定法』、『ゲルマニウム半導   

体検出器を用いた機器分析法』、『トリチウム分析法』及び『ストロンチウム分析法』等に準  

じた『京都府環境放射能測定法（改訂Ⅲ）』によった。  

（3）測定装置  

測定機器は、別表のとおりである。  

（4）調査結果  

表Ⅰ～Ⅴに調査結果を示す。  

①環境放射能水準調査  

定時採水を除く環境試料について、ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査を行っ  

たところ、土壌、大根、茶、日常食及びさばに137csが認められた。  

②高浜発電所周辺の環境放射能調査  

従来の測定値と同程度の3H及び長半減期の1S7cs、90srが検出された。  

3 結  善玉  Pロ  

平成9年度の調査結果は、従来と同程度のレベルにあり、特に異常値は認められない。  
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Ⅰ 定時採水試料中の全ベータ放射能調査結果  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

（mm）  

平成9年4月   138．5   7   N．D．   N．D．   N．D．   

5月   162．5   N．D．   1．7   9．6   

6月   111．5   7   N．D．   N．D．   N．D．   

7月   333．5   N．D．   N．D．   N．D．   

8月   115．0   6   N．D．   2．2   124．1   

9月   205．5   7   N．D．   2．1   26．0   

10月   12．5   3   N．D．   N．D．   N．D．   

11月   118．5   6   N．D．   N．D．   N．D．   

12月   71．0   5   N．D．   N．D．   N．D．   

平成10年1月   146．0   6   N．D．   N．D．   N．D．   

2月   61．0   8   N．D．   2．4   2．4   

3月   88．0   9   N．D．   N．D．   N．D．   

年間値   1563．5   86   N．D．   2．4  N．D．～124．1   

過去3年間の値  232   N．D．   6．8  N．D．～121．5   

Ⅲ 放射化学分析結果  

試料名  部  採取地点  採取年月日  Sr－90濃度   単 位   

闇の  

陸 水  河川水  朝来川  H9．5．21  1．1±0．18  1．7～2．6   mBq／L   

大 山  H9．5．26  480 ± 27  230～  

よもぎ   葉  H9．10．17  540 ± 26  2300   

mBq／kg・生             吉 坂  H9．5．26  360 ± 25  430～  

H9．10．17  490 ± 26   1500  

米   玄米  大 山   H9，10．24   82 ± 18  N．D．～ 67   

牛 乳   原乳  多祢寺  H9．11．10   39 ± 5．9  34～47   mBq／L   

めばる  全身   H9．5．7   N．D．   N．D．～200   

なまこ  毛島沖  N．D．   mBq／kg・生  

ほんだわら  除根  H9．12．19  430 ± 45  N．D．～270   

Ⅲ 牛乳中のト131分析結果  

採取場所   尭鶴市  t過去3年間の借（Bq／L）   

最低値   採取年月日  H9．5．13  H9．10．8  H9．5．22  H9．11．10  

放射能濃度   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

試 料 名    取場所  採取年月  検体  Cs－ほ7  前年度まで過 3年間の値   その他の検出された  

鮪  鼻低値   値   最低値   

大気浮遊じん    京都市  H臥 4一－HlO．3  4   N．D N．D N．D N．D N．D 嘘q／皿3  

舞鶴市  H9．4→H】0．3  24   N．D N．D N．D N－D   N．D 

降下物  都市  H9．4、HlO．3  四   N．D N．D N．D 0．072 ± 0．Ot7   N．D MBq／k汀J  

免鶴市  H9 4、HlO 3  】2   N．D   N．D   ND n．n（ミ9 ± 0．O17   N．D 

上水源 水   京者i市  耶l只 Hlnl  2   Y.D N.D N．n   025 ± 0．082   N．D mBq／L  

陸  負鶴市  H9．5 H9．1】  同   N．D N．D N．D ト0 ±  0．20   N．D 

蛭口火   京都市  H9．8 HlO．1  同   N．D   N．D N．D N．D N．D 

河川水  負鶴市  H9．5．H9．1l  同   N．D N．D N．D N．D RO 

水  綾部席  H臥 5   N．D N．D N．D N．D N．D 

濾 水  宇治詩  H9】2   Nn N．D．   ND   N．D N．D 

0～5cm   京都市  H9．7   l  ＋  十  十  ＋   軋D   B k 土  

土  川n ±  qO  】nn±  90  齢 ±  74  14n ±  】2   N．D H鮎／k汀r  

舞鶴市  H臥 7   5  3．3±  0．32  ‖0± 】．2  1．4 ±  0．26  230±  2．0   N．D Bq／kg乾土  

綾部市  H9．7   n  26±  0．57  26±  0．57  38 ±  0．引  36±  0．65   N．D 

壌  十  ＋  77 十  024  75 十  036   N D   B k 土  

】0〔In±   47  10nn±   47  46 ±  14  620±   30   N．D MBq／k汀r   

精 米  都市  即Ⅰ】   N D   Nn   Y. D. Nn   N．D Bq／k精米   

玄 米  烏鶴市  耶L川   5   N.D. n30 ± 0027   N．D   11± 0．041   N．D Bq／kg生  

綾部席  H9．10   n  0．081± 0．024  0．081± 0．024   N．D N．D N．D 

大 根（根）   京都市  H9．10   n  0．036± 0．0059  0．036± 0．0059   N．D N－D   N．D 

野  舞鶴市  ㈹．12   N．D N．D N．D 0．035 ± 0．0058   N－D 

士 抱〔董〕   義塾市  H912   3   N.D. nn40± 0011   N．D ∩．10 ± 0．0】3   N．D 

梅  免鶴市  耶L 6   N［   ＼〔   N D   N．D N．D 

きゅうり  烏鶴市  H9．8   N．D N．D N．D N．D N．D 

綾部僑  H9．7   N．D N－D N．D 0．030± 0．0050   N．D 

やまぶき  綾部市  H9．5   n  0．057± 0．010  0－057± 0－010   N．D 0073± 0．012   N．D 

茶  宇治市  H9．6   N．D N．D N．D N．D N．D 8q／kg乾物  

加】憎．町  H9 8  n   D2R ± nn5fi   n28± 0058   nR7 ± n056   043 ± 0．057  N．D．   

牛 乳  H9 5 H91（】  2   N.D. ND．   N D   ND N．D Bq／L  

無塵市  耶ト 5 H9lt  2   Nn   N.D. ND ND．   N．D 

淡水産牛物（フナ）    宇治市  H9．12  n   N．D．   N．D．   N．D．   N．D N．D Bq／k文牛   

日常食  都市  H9 6 H912  q  DD22± 00066  0036± 0．0076  0．024± 0．0075  0．054 ± 0．0083   N．D Bq／人・日  

免艶市  耶L 6 H9．12  q  0．027± 0．0072  0．042± 0．0097  0．030± 00080  0．067± 0．0089   N．D 

海 水  亀鶴沖  H9 只 Hln 2  2  29±  0引  32 ±  0S5  2 2 ±  043  2R ±  0．57   N．D 血Bq／L   

無塵沖  H9 A H】n 2  6  2．0±  n2A  2．5±  024  19 ± 026  3．2 ±  0．26   N．D 8q／加鹿土   

さ ば   H9．1l   n  n15± nnll  0．15± 0011  ll lll；l  0．17 ± 0．O11   N．D Bq／kg生  

海  負鶴沖  H9．5   田  0．17± 0．02】  0．19± 0．020  0．12 ± 0．022  0．26 ± 0．022   N．D 

あ じ   舞鶴沖  H9．12   n  0一】3± 0．0】7  0．13± 0．O17  0．10± 0018  0．】7± 0019   軋D 

産  舞鶴沖  HlO 3   n  00gl± 0014  0081± 0．014  0．071± 0．020  0．14 ± 0．O14   N－D  

うまずらはぎ  免鶴沖  H9 7   k.D. N.D. 0042 ± 0．馴4  0079± 0．014   N．D 

生  耶ト 5 日912  2  805R ± 0811  n〔lR3± OD13   N. O. 007Z± 0．別1   N．D 

さぎ貞   耶ト 6   h.D. nn57 ± 0016   ND n072± 0．O19   N．D 

物  舞鶴沖  H9 5   N D   N．口 N．D 0．051± 0．012   N．D 

わかめ   免鶴沖  H9 5   ND   0073± 0－020   H．D N．D N．D 

ほんだわら  舞鶴沖  H臥 5．H9．12  6   N．D   N．D N．D 0090± 0．029   N．D 
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V 空間放射線量率測定結果  

測定場所   モニタリングポスト（nGY／h）  サーへ○イメータ（nGy／h）  

舞鶴市大山  舞鶴市書坂  舞鶴市倉梯  京都市   

測定年月   最低：借  最高値  平均値  l最低借  最高値  平：仮借  最低値隠者借l平均値  平均値   

平成9年4月   28   55   30   33   61   35  42   67   45   88   

5月   27   50   30   32   63   35  40   67   45   85   

6月   28   57   30   32   70   35  41   67  43   86   

7月   28  63   31   32   68   36   41   72   44   85   

8月   28  47   30   32   65   35  41   57   43   85   

9月   29   71   32   33  64   36   41   77   44   85   

10月   29  48   31   33   54   36   40   60   44   85   

11月   29  67   32   33  64   36   41   71   44   87   

12月   26   67   32   30  96   37   39   71   45   85   

平成10年1月   25   70   33   31   66   37   39   71   45   84   

2月   27  66   31   32   94   36   41   81   44   86   

3月   29  66   31   33  65   35  41   65   44   83   

年 間 値   25   71   31   30   96   36   39   81   44   85   

過去3年間の値  16   96   30   21  127   36   32  116   45   86   

別表 測定機器  

モニタリンク◆ポスト：DBM方式NaI（Tl）シンチレーシ］ン検出器  

空間線量率  
放射能水準調査：NaI（Tl）シンチレーションサーヘーィメータ   

空間積算線量   熱蛍光線量計 TLD素子（CaSO4：Tm）   

がンマ線放出核種  ケ◆ルマニケム半導体検出器   

トリチウム   液体シンチレーション計数装置   

GM計数装置  
全へ○一夕放射能  

プラスチックシンチレーション検出器   
モニタリンク◆ポスト  

全アルファ放射能  ZnS（Ag）シンチレーション検出器   

ストロンチウム   低ハ◆ックク●ラウンド放射能測定装置   
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Ⅴ－27 大阪府iこおⅠナ る放射能調査  

大阪府立公衆衛生研究所  

渡辺 功  肥塚 利江  

鵜川 昌弘  

1．緒言  

大阪府では、昭和35年度より科学技術庁の委託により放射能調査を実施してい  

る。今回は、平成9年度に実施した調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1） 調査対象   

・全ベータ放射能   

・核種分析  

降水（定時）  

大気浮遊じん、降下物、上水（原水・蛇口水）、土壌、精米  

野菜（タマネギ・ダイコン・ホウレンソウ・キャベツ）、牛乳  

（原乳・市販乳）、日常食、海水、海底土、海産生物（サバ）   

・空間線量率  モニタリングポスト（1地点）、シンチレーションサーベイ  

メータ（5地点）  

（2） 測定方法  

平成9年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った。  

（3） 測定装置   

・全ベータ放射能：  

・核種分析   

・空間線量率  

（4） 調査結果   

・全ベータ放射能：  

・核種分析  

低バックグラウンド放射能自動測定装置（アロカ製L B C－   

4 7 2－Q型）   

ゲルマニウム半導体検出器（東芝製IG C－20175S D型）   

モニタリングポスト（アロカ製MAR－21型）   

シンチレーションサーベイメータ（アロカ製T C S－166型）  

定時降水の測定結果（6時間値）を表Ⅰに示す。  

89 例中 23 例検出したが異常値は認められなかった。   

環境及び食品試料中の131Ⅰ、137c s及び＝Kの測定結果を  

表Ⅲに示す。上水（原水）試料の一部に、昨年度と  

同様、微量の －81Ⅰが検出された（ND ～1．218q／1）。  

その他の試料に異常値は諌められなかった。   

モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメータに  

よる結果を表Ⅲに示す。昨年度と同程度の値であった。  

・空間線量率  

結 語  

平成9年度の大阪府における放射能調査結果は、昨年度と同様、平常値であり、   

人工放射性物質の新たな環境への放出は無いことが確認された  

昨年度に続き今年度も上水試料の一部に微量の131Ⅰを検出したが、飲料水の摂   

取制限に関する指標の約1／105 のレベルであり、府民への健康影響はない。  
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表 Ⅰ  定時降水中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取   （定時降水）  

採取  

降水量  放射能濃度（8q／1）  月間  
年月  降下量  

（■1）  測定数   最低値   最高値   （舶Bq／k12）  

平成9年4月   126   7   ND   0．4   5．2   

同  5月   105   12   ND   0．5   6．2   

同  6 月   63   8   ND   0．6   12．9   

同  7月   274   12   ND   ND   ND   

同  8 月   122   4   ND   Nl）   ND   

同  9月   202   8   ND   0．7   4．3   

同 10月   27   4   ND   0．7   4．0   

同 11月   99   8   ND   0．3   7．2   

同 12月   77   3   ND   ND   ND   

平成10年1月   133   8   ND   0．8   1．9   

同  2 月   96   8   ND   0．8   2．3   

同  3月   58   7   ND   0．7   6．6   

年 間 値   1382   89   ND   0．8   Nl）～12．9   

前年度までの過去3年間の値  212   ND   2．0   ND′－24．6   
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表 Ⅱ ゲルマニュウム半導体検出暑引こよる核種分析測定調査結果  

＝＝C  

検  前年度まで  その他の  

試 料 名   採取場所  採取年月  過去3年間の  単位  

体  値  た人工放  

射性核種  

数  

大気浮遊じん   大阪市  9．4一｝10．3  12  ND   m   m   ND  mBq／が   

降下物  大阪市  9．4～10．3  12  ND   ND   Nl）   ND  HBq／h2   

陸  ND   ND   ND   131Ⅰ  

ND～1．2   mBq／1  
水   

蛇口水   大阪市  9．4・－10．2  6  ND   m   ND   m  131Ⅰ：ND   

2．3  2．6   4．9  mBq／kg乾土  

土  9．7   

120  150   240  MBq／km2  

1．2  2．3   4．3  mBq／kg乾土  

壌   9．7   

200  360   780  MBq／km2   

精米  大阪市   9．11   ND  Bq／毎精米   

大 根   大阪市   9．11   ND  m  0．062  

野  生  

ホウレン草  大阪市   9．11   ND  ND   ND  

莱  9．7   ND  m   ND  

Bq／kg生  

キャベツ  熊取町   9．1   ND  ND   ND  

牛  ND   ND   m  

Bq／1  

乳   大阪市  9．8，10．1  2  ND   ND   m   0．11  

泉大津市  Bq／人・日  

日常食  他   

大阪市  9．6，9．12  2  ND  0．050  ND  0．058  Bq／人・日   

海水  大阪港   9．7   ND  ND   ND  血／1   

海底土  大阪港   9．7   3．2  2．2   4．1  Bq／kg乾土   

海  サバ   大阪市   9．11   0．12  0．13  0．16  
産  

生  B（l／kg生  

物  
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表 Ⅲ  空間放射線土率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ（nGy／ll）  

測 定 年 月  

最低値  最高値  平均値  当所中庭  大阪城公園 熊取町3地点   

平成9年 4月   38   52   40   131  92．6   

同  5月   39   57   41   133  88．4   

同  6月   39   57   41   131  97．2   

同  7月   40   56   41   120  93．8  78．2～100   

同  8月   40   51   42   126  91．0   

同  9月   40   54   42   131  97．4   

同 10月   40   54   42   133  89．8   

同 11月   39   54   42   132  96．0   

同 12月   39   57   41   129  96．6   

平成10年1月   39   55   41   125  92．0  76．6～98．6   

同  2月   38   54   40   130 97．2   

同   3月   38   52   40   133  95．4   

年 間 値   38   57   41   120～133  88．0－97．0  77～100   

前年度までの  

過去3年間の値   38●l   59●1   42●l   119～138●！   90～103＝  74～107嘉2   

●l平成7年度及び平成8年度の値、平成6年度は旧機種（アロカ製MAR－11型）での   

測定値（c p s）のため省いた。  

一2平成8年度の値、平成6年及び7年度は、旧機種（アロカ製TCS－151型）での   

測定値のため省いた。  
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Ⅴ－28 兵庫県における放射能調査  

兵庫県立衛生研究所  

犠村公郎．矢野美穂  

1．緒言   

前年にひき続き、平成9年度に兵庫県が実施した科学技術庁委託による放射能   

測定調査結果について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時採取した降水、大型水盤による降下物、大気浮遊塵、上水（蛇口水）、土  

壌、日常食、牛乳（生産地）、野菜（生産地）、米（生産地、消費地）、海産生物  

（いかなご）、空間線王率   

（2）調査方法  

試料の前処理、全ベータ放射能測定及び核種分析は、科学技術庁のマニュア  

ルに準拠した。   

（3）測定機器  

アロカ」BC472  

東芝 高純度ゲルマニウム半導体γ線核種分析装置  

アロカ MAR－15  

アロカ TCS－166  

3．調査結果   

（1）定時採取による降水の全べ一夕放射能測定結果を表1に示す。過去3年間と  

ほぼ同様のレベルにあり異常値は認められなかった。  

（2）ゲルマニウム半導体γ線核種分析装置を用いた柑7csの測定結果を表2に示  

す。－37csは土壌、海産生物、日常食に検出されたが過去3年間と比べて差は  

認められなかった。その他－311などの人工放射性核種は全て認められなかっ  

た。   

（3）空間線土率及びモニタリングポストの測定結果を表3に示す。過去3年間とほ  

ぼ変わらなかった。  

4．結語   

平成9年度兵庫県における放射能調査において土壌、海産生物及び日常食に人   

工放射性核種である－37csが検出されたが、その値は過去3年間の値と大きく異   

なることなく異常値は認められなかった。  
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表1 定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

採取   降水量   降水の定時採取（定時降水）  

年月   （mm）   放射能濃度（Bq／L）  月間降下量（MBq／km？）  

測定数  最低値  最高値  （γ線核種定性分析）   

1997．04   108．3   7   N．D．  N．D．   

1997．05   143．8   N．D．  N．D．   

1997．06   53．1   7   N．D．  7．1   111（人工核種検出しない）  

1997．07   454．2   12   N．D．  N．D．   

1997．08   80．3   3   N．D．  N．D．   

1997．09   228．3   4   N．D．  N．D．   

1997．10   33．7   3   N．D．  8．1   ＝0（人工核種検出しない）  

1997．11   92，1   6   N．D．  N．D．   

199臥12   95．7   3   N．D．  N．D．   

1998．01   158．3   8   N．D．  N．D．   

1998．02   59．1   8   N．D．  14   15（人工核種検出しない）  

1998．03   61．8   7   N．D．  7．7．   36（人工核種検出しない）   

年間値   1568．7   79   N．D．  14   N．D．－111   

前年度までの過去3年の値  188（合計）   N．D．  68   N．D．－171   

注：両生は1mm以下の全ベータ測定を行わなかった雨も含む  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

試料名  採取場所採取年月   検   －37cs  過去3年の値   その他検出   単位  

体  

数   放射性核種   

大気浮遊塵神戸市 97．04－98．03  4   N．D．  N．D． N．D  N．D．   検出しない  mBq／MO   

豊岡市 97．04－98．03  4   N．D．  N．D． N．D  N．D．   検出しない  mBq／M口   

降下物  神戸市 97．04－98．03  12   N．D．  N．D． N．D． N．D．   検出しない  MBq／kmP   

蛇口水  神声市 97．06，96．12   2   N．D．  N．D． N．D． N．D．   検出しない  mBq／l   

土壌0－5cm 加西市 97．07   45  45  38   56   検出しない  Bq／kg乾土   

土壌5－20cm加西市 97．07   4．3  4．3  5．2   9．5  検出しない  8q／kg乾土   

生産地米 加西市 9了．11   N．D．  N，D． N，D， N．D，   検出しない  8q／kg精米   

消費地米 神戸市 97．＝   N．D．  N．D． N．D． N．D．   検出しない  Bq／kg精米   

大根  加西市 97．11   N．D．  N，D． N．D   N．D   検出しない  Bq／kg生   

ホウレン草  加西市 97．11   N．D．  N．D． N，D   N．D   検出しない  Bq／kg生   

牛乳  三原町 97．08．98．02   2   N．D．  N．D   N．D． N．D．  検出しない  Bq／l   

日常食  加古川市9了．06．97．12   2   14  26   N．D． 40   検出しない  mBq／人日   

浜坂町 97．06，97，12   2   N．D．  26  N．D． 44   検出しない  mBq／人日   

海産生物 明石市 97．04   67  67  90  140  検出しない  mBq／kg生   
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表3．  空間放射線呈率測定結果（神戸市）  

測定年月   モニタリングポスト（cps）   サーベイメータ（nGy／h）  

最低値  最高値  平均値   エネルキ●一補正型  

1997．04   15．0  20．4  15．7   102．   

1997．05   14．9  21．3  15．6   105．   

1997．06   14．9  20．8  15．7   105   

1997，07   14．9  20．8  15，6   106．   

1997．08   14．8  1了．3  15．5   106．   

1997．09   15．1  18．4  15．了   106．   

1997．10   15．2  20．6  15．9   106．   

1997．11   15．2  18．9  16．0   110．   

1997．12   15．1  20．6  15．9   111．   

1998．01   15．0  20．1  15．9   108．   

1998．02   15．1  19．7  15．7   109，   

1998．03   15．0  19．8  15．7   104．   

年間値   14．8  21．3  15．7   102－111．   

前年度までの  14．9  22．0  15．9   92．Ot120   

過去3年の値  
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Ⅴ－29  奈良県をこおさナ・る放射青垣鯛査  

奈良県衛生研究所  

岡田 作，氏家 英司  

1．緒   

前年度に引続き、奈良県において平成9年度に実施した科学技術庁委託による環境  

放射能水準調査の結束を報告する。  

2．調査の概要  

（1）訴査対象  

定時降水の全β放射能。大気浮遊じん，降下物，土壌，陸水，牛乳，糟米，野菜難   

日常食及び茶の核種分析。空間放射線羞率  

（2）測定方法  

試料の前処理，全β放射能測定，核種分析及び線量率測定は、科学技術庁の「放射   

能測定謝査委託実施計画書」「全β放射能測定法」「Ge半導体検出者を用いた機器   

分析方法」等に従って実施した。  

（3）測定装置  

全β放射能 全βGM自動測定装置（アロカJDC163型）  

γ核種分析 Ge半導体核種分析装置（東芝NAIGI∝1819S型）  

空間線量率 NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカTCS－151型）  

モニタリングポスト（アロカ MAR－15型）   

（4）諦査結果  

定時降水の全β放射能を義1に示した。異常値は認められなかった。  

γ核種分析による137cs分析結果を表2に示した。降下物，土壌，茶そして日常食で   

137csが検出された。  

空間放射線豊率は義3に示した。異常値は認められなかった。  

3．措  辞   

いずれの翻査項目においても前年度とほぼ同程度の億を示し、特に異常な偶は認  

められなかった。  
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表1 定時搾水試料qlの全β放射能調査結果  

l  

採 取l  
昨水虫  放射膿肢（Dq／1）  月閃降下羞  

年 月   （MDq／h2）  

（mm）   

平成 9 年 4 月   119．3   6   叩   ND   

5 月   206．3   10   ND   4、3   222   

6 月   128．5   MD   

7 月   45G．2   

8 月   160．4   MD   

9 月   216．2   

10 月   30．1   ND   

11月   141．2■   7   ND   ND   

12月  132．6   ND   

平成10‘年 1月   217．2   3．0   

2 月   136．1   

3 月   106．8   7   MD   

年  lⅦ   侶   2050．9   87   4．3  HD ～ 222   

前年度までの過去3咋n8の値  217   HD   17，0  ND ～ 336   
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蓑2 ゲルマニウム半♯体験山錯による核種分析朋定調査結束  

映  

＝＝cs  的年皮までの  

鼓斗冬  採取場所  過去3咋叩の伯  

人工放射性  

歎  
l  

大気浮遊じん  奈良丁け  9．4～10．3  口  四   MD  瓜8q／m3   

降下物  0．14   0．14  HDq／h2   

陸水（蛇口水）   奈良市  9．6，12   2 ND ND   ND   ND  nBq／1   

3．8  2．9  4．4  8q／k乾土  

土  9．7   

233 310 HBq／h2  

壌  3．2  3．1  4．9  bq／k托土  

5・20肌   9．7   

Hbq／h～   

精米  檀原持   9．10   I ND ND   Dq／k精米   

野  根  檀原持   9．12   MD   HD  
Bq／k生  

菜   9．12  1 ND ND   ND   

茶  奈良Tl了   9．5   冊   1．28   1，6  Dq／反乾物   

牛乳  HD  8q／1   

0．017  0．035   

冊  0．073    8q／人・日  日常食   l暮凍丁ド  9．6，11   
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轟3  堂lⅦ放射線玉串測走結果  

モニタリング㍍スト（cps）    サーベイメータ  

汎l  走  昨  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 9 咋  4 月   17．9   21．5   18．6   56   

5 月   17．7   23．2   18．6   58   

6 月   17．6   24．2   18．5   

7 月   17．6   21，9   18．4   

8 月   17．7   21．9   18．4   

9 月   17．9   23．3   18．6   

10 月   17．9   23．5   18．8   

11月   17．9   23．0   19．0   57   

12 月   17．9   22．6   18．7   

平成10年 1月   17．8   22．3   18．6   

2 月   17．9   22．0   18．G   

3 月   17．9   22．2   18．5   

年  n口  値  17．6   24．2   18．6   53 ～ 59   

朗年度までの過去3咋n口の憎  17．5   25．G   18．6   52 ～ 61   
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Ⅴ－30 和歌山 県 にお け る 放射能調査  

和歌山県衛生公害研究センター  

嶋田 英輝  勝山 健  

得津 勝治  

1．緒 言   

前年度に引き続き、平成9年度科学技術庁重吉引こよる放射能測定結果について報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水（全β測定）、大気浮遊塵、降下物、蛇口水、日常食、土壌、各種食品（牛乳、白菜  

大根、鯵、米、茶）の核種分析、及び空間線量率測定を行った。   

2）測定方法  

試料の採取、前処理、調整及び測定方法は、昭和51年改訂「全β放射能測定法」、平成  

2年改訂版「Ge半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」及び「平成9年度放  

射能測定調査委託実施計画書」に基づいて行った。  

3）測定装置  

・全β放射能‥低バックグラウンド全β放射能測定装置（アロカ社製 LBC－452U  

型）  

・核種分析：Ge半導体検出器（SEIKOEG＆G製 GEM－15190－P型）  

・空間線量率：モニタリングポスト（アロカ社製 MAR－21型）  

シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製 TCS－166型）  

4）調査結果  

表1に定時降水試料中の全β放射能測定結果を示した。  

表2に陸水、土壌、日常食、精米、野菜等のγ線核種分析結果を示した。  

表3に空間線量率測定結果を示した。  

3．結 語   

今年度の調査結果は、過去の調査結果とほぼ同程度で特に異常は見られなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能測定結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採取  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  

年月  （MBq／km2）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成 9年4月   106．0   9   N．D   1．11   2．67   

5月   156．5   9   N．D   0．62   7．43   

6月   93．0   10   N．D   0．62   4．22   

7月   229．0   N．D   N．D   N．D   

8月   82．0   5   N．D   N．D   N．D   

9月   249．5   8   N．D   N．D   N．D   

10月   28．0   4   N．D   0．75   0．84   

11月   145．5   9   N．D   N．D   N．D   

12月   51．5   4   N．D   0．78   1．64   

平成10年 1月   124．0   9   N．D   N．D   N．D   

2月   118．0   10   N．D   N．D   N．D   

3月   69．0   N．D   1．29   5．91   

年 間 値   1452．0   99   軋D   1．29   N．D ～ 7．43   

前年度までの過去3年間の値  151   N．D   2．88   N．D ～ 66．2   
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表2  ゲルマニウム半導体検出暑引こよる核種分析測定調査結果  

検  

採取  1＝c5  前年度まで  

試料名  採取場所  体  過去3年間の値  単 位  

年月  

数  

大気浮遊じん   和歌山市  四半期  4  N．D  N．D  N．D   N．D  嘘q／m3   

降 下 物  和歌山市  毎月  12  N．D  N．D  N．D  N．D  蝿q／km2   

睦  

蛇口水   新宮市  9．8，11  2  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／1   

水  

4．1  3．0   3．9  如／kg乾土  

0～5cm   新宮市   9．10  

土  220  150   280  脇q／h2  

ヰ  軋D  N．D   N．D  Bq／kg乾土  

5・－20cm  新宮市   9．10  

N．D  N．D  N．D  脇q／km2   

精  米  新宮市   9．9  N．D  N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  新宮市  10．2  口   N．D  N．D  19．0  

8q／kg生  

菜   新宮市  10．2  口   N．D  N．D  N．D  

茶  那智勝浦町  9．6  口   0．78  0．44  0．58  軸／kg乾物   

牛  乳  新宮市  9，5，10  2  N．D   N．D  N．D  N．D  8q／1   

和歌山市  9．7，12  2  N．D  N．D  N．D  N．D  日 常 食                   Bq／人・日  
新宮市†  9．7，12  2  N．D  0．056  N．D半  0．067★  

海  

産  魚類  新宮市   9．1l  0．20  N．D  20．0  Bq／kg生   

生  

物  

＊平成8年度より採取塘所変更．それ以降の債．  
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表3  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測   定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成  9年  4月   31．0   52．0   32．8   59．6   

5月   31．0   50．0   32．9   59．8   

6月   31．0   47．0   33．1   57．4   

7月   31．0   54．0   33．0   59．2   

8月   31．0   41．0   32．9   59．0   

9月   31．0   47．0   33．7   58．8   

10月   32．0   43．0   33．7   62．8   

11月   31．0   48．0   34．1   64．6   

12月   32．0   52．0   33．9   58．8   

平成 10年   1月   32．0   47．0   34．2   61．6   

2月   32．0   52．0   33．7   57．8   

3月   32．0   53．0   33．8   60．8   

年  間  値   31．0   54．0   33．5   57．4・－ 64．6   

前年度までの過去3年間の値♯★   31．0   46．0   32．9   57．2 ～ 70．6   

＊＊平成8年4月よりサーベイメータ．平成9年1月よりモニタリングポストの機種変更・   

それぞれ機種変更以降の値．  
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Ⅴ一31鳥取県における放射能調査  

鳥取県衛生研究所  

田中卓実 坂田裕子 洞崎和徳  

若林健二 田中長義  

1 緒言  

鳥取県において平成9年度に実施した、科学技術庁委託による環境放射能   
水準調査結果について報告する。   

2 調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野  
菜（大根・ホウレン草）、牛乳、日常食、海水魚（さば）及び空間線量  
率  

（2）測定方法  

科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年）」、「ゲルマニ  
ウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年）」及  
び「平成9年度放射能測定調査委託実施計画書」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能測定・・GM計数装置（ALOKA、TDC－511）  

核種分析… …・G e半導体検出器（ORTEC GEM－15180－P）  
空間線量率測定…・サーベイメータ（ALOKA TCS－151）  

モニタリングポスト（ALOKA MAR－21）  

（4）調査結果  

ア 定時降水の全β放射能調査結果は表1に示すとおり、検出数は15回  
と例年なみであり、冬季に多く検出される傾向も例年どおりであった。  
イ 牛乳中の131Ⅰの調査結果は表2に示すとおり、全て検出限界以下で  
あり、過去3年間と同様であった。  

ウ Ge半導体検出器による核種分析結果は表3に示すとおりで、精米、  
日常食及びさばから137c sが検出されたが、前年度と同様、低レベル  
であった。  

エ 空間線量率測定結果は表4に示すとおりで、例年とほぼ同程度の値で  
あり、異常値は認められなかった。   

3 結語  

鳥取県における放射能調査結果は、平成9年度も過去の調査結果と同程度   
の値であり、特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採取  

降水量  放射能濃度（Bq／且）  月間降下量  

年月  （MBq／h2）  

（mm）  測定数  最低値  最高値   

平成9年 4月   100．1   7   ND   ND   ND   

5月   211．1   8   ND   ND   ND   

6月   120．2   5   ND   ND   ND   

7月   355．6   11   ND   ND   ND   

8月   143．2   7   ND   ND   ND   

9月   28 7．6   9   ND   ND   ND   

10月   9 6．6   6   ND   3．5   99．1   

11月   127．7   8   ND   1．5   8．2   

12月   167．5   10   ND   1．9   61．8   

平成10年 1月   263．4   15   ND   3．0   108．8   

2月   10 7．3   9   ND   5．0   103．3   

3月   6 7．1   7   ND   ND   ND   

年 間 僅  2047．4   102   ND   5．0   ND～108．8   

前年度までの過去3年間の値  317   ND   7．6   ND～176   

表2 牛乳中の131Ⅰ調査結果  

採 取 場 所   米  子  市  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  H9．6．2  H9．7．14  H9．9．1  H9．10．27  H9．12．1  HlO．3．2  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／l）  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

＝7cs  前年度まで  その他の  

過去3年間の値    検出された  

試  料  名    採取場所  採取年月  検体数  人工放射性  

核種   

大気浮遊じん  鳥取市   H9．4－HlO．3  4   ND   ND   Np   ND  mBq／m3   

降下物  鳥取市   H9．4－HlO．3  ND   ND   ND   0．116  MBq／h2   

陸  H9．6  2   ND   ND   ND   ND  皿Bq／且   

水   H9．12  

ND   1．69  2．．24  Bq／短乾土  

土  岩美郡国府町  H9．7   

ND   116   197  MBq／h℡  

ND   ND   Np  Bq／短乾土  

壌   

ND   ND   ND  MBq／k旦2   

精米  鳥取市   H9．12   0．166  ND   0．118  Bq／短精米   

野  岩美耶国府町  H9．12   Nt）   ND  0．044  

Bq／短生  

菓   H9．11   Nt）   Np  0．042  

牛乳  米子市   H9．8  2   ND   ND   ND  0．093  Bq／且   

HlO．2  

鳥取市   H9．6／H9．11   2   ND  0．041  0．042  0．094  

纏■  Bq／人・日   

岩美郡福部村  H9．6／H9．11   ND  0．039  ND   0．033  

梅  境港市   HlO．1   0．225  0．149  0．163  Bq／短生  

産  

生  

物  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  日  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 9 年  4 月   3 7   5 6   3 9   100   

5 月   38   74   40   9 5   

6 月   38   61   40   97   

7 月   3 7   6 2   41   101   

8 月   3 7   54   40   9 3   

9 月   38   53   41   94   

10 月   38   5 9   40 96   

11月   38   77   41   93   

12 月   3 7   57   40   96   

平成10 年 1月   33   56   40   90   

2 月   36   70   40   94   

3 月   37   5 8   3 9   94   

年   間   値   33   77   40   90～101   

前年度までの過去3年間の値   25   89   40   72～100   

－233－   



Ⅴ－32 島根県をこおをナる放射能調査  

島根県衛生公害研究所  

藤井幸一、田中文夫、吉岡勝廣、生田美砂夫  

五明田季  

1．緒 言  

平成9年度に島根県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果及び原子力   

発t所周辺の環境放射能調査結果の概要を報昔する。  

2．調査の方法  

（1〉 調査対魚  

ア．科学技術庁委託環境放射能水準調査  

定時降水、降下物、上水、土壌、精米、野菜、牛乳、日常食、海水魚、空間線t率  

イ．原子力発t所周辺環境放射能憫査  

空間積井線暮、空間線t串、浮遊塵、降下物、陸水（水道原水、蛇口水、飽水、河  

川水）、海水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん革、キャベツ、茶、  

牛乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あらめ、わかめ、  

ほんだわら類、岩のり）、陸士、海底土  

（2）測定方法  

測定は、「平成9年度放射能測定調査委託実施計画書」、「平成9年鹿島根原子力発   

屯所周辺環魂放射能等測定計画」及び科学技術庁縮各種放射能測定法シリーズに準じて   

行った。  

（3）測定装置  

測 定 区 分  使  用  機  器   

全 β 放 射 能  低バックグラウンド2，【ガスフロー計数装置   

核  90s r  〃  

種  3H  低バックグラウンド液体シンチレーション計数装t  

分  そ の 他  Ge検出器付き4000チャンネル波高分析装置   

析  

空  線  モニタリング  暮原発監視：DBu回路付き 3’¢球形NaI：Tl検出器   

間  委託調査：1”¢×1’NaI：Tl検出器  

線  

ロ   横 井 患 暮  熱ルミネッセンス線量計   

（4）憫査結果   

ア．全β放射能  

定時降水の全β放射能の判定結果は、前年度と同春慶であった。   

イ．核種分析  

環境試料の核種分析の結果、微量の137c s、90s r及びトリチウムが検出された。  

131Ⅰはいずれの牛乳からも検出されなかった。   

ウ．空間放射農  

年間積井線tは、県下で 0．44－0．98mGyであり、平均は 0．61mGyであった。  

モニタリングポスト及びサーベイメータによる線量率の軸定薄黒も合わせて前年度と  

同程度であった。   

3．結 静  

平成9年度の島根県下の環境放射能覇査結果において、核種分析からは壊実験等の  

影響が見られたが、全体としては前年度と同程度のレベルであり、特異な傾向は認め  

られなかった。  
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Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能覇査結果  

採  取  降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

降水暮  放 射 能 濃 度（Bq／l）  月間降下量  

年  月  （mm）                     （uBq／出）    測 定 数  最 低 せ  最 高せ   

平 成 9 年  4 月   108．3   3．04   18．03   

5 月   204．6   0．65   53．29   

6 月   124．0   6  ∴17   13．50   

7 月   293．1   10  0．13   1．61   

8 月   207．2   8  

9 月   346．5   18  0．42   5．04   

10 月   51．4   12  2．22   21．42   

11月   153．8   14  0．63   7．35   

12 月   72．7   0．85   21．68   

平 成1 0 年 1月   194．8   1．35   28．30   

2 月   107．0   16  1．86   33．80   

3 月   63．0   10  0．76   12．20   

年  Ⅶ  せ   1926．4   147  3．04   － ～ 53．29   

前年度ま での過去 3 年間の偉  393  7．11   ー ーー334．15   

ー：検出下限せ未満を表す。  

Ⅱ．放射化学分析結果  

，Os r  

試  料  名   採 取 年 月  検 体  
半  位  

降  下   物   ’97．4ノ98．  12  0．14   － ～ 0．10   Bq／d・30日   

土 坤  0－5皿  ’97．7   88   186   73・－ 231   Bq／d   

雑物（松葉）  ’97．4－10  6   0．81   7．2   0．47 一－ 27．8   

野  菜  類   ’97．12   4   0．10   0．12   0．03 ～ 0．47   8q／kg・生  

茶  ’97．5   1．9  1．5 ～ 2．4   

海  水  ’97．4，10  6   1．4   3．0   1．9 ～ 3．3   mBq／L   

さざえ（筋肉〉  ’97．4，7   2   0．01   0．02   － ～ 0．02   

海産  〃   0．01   0．03   ー ー 0．06  

わ  か  め  ’97．4   0．01   0．03   － ・－ 8．06  Bq／kg・生  

生物  0．03  － ～ 0．09  

一：検出下限せ未満を表す。  

Ⅱ．トリチウム分析結果  

トリチウム  

試  料  名  採 取 年 月  検 体  
単   位  

月 間 降 水  ’97．4ノ98．  12   0．24   1．29   ー  ー1．21   

河   川   水  ’97．4ノ98．  12   0．32   0．82   0．48 － 0．91   

表 層 海 水  ’97．4，10  12   0．07   0．34   ー  ー 0．55   Bq／L  

池  水  ’97．6，12  2   0．81   0．71   0．47 ■・0．97   

水 道 原 水  ’97．6，12  4   0．54   0．83   0．53 －1．05   

水 道 管 未水  ’97．9   2   0．48   0．48   0．51■・0．78   

－：検出下限せ未漕を表す。  
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Ⅳ．ゲルマニウム半導体検出器による棟覆分析潰走■壬結果  

＊  採取  1きTc5  前年よまでの過去  

試 料 名  採取♯所  体  3年Ⅶの廿  された人エ  単  位  

年月   

大 気 浮 遊 ■   松江市1  

鹿島町2   nBq／d   

降  下  物   松江市1   〝  0．07  0．11  Bq／d   

陸  

蛇口水  松江市1  松江市 2  97．6－1  4  ■■；l 二¶二  

水  淡 水  鹿島町1  ’97．6  ロ  

0～  5ql   鹿島町 3   丑q／短・ll土  

土  ’97．7  4   ⊥Bq／出  

壌  鹿島町1  Bq／嘘・購土  

三頼：町1   〝   ⊥Bq／出   

精  米  松江市1  

鹿島町1   －12  0．041  0．14  Bq／嘘・I薫   

大  根（根）  鹿島町2  

野  三瓶町1  97．7－1  田  0．233  0．83  

ほ う れん革  鹿島町 2  ’97．12  田  0．08  

菜  0．055  

茶  鹿島町1  ’97．5  ロ   0．10  0．09   0．11  恥／b・生  

鹿島町1  

松  ＃  松江市1  

（2年葉）  三瓶山1  0．56  1．69  

隠岐1   

牛  乳  斐川町1  

鹿島町1   0．86  恥几   

日  常  食  松江市1  

＝、帥町1  97．6－11  4  0．04  0．14  Bq／人日   

海  水  原発沖3  

原発放水口  97．4－1  田  2．4   3．1   2．0   3．44  n丑q／L   

海  底  土  原発沖 4  97．4・・1  4  2．0  2．0  丑q／瞳・ll土   

か  さ  ご  原発沿岸1  

海  浜田市1  ’97．4－  6  0．08  0．14  0．13  0．26  
な  ま  こ  原発沿岸1  ’98．1  口  

さざえ（筋肉）  原発沿岸1  ■97．4  

産  ノ98．1   

むらさきいがい  原発沿岸2  Bq／b・生  

美保開町1  ’97．7㌧  

生  4    0．04    0．05     〝 （内書）  ロ   4    0．08    0．11            田        0．04     着  の  り  原発沿岸1  ’98－1  ロ  
わ  か  め  原発沿岸 2  ’97．4  田  0．07  0，07  

あ  ら  め  原発沿岸 2  97．6－1  4  0．1（；  8．21  

物  

＊：数字は地点数を漉す。  －：検出下限t未≠を表す。  
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Ⅴ．牛乳中の1さ1Ⅰ分析結果  

松江市  松江市  松江市  松江市  松江市  松江市   鹿 島 町  前年度までの通  
集 取 場 所  

朝酌町  嘲酌町  嘲酌町  嘲酌町  嘲酌町  嘲酌町   北 譜 武  去3年Ⅶの廿   

採 取 年 月 日  ’97．6．2  97．7．2  ’97．9．  ’97．10．21  97．11．2  ’98．2．25  97．4．9ノ98．1．2  点低償  l二l：■   

放射能ホ度（Bq／L）  

ー：検出下限値未漕を表す。  

Ⅵ．空間放射線量率牒定結果  

8．水準書生  

モニタリ ングポスト（cps）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最 低 せ  最 高 値  平 均 せ   （nGy／b）  

平成9年  4月   11．6   18．4   12．7   52   

5月   11．4   20．2   12，5   52   

6月   11．6   16．2   12．7   46   

7月   11．・3   19．5   12．6   58   

8月   11．3   18．0   12．6   54   

9月   11．4   17．1   12．7   50   

10月   11．8   18．8   12．9   62   

11月   11．8   24．0   13．2   50   

12月   11．6   20．9   12．8   54   

平成10年  1月   11．4   19．3   12．8   54   

2月   11．5   20．3   12．8   54   

3月   11．8   20．7   12．7   54   

年  Ⅶ  億   11．3   24．0   12．8   46 一－ 62   

前年度までの過去3年間のせ   11．0   24．7   12．6   48 ～ 76．0   

b．原発監視モニタリングポスト  単位：nGy／b  

地  点   ． 彗■■h   兼 高 任   平 均 す   

酉 浜 佐 陀   41．3   116．7   54．0   

御  津   34．6   82．2   40．2   

盲  浦   33．1   70．6   38．4   

片  句   36．5   73．9   42．6   

北  正  武   29．2   80．1   35．1   

佐 陀本 郷   25．3   80．9   30．7   

末  次   28．8   72．6   34．9   

大  声   30．1   80．1   36．さ   

深  田  北   23．2   75．0   28．4   

Ⅶ．空Ⅶ放射♯欄集線t  単位：nGy／90日  mGy／385日  

地  域  地点数  区  分  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  年 間 線 t   

平 均   0．15   0．15   0．15   0．16   0．61  

県下全域  39                 七 億   0．11   0．11   0．11   0．11   0．44  

最 高   0．23   0．24   0．24   0．25   0．98   
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Ⅴ－33 岡 山県 にお け る 放射能調査  

岡L山県環境保健センターー  

清水光郎 片岡敏夫 杉田 光  

兼松誠子 柚木英二 森 忠繁  

1．緒  言   

前年度に引き続き、岡山県が平成9年度に実施した科学技術庁の委託による環境放射能  

水準調査結果について報告する 

2．調査の概要  

1）調査対象   

①全β放射能調査・   

② γ線核種分析調査  

降水（定時降水）  

・・大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌（0～5cm，5～20cm）   

精米、野菜（大根・ホウレン草）、牛乳（原乳・市販乳）、日常食   
及び海産生物（ボラ）  

…・モニタリングポスト及びシンチレーーションサーベイメータ  

河川水（吉井川水系）   

③空間放射線量率調査  
④ ウラン分析調査…・  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定方法は、科学技術庁編の「放射能測定調査委託実施計画   

書（平成9年度）」及び放射能測定シリーズの各測定方法に基づいて実施した。   
3）測定装置   

①全β放射能：GM自動測定装置（アロカ製TDC－51l・GM－5004型）   
②γ線核種分析：ゲ′レマニウム半導体検出器（キャンベラ製GC－1520型）   

③空間放射線量率測定：モニタリングポスト（アロカ製MAR－15型）  
シンチレーーションサーーベ イメータ（アロカ製TCS－166型）   

④ウラン分析：分光吸光光度計（ヒューレット・パッカード製8452A型）   

4）調査結果   

①定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に示す。定時降水（82件）及び大型水盤に  
よる降下物の測定値は、全てにおいて検出下限値未満であった。また、過去3年間の  
測定値も検出下限値未満である 

②牛乳順乳）中の131Ⅰの分析結果を表2に示す。全試料（6回／′年）とも検出下限値未満  
であり、過去3年間の測定値iこおいても検出されていない 

③ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果を表3に示す。平成9年度も環境  
及び食品の試料について調査を行ったが、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌  

（0～5cm，5、20cm）、精米、野菜（大根、ホウレン草）及び牛乳（市販乳）の試料からは、   
1STcs等の人工放射性核種はいずれも検出されなかった．：また、日常食と海産生物   
（ボラ）の試料からは、137c sが微量検出された。これらの値は、過去3年間の測  

定値及び全国の測定値（環境放射能調査研究成果論文抄録集）と比べても、ほぼ同程度  
の値であった 

④空間放射線量率測定結果を表4に示す。モニタリングポストによる線量率は、17．0～  
28．3cps（平均18．8cps）の範囲であった。また、シンチレーーションサーベイメータに  

よる線量率は、92～104nGy′ノhの範囲であり、いずれの線量率も過去3年間の調査結果  

とほぼ同程度であった 

⑤ウラン分析結果を表5に示す′＿動燃人形峠事業所周辺及び吉井川流域における河川水  

中のウラン濃度は、全地点とも検出下限値未満であり従来と同様に低い値であった。   

3．結  語   

岡山県において平成9年度に実施した、環境及び食品試料中の放射能調査結果は、過去   
の調査結果ならびに全国の調査結果と比べても同程度の濃度レベルであり、異常値   

は認められなかった  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）    大型水盤による降■F物  

採取 年月   降水量  放射能濃度（翫／1）  月間降下量  

（mm）  検体数  最低値  最高値   （Ⅵ恥／kmご）  

平成9年 4 月   88．0   ＼【）   ＼D   ＼D   

5 月   12、1．8   ＼l）   ＼D   ＼D   

6 月   100．1   ＼D   ＼D   ＼D   

7 月   256．0   ＼†1   ＼D   ＼l－）   

8 月   32．1   2   ＼†1   ＼†）   ＼D   

9 月   166．7   ＼n   ＼D   ＼D   

10月   ニうぅ．8   4   ＼D   ＼D   ＼i）   

11月   1i，．9   ＼D   ＼り   ＼D   

12月   19－3   つ   ＼D   ＼D   ＼D   

平成10年■ 1月   146．1   ＼D   ＼0   ＼I）   

2 月   82．8   8   ＼D   ＼D   ＼I）   

3 月   56．0   ＼D   ＼D   ＼D   

年 間 値   1152．6   82   ＼D   ＼D   ＼1）′－＼D   

前年度までの過去3年間の値  2】2   ＼D   ＼n   ＼D 一－＼D   

（注1）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「＼ー）」とした  

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  旭 町  旭 町  旭 町  旭 町  塩 町  旭 町  酢蛮∵′返圭鮮軍増   

採取年月 日  119．5．23  H9．8．1こZ  H9．9．16  f軋12．12  ‡†1（）．2．2（i  †・Jl（）∴〕．26  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq′1）  ＼n   ＼D   ＼n   ＼L）   ＼D   ＼11   ＼D   ＼D   

（注1）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「＼D」とした  

表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前牛度までの  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  ユ3Tcs  過去3年間の  

数  値  人工放射性  

大気浮遊じん  
核種   

岡山市  H9．4・～fJlO∴j  ノ4  ＼＝   ＼D   ＼■D   ＼D  検出されず  mBq′′m3   

降 下 物   岡山市  ti9．ノ4～HlO．3  12  ＼D   ＼D   ＼n   ＼D  検出されず  MBq／′kmコ   

陸水  蛇 口 水  岡山市  H9．6，L軋12  2  ＼D  ＼D   ＼D   ＼D  検出されず  mBq′／ノ′1   

土  ＼D  ＼D   ＼D  検出されず  Bq／ノkg乾土  

壌   ＼D  ＼D   ＼D  検出されず  Bq／′kg乾土   

精  米   瀬戸町  H9．12   ＼D  ＼D   ＼D  検出されず  Bq′ノノkg精米   

＼D  ＼D  0．0672  検出されず  Bqノ′／kg生  野  
菜   ＼D  Bq′′′kg生  

牛  乳   岡山市  H9．9，HlO．2  2  ＼D   ＼D   ＼D  0．101  検出されず  Bqパ   

日  常 食   岡山市  H9．6，H9．11  l） ●－  ＼n  0．023  0．01Ll  0．072  検出されず  Bqノ′ノ人・日  
Bq／／人・日    上賓原村  H9．6，H9，11  2  ＼n  0．080  0．029  （）．1（うぅ  検出されず   

海 産 生物   牛窓町  H9．11   0．095  P．10  0．18  検出されず  Bq／ノkg生   
（注1）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「＼D」とした 
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表4 空間放射線量率測定結果  

モ ニ タリ ン グ ポ スト    サーーベ イメータ  

測 定 年 月  （cps）  （エネルキ■－鯛型による亙鮨）  

最低値   最高値   平均値   （nGy．′′′h）  

平成 9 年 4 月   1R．0   2臥3   18．9   92   

5 ノてi   17．6   2ニi．5   18．7   10・1   

6 月   17．0   2」1．0   18．4   101   

7 月   17．l   2－i．9   18．0   102   

8 月   17．2   23．8   18．2   102   

9 月   17．3   27．0   18．3   99   

10月   17．8   25．7   19．0   96   

11月   18．2   2：i．8   19．√i   96   

12月   18．0   23．9   19．2   94   

平成10年 1月   17．9   26∴i   19．0   9ヱ1   

2 月   17．9   26．5   19．0   92   

3 月   18．0   26．5   18．9   9T   

年 間 値   17．0   28．3   18．8   92′、104   

終葦まて∴粧碑軍1僧   16．9   27．0   18．7   98～113   

注1）サーーベイメーータの値は宇宙線を含む（直読値＋30nGy′′～h）   

表5 ウラン分析結果  

前年度までの  

試料名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  過去3年間の値  

（11gノ1）         最低値   最高値   

ト19．5．27   ＜ 2   ＜ 2   ＜2  

河川 水  吉井川水系  

rI乱12．l5   ＜ 2   ＜ 2   ＜ 2   
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Ⅴ－34 広 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

広島県保健環境センター  

井手吉 範久  中川 裕将  

1．緒 言   

平成9年度に実施した科学技術庁委託による「環境放射能水準調査」の測定結果の概要   

を報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時採水），降下物，大気浮遊塵，陸水（蛇口水，淡水），土壌，日常食，牛   

乳（原乳，市販乳），野菜（ダイコン，ホウレン草），精米，水産生物（コイ，カレイ，   

カキ，ワカメ），及び空間放射線量率（サーベイメータ，モニタリングポスト）  

2）測定方法  

試料の採取及び調製は「平成9年度放射能測定調査委託実施計画書」に基づいて行っ   

た。又，測定方法は，科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年2訂）及び「ゲルマ   

ニウム半導体検出器を用いた機器分析法（平成4年3訂）」に従った。  

3）測定機器  

GM計数装置：アロカ社製 TDC－511型  

Ge半導体検出器：セイコーEG＆Gオルテック社製 GEM15180P型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－166型  

モニタリングポスト：アロカ社製 MR・21型  

4）調査結果  

定時採水試料中の全ベータ放射能調査結果を表lに，空間放射線量率測定結果を表2   

に，ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果を表3に示した。  

3．結 語   

本年度に行った全ての調査項目について平常時のレベルにあり，特に異常な値は観測さ   

れなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降  水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水量  放射  、能濃度（Bq／1）  月間降下量  

（m）  （MBq／km2）    測定数  最低値  最高値   

平成9年4月   127．5   7  ND   ND   ND   

5月   265．4   10  ND   ND   ND   

6月   158．9   6  ND   ND   ND   

7月   435．2   ND   ND   ND   

8月   141．5   7  ND   ND   ND   

9月   237．2   6  ND   ND   ND   

10月   25．2   3  ND   ND   ND   

11月   120．6   7  ND   ND   ND   

12月   75．0   3  ND   ND   ND   

平成10年1月   122．0   8  ND   ND   ND   

2月   63．2   7  ND   ND   ND   

3月   174．3   6  ND   ND   ND   

年間値  1946．0   81  ND   ND   ND   

過去3年間の値  223  ND   ND   ND～180   

表2 空間放射線量率測定結果  

測定年月   モニタリングボス   ト（nGy／h）   サーベイメータ  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成9年4月   42   58   45   80   

5月   42   57   45   78   

6月   42   55   45   83   

7月   42   54   45   86   

8月   42   54   44   85   

9月   40   59   45   81   

10月   43   54   46   83   

11月   43   57   46   80   

12月   42   58   45   88   

平成10年1月   42   58   45   97   

2月   43   54   45   85   

3月   42   65   45   80   

年間値   40   65   45   78～97   

過去3年間の値   40   70   45   78～148   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

検  
137 

その他検  

試料名  採取場所  採取年月   体  
前年度までの の    出された  

cs  
過去3年間値     人工放射  

単位  

数  

性核種         最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊塵   広島市  9．4′－10．3  4  ND   ND   ND   ND  mBq／m3   

降下物  広島市  9．4～10．3  12  ND   ND   ND  0．055  MBq／km2   

陸  広島市  9．6，9．11  2  ND   ND   ND   ND  mBq／1  

水   淡水   庄原市   9．10   ND   ND   ND  mBq／1   

0－5cm   広島市   9．7   1．3   ND   1．5  Bq／kg乾土  

土  71   ND   60  MBq／km2  

壌  広島市   9．7   8．7   4．5   9．0  Bq／kg乾土  

1500   970   2700  MBq／km2   

精米  広島市   9．10   ND   ND   ND  Bq／kg生   

野  9．12   ND   ND   ND  Bq／kg生  

菜   9．12   ND   ND   ND  Bq／kg生   

日常食  広島市  9．6，9．12  2  ND   ND   ND  0．052  Bq／人日  

三次市  9．6，9．12  2  ND   0．026   ND  0．054  Bq／人日   

牛  広島市  9．8，10．2  2  ND   ND   ND   ND  Bq／1  

乳   高宮町  9．5～10．2  4  ND   ND   ND   ND  Bq／1   

淡水産生物   広島市   9．10   0．053  0．063  0．098  Bq／kg生   

梅  大竹市   10．2   0．077   ND   0．15  Bq／kg生  

産  音戸町＊  10．3   ND   ND   ND  Bq／kg生  

生  廿日市市  10．2   ND   ND   ND  Bq／kg生  

物   

＊不漁につき採取地変更  
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Ⅴ－35 山 口 県 に お け る 放 射 能 調 査  

山口県衛生公害研究センター  
佐野 武彦，西村清，松尾博美   

1．諸 首   

平成9年度に実施した，科学技術庁委託「環境放射能水準調査」の調査結果についてそ  

の概要を報告する．   

2∴調査の概要   

（1）調査対象   

① 全β放射能測定試料  

定時降水   

② 137cs，131Ⅰ及び40K等の核種分析  

大気浮遊じん，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，野菜（大根，ホウレン草），  

牛乳（市販乳），日常食，海水，海底土及び海産生物（メバル）．   

③ 空間γ線々量率調査  
シンチレイションサーベイメータ及びモニタリングポスト．   

（2） 測定方法   

① 全β放射能測定  

科学技術庁編「全β放射能測定法」（昭和51年）及び放射能測定調査委託実施計  

画書（平成9年度）に準じて行った．   

② 137cs，131Ⅰ及び40K等の核種分析  

科学技術庁編「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年）及び  

放射能測定調査委託実施計画書（平成9年度）に準じて行った．   

③ 空間γ線々量率調査  

放射能測定調査委託実施計画書（平成9年度）に準じて行った．   

（3） 測定装置   

① 低バックグラウンド放射能自動測定装置：アロカ LBC－472－Q   

② Ge半導体検出器  ：NAIG Eシリーズ   

③ モニタリングポスト  ：アロカ MAR－21   

④ シンチレーションサーベイメータ  ：アロカ TCS－166   

（4）調査結果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果，空間放射線量率測定結果及びゲルマニウ   

ム半導体検出器による核種分析の結果をそれぞれ表1，2，3に示す．   

3．結 語   

平成9年度に行った全ての調査項目においていずれも平常値であり，低レベルで推移し  

ている．  

－244－   



表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水量  
降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

採取年月日  放射能濃度（Bq／ゼ）  月間降下量  

匝叫  測定数  最低値  最高値   輌  

平成9年 4月   148   7   ND   0．40   2．83   

5月   357   6   ND   ND   ND   

6月   210   9   ND   0．92   32．2   

7月   姐   8   ND   ND   ND   

8月   235   5   ND   0．89   10．7   

9月   245   4   ND   ND   ND   

10月   23   4   ND   0．61   1．84   

11月   271   4   ND   0．41   11．0   

12月   80   5   ND   1．04   6．80   

平成10年1月   152   8   ND   1．56   13．4   

2月   82   4   ND   1．04   3．13   

3月   134   7   ND   0．84   69．3   

年 間 値   2，401   71   ND   1．56   ND～69．3   

前年頻慧での過去3年間の値  124   ND   7．αH9．2）  ND～弧H7．拐   

表2空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy几）  サーベイメータ  
測定年月  

最低値  最高値   平均値   （nGy几）  

平成9年 4月   84   109   88   140   

5月   83   112   88   127   

6月   85   133   89   124   

7月   84   110   89   127   

8月   85   117   91   128   

9月   85   114   91   136   

10月   87   100   92   127   

11月   85   128   92   120   

12月   85   109   89   125   

平成10年1月   85   110   89   117   

2月   85   109   89   122   

3月   85   121   89   122   

年 間 値   83   133   90   117～140   

前年度までの過去3年間の値   83   150   99   128～146   
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表3ゲルマニウム半導体検出暑引こよる核種分析測定調査結果  

検  の他乃椀士さ  

糾  採取場所  採取年月日   体  
137cs  

過去3年剛直    た人力娩惟  単位  

前年度まで  

数                   鮒直  最高値  鮒直  最高値   

大気浮遊じん   山口市  H9．4～HlO．3  4  ＊   ＊   ＊   ＊  mBq′m3   

降下物  山口市  H9．4～HlO．3  12  ＊   ＊   ＊   ＊  MBq′km2  

蛇口水  宇部市  H9．6，12  2  ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／g  

6．8  4．9  6．7  Bq／kg乾土  

0～5cm  萩市   H9．8   

431  309  45  MBq化n2  

5．2  2．5  3．3  Bq／kg乾土  

5～20cm  萩 市   H9．8   

1，172  569  703  MBq＝bn2   

精米  山口市   H9．11   ＊   ＊   ＊  Bq佃精米  

大根   油谷町   HlO．1   ＊   ＊   ＊   ＊  

Bq他生  
ホウレン草  油谷町   HlO．1   ＊   ＊   ＊   ＊  

牛乳  
防府市  H9．8，  

2  ＊   ＊   ＊   ＊  
山口市  HlO．2  

Bq／ゼ   

山口市  H9．6，12  2  ＊  0．047  ＊  0．021  

日常食  Bq／人・日  

阿  H9．6，12  2  0．021  0．043  0．027  0．097  

海水  阿   H9．8   ＊   ＊   ＊  mBq／ゼ   

海底土  阿   H9．8   2．3  ＊   2．1  Bq／短乾土   

海産生物（メハ○ル）   山口市   HlO．3   0．11  ＊  0．094  Bq他生   

注：＊印はND  
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Ⅴ－36 徳島県における放射能調査  

徳島県保健環境センター  

犬伏宏行、斉藤清美、片田正己  

1．緒言   

平成9年度に実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果について   

報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射能測定、大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・   

土壌・精米・野菜・牛乳・日常食の核種分析を行うとともに、サーベイメータ、   

モニタリングポストにより空間放射線量率を測定した。  

（2）測定方法  

試料の採取や前処理及び測定は、「平成9年度放射能測定調査委託計画書」、   

科学技術庁編「環境試料採取法（昭和58年）」、同庁編「ゲルマニウム半導体検出器に   

よるがンマ線スヘ○クトロメトリー（平成2年改訂）」、同庁編「全へ■一夕放射能測定法（昭和   

54年改訂）」により実施した。  

（3）測定装置   

①全へヾ一夕線の計測：全ベータ線測定装置（アロカ製JDC－163）   

②γ線核種分析 ：Ge半導体核種分析装置（東芝製IGC－1619S）   

③空間放射線量率：NaIシンチいションサーヘヾィメーター（アロカ製TCR－151）  

モニタルクヾポスト（アロカ製MAR－15）  

3．調査結果   

表1に定時降水の全ベータ放射能測定結果を示す。   

表2に大気浮遊じん・陸水・土壌・精米・野菜・日常食等のγ線核種分析結果を示す。   

表3にサーヘ÷ィメーター及びモニタリンク寸ポストによる空間線量率の測定結果を示す。  

4．結語   

いずれの調査項目においても、特に異常値は認められなかった。  
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表1定時降水中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq月）  月間降下量  

（mm）  測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成9年 4月   63．9   6   N．D   N．D   N．D   

5月   107．9   N．D   N．D   N．D   

6月   126．9   9   N．D   N．D   N．D   

7月   123．4   10   N．D   N．D   N．D   

8月   68．6   4   N．D   N．D   N．D   

9月   199．7   7   N．D   N．D   N．D   

10月   42．6   2   N．D   N．D   N．D   

11月   104．4   9   N．D   N．D   N．D   

12月   13．3   2   N．D   N．D   N．D   

平成10年 1月   91．9   6   N．D  N．D   N．D   

2月   56．6   N．D   N．D   N．D   

3月   46．8   6   N．D   N．D   N．D   

年間値   1046．0   74   N．D   N．D   N．D  

表2ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  l  

検  前年度まで過去  
試料名  採取場所  採取年月   体  1∋Tcs  3年間の値  された人工  単位  

数  

大気浮遊じん   徳島市  4半期毎  4  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／m3   

降下物  石井町   毎月   12  N．D  0．043   N．D   N．D  MBqn’m2   

陸水（蛇口水）   徳島市   6．30  2  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／1   

11．30  

上層  上板町  10．29   3．7  3．0   4．9  Bq耽g乾土  

土  352  285   460  MBq耽m2  

壌  上板町  10．29   2．0  3．4   3，7  Bq此g乾土  

5～20cm  462  785   770  MBqJkm2   

精米  石井町  12．12   N．D   N．D   N．D   N．D  Bq几g精米   

野  板野町  11．25   N．D   N．D   N．D   N．D  Bq此g生  

菜   N．D   N．D   N．D   N．D  Bq几g生  

牛乳  上板町  10．27  2  N．D   N．D   N．D   N．D  
Bq月   

2．23  

日常食  
徳島市他  7．13、12．7  

N．D   N．D  Bq／人・日   

11．20．3．15   
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表3空間放射線量率測定結果  

測定年月   モニタリングポスト（cps）  サーへヾィメータ  

最低値   最高値   平均値   （nG）▼几）  

平戒9年 4月   14．6   19．6   15．4   66．2   

5月   14．5   19．4   15．ヰ   64．4   

6月   14．5   19．7   15．5   64．8   

7月   14．5   20．0   15．4   67．6   

8月   14．5   17．7   15．4   67．6   

9月   14．7   20．4   15．5   66．2   

10月   14．8   18．1   15．5   64．4   

11月   14．8   19．8   15．7   64．4   

12月   14．7   20．4   15．6   64．8   

平成10年1月   14．7   21．0   15．7   64．0   

2月   14．S   22．0   15．6   78．4   

3月   14．6   21．2   15．5   69．1   

年間借   14．5   22．0   15．5   64．4～78．4   

前年度までの過去3年間乃値   14．2   22．5   15．1   50．0－る9．8   

－249－   



Ⅴ－37 香ノIl県石こお古ナる放射肯巨調査  

香川県環境研究センター  

田村 章  山下 彰子  

橋本 魁粥  増井 武彦  

1．緒 言  

科学技術庁委託による平成9年度環境放射能測定調査結果の概要について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の仝ベータ放射能・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土壌・精米・野菜（大根・   

ホウレン草）・牛乳・日常食・海産生物（カレイ）の核種分析及び空間放射線量率について、調査を  

行ったものである。  

（2）測定方法  

試料の前処理及び測定は、「放射能測定調査委託実施計画書」「仝ベータ放射能測定法（昭和51   

年改訂版）」「ゲルマニウム半導休検出器によるガンマ線スペクトロメトリ（平成2年改訂版）」に  

より行った。  

（3）測定装置  

1）仝ベータ放射能 …－－－－－－＝－－－－－アロカJDC163  

2）核種分析  一一－－－－－－－－－－－－－ オルテックGEM－15180  

3）空間放射線量率 －－－－－一一－－－－－－－－ アロカTSC－131（シンチレーションサーベイメーター）  

アロカMAR－11（モニタリングポスト）  

（4）調査結果  

1）定時降水の仝ベータ放射能は、表1のとおりである。  

2）各種試料の核種分析は、表2のとおりである。  

3）空間放射線量率は、表3のとおりである。  

3．結 語  

いずれの調査項目も、他県及び本県の過去の報告値と同程度であった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  大型水盤による降下物  

採 取 年 月  降水量  放射能濃度（Bq／且）  月間降下量  月間降下量  

（腫q／血2）  （腫q／k皿2）  

（皿）                        測定数  最低値  最高値   

平成9年  4月   77．0   6  N．D   N．D   N．D  

5月   61．5   7  N．D   N．D   N．D  

6月   44．5   5  N．D   N．D   N．D  

7月  225．5   12  N．D   N．D   N．D  

8月   47．0   5  N．D   N．D   N．D  

9月  162．0   6  N．D   N．D   N．D  

10月   29．0   5  N．D   N．D   N．D  

11月   84．0   8  N．D   N．D   N．D  

12月   53．0   3  N．D   N．D   N．D  

平成10年  1月   74．0   8  N．D   N．D   N．D  

2月   64．5   8  N．D   N．D   N．D  

3月   70．5   9  N．D   N．D   N．D  

年 間 値   992．5   82  N．D   N．D   N．D～ N．D  

前年度までの過去3年間の値   203  N．D   7．4   N．D～13．5  

－251－   



表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで過去  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  137cs  3年間の値  検出され  

数  た人工放  

射性核種   

大気浮遊じん   高松市  4半期毎  4  N．D   N．D   N．D   N．D  皿Bq／m3   

降 下 物  高松市   毎月   12  N．D   N．D   N．D   N．D  船q／血2   

上水 源水  
陸  

9．6．11  

蛇口水   高松市   9．12．15  2   N．D   N．D   N．D   N．D  皿Bq／且  

水  

淡水  

15   21   34  Bq／kg乾土  

土  坂出市  9．7．23  1  

518   755  11（X）  船q／血2  

4．0   1．9   7．0  Bq／kg乾土  

壌   

341   130   623  舶q／血2   

精  米  三木町  9．10．27  1  N．D   N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  高松市  9．10．27  6  0．020  N．D  0．030  

Bq／kg生  

菜   N．D   N．D   N．D  

茶  

9．8．12  

牛  乳  高瀬町   10．2．16  2   N．D   N．D   N．D   N．D   8q／且   

淡水産生物  Bq／kg生   

日 常 食   高松市等  8：1望：王墓  4   N．D  0．037  N．D  0．045  【  Bq／人・日  

海  水  mBq／且   

海 底 土  Bq／kg乾土   

カレイ   庵治町  9．11．28  1  0．09  0．08  0．10   Bq／kg生  

海  

産  

生 物  
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps）    サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成 9 年 4月   14．9   19．7   16，2   72   

5月   14．5   20．0   15．9   72   

6月   14．8   19．5   15．9   71   

7月   14．9   20．9   16．3   72   

8月   15．0   18．6   16．3   71   

9月   15．0   20．6   16．4   73   

10月   15．1   19．0   16．5   70   

11月   15．0   25．2   16．8   71   

12月   15．1   20．0   16．6   75   

平 成 10年 1月   15．1   22．2   16．6   75   

2月   15．0   21．7   16．6   74   

3月   15．2   21．4   16．4   75   

年  間  値   14．5   25．2   16．4   70～75   

前年度までの過去3年間の値   14．5   23．4   16．3   68～78   
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Ⅴ－・38 愛媛県における放射能調査  

愛媛県立衛生環境研究所  

安井正良・影浦 久・二宮千秋  

安部暢哉・平野和恵・呼石弘子   

1 緒言   

平成9年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において実施した原子力  
発電所周辺環境放射線等調査と、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の結果について   
報告する。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、牛乳、日常食、海水、海底   
土、海産生物、空間放射線量率、積算線量  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、科学技術庁の放射能測定法マニュアルと「放射能   

調査委託計画書（平成9年度）」に準じて行った。  

（3）測定装置   

ア 全ベータ放射能 低ハ～ックク～ラウンド放射能自動測定装置：アロカLBC－472   

イ 核種分析  高純度Ge半導体検出器：キヤンヘヾラGC－3019  

低ハ＋ックク■ラウンド液体シンチレーションカウンタ：アロカLSC－LBⅢ   

夕 空間放射線量率 NaI（Tl）シンチレーション検出器：アロカND－471CV、アロカMAR－15  

加圧型電離箱検出器：アロカRIC－DRM  

NaI（Tl）シンチいションサーヘ～ィメータ：アロカTCS－166   

エ 積算線量  

（4）調査結果  

TLD：ナショナルUD－200S  

ア 環境試料の全ベータ放射能  

環境試料の全ベータ放射能調査結果は表1に、降下物の全ベータ放射能調査結果  

は表2に示すとおりであり、過去3年間の値と同レベルである。   

イ 環境試料の核種分析  

90S rの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の値と同レベルであ  

る。131Ⅰの分析結果は表4に示すとおりであり、全試料とも検出されていない。ま  

た、3Hの分析結果についても表5に示すとおり過去3年間と同レベルである。Ge  

半導体検出器を用いた核種分析結果は表6のとおりであり、⊥37C sが微量検出され  
ている。  

夕 空間線量  

モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間  

放射線量率測定結果は、表7のとおりである。また、モニタリングポイント（31地  

点）における積算線量測定結果は表8に示すとおりであり、いずれも過去3年間の  
値と同レベルである。   

3 結語   

平成9年度の環境放射線等のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルで   

あり、異常は認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、   

過去における大気圏内核爆発実験等の影響と考えられる。  
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衷1仝ベータ放射能調庵結果  

試 料 名   採取場所  採 取 年 月   
簑   

、日、－（含40K〉  前棲ま瀾去3絹碓  

単 位  
鮒直  最高値  最聞直  最高値   

伊柵職  9／4．7．10，10／1   4  41   9   49   
大気浮遊じん  

松 山 市  9／孔7．10，10／1   4  盛   1扶）   21   2談）   

咄ん3  

降 下 物  
伊珊職   月1回   12   3   23   2   24   

松 山 市   月1回   12   2   18   2   20   
撤l／血2・月  

陸 水  河 川 水  脚瀾！l  9／47，10，10／1   4  16   43   Ⅶ   国  峨／且   

土 壌  0～10cm  伊柵欄馳  9／4．7．10，10／1   12  aX）   340   170   410  恥／k盛土   

対症（可食部）  伊方町他  9／11   10  ニ狙   40   53   

農産  10  42   81   45   
食品  

恥／k盛  

野   菜  伊 方 町  9／12，10／1．2   9  87   240   82   2犯   

植  葉  伊 方 町  9／8   飢  61   

物   菓  伊 方 町  9／5．8．11，10／3   8  71   鴎   110   
恥／越  

海  水   伊方町平錮  9／5．7．9．11   4  26   N）   45  咄／且   

海 底 土   伊方町単磐沖  9／5．7．9．11   8  1餅）   3オ）   1抑   4排）  恥／k盛土   

海  8  85   110   82   140   

産  8  62   73   74  

生  8  gう   18   100  
恥／k盛  

物   470   140   4別   

（輯 未嫡郡め鰯相加±△N主ゴ乱、て、N≦3△NのときW）」と表示した，海水の測初値亀40K臓、n、る。   

衷2 人型加扱こよる月間降‾愉件の全β放射能調査結果  

伊方町九町越公園  松  山  市  

採 取 年 月            降水量  月間降下量  降水量  月間降下量  
血Ⅲ）  （MBq／加2）  血）  （MBq／km2）   

9年4月   175．0   13   132．5   13   

5月   144. 5 13   1：犯．5   10   

6月   121・0   7   132．0   5   

7月   謝．0   6   315．5   12   

8月   71．5   3   55．5   2   

9月   凱0   6   213．0   7   

10月   Zi．0   3   65．0   9   

11月   舗．0   7   107．0   10   

12月   弘5   12   弘0   10   

10年1月   127．0   126．5   17   

2月   51．0   3   45．0   17   

3月   75．5   23   72．0   18   

年 間 値  1516．0  3 ～Z5  1438．5  2 ～18   

前確まで欄去3開碓  2 ～24  2 ′、一 Ⅹ）   

（注）降水量の明野随は12カ月分の合洲直「ごある。  
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表3 放射化学分析結果  

検  90sr濃度  前年度ま領主制  

試 料 名  採取場所  採取年月  体  単 位  

数                最【尉直  最高値  最t財直  最高値   

伊柵柵越頒  9／5．ユ．1   2   ND  ND   0．α近   

降 下 物  蜘2・月  
松 山 市  9／5．11   2   ND  N【）   0．053   

陸 水  河 川 水  伊柵刷新川  9／10   0．69  0．76   1．3  汀良ノ色   

土 壌  0′－－10cm  伊珊瑚馳  9／7   3  2．5   5．8   1．0   3．7  i● 三＝1   

農産食品  野   菜  伊 方 町  10／2   0．36  0．11   0．27  恥／k離   

海  水   伊方町平婆沖  9／5．7．9．11   4  0．！お   2．1   1．7   3．4  祀拙句   

海 底 土   伊方町平婆沖  9／5．7．9．11   8  ND   0．49   ND   0．45  軸／k盛土   

海  ND  M）  

産  0．031  ND  
恥礪  

生  ND  ND   0．055  

物   2  0．（減9  0．14   ND   0．12   

（江）未知試料の勅削能N±△Nに腐乱、て、N＜3△Nのとき「ND」と表示し7t。   

表41ヨ1Ⅰ分析結果  

試 料 名    採取場所  採取年月   検体敦  ー：，1Ⅰ濃度  折度ま欄去3柵媚  単 位   

みかん（可食部）   伊 方 町  9／11   3   NL）   NL）   
農産  

みかん（表 皮）   伊 方 町  9／11   3   ND   ND  
食品  

野   菜   伊 方 町  9／12，10／1．2   9   ND   ND   

恥／k盛  

松   葉   伊 方 町  9／8   1   ND   ND  
植 物  

杉   葉   伊 方 町  9／5．8．11，10／3  4   ND   ND   

海産生物  海藻類  全休  伊珊刷新  9／1   1   ND   ND   

（荘）未知試料の放射能N±△Nに劫、て、N＜3△NのときrND」と表示L7t。   

表5 3H分析結果  

〇ⅠⅠ濃度  抑績ま健脚碓  
試料名   採取場所  採 故 年 月  検体数  単 位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

伊柵珊越頒   月1回   12   ND   1．10   N【）   1．2   
陸  

松 山 市   月1回   12   ND   1．（：沿   ND   1．5  
水   恥月  

河川水  伊珊瑚馴  9／孔7．10，10／1   4   ND   0．74   M   1．1   

海 水   伊方町平普沖  9／5．7，9．11   4   M〕  M）   

（注）未知試料の放射能N±△Nl淑、て、N＜3△NのときND」と表示した，  
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表6 ゲ／レマニウム準新関拙婚こよる核穫分析結果  

検  

試 料 名    採取場所  採 取 年 月   体  検出された  

数   

大気浮遊じん  
伊柵九噸頒  釘4，7，10，10／1  4   ND  N上）  

嘲／m3  

松 山 ホ  9／曳7，10，10／1   4   ND  ND  

伊珊爛   月1回   12   ND  ND  

降 下 物  蜘2・月  
松 山 市   月1回   12   ND  ND  0．0舅  れ   

陸  4   Nl）  Nl）  机   

咄／且  

水   2   ND  ND  

土  12  5．0  こ犯．3   ま8  49．5   机   

恥爛土  

壌   
2  10   23   13  軋   

穀 類 伴彰母    松 山 市  9／10   ND  ND  四  恥他   

農  10  ND  0．023  ND  0．025  十l？ Jふし   

産  10  M）  0．054  r心  0．046  
恥／k妨  

食  伊 方 町  9／12，10／1．2   9  ND  0．旛2  Ⅶ  0．057  

【コ  
野  菜  

松 山 ホ  9／11   2  0．025  0．0詣   ND  Jl†  

ロロ   ムレ   

植  葉   伊 方 町  9／8   0．026  0．α13  0．腫  

恥／k盛  

物   菓   伊 方 町  射5．8．11，10／3   8  ND  0．027  ND  0．（追3  机   

牛  乳    松 山 市  9／8，10／2   4   ND  ND  机  恥／且   

故 山 市  9／6．11   2  0．019  0．024  0．018  0．0：泌  れ   

日 常 食  茎．．  

伊 方 町  9／6．11   2  0．010  0．012  0．015  0．026  

海  水    伊方町平磐沖  9／5．7．9．11   4  2．8  3．3  2．4  3．4   軋  咄／且   

海 底 土    錮町平磐沖  9／5．7．9．11   8  0．（泌  1．3  0．護1  2．9   四  恥／櫨土   

伊珊瑚掛  釘47．10，10／3   8  0．祀  0∴犯  0．0謀）  0．20   

海  
松山市沖  9／8   0．17  0．12  0．17   

産  

鱒（可鱒外）  伊柵刷新  9／47．10，10／3   8  Ⅶ）  0．14  Ⅶ  0．12   恥／1く盛  

生  

ハヽヽ  伊珊瑚都  9／屯7．10，10／3   8  Ⅶ  0．03生  N）  0．0泌  
物  
海 藻 類  伊珊柑瀞  9／亀7．10．12，10／3  8  0．腫  0．脱  沌）  0．12   

（注）未知討料の顔別儀即±△Niコ乱＼て、N＜3△Nのとき恥」と表示し7㌔  
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モニタリンクヾステーション  モニタリンダホ スト  サーヘ■ィメータ  

測定地点  
伊柵職  脚丁顆  伊珊九町  松山ホ  松山 市  伊珊等7麒   

測膣誇  一也Ⅰ汀£）シンチレ寸ヨン    加圧型電離箱  加圧型竜覿箱  M（T8）シンチトション    NaI（T史）シガレション  

（鵬y／り  （醐  （r£yル）  （cps）  （ー応yル）   

区 分  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  

9年 4月  15  47  17  48  t詭  団  53  80  55  19  ：茹  20  89   22へ櫛   

5月  15  38  17  48  00  団  53  71  茄  19  23  三狙  幻   21へ76   

6月  15  48  17  48  64  団  53  77  茄  19  2う  20  84   20へ82   

7月  15  34  17  48  75  潔）  53  76  訪  19  24  国  83   21へイ7   

8月  14  34  16  48  59  49  53  槌  55  19  国  国  89   20へイ5   

9月  15  54  17  48  71  団  54  89  57  19  25  20  85   20へ77   

10月  15  32  16  48  国  49  田  68  国  19  23  国  86   謙）～試）   

11月  15  37  17  48  65  団  54  74  57  19  26  国  87   22へ屈1   

12月  16  46  18  48  65  即  54  79  国  19  24  国  86   21～79   
10年1月  15  57  18  48  髄  勤  舅  85  57  19  25  国  糾   19へイ4   

2月  15  38  17  48  62  団  54  75  国  19  25  国  83   22へ83   

3月  15  54  17  48  73  勤  封  88  茄  19  30  却  阜   22へ個2   

年 間 値  14  57  17  48  75  団  53  89  誰  19  団  却  83へ一89  19へ幻   

前頼ま髄3明確  12  60  16  45  74  団  49  89  53  19  団  国  74へ朝  19へ魔   

表8 積算線量測陸続果（TLD）  （単位：lLGy／91日）  

測 定 地 点  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  前額ま瀾去3欄唖   

伊方町等30地点  蹟）′－125   82～126   餅）～139   阜′－147   77′、一146   

松山市 1地点   1∈沿   1tお   216   211   1！おへ219   
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Ⅴ－39 高知県iこ おlナ る 放射令色調査  

高知県衛生研究所   

近澤紘史 石井隆夫  

1 緒 言  

平成9年度に、高知県が実施した科学技術庁委託による「環境放射能水準調  

査」の結果について、その概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，野菜（大根，はうれん革）  

牛乳（原乳，市乳），日常食，海産生物（かつお），空間放射線皇率（モ  

ニタリングポスト，サーベイメータ）  

（2）測定方法  

試料の採取、調製および測定は「放射能測定調査委託実施計画書（科学技  

術庁平成9年度）」、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」およ  

び「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スぺクトロメトリー（平成2  

年改訂）」に準じて行った。  

（3）測定装置  

GM計数管  

計数装置  

シンチレーションサーへやイメータ  

モニタリンク予ホ○スト  

Ge半導体検出器  

アロカ（株） GH－2503B  

アロカ（株） TDC－104型  

アロカ（株） TCS－166型  

アロカ（株） HAR－21型  

（株）東芝IGC1619S型  

（4）調査結果   

①降水試料中の全β放射能調査結果をⅠに示した。   

②空間放射線量率測定結果をⅠⅠに示した。   

③ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果をⅢに示した。  

3 結 語  

いずれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の値を示し、特に異常は  

認められなかった。  
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Ⅰ 定時降水試料中の全β放射能■査結果  

降水の定時抜取（定時降水）  
採 取  

降水暮  

年 月  

（mn）  

平成 9年 4月   132．1   7  〃．D  甘．D   肘．D   

5月   142．4   7  〃．D  Ⅳ．D   〃．D   

6月   313．2   N．D  〃．D   〃．D   

7月   242．5   H．D  〃．♪   〃．D   

8月   285．7   ポ．D  N．D   H．D   

9月   561．9   l．D  〃．D   ド．D   

10月   35．4   ー．D  〟．D   N．D   

11月   206．2   8  H．D  H．8   H．D   

12月   57．8   4  N．D  H．D   N．D   

平成10年1月   142．3   8  H．D  H．D   N．D   

2月   193．6   8  H．D  H．D   ＃．D   

3月   177．5   10  H．D  H．D   Ⅳ．D   

年  円  鎮  2．490．6   93  H．D  H．D   N．D   

前年度まで過去3年騨の鯛   24D  N．D  l．6  Ⅳ．D一－47．5   

ⅠⅠ 重囲放射井上＊■定結集  

モニタリングポスト（nGy／b）    サーベイメータ  

■  定  年  月  

最低鰭  最高鎮  平均鐘   （nGy／h）   

平成 9年 4月   22．2   44．0   24．4   34   

5月   22．1   37．7   24．5   28   

6月   22．l   40．3   24．8   26   

7月   22．0   34．0   24．4   34   

8月   22．0   54．1   24．2   28   

9月   22．2   48．5   25．0   28   

10月   22．2   31．1   24．5   

11月   22．0   41．7   25．l   28   

12月   22．1   47．3   24．7   28   

平成10年1月   21．6   40．l   24．6   28   

2月   22．0   55．3   24．5   28   

3月   2l．7   37．6   24．3   

年  間  鎮   2l．6   55．3   24．6   26 ～ 34   

前年度まで週去3年偶の鎮  2l．9   51．1   25．2   22 一－ 32   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による機種分析＃定■査結果  

檎  前年度まで  

＝▼cs  

童式  科  名  抜取場所  緩破年月   体  過去3年阿の鎮  

数  

降  下  物   高知市  毎  月  12  N．D  鱒．D  N．D  H．D  XBq／ld   

睡水  上水 蛇口水  菖知市  9．6 g．12  2  H．D  J．D  N．D  N．D  ■Bq／l   

16  23   2T  8q／kg範士  

0 ～ 5cl   9．T   

630  g80  1500  H8q／lld  

土壌  高知市  

10   Bq／lg範士  

5 ～20c■  9．7   

1200  1700  2200  HBq／ld   

精  米   萬知市  10．1   N．D  N．D  F．D  的／lg♯米   

大  槌  躊川町  Ⅳ．D  N．D  N．D  

野菜  

鐸川町   N．D  N．D  F．D  

9．59．8  

腐  乱  菖知市  4  H．D  N．D  N．D  J．♪  

牛乳  9．111（】．2  

叫／l  

市  乳  菖知市  9．8 10．2  2  〃．D  －．D  打．D  －．D  

菖知市  9．6 9．10  2  0．033  0．056  N．D  0．D68  

日  常  食  8q／人・日  

佐貫町  9．6 9．10  2  Ⅳ．D  0．842  0．020  0．062  

海産生物  かつお   土佐市沖  9．6   0．25  0．30  0．35  8q／kg生   
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Ⅴ－40 福岡県における放射能調査  

福岡県保健環境研究所  

楢崎幸範・新谷俊二・木本行雄  

1．緒 言   

平成9年度に福岡県が実施した科学技術庁委託業務「環境放射能水準調査」の結果につい   

て報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

ア 全ベータ放射能   

イ 空間放射線量率  

降水（定時降水）106件  
NaI（T£）シンチレーション式モニタリングポスト（当所屋上に設置）  

による常時測定及びNaI（T£）シンチレーション式サーベイメータに  

よる毎月1回の定地点（福岡市早良区脇山）測定  

月間降下物（大型水盤）12件，陸水（源水2件，蛇口水2件），  
土壌（地表－5cml件・5－20cml件），精米（消費地1件，  
生産地1件），野菜（大根1件，ホウレン草1件），牛乳  
（原乳4件・消費乳2件）， 日常食（都市部2件・漁村部2  
件），海水1件，海底土1件，海産生物（鯛）1件の合計35件  

ウ 核種分析  

2）測定方法   

試料の採取，前処理及び測定は「平成9年度放射能測定調査委託実施計画書」及び科学技   

術庁編の各放射能測定法シリーズに準じて行った。  

3）測定装置   

ア 全ベータ放射能   

イ 空間放射線量率  

り 核種分析   

4）調査結果   

ア 全ベータ放射能  

GM計数装置（アロカ製TDC－601）  

NaI（T且）シンチレーション式モニタリングポスト（アロカ製MAR－15）  

NaI（T且）シンチレーション式サーベイメータ （アロカ製TCS－166）  

ゲルマニウム半導体核種分析装置（東芝製 Eシリーズ，IGC1619S型）  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示す。定時降水の測  

定回数は106回で，このうち92回はⅦ（検出されず）であった。  

検出された放射能濃度の最高値は3．7Bq／見であった。   
イ 空間放射線量率：測定結果を表2に示す。モニタリングポスト，サーベイメータの  

測定結果は，ともに過去3年間の値と同程度であった。   

り 核種分析   ：分析結果を表3に示す。137csが陸水，土壌，精米，日常食，海  
底土及び海産生物（鯛）から検出されたが，その他の人工放射性核  

種はいずれの試料からも検出されなかった。   

3．結 語  

いずれの調査項目においても，特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  
採  取  

降水量  放射能濃度 （Bq／且）  月間降下量  
年  月  

（mm）  測 定 数  最 低 値  最 高 値   （MBq／km2）  

平成9年 4月   142．4   8   ND   2．0   2．2   

5月   230．2   10   ND   2．3   7．2   

6月   177．8   6   ND   ND   ND   

7月   594．6   12   ND   ND   ND   

8月   313．6   9   ND   ND   ND   

9月   219．7   9   ND   1．6   14．9   

10月   39．9   7   ND   3．0   10．8   

11月   136．1   6   ND   ND   ND   

12月   92．7   9   ND   3．7   12．1   

平成10年1月   249．7   ND   2．6   9．4   

2月   74．3   8   ND   2．4   6．1   

3月   111．2   ND   2．0   11．2   

年  間  値   2382．2   106   ND   3．7   ND～14．9   

前年度までの過去3年間の値  314   ND   27．0   ND～55．2  

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の 3倍を下回るもの）   

表 2 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

平成  9 年 4 月   13．5   19．3   14．2   78   

5 月   13．2   18．2   14．2   76   

6  月   13．1   22．2   14．2   72   

7 月   13．0   19．2   13．8   72   

8 月   13．3   17．8   14．0   74   

9 月   13．3   19．1   14．1   76   

10 月   13．7   21．7   14．4   76   

11 月   13．5   20．6   14．7   76   

12 月   13．5   20．3   14．4   76   

平成10 年 1 月   13．4   21．3   14．5   74   

2 月   13．5   19．7   14．3   74   

3 月   13．6   20．8   14．4   76   

年  間  値   13．0   22．2   14．3   72～78   

前年度までの過去 3年間の値   12．9   25．3   14．3   62～84   
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表 3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  前年度まで  その他の検出さ  

試 料 名  採取  採取年月  体  過去3年間の値  れた人工放射性  

場所  教  核種   

（平成）  最低値  最高値  最低値  最 高値   

降 下 物   太宰府市  9．4－10．3  12  ND   ND   ND   ND   なし   MBq／km2   

陸  0．25   ND   Nt）   なし   

mBq／且  

水   ND   ND   ND   なし   

5．7   5．7   5．0   5．2   なし   8q／kg乾土  

土  

330   330   280   320   なし   MBq／k汀12  

5．6   5．6   0．69  1．7   なし   Bq／kg乾土  

壌   

820   820   100  280   なし   M8q／km2   

柵  ND   ND   ND   0．055   なし   

Bq／kg精米  

米   ロ  0．091  0．091   ND   ND   なし   

野  ロ  ND   ND   ND   ND   なし   

Bq／kg生  

菜   ロ  ND   ND   ND   ND   なし   

牛  4  ND   ND   ND   ND   なし   

9．11，10．2  Bq／且  

乳   2  ND   ND   ND   ND   なし   

日  2  ND  0．023   ND   0．054   なし   

常  

食   2  ND  0．028   ND   0．046   なし   

海  水  北九州市  9．8   ND   ND   ND   ND   なし   mBq／且   

海 底 土  北九州市  9．8   ロ  0．88  0．88  1．1   1．8   なし   Bq／kg乾土   

海産生物（鯛）   福岡 市  9．7   ロ  0．18  0．18  0．16  0．28   なし   Bq／kg生   

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）  
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Ⅴ－41 佐賀県におⅠナ る放身寸肯巨胴査  

佐賀県環境センター  

石 橋  博  吉 田 政 敵  

山 口 博 之  

1緒 言  

平成9年度に佐賀県が実施した放射能調査は、科学技術庁委託による環境放射能水準調査並びに玄海   

原子力発電所周辺の環境放射能調査である。  

上記調査のうち、玄海原子力発電所周辺の環境放射能調査については、平成10年7月に「玄海原子   

力発電所の運転状況及び周辺環境放射能調査結果（年報）」で既に報告しているため、今回は環境放射   

能水準調査に関する調査結果を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

平成8年度と同様に、空間放射線及び環境試料中の放射能について調査を行った。  

空間放射線は佐賀市の1ケ所で、連続測定及び毎月1回のサーベイメータによる測定を行った。  

環境試料中の放射能については、ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分析を実施した。  

調査対象試料数並びに測定内容は、降水97試料の全β放射能測定、降下物12、大気浮遊じん4   

上水2、土壌2、農産物2、精米1、牛乳2、日常食4、水産生物1試料の核種分析。および牛乳6   
試料のヨウ素－131の測定である。  

（2）測定方法  

空間放射線測定及び環境試料中の放射能測定は、科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ及び   

「放射能測定調査委託実施計画書（平成9年度）」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

全β放射能 ……－－＝・ A l o k a：  

核種分析 －－－…－＝－－－ セイコー・EG＆G：  

東  芝：  

牛乳中の131Ⅰ‥－－－＝ セイコー・EG＆G：  

東  芝：  

空間放射線 一一‥＝－－・ Al o k a：  

L B C4 51低バックグランド放射能測定装置  

G EM－3018 5－P、M CA7 7 0 0  

P G T G e検出器、Eシリーズ4096ch MCA  

G E M－3018 5－P、M C A7 7 0 0  

P G T G e検出器、Eシリ，ズ4096ch MC A  

l〟 ×1”N aI（T且）モニタリンク○ホ○スト、TCS－166サーへ○イメータ  

（4）調査結果  

調査結果は次表のとおり。  

表Ⅰに定時降水試料中の全β放射能調査結果を示す。  

〝ⅠⅠに牛乳中の1ユ1Ⅰの調査結果を示す。  

〝IlIに各種環境試料中の核種分析調査結果を示す。  

／／Ⅳ に空間放射線の計数率連続測定及び線土率の測定結果を示す。  

3 結 語  

平成9年度の調査では、定時降水中の全β放射能、環境試料中の核種分析及び空間放射線の測定結   

果は、前年度までの調査結果と同程度のレベルであり、異常は認められなかった。  

また、環境試料中の核種分析で検出されている137c sは、過去の大気中の核実験等の影響によるも   

のと思われるが、その測度は極めて低濃度であり、特に問題となるものではない。  
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表Ⅰ 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  

降水t  放射能濱度 （Bq／£）  月間降下土  月間降下量  

年月  （Hちq／knf）  （HBq／kn†）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成 9年 4月   162．5   8   N．D   0．2  7．5  

5月   289．5   9   N．D   1．6   5 3  

6月   200．5   9   N・D】 0・9  21  

7月   635．3   12   N．D   1．1   6 5  

8月   308．3   11   N．D   0．3   21  

9月   234．0   7   

10月   16．2   3   N．D   0．8   5．0  

11月   188．5   7   N．D   1．2   4．1  

12月   100．3   6   N．D   0．7   4 6  

平成10年1月   135．9   7   N．D   0．7   5 2  

2月   95．3  9  N．D   0．8   17  

3月   70．2   9   N．D   0．3   4．4  

年  間  値  2437．4   9 7   N．D   1．6   4．1～6 5  

前年度までの過去3年間の値   81～110   N∴D   18   0．8 ～ 357   ′ヽJ   

（注） N．D・・定量限界未満を示す。 －・・ ・測定せず。  

表ⅠⅠ牛乳中の181Ⅰ分析結果  

採  取  場  所  佐賀郡大和町大願寺  前年度まで過去3年間の値   

H．9年  H．10年  

採  取  年  月  日  8／6  10／30  12／9   1／29  3／12   最低値   最高値   

放射能漉度（Bq／且）  N∴D  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D   N．D   N．D   

（注） N．D・・・定王限界未満を示す。  
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表Ill ゲニマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  前年度まで  

取  体  18Tcs  過去3年間の僅   その他の検出  

試 料 名  採取場所  年  数  された人工放  

月  射性核種   

大気浮遊じん   佐賀市   
9．4  

～ 10．3   
4  N．D  N．D  N．D  N．D   なし   mちq／m8   

N∴D  N．D  N．D  N．D   〝   MBq／km2   

上水 蛇口水   佐賀市   
9．6  

N．D  N．D  N∴D  N．D   ／／   

9．12   
mBq／£   

4．6  1．5   6．5   ／／   Bq／kg乾土  

土  9．9   

230  45   320   〝   HBq／kmi  

4．2  2．6  4．8   ／／   Bq／kg乾土  

壌   9．9   

1300  530  1200   〟   托Bq／km2   

精米  佐賀市   9．10   N．D  弓N．D  N．D   〟   Bq／kg精米   

野  佐賀市   〟   

Bq／kg生  

菜   9．10   9．11  口  N．D   N・D  N．D  〝   

牛乳  佐賀那   
9．6  

N．D  N．D  N・D  N．D   〟   
9．10   

l  

Bq／丘   

日常食  
佐賀市  9．6  

4  N．D   0．022  】0．013  0．051   ／／   

玄海町周辺   9．11－12  
Bq／人・日   

海  

産  

！佐賀那  

9．8   0．066  

0．09  
〝  Bq／kg生   

生  

物   

（注） N．D・・定1限界未満を示す。  
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表Ⅳ 空間放射線玉串測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイ メーター  

測   定   年   月  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）   

平成 9年  4 月   12．1   17．7   13．3   8 6   

5  月   12．0   18．8   13．2   9 0   

6 月   12．0   2 0．9   13．3   9 0   

7 月   12．0   19．5   13．2   8 8   

8  月   11．6   17．3   12．8   7 8   

9  月   11．8   17．6   13．0   9 4   

10 月   12．0   15．2   13．2   8 3   

11月   12．0   19．4   13．6   8 6   

12 月   12．0   17．8   13．3   8 8   

平成10年  1 月   11．7   2 0．7   13．4   8 0   

2  月   11．9   19．8   13．3   7 6   

3 月   12．0   19．0   13．0   8 0   

年  間  値   11．6   2 0．9   13．2   7 6  ～  9 4   

前年度までの過去3年間の値   11．4   2 6．7   13．5   7 6  ～  9 4   
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Ⅴ－42 長崎県における放射能調査  

長崎県衛生公害研究所  

谷村義則  西河由紀  

…
l
 
 

」
 
 顔  
科学技術庁の委託業務として、平成9年度に長崎県で実施した環境放射能水準調査結果について、  

その概要を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

①全β放射能調査  

②γ線核種分析調査  

……… 定時降水  

……… 大気浮遊塵、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、  

ほうれん草、牛乳、市販牛乳）、日常食及び海産生物（アサリ、  
アマダイ、ワカメ）  

③空間放射線皇率 ………… モニタリングポスト、シンチレーションサーベイメーター  

（2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定方法は「放射能測定調査委託実施計画書〔科学技術庁、平成   
8年度〕」及び科学技術庁編放射能測定シリーズに基づいて実施した。  
（3）測定装置  

①全β放射能調査   

・GM計数装置 …………………アロカ製GM自動計数装置JDC－163  
②γ線核種分析調査   

・ゲルマニュウム半導体検出器 ……… 東芝製IGC－1619S  

③空間放射線畳率調査   

・モニタリングポスト ………………… アロカ製M－15  

（長崎県衛生公害研究所屋上＜地上14m＞にて常時測定）   

・シンチレーションサーベイメータ……… アロカ製γ－SURVEY METER TCS・166  

（エネルギー補償型）   

（4）調査結果  

①定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した。平成9年度は定時降水87件につい  
て調査したが、濃度はND～0．5Bq／L（月間降下量：ND－5．5MBqn｛m2）であり、過去の調査結果と  
同程度であった。  

②牛乳（生産地の原乳）中の181Ⅰの調査結果を表2に示した。平成9年度も2か月毎に6回調査  
したが、いずれも131Ⅰは検出されなかった。また、過去3年間についても検出されていない。  
③ゲルマニュウム半導体検出器による核種分析結果を表3に示した。平成9年度も環境及び  
食品試料32件について調査したが天然核種については過去3年間同様、大気浮遊塵、降下  
物の環境試料で7Beが検出されたほか、ほとんどの環境及び食品試料から41）Kが検出された。  
人工核種については土壌（小浜町雲仙）、市販牛乳、野菜（ほうれん革）、日常食、アマダイから   
137csが検出された。土壌については過去3年間と同程度の洩度レベルであった。市販牛乳、  
アマダイ、野菜（ほうれん草）、日常食の過去3年間の検出状況をみると野菜（ほうれん革）、日  
常食は検出されてないが、市販牛乳、アマダイについては検出率が約40％である○  
④空間放射線皇率の測定結果を表4に示した。平成9年度のモニタリングポストの測定結果  
は11．5－23．1cps（平均12．4）：シンチレーションサーベイメーターの結果は69～81nGy爪（宇宙  
線の影響30nGyを含む。）であり、いずれの調査項目も過去の調査結果と同程度のレベルで  
あった。   

3．結語   
平成9年度に長崎県で実施した環境及び食品試料中の放射能調査結果は長崎県及び全国の過去3  

年間と同程度の濃度レベルであり、特に異常値は認められなかった。  

－269－   



表1定時降水試料中の全β放射能調査結果（平成9年度）  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月日   
降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降下王  
（皿）  

測定数   最低値   最高値   
（惟〟伽2）  

平成9年 4月  100．0   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

5月  125．0   ⅣD   0．5   5．5   

6月  357．0   4   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

7月  631．0   ⅣD   ⅣD   m   

8月  189．0   ⅣD   ND   ⅣD   

9月  271．0   ND   0．5   4．9   

10月   3．5   ND   ⅣD   ⅣD   

11月  190．0   6   ⅣD   m   m   

12月  100．0   7   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

平成10年1月   108．0   ND   ⅣD   ⅣD   

2月  119．0   ND   ND   ⅣD   

3月   99．0   10   ND   ND   ND   

年間値   2292．5   87   NI）   0．5   ⅣD～5．5   

前年度までの過去3年間の  m   3．2   ⅣD～20．5   

値  

（注1）ⅣD：測定値が測定誤差の3倍未満。  

表2 牛乳中の13ⅠⅠの分析結果（平成9年度）  

採取場所  諌早市  諌早市  諌早市  諌早市   諌早市   諌早市  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日  H9．5．6  H9．7．7  H9．9．8  H9．11．4  HlO．1．12  HlO．3．3  最低値   最高値   

放射能濃度  ⅣD   ⅣD   ⅣD ■   ND   ⅣD   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

（Bq／い  

（注1）牛乳の取扱区分は、生産地（原乳）である  

（注2）放射能測定は、ゲルマニウム半導体検出器によるγ線スぺクトロメーターで測定した。  

（注3）ⅣD：測定値が測定誤差の3倍未満。  
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度まで  その他の検出された  

試料名  採取場所  採取年月  検  137cs  過去3年間の値  人工放射性核種   単位  

体                    最低値  最高値  最低値  最高値   
数  

大気浮遊じん   長崎市  9年4月  4   m   Ⅷ   m   ⅣD   m   咄〟   

～10年3月  

降下物  長崎市  9年4月  抑   m   ⅣD   0．043   惟心血2   

～10年3月   

上水 源 水  

陸  
蛇口水  島崎市  9年6月  m   m）   抑   m   通がL  

水  
及び12月   

淡 水  

小浜町  m   B抽乾土  

土  （雲仙）  9年7月   
1327  1160  1糾1   m   惟曲Z  

壌   小浜町  m   Bq／短乾土  

5～20cm  （雲仙）  
2793   ⅣD   惟V血2   

精米  長崎市  10年1月   m   抑   Ⅷ   伽佃精米   

野  大根   長崎市  10年1月   ⅣD  m   ⅣD   

ホウレン草  長崎市  10年1月   0．05  ND   m   
Bq佃生  

菜  

茶  B曲乾物   

牛 乳  長崎市  9年8月及  m   ⅣD   m   m   m）   的几   

び10年2月   

淡水産生物  B血生   

長崎市  9年6月  m   0．04   m   0．04   m   
日常食  

松浦市  及び11月   m   0．07   m   
BV人・日  

海 水  通がL   

海底土  B抽乾土   

海  小長井町  9年5月   m  m   m   m   

産 生  0．08  抑   0．23   m  
B血生  

物   島原市   10年2月  口   m  m）   仰   m   

（注1）食料試料のうち海産生物は生産地、牛乳（市販乳）・野菜及び精米は消費地としての取扱いである。   

（注2）仰：測定値が測定誤差の3倍未満。  
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表4 空間放射線量率測定結果（平成9年度）  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps）    サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成9年 4月   11．7   15．3   12．3   

5月   11．7   16．2   12．3   

6月   11．7   18．7   12．5   75   

7月   11．5   22．3   12．5   

8月   11．7   15．5   12．3   

9月   11．8   16．6   12．4   

10月   11．9   13．3   12．4   79   

11月   12．0   23．1   12．6   76   

12月   11．7   18．8   12．5   

平成10年1月   11．7   19．0   12．5   

2月   11．7   19．5   12．4   71   

3月   11．8   18．5   12．4   76   

年 間 値   11．5   23．1   12．4   69・－81   

前年度までの過  11．4   26．0   12．4   69・－81   

去3年間の値  

（注1）サーベイメーターの値は、宇宙線の影響30nGy／hを含む。  
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Ⅴ－43 熊 本 県 に お け る 放 射 能 調 査  

熊本県保健環境科学研究所  

木庭亮一 塘岡 穣 上野一意  
北岡宏道 植木 肇  

1 緒 言  

前年度に引き続き、平成9年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果  

について報告する。  

2 調査の概要  
1） 調査対象  

熊本県における降水、大気浮遊じん、降下物、上水（蛇口水）、土壌、米、野菜  

（大根及びホウレン草）、牛乳、日常食及び空間放射線量率   

2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁編の各種放射線測定法シリーズ及び「放  

射能測定調査委託実施計画書（平成9年度）」に基づいて行った。   

3） 測定装置  

（1） 全ベータ放射能  

GM式β線測定装置：アロカ  JDC－163  

（2） ガンマ線核種分析  

Ge半導体検出器：EG＆G ORTEC GEM－15180P  
波高分析装置  ：セイコー・イージーアンドジー  

MCA7700  

（3） 空間放射線量率  

モニタリングポスト：アロカ  MAR－15  
シンチレーション式  

サーベイメータ   ：アロカ  TCS－151   
4） 調査結果  

大型水盤による月間降下物及び定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に、ゲ  

ルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果を蓑2に、空間放射線量率測定  
結果を表3にそれぞれ示した。  

3 結 語  

平成9年度の熊本県における調査結果は、環境試料中の放射能及び空間放射線量率と  
もに前年度と同程度のレベル内にあり、特に異常値は認められなかった。  
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表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／且）  月間降下量  月間降下量  

（肥q／加2）  （惟q／加2）  

（m）                        測定数  最低値  最高値   

平成9年 4月  263．4   N．D   N．D   N．D  

5月  146．8   N．D   N．D   N．D  

6月  256．4   7   N．D   N．D   N．D  

7月  903．2   13   N．D   N．D   N．D  

8月  167．0   N．D   N．D   N．D  

9 月  71．8   N．D   N．D   N．D  

10月   6．3   N．D   N．D   N．D  

11月  129．4   N．D   N．D   N．D  

12月  68．3   8   N．D   N．D   N．D  

平成10年1月  161．1   N．D   N．D   N．D  

2月  95．8   N．D   2．4   4．2  

3月  99．9   12   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   2369．4   N．D   2．4   N．D～4．2   ～   

前年度までの過去3年間の値   239   N．D   4．6   N．D～21   ～   

（注）調査開始：平成元年10月  

N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  

取  137cs  前年度まで  

試料名  採取場所    年  体  過去3年間の値  

月  

数  

大気浮遊じん   宇土市  9年4月 ～10年3月  4  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／mさ   

降下物   宇土市  9年4月 ～10年3月  12  N．D  N．D  N．D  N．D  惟q／加2   

上水源 水  
陸  

蛇口水  宇土市  9年6月 9年12月   
2  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／鼠  

水  

淡 水  

Bq／短乾土  

0～5cm  西原村  9年7月   
土  1700  1800  1900  惟q／加Z  

壌  9．6   Bq／短乾土  

5・－20cm  西原村  9年7月   

680  640  1300  肥q／血2   

精  米   合志町  9年10月   N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／短精米   

野  合志町  9年5月   N．D  N．D  N．D  N．D  
Bq／短生  

菜   N．D  N．D  N．D  N．D  

茶  
御船町  

2  N．D  0．24  N．D  0．58  
上村   9年5月  

Bq／鹿乾物   

牛  乳   合志町   
9年8月  

2  N．D  N．D  N．D  N．D  
10年2月  

Bq／且   

淡水産生物  Bq／也生   

日 常 食   熊本市 富合町  9年6月 9年12月   

4  N．D  0．041  N．D  0．14  Bq／人・日   

海  水  mBq／色   

海 底 土  Bq／短乾土   

海  

産  

Bq／短生  

生  

物  

（注）調査開始：平成元年10月  

N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 9年 4月   9．3   16．3   10．0   44   

5月   9．2   15．2   9．9   43   

6月   9．2   17．2   10．2   46   

7月   8．9   15．3   9．7   40   

8月   9．2   14．6   9．9   44   

9月   9．3   16．7   10．1   39   

10月   9．5   12．3   10．1   43   

11月   9．4   18．2   10．4   45   

12月   9．3   18．0   10．3   45   

平成10年1月   9．2   19．8   10．3   42   

2月   9．3   16．9   10．2   44   

3月   9．3   15．8   10．1   43   

年 間 値   8．9   19．8   10．1   39 ～46   

前年度までの過去3年間の値   9．0   21．2   10．9   36 一－46   

（注）調査開始：平成元年10月  
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Ⅴ－44 大 分 県 に お け る 放 射 能 調 査  

大分県衛生環境研究センター  

藤野卓見、安藤章夫  

1 緒言   

大分県において平成9年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能測定調査結果につ   

いて報告する。  

2 調査の概要  

1）調査対象   

降水（定時降水）・大気浮遊じん・降下物・陸水（上水蛇口水）・土壌・米（精米）・   

野菜（ホウレン草、大根）・牛乳（原乳）・日常食の各種試料及び空間線量率測定（モ   

ニタリングポスト：1地点、シンチレーションサーベイメータ：1地点）  

2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は「放射能測定調査委託実施計画書（平成9年度）」及び   

各放射能測定法（科学技術庁 編）に準じて実施した。  

3）測定装置   

①全ベータ放射能  アロカ製 GhI自動測定装置JDC－163   

②γ線核種分析  キャンベラ製 インスペクタ1200   

③空間放射線量率  アロカ製 NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

TC S－131  

アロカ製 モニタリングポスト MAR－21  

4）調査結果   

①全ベータ放射能 大分市における定時降水の測定結果を表1に示す。83回測定を行  

い、76回はND、欠測1回で月間降下量の最高値は71MBq／kn2で  

あった。  

②γ線核種分析  分析結果を表2、表3に示す。測定試料数は29検体で、137cs  

が土壌、日常食、牛乳（8月分）から検出されたが、過去3年間の  

値と同程度であった。   

③空間放射線量率 測定結果を表4に示す。大分市における計測値は従来と同程度で  

あった。  

3 結語   

平成9年度に大分県で実施した放射能測定結果は、従来と同程度であり特に異常値は認   

められなかった。  
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［表1］定時降水試料中の全β放射能調査結果（大分市）  

放射能濃度（Bq／′L）  

採取年月   降水量  月間降下量  

（mm）  測定数   最低値   最高値   （肥qノ′血2）  

平成 9 年4 月   180．0   8   ND   ND   ND   

5 月   104．2   7   ND   ND   ND   

6 月   200．3   6   ND   ND   ND   

7 月   426．7   11   ND   ND   ND   

8 月   156．7   7   ND   ND   ND   

9 月   323．1   4   ND   ND   ND   

10 月   37．5   4   ND   1．5   6．6   

11月   97．5   7   ND   1．3   4．0   

12 月   72．8   5   ND   ND   ND   

平成10年1月   172．6   7   ND   0．70   3．1   

2 月   100．9   5   ND   0．97   38   

3 月   109．4   12   ND   3．1   71   

年 間 値   1981．7   83   ND   3．1   ND～71   
前年度までの過去3年間の値  6 3～86   ND   13   ND～55   

（備考）ND：計数値が計数誤差の3倍未満  

［表2］牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   久住町   久住町   前年度まで過去3年間の値   

採取年月 日   9．8．12   10．2．12   最低値   最高値   

放射能濃度（Bq′／L）   ND   ND   ND   ND   

（備考）ND：計数値が計数誤差の3倍未満  
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［表3］ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  採  137cs  13Tcsの前年  

取  取  度までの過去  

試料名  場  年  3年間の値  た人工放  

所  月   射性核種   

数  

大気浮遊じん   大分市  毎月  4  ND   ND   ND   ND  mBq′／m3   

降下物   大分市  毎月  12  ND   ND   ND   ND  MBq′′kmニ   

陸水（蛇口水）   大分市  9．6  ND   ND   ND  Bqノ′L   

9．12   

0～5cm  久住町  9．7  口   93  85   90  Bq′′kg乾土  

土  1800  1600  2100  l但q′′km2  

壌                                      5～20cm  久住町  9．7  口   19  16   23  Bq／／kg乾土  

1000  840 1200OOOOO 腫q′′km2   

精  米   宇佐市  9．11  ロ   ND  ND   ND  Bq′／kg精米   

野  ND  ND   ND  Bq′／kg生  

莱   ND  ND   ND  Bq′′kg生   

牛 乳   久住町  9．8  Bq／ノ／L   

10．2   

大分市  9．6  

日 常食  9．10   Bq′′人・日  

佐伯市  9．6  

9．10   

（備考）ND：計数値が計数誤差の3倍未満  

［表4］空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  （大分市）  （佐賀関町）  

（nGy／′h）  

最低値  最高値   平均値   

平成 9 年 4月   12  23   14  63   

5月   12  21   13  71   

6月   12  20   14  6 7   

7月   12  19   13  6 8   

8月   12  19   14  69   

9月   12  21   14  6 7   

10月   12  18   14  68   

11月   12  19   14  70   

12月   12  22   14  66   

平成10年 1月   12  20   14  65   

2月   30・  46※   34・  6 8   

3月   31・  48※   32・  66   

年  間  借   12  23   14  63～71   

前年度までの過去3年間の値   9  23   13  48～73   

※機器更新によりnG）ゾh表示のため年間値の算出には含まれない  
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Ⅴ－45 宮崎県におけ る放射能調査  

宮崎県衛生環境研究所  

押川智子、小田耕一、前田武  

1緒 言   

前年度に引き続き、平成9年4月から平成10年3月までに科学技術庁の委託により実施した宮崎   

県における環境放射能水準調査について、調査結果の概要を報告する。  

2 調査の概要  

1）調査対象  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根及び   

ホウレン草）、茶、牛乳、日常食及び空間放射線量率   

2）測定方法  

試料の調製及び測定は、科学技術庁編「放射能測定調査委託実施計画書（平成9年度）」、「全  

ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」及び「ゲルマニウム半導体検出器を用いた横幕分析   

法（平成4年改訂版）」により行った。  

3）測定装置   

全ベータ放射能：  GM式β線測定装置  （アロカ製 JDC－163）   

ガンマ線核種分析：  Ge半導体核種分析装置  

（SEIKO EG＆G製 MODEL7800）   
空間放射線量率：  モニタリングポスト  （アロカ製 MAR－21）  

シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 TCS－166）  

4）調査結果   

表1に降水中の全β放射能調査結果を示す。全β放射能濃度は前年度までの過去3年間の値と比   

較して、特に異常は認められなかった。   

表2にγ線核種分析結果を示す。人工放射性核種としては137csが、土壌、大根、茶及び日常食   

から検出されたが、その量は前年度までの過去3年間の値とはぼ同程度であった。その他の人工   

放射性核種は検出されなかった。   

表3にモニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線量率調査結果を示す。いずれも   

前年度までの過去3年間の値と比較して、特に異常は認められなかった。。  

平成9年度の宮崎県における環境放射能の調査結果は、いずれもこれまでの調査結果と同程度であ  

り、異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降水量  
降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

年  月  （m）  

放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  

測定数  最低値  最高値   （MBq／km2）  

平成9年 4月   121．8   N．D   1．4   ：う0．0   

5月   95∴∋   9   N．D   N．Ⅰ）   N．D   

6月   477．6   N．D   N．D   N．1）   

7月   228．3   N．t）   N．Ⅰ）   N．Ⅰ）   

8月   ：i31．6   N．D   N．Ⅰ）   N．Ⅰ）   

9月   47：i．8   .C, N．D   4．4   ：i∴i   

10月   219．8   5   N．Ⅰ）   N．Ⅰ）   N．Ⅰ）   

11月   100．0   5   N．【）   N．Ⅰ）   N．Ⅰ）   

12月   116．1   6   N．D   N．Ⅰ）   N．Ⅰ）   

平成10年 1月   416．6   10   N．t）   N．Ⅰ）   N．Ⅰ）   

2月   326．4   7   N．D   1．6   47．5   

3月   158．8   12   N．Ⅰ）   2．6   129．2   

年 間 値   3（）66．1   102   N．t）   4．4   N．1）～129．2   

前年度までの過去3年間の値  272   N．Ⅰ）   7．1   N．D～236．4   

（N．D：検出されず）  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
137cs  惑窒嘗皐高岩値  

その他検出  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  された人工  

数          放射性核種   

大気浮遊塵   宮崎市  9．4 －1（）．3  4  N．1）   N．D   N．Ⅰ）   N．Ⅰ）  mBq／㌦   

降 下 物  9．4 ～10．3  12  N．【）   N．t）   N．1）  q．q95  MBq／km2   

陸  
蛇口水   

水  
9．6，9．12  2  N．【）   N．D   N．1）   N．1）  mBq／1   

7．8  7．8   9．1  
土  9．8   

Bq／kg紅  

562  49（）   660  MBq／km2  
7．6  5．8   8∴5  

壌   
Bq／kg乾土  口  

787  95（）  112r）  MBq／km2   

精 米  9．8   N．1）  N．1）   N．1）  Bq／kg精米   

野  9．11   仇04  N．D  0．076  
Bq／kg生  

菜   N．【）  N．D  0．06  

茶  
川南町  

都城市   
9．5   2  0．2   1．8   2．0   2．9  Bq／kg乾物   

牛 乳  高原町  9．8，10．2  2  N．D   N．1）   N．1）   N．D  Bq／1   

宮崎市  

日 常 食    高原町   
9．6，9．12  4  N．Ⅰ）  0．076  0．027  0．15  Bq／人・日   

（N．n：検出されず）  
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタルタすがスト（nGy／h）  サーへすイメータ  
測 定 年 月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成9年 4月   26．2   41．5   27．4   56   

5月   25．9   35．0   27．3   5（）   

6月   25．7   48．0   28．2   50   

7月   25．6   36．3   26．9   50   

8月   25．8   38．8   27．3   52   

9月   25．9   53．6   28．2   5（）   

10月   26．2   48．5   27．9   50   

11月   26．1   42．7   28．2   54   

12月   26．0   55．2   28．4   54   

平成10年 1月   26．1   52．6   29．2   52   

2月   26．0   49．7   28．3   56   

3月   26．0   44．5   28．2   52   

年  間  値   25．6   55．2   28．0  50 一－ 56   

前年度までの過去3年間の値   10．0＊   21．8＊   11．5＊  5q～58＊＊   

‡旧機種（アロカ製MAR－11型）での測定値（単位：cps）  

‡★平成8年度よりサーベイメーター磯種変更のため平成8年度のみの測定値  
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Ⅴ－46 鹿児島県における放射能調査  

鹿児島県環境センター  

提々 伸博，田島 義徳  
今村 博香，奥園 和光  

1．緒 言   

平成9年度に鹿児島県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果について報告する。  

なお，本県では上記委託調査のほかに，川内原子力発電所周辺の環境放射線監視調査を実施しており，   

その調査結果については「川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書」で既に報告している。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時降水）の全ベータ放射能，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，野菜（大根，ホ  

ウレンソウ），茶，牛乳，日常食，海産生物の核種分析及び空間放射線圭率   

2）測定方法  

試料の採取，前処理，調製及び測定は，科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ及び「放射能  

測定調査委託実施計画書（平成9年度）」に基づいて行った。   

3）測定装置  

① 全ベータ放射能調査  

GM計数装置：アロカ・GM－5004  

② 核種分析調査  

Ge半導体検出器：EG＆G ORTEC・GMX30200－S  

波高分析装置：EG＆G ORTEC・92X  

③ 空間放射線量率調査  

1’’¢×1”L NaI（Te）シンチレーション検出器：アロカ・MAR－11  

1〝¢×1’’L NaI（Te）シンチレーション式サーベイメータ：アロカ・TCS－166   

4）調査結果  

定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果を表－1に示す。また，空間放射線皇率調査結果を  

表－2に示す。いずれも，これまでの調査結果と同程度のレベルであり，異常は認められなかっ  

た。  

核種分析調査結果を表－3に示す。核種分析調査については，昭和63年度から実施しており，  

これまでの川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果及び環境放射能水準調査結果と比較して  

特に異常は認められなかった。  

3．結 語   

平成9年度の調査結果は，空間放射線量率．環境試料の放射能とも，これまでの調査結果と比較し   

て同程度のレベルであり．異常は認められなかった。  

－283－   



（表－1） 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採  取  降水量  

年  月  （mm）  
放射能濃度（Bq／g）  月間降下量  

測定数   最低値   
（腫q／h2）  

最高値   

平成9年4月   95．5   8   ND   ND   ND   

5月   116．0   8   ND   ND   ND   

6月   306．0   6   ND   ND   ND   

7月   371．0   9   ND   ND   ND   

8月   104．0   7   ND   ND   ND   

9月   289．0   6   ND   ND   ND   

10月   21．5   ND   ND   ND   

11月   118．0   ND   ND   ND   

12月   54．0   8   ND   ND   ND   

平成10年1月   174．0   ND   ND   ND   

2月   107．5   つ   ND   ND   ND   

3月   143．5   12   ND   ND   ND   

年 間 値   1，900．0   88   ND   ND   ND   

前年度までの過去3年間の値  213   ND   2．2   ND ・－14．2   

（測定場所：鹿児島市）  

（表－2） 空間放射線量率測定結果  

測 定 年 月   
モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成9年 4月   11．4   14．7   12．1   79   

5月   11．0   14．5   12．1   77   

6月   11．5   17．5   12．4   84   

7月   11．4   14．0   12．0   79   

8月   11．5   13．2   12．1   80   

9月   11．2   20．1   12．4   77   

10月   11．6   17．0   12．4   81   

11月   11．3   15．3   12．4   81   

12月   11．2   18．0   12．2   80   

平成10年1月   11．3   18．4   12．3   77   

2月   11．1   16．0   12．1   76   

3月   11．2   15．9   12．2   75   

年  間  値   11．0   20．1   12．2   75 ′、 84   

前年度までの過去3年間の値   11．0   21．6   12．3   71 へ・ 83   

（測定場所：鹿児島市）  
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（表－3） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137 前年度まで    その他の検出さ  

試 料 名   採取場所  採取年月  体  
cs  

過去3年間の値    れた人工放射性   

数  核種   

降 下 物   鹿児島市  H9．4～HlO．3  12  ND  ND  ND  ND  MBq／k皿2   

陸水l蛇口水   鹿児島市  H9．6，H9．11  2  ND  ND  ND  ND  mBq／ゼ   

0．60  0．60  0．49  0．99  
H9．9   

Bq／kg乾土  

土  
0～5cⅡl   開聞町  

45  45   30  53  腫q／h2  

壌  0．92  0．92  1．2  1．5  
5～20cm   開聞町   H9．9   

Bq／kg乾土  

120  120  170  190  帽q／h2   

精  米   鹿児島市   H9．11   0．38  0．38  ND  0．57  Bq／kg精米   

野  H9．12   0．019  0．019  ND  ND  Bq／kg生  

菜   H9．10   0．41  0．41  ND  0．13  Bq／kg生   

知覧町   H9．6   1．4  1．4  1．4  2．3  
茶  

Bq／kg乾物  

宮之城町   H9．6   0．68  0．68  0．32  0．73  Bq／kg乾物   

牛】  Bq／g  

乳l   8q／g   

大口南   H9．6，11   2  ND  0．024  0．030  0．070  Bq／人・日  
日 常 食  

川内市   H9．6，11   2  0．030  0．046  ND  0．085  Bq／人・日   

海  水   加世田市   H9．9   ND  ND  ND  ND  mBq／ゼ   

海 底 土   加世田市   H9．9   ND  ND  ND  ND  Bq／kg乾土   

水産生物匡びな   阿久根市   H9．11   0．16  0．16  0．12  0．20  Bq／kg生   
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（表1関係）  定時降水（鹿児島市）の測定結果  

測定数   
しBq／′gノ   くMBq／km2）   皿m  

降水量  

444．7  
平   89．5   
H．6．6  6  ND  ND  ND  ND  531．9  

成  39．0  
H．6．8  2  ND  ND  ND  ND   79．4  

6  17．3  
H．6．10  3  ND  ND  ND  ND   31．5  
年  32．5  
H．6．12  4  ND  ND  ND  ND   88．7  
度  58．9  
H．7．2  3  ND  ND  ND  ND   60．2  
H．7．3  9  ND  ND  ND  ND  164．7  

計  52  1，638．3   

H．7．4    ND  2．2  ND 14．2  366．5  

平  

H．7．6  13  ND  ND  ND  ND  627．5  

成  

H．7．8  6  ND  ND  ND  ND  274．0  

7  

H．7．10  3  ND  ND  ND  ND   93．5  
年  59．5  
H．7．12    ND  ND  ND  ND   3．5  
度  69．0  
H．8．2  8  ND  ND  ND  ND   24．5  
H．8．3  9  ND  ND  ND  ND  135．0  

計  82  2，351．0   

H．8．4  8  ND  ND  ND  ND  155．0  

平  

H．8．6・  14  ND  ND  N【） ND  104．5  

成  

H．8．8  8  ND  ND  N【） ND  206．5  

8  80．5  
H．8．10  ○  ND  ND  ND  ND   10．5  
年  79．0  
H．8．12  コ  ND  ND  ND  ND   83．0  

度  30．0  
H．9．2  つ  ND  ND  NI） ND   33．5  
H．9．3  8  ND  ND  ND  ND  153．0  

計  79  1，605．5   

前年度までの 3か年の値   213  ND  2．2  ND 14．2   ＼  

測定数  （8q／f）  
（MBq／km2）  mm  

降水量     最低傭  最高値  最低値  最高値   

H．9．4  8   ND  ND   ND  ND  95．5  
平  8   ND   ND   ND  ND   116．0  
H．9．6   6   ND   ND   ND  ND   306．0  
成  9   ND   ND   ND  ND   371．0  
H．9．8   7   ND   ND   ND  ND   104．0  

9  6   ND   ND   ND  ND   289．0  
H．9．10  ND   ND   ND  ND  21．5  

年  ND   ND   ND  ND   118．0  
H．9．12  8   ND  ND   ND  ND  54．0  
度  

H．10．2  つ   ND   ND   ND  ND   107．5  
H．10．3  12  ND   ND   ND  ND   143．5  

計  88  1，900．0   

年度  88  ND  ND  ND  ND  
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（表2関係）  空間放射線量率測定結果  

モニタけク～ポスト（cロS）  サーヘ■ィメータ  

nG†ノh    最低値l最高値l平均値   

H．6．4  11．1 15．8 12．0  71  

平  

H．6．6  11．2 16．8 12．0  75  

成  

H．6．8  11．2 14．2 11．8  76  

6  ＊  ＊  ＊  78  
H．6．10  11．8 14．3 12．6  74  

年  

H．6．12  11．9 17．1 12．8  72  

度  

H．7．2  11．8 15．5 12．5  75  

H．7．3  11．8 19．5 12．6  76  

H．7．4  11．8 17．5 12．7   73  
平  75  
H．7．6  11．5  21．0 12．9   73  

成  76  
H．7．8  11．8 13．4 12．3   76  

7  74  
H．7．10  12．0 15．6 12．7   77  

年  80  
H．7．12  11．8 14．9 12．6   77  

度  79  
H．8．2  11．4 16．2 12．3   75  
H．8．3  11．4  21．0 12．3   75  

H．8．4  11．4 19．8 12．4  79   
平  78  
H．8．6  11．3 19．5 12．2   77  

成  78  
H．8．8  11．3 15．5 12．2   82  

8  81  
H．8．10  11．5 14．5 12．2   78  

年  80  
H．8．12  11．4 17．3 12．3   79  

度  83  
H．9．2  11．5  21．6 12．3   77  
H．9．3  11．4 18．1 12．2   78  

前年度までの3 かの   11．0   
年値  

21．6 12．3  71～83  

モニタけタヾポスト（cp5）  サーヘ一ィメータ  

nGv／h    最低値l最高値l平均値   

H．9．4  11．4 14．7 12．1   79  
平  77  
H．9．6  11．5 17．5 12．4   84  

成  79  
H．9．8  11．5 13．2 12．1   80  

9  77  
H．9．10  11．6 17．0 12．4   81  

年  81  
H．9．12  11．2 18．0 12．2   80  

度  77  
H．10．2  11．1 16．0 12．1   76  
H．10．3  11．2 15．9 12．2   75  

年度  11．0  20．1 12．2  75～84   
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平成6年度  平成7年度  平成8年度  前年度までの3か年  
Cs－137   Cs－137   Cs－137   Cs－137   

最低値I最高値  最低値】最高値  最低値l最高値  最低値l最高値   
単位  

降下物   ND  ND   ND  ND   ND  ND   ND  ND   腫q／kn2   
蛇口水   ND  ND   ND  ND   ND  ND   ND  ND   mBq／1   
土壌（0～5）  0．99  0．99  0．59  0．59  0．49  0．49  0．49  0．99  Bq／kg乾土   

土壌（0～5）   53  53   32  32   30  30   30  53  MBq／km2   
土壌（5～20）  1．2  1．2  1．3  1．3  1．5  1．5  1．2  1．5  Bq／kg乾土   
土壌（5～20）  170  170  170  170  190  190  170  190  鵬q／km2   
精米   0．57  0．57  0．19  0．19  ND  ND   ND  O．57  Bq／kg精米   

大根   ND  ND   ND  ND   ND  ND   ND  ND   Bq／kg生   
ホウレンソウ   ND  ND  0．13  0．13  0．10  0．10  ND  O．13  Bq／kg生   
知覧茶   2．3  2．3  1．7  1．7  1．4  1．4  1．4  2．3  Bq／kg乾物   
宮之城茶   0．73  0．73  0．54  0．54  0．32  0．32  0．32  0．73  Bq／kg乾物   
生産地乳   ND  ND   ND  ND   ND  ND   ND  ND   Bq／1   

消費地乳   ND  ND   ND  ND   ND  ND   ND  ND   Bq／1   
大口日常食  0．059 0．070  0．050 0．062  0．030 0．031  0．030 0．070  Bq／人・日   
川内日常食  0．064 0．085  0．039 0．045  ND  O．033  ND  O．085  Bq／人・日   

海水   ND  ND   ND  ND   ND  ND   N【）   ND   mBq／1   
海底土   ND  ND   ND  ND   ND  ND   ND  ND  Bq／kg乾土   

きびなご   0．20  0．20  0．12  0．12  0．14  0．14  0．12  0．20  Bq／kg生  

平成9年度  
C5－137  

最低値l最高値   

降下物   ND  ND   
蛇口水   ND  ND   
土壌（0～5）  0．60  0．60   

土壌（0～5）   45  45   
土壌（5～20）  0．92  0．92   

土壌（5～20）  120  120   

精米   0．38  0．38   

大根   0．019 0．019   
ホウレンソウ   0．41 0．41   

知覧茶   1．4  1．4   

宮之城茶   0．68  0．68   

生産地乳   ND  ND   
消費地乳   ND  ND   

大口日常食   ND  O．024   
川内日常食  0．030 0．046   

海水   ND  ND   
海底土   ND  ND   

きびなご   0．16  0．16   
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Ⅴ－47 沖縄県における放射能調査  

沖縄県衛生環境研究所   

漉口 輝  金城 義勝  

糸満 彩子  洲鎌 久人  

1．緒言  

前年度に引き続き科学技術庁の委託を受け、平成9年度に沖縄県  
が実施した環境放射能調査の概要を報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水、降下物、陸水、農畜産物、日常食、土壌、海水、海底土、  
海産生物及び空間線t率の測定を行った。  
試料の採取地点、測定地点、測定値は表1～4に示す。   

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定法は「平成 9年度放射能調査委託計  
画書」、「全ベータ放射能測定法」、「ゲルマニウム半導体検出器  
を用いた機器分析法」に基づいた。   

3）測定装置  
a．GM測定装置  AlokaTDC－51l，GP－14V，PS－202D，EDP－111  

b．マルチチャンネル波高分析装置 CANBERRA4K－MCA（35Plus）  
Ge－DETECTERGC2019－7500S  

c．モニタリングポスト  刃okaMSR－151W，ND－105  

d．サーベイメータ  AlokaTCS＿121C   

4）調査結果  

a．降水、降下物の全ベータ放射能の調査結果を表1に示す。  
降水の放射能濃度、月間降下土はすべてN．D．、降下物の月間降下  
iはN．D．～123MBq瓜m2の範囲で特に異常値はみられなかった。  
b．牛乳中の－31Ⅰの測定結果を表2に示す。  

131Ⅰは何れの書式料においても検出されなかった。  

c．ゲルマニウム半導体検出器による137csの測定結果を表3に示す。  
環境試料中の13Tcs濃度は前年度とほぼ同レベルの推移で特に異常  
値はみられない。  

d．空間放射線土率の測定結果を表4に示す。  
モニタリングポストによる計数率は7．0～13．9cps、サーベイメータに  

よる線t率は50．2～68．OnGy几の範囲で、空間放射線t率も前年度  
とほぼ同レベルの推移である。   

3．結語  
今年度の降水、降下物の全ベータ放射能濃度及び空間線t率は前   
年度と同レベルの推移で、変動の妻因は自然放射能の寄与によるも   
のと推察された。また、環境試料中の137cs濃度も前年度と同レベルの推   
移で、特に異常値はみられない。  
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  
採取  

降水量  放射能濃度（Bq／】）  月間降下量   月間降下量  
年月  （mm）   （MBq／Kn了）   （MBq／Kポ）   

測定数  最低値  最高値  

平成9年 4月   260．5   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

5月   189．3   7  N．D．   N．D．   N．D．   123   

6月   252．1   8  N．D．   N．D．   N，D．   N．D．   

7月   13．5   3  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

8月   339．7   7  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

9月   52．7   5  N．D．   N．D．   N．D．   0．72   

10月   72．8   7  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

11月   139．1   7  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

12月   98．3   8  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

平成10年1月   187．8   10  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

2月   342．0   13  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

3月   134．0   9  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

年間値   2081．8   95  N．D．   N．D．   N．D．   N．D． ～  123   

l  ＿まで過去3年闇の値  296  N．D．   8．67  N．D．～ 50．4  N．D． ～  58．2   

＊：降水は大里村、大型水盤による降下物は与那城町で採取している。  

（2）牛乳中の131暮分析結果  

採取場所   与那城町  与那城町  前年産まで、去3年間の値   

採取年月日   H9．9．5  HlO．2．17  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／l）   N．D．   N．D．  N．D．   N．D．   
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（3）ゲルマニウム半導体検出器lこよる核種分析測定調査臆果  

書式料名  採取場所   採 取 年  
137cs  

前年度まで過去3年間の値   その他の検出され  単位  
数  

月   最低値  最高値  最低値   最高値   た人工放射性核種  

大気浮遊じん  mBq／ポ   

降下物  与那城町  4→3  12  N．D．  N．D．  MBq／Kポ   

陸  
上水 源水  北谷町  8，12  2  N．D．  N．D．  

水  N．D．  
mBq／t  

N．D．  

淡 水  

0～5em  那覇市  8  口  
4．21   4．32   6．15  Bq／Kg乾土  

土  

293   328   447  MBq／Kn了  

壌  
5へ■20cm  那覇市  8  口  

2．23   4．10   4．87  Bq／Kg乾土  

440   354   799  MBq／Kn了   

精米  与那城町  10  口  0．022   0．010   0．024  MBq／Kg精米   

野  与那城町  10  口  N．D．  N．D．  
MBq／Kg生  

菜   
ホウレン草  与那城町  10  口  N．D．  N．D．  

茶  Bq／K丘乾物   

牛乳  与那城町  9，2  2  N．D．   N．D．   0．026  Bq／l   

淡水産生物  Bq／Kg生   

日常食  那覇市他  7，1  4  N．D．  0．038   0．013   0．039  Bq／人・日   

海水  県内5地点  9，10，  皿  1．29  2．82   1．38   3．44  mBq／l   

海底土   県内5地点  9，10，  叩  N．D．  2．0   N．D．   3．21  Bq／Kg乾土   

海  0．098  0．0119   0．155  

産  

生  
Bq／Kg生  

物   
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（4）空間放射線主率測定結果  

測定年月日   
モニタリングポスト（nGy／h又はcps）  サーベイメータ  

（nGy／h）  

最低値   最高値   平均値   

平成9年 4月   7．1   9，6   8．1   53．6   

5月   7．1   9．9   8．2   54．4   

6月   7．1   9．8   8．1   53．6   

7月   7．2   8．8   8．0   54．5   

8月   7．0   8．8   7．9   55．0   

9月   7．3   9．2   8．2   51．8   

10月   7．3   9．4   8．2   53．1   

11月   7．2   9．3   8．1   56．0   

12月   7．2   10．2   8．3   68．0   

平成10年 1月   7．2   10．1   8．2   56．5   

2月   7．2   13．9   8．5   50．2   

3月   了．1   10．4   8．1   58．1   

50．2  ■－   68．0   

前年度まで過去3年間の値   6．8   21．5   9．3   58．3  ・－  64．7   
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